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例　　　言

１　本書は、国土交通省北海道開発局札幌開発建設部が行う道央圏連絡道路建設工事に伴い、財団法
人北海道埋蔵文化財センターが平成19・20年度に委託を受けて実施した、千歳市祝梅川小野遺跡と
梅川１遺跡の埋蔵文化財発掘調査のうち、第Ⅰ黒色土層（当報告書呼称ではⅢ層あるいは包含層）
についての報告書である。なお、第Ⅰ黒色土層のうち低湿地で検出された遺構・木製品・金属製品
については、次年度以降に報告を予定している。

２　報告内容は、祝梅川小野遺跡の平成19年度調査範囲（1,550㎡）および平成20年度調査範囲（6,787
㎡）、梅川１遺跡の平成20年度調査範囲（893㎡）、計9,230㎡の遺構と遺物である。

３　調査は第１調査部第３調査課が担当した。
４　本書は、鈴木　信、菊池慈人、芝田直人、山中文雄、酒井秀治が執筆し、文末に執筆者を示した。
編集は芝田が担当した。

５　遺物の整理は、土器等を芝田、石器等を酒井が担当した。
６　現地調査での写真撮影、室内での写真撮影・整理は菊池が担当した。
７　放射性炭素年代測定については、（株）加速器分析研究所に依頼した。
８　黒曜石原産地同定については、（株）第四紀地質研究所に依頼した。
９　炭化材樹種同定については、（株）パリノ・サーヴェイに依頼した。
10　ⅢＰ－56より出土した壷形土器内部の黒曜石製遺物６点の三次元計測および実測図作成について
は、（株）シン技術コンサルに依頼した。

11　調査にあたっては、下記の諸機関および諸氏に御協力、御指導をいただいた。
　国土交通省北海道開発局札幌開発建設部用地課、同部千歳道路事務所、千歳市教育委員会、 
千歳市埋蔵文化財センター、北海道教育委員会

　赤石慎三、秋山洋司、天方博章、石井　淳、稲垣和幸、乾　哲也、乾　芳弘、上野秀一、上屋真一、
遠藤龍畝、大谷敏三、大林千春、大沼忠春、小川康和、長田佳宏、小野哲也、小野寺聡、柏木大延、
川内谷修、木村英明、工藤　肇、佐藤一志、関根達人、仙庭伸久、高橋　理、田村俊之、豊田宏良、
中岡利泰、長町章弘、奈良智法、野村　崇、羽賀憲二、原　靖寿、藤井誠二、松田淳子、松谷純一、
森　秀之、森岡健治、山田昌久　（五十音順・敬称略）
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の

１　遺構の呼称について

　遺構の表記には以下の記号を用い、原則として確認順に番号を付けた。先頭のローマ数字「Ⅲ」
は、第Ⅰ黒色土層（Ⅲ層）から検出されたことを表す。
ⅢＨ：住居跡　ＨＦ：住居にともなう焼土　ＨＰ：住居にともなう土坑・柱穴
ＨＳ：住居にともなう集石
ⅢＰ：土坑　ⅢＳＰ：小土坑　ⅢＦ：焼土　ⅢＡ：灰集中　ⅢＢ：骨片集中　ⅢＳ：集石
ⅢＲ：道跡

２　遺構図について

（１） 遺構図等には真北を示す方位印を付した。図の天方向は、Ｎ－77°50′ －Ｗである。
（２） 遺構平面図の「＋」は５ｍ方格の大グリッドラインまたは2.5ｍ方格の小グリッドラインの交点で、
傍らのアルファベット・アラビア数字は調査区の名称を表す。詳細はⅡ章に記す。

（３） 遺構平面図の小黒丸「・」とその下の小アラビア数字、および遺構断面図のセクションレベルは
標高（単位ｍ）である。

（４） 掲載した遺構図の縮尺は基本的に４０分の１である。ただし、住居跡は50分の１、道跡は200分の１
の縮尺を用いた。また、遺構位置図、地形図、遺物出土状況図などは任意の縮尺であるため、各図
にはスケールを付けてある。

（５） 遺構図の記号は、以下の遺物の出土地点を表す。また、付された数字は掲載番号を示し、正字体
は土器、斜字体は石器等を表す。

　●：土器　　▲：剥片石器　　■：礫石器　　△：剥片　　□：礫・礫片　　★：土・石製品
（６） 遺構の規模は、「上端の長軸×短軸／下端の長軸×短軸／確認面からの最大深」（単位ｍ）で示して
いる。

（７） 土層の表記は、基本土層についてはローマ数字（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ・・・）、遺構内の層序についてはア
ラビア数字（１、２、３・・・）を使用した。

（８） 土層の色調は『新版標準土色帖29版』（小山・竹原2007）に準じた。
（９） 火山灰は『北海道の火山灰』（北海道火山命名委員会1982）に準じ、以下の略号を用いた。
　　　樽前山火山灰ａ層：Ｔａ－ａ　　　　樽前山火山灰ｃ層：Ｔａ－ｃ
　　　白頭山－苫小牧火山灰層：Ｂ－Ｔｍ　恵庭岳火山灰ａ層：Ｅｎ－ａ
（10） 土層の混在状態の表記は、基本土層と以下の記号を用いる場合がある。記号と面積割合の相関関
係については、『千歳市オルイカ１遺跡』（北埋調報188）に準拠している。

　　　Ａ＋Ｂ：ＡとＢがほぼ同量混じる（Ａが45％以上・55％未満、Ｂが45％以上・55％未満）
　　　Ａ＞Ｂ：ＡにＢが少量混じる　　 （Ａが80％未満、Ｂが20％以上・45％未満）
　　　Ａ≫Ｂ：ＡにＢが微量混じる　　 （Ａが80％以上、Ｂが20％未満）

３　遺物図について

（１） 遺物図の縮尺は、復元土器・拓影土器・礫石器（石斧以外）が３分の１、剥片石器・石斧・土製
品・石製品が２分の１である。

（２） 遺物図右下の太ゴチックアラビア数字は掲載番号である。大型の復元土器の展開図などが複数ペ
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ージに亘る場合は、掲載番号に丸数字（①、②、③・・・）を付した。また、拓影土器の掲載番号
に後続する小文字アルファベット（ａ、ｂ、ｃ・・・）は同一個体を示す。

（３） 復元土器の「 」は上面観を模式的に表したもので、十字の垂直線は下端が前面側－上端が裏面
側を、十字の水平線は左端が左面側－右端が右面側を示す。「 」の直下の図は「 」に太線で示
した弧の範囲の文様・器面調整を図化表現している。太線は転写範囲を表し、「 」の外面に太線が
ある場合は外面の情報、「 」の内側に太線がある場合は内面の情報を表現している。

（４） 復元土器の断面図上方に「▼」「▽」「◇」「△」が付されている場合、正面図に「▼」「▽」「◇」「△」
が付されている部位の断面を表す。「▼」「▽」「◇」は正面側180°、「△」は裏面側180°の範囲を表す。

（５） 土器の断面図に付されている太ゴチックアラビア数字は、露呈した粘土紐の接合面の段数を表す。
数字の降順は成形順を示す。

（６） 土器の正面図上方の太ゴチックアラビア数字付き「 」「 」は、露呈した粘土紐の接合面の位置
・段数を表す。「 」は正面側180°、「 」は裏面側180°の範囲を表す。太ゴチックアラビア数字は、
（５）で述べた断面図の接合面の段数に対応する。

（７） 土器の正面図に付されている「○」「●」は粘土紐の接合面の露呈部分を示す。「●」は外傾接合、「○」
は内傾接合である。「●」は口縁部方向へ接続する面、「○」は底部方向へ接合する面である。

（８） 底面図の「□」－「■」は、正面図の「□」－「■」に対応し、底面図の天－地は、正面図の手
前－奥に対応する。

（９） 石器・土製品・石製品の大きさは、最大長・最大幅・最大厚（単位㎝）で示した。破損している
ものについては現存最大値を（　）、不明なものは「－」で示した。

（10） 石器の実測図中でたたき痕は「∨－∨」、すり痕は「｜ ｜」で範囲を示した。また、被熱部分
をドットのスクリーントーンで示した。

４　写真図版について

遺物写真の右下のゴチックアラビア数字は、図掲載番号を示す。

５　その他

　文中において「北埋調報」としているものは、財団法人北海道埋蔵文化財センター調査報告書の
略である（平成24年度より公益財団法人北海道埋蔵文化財センター調査報告書）。
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Ⅰ　緒　言

１　調査要項
事　業　名　一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査（平成２１年度まで）
　　　　　　道央圏連絡道路新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財発掘調査（平成２２年度）
　　　　　　道央圏連絡道路千歳市泉郷道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査（平成２３・２４年度）
事業委託者　国土交通省北海道開発局札幌開発建設部
事業受託者　公益財団法人北海道埋蔵文化財センター
遺　跡　名　祝梅川小野遺跡（北海道教育委員会登載番号：Ａ－０３－４８）
　　　　　　梅川１遺跡（北海道教育委員会登載番号：Ａ－０３－５６）
所　在　地　北海道千歳市祝梅４８５－２ほか：祝梅川小野遺跡　
　　　　　　北海道千歳市祝梅４９８－３：梅川１遺跡
受 託 期 間　平成１９年４月２日～平成２０年３月３１日（発掘調査：平成１９年５月９日～１０月２６日）
　　　　　　平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日（発掘調査：平成２０年５月９日～１０月２３日）
　　　　　　平成２１年４月１日～平成２５年３月３１日（整理作業：平成２４年１１月３０日まで）
調 査 面 積　８,３３７㎡：祝梅川小野遺跡
　　　　　　 ８９３㎡：梅川１遺跡
調 査 体 制　第１調査部　部長　越田賢一郎（平成１９～２１年度）
　　　　　　　　　　　　部長　千葉　英一（平成２２～２４年度）
　　　　　　第２調査部　部長　三浦　正人（平成２３・２４年度）

平成１９年度　　　　　　　　　　　平成２０年度　　　　　　　　　　　平成２１年度
第１調査部第２調査課　　　　　　第１調査部第３調査課　　　　　　第１調査部第３調査課
 課長　遠藤香澄（発掘担当者） 課長　鈴木　信（発掘担当者） 課長　鈴木　信
 主査　菊池慈人（発掘担当者） 主査　菊池慈人（発掘担当者） 主査　菊池慈人
 主任　芝田直人 主任　芝田直人 主任　芝田直人
 主任　酒井秀治 主任　山中文雄 主任　山中文雄
 嘱託　山田和史（発掘担当者） 主任　酒井秀治 主任　酒井秀治

平成２２年度　　　　　　　　　　　平成２３年度　　　　　　　　　　　平成２４年度
第１調査部第３調査課　　　　　　第１調査部第２調査課　　　　　　第１調査部第２調査課
 課長　鈴木　信 課長　鈴木　信 課長　鈴木　信
 主査　菊池慈人 主査　菊池慈人 主査　菊池慈人
 主査　芝田直人 主任　山中文雄 主査　芝田直人
 主任　山中文雄　　　　　　　　第２調査部第２調査課 主査　末光正卓
 主任　酒井秀治 主査　芝田直人 主任　山中文雄
  主任　酒井秀治　　　　　　　　第２調査部第２調査課
   主任　酒井秀治
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２　調査にいたる経緯
　札幌開発建設部が計画･実施している｢道央圏連絡道路（一般国道３３７号）；千歳市～小樽市を連結す
る延長約８０kmの地域高規格道路｣事業は、平成元（１９８９）年に事業化され、そのうち｢新千歳空港関連｣
事業が本調査の原因となる。平成２年１２月に札幌開発建設部は、千歳市教育委員会を経由して、北海
道教育委員会あてに国道３３７号根志越道路整備工事に伴う千歳市柏台～中央までの路線内における事
前協議書を提出した。平成３年６月に北海道教育委員会は路線内の遺跡所在確認調査を行い、同年７
月に周知８か所･未登載４か所（対象面積２９９,０００㎡）について範囲確認調査の必要を札幌開発建設部
に回答した。
　その後、平成７（１９９５）年５月に事業名変更等のため再び事前協議書の提出があった。事業名は｢一
般国道３３７号新千歳空港関連工事｣、事業面積８２８,０００㎡となる。この包蔵地については現状保存が望ま
しいが、やむをえない場合は記録保存を目的とした発掘調査が必要である旨、北海道教育委員会より
札幌開発建設部に伝えられた。札幌開発建設部は工事計画の変更は困難と判断した。
　以上の経緯から、平成１９年２月に北海道教育委員会は財団法人（平成２４年４月より公益財団法人）
北海道埋蔵文化財センターに祝梅川小野遺跡の発掘調査（１２,３１０㎡）を指示し、３月に財団法人北海
道埋蔵文化財センターは調査実施を受諾し、調査計画を立案した。同年４月に札幌開発建設部と委託
契約を交わした上で、５～１０月に発掘調査し、工事計画の変更により７,６３０㎡（４,６８０㎡減）を終了した。
このうちⅢ層の調査面積は１,５５０㎡である。平成２０年２月に北海道教育委員会は財団法人北海道埋蔵
文化財センターに祝梅川小野遺跡の発掘調査（６,６３０㎡）を指示し、３月に財団法人北海道埋蔵文化財
センターは調査実施を受諾し、調査計画を立案した。同年４月に札幌開発建設部と委託契約を交わし
た上で、５～１０月に発掘調査した。遺跡範囲の拡大変更により１０,２６７㎡（３,６３７㎡増）を完了した。こ
のうちⅢ層の調査面積は６,７８７㎡である。両年合わせて最終調査面積は１７,８９７㎡となった。
　梅川１遺跡については、平成２０年２月に北海道教育委員会が財団法人北海道埋蔵文化財センターに
発掘調査（７８０㎡）を指示し、３月に財団法人北海道埋蔵文化財センターは調査実施を受諾し、調査計
画を立案した。同年４月に札幌開発建設部と委託契約を交わした上で、５～１０月に発掘調査した。遺
跡範囲の拡大変更により８９３㎡（１１３㎡増）を完了した。

３　調査の経過
（１）発掘経過
　平成１９年度　５月９日； 開所式、５月１１～１７日； Ⅴ層２５％調査、５月１４日；Ⅲ層２５％調査、５月
１８日以降；Ⅲ・Ⅴ層遺構調査（住居跡･土坑･焼土を検出） 、１０月２４日；Ⅲ層遺構調査終了、１０月２６
日；Ⅴ層遺構調査終了、１０月２９日～１１月１日；撤収作業･越年準備
　平成２０年度　５月９日； 開所式、５月１３日以降；Ⅲ層遺構調査（住居跡･土坑を検出）、５月１５～３０
日；調査区南半の鋼矢板打設、６月２～１２日；調査区南半の排水準備工･表土剥ぎ、６月９日；調査区
南半のⅢ・Ⅴ層２５％調査、６月２１日；調査区北半の鋼矢板打設、６月２３日以降；調査区南半のⅢ・Ⅴ
層遺構調査、７月１１～３０日；排水準備工･表土剥ぎ、７月１３～１５日サミットによる作業休止、７月２９日
調査区北半のⅢ・Ⅴ層２５％調査、８月８日以降調査区北半のⅢ・Ⅴ層遺構調査、９月３日；調査区南
半の調査終了、１０月２３日；調査区北半の調査終了、１０月２４～２９日；撤収作業
（２）整理経過
　平成１９年度　出土遺物の破片接合･遺物復元･遺構素図作成･遺物図作成を行なう。並行して報告書
『千歳市　梅川４遺跡 （１）』（北埋調報２５３集）を刊行した。
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　平成２０年度　土器破片接合･石器接合･遺構素図作成･遺物図作成･微細遺物の選別。
　平成２１年度　遺物復元･遺構素図作成･遺物図作成･微細遺物の選別。並行して報告書『千歳市　梅川
４遺跡（２）』（北埋調報２６９集）を刊行した。
　平成２２年度　遺構素図作成･遺物図作成・原稿執筆、微細遺物の選別。
　平成２３年度　遺構図作成･遺物図作成・一覧表作成・写真撮影・原稿執筆、並行して報告書『千歳市　
キウス５遺跡（９）』（北埋調報２８４集）、『千歳市　祝梅川小野遺跡（１）・梅川１遺跡（１）』（北埋調報
２８５集）を刊行した。
　平成２４年度　遺物図作成・写真撮影・原稿執筆、並行して報告書『千歳市　祝梅川小野遺跡（２）・梅
川１遺跡（２）』（本書・北埋調報２９７集）、報告書『千歳市　キウス５遺跡（１０）』（北埋調報２９９集）、報
告書『千歳市　祝梅川上田遺跡（２）』（北埋調報３００集）を刊行した。 （鈴木）

４　調査結果の概要
（１）祝梅川小野遺跡
　Ⅲ層より検出された遺構は、住居跡（ⅢＨ）１０軒、土坑（ⅢＰ）７９基、小ピット（ⅢＳＰ）７７基、
焼土（ⅢＦ）１０か所、灰集中（ⅢＡ）４か所、骨片集中（ⅢＢ）１か所、集石（ⅢＳ）４か所、道跡
（ⅢＲ）１条である（表Ⅰ－１）。これらの時期は、縄文時代晩期後葉、擦文文化期、近世アイヌ文化
期に属する。本書では、調査範囲南西側の祝梅川へ降りる西向きの緩斜面上、中央の北向きの急斜面
の肩部で検出された住居跡１０軒、土坑７７基、小ピット５４基、焼土２か所、灰集中２か所、集石４か所、
道跡１条について報告する。調査範囲北東側の低湿地の遺構は、保存処理・整理作業を継続中の木製
品・鉄製品などと関連するものが多いため、次年度以降に報告する。
　Ⅲ層より土器・土製品は１８,３３０点出土した（表Ⅰ－２）。縄文時代晩期後葉（Ⅴ群ｃ類）の土器が１４,１３６
点と最も多く、擦文文化期の土器（Ⅶ群）が３,２５６点で次ぐ。土器の出土分布は遺構とほぼ一致してお
り、調査範囲南側の段丘面から祝梅川へ降りる斜面上に集中し、北側の低地部分は希薄である。土製
品は、Ⅶ群に伴うと考えられる紡錘車が３個体出土した。
　Ⅲ層より石器等は剥片石器４４７点、剥片２,９８６点、礫石器１０３点、原石・礫・礫片８６５点、石製品５点
の合計４,４０６点が出土している（表Ⅰ－３）。石材は、剥片石器・剥片では黒曜石が占める割合が非常
に高い。礫石器は、砂岩、泥岩、安山岩、凝灰岩を利用している。このほか、黒曜石製石製品１点と
有孔石製品３点、玉類１点が出土している。
　自然科学的分析は、放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）、黒曜石原産地同定、炭化材樹種同定を行った
（Ⅵ章参照）。放射性炭素年代測定は、縄文時代晩期後葉、擦文文化期に該当する年代値が得られてい
る。晩期後葉の壷形土器の内部より出土した黒曜石製Ｕフレイク６点は、赤石山産であった。炭化樹
種は、昨年度報告したⅤ層の遺構出土のものと合わせて同定した。
（２）梅川１遺跡
　Ⅲ層より近世アイヌ文化期の建材集中１か所を検出した。祝梅川小野遺跡の低湿地と同様に、保存
処理・整理作業を継続中のため、次年度以降に報告する。包含層より、土器はⅤ群ｃ類４１４点、Ⅶ群３１
点の計４４５点、石器は剥片石器３６点、剥片７８点、礫石器２点、礫１点の計１１７点が出土した（表Ⅰ－４
・５）。 （芝田）
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表Ⅰ－１　祝梅川小野遺跡　年度別検出遺構数一覧

遺　　　構
調査面積
（㎡）調査年度 道跡

（ⅢＲ）
集石
（ⅢS）

骨片集中
（ⅢＢ）

灰集中
（ⅢＡ）

焼土
（ⅢF）

小ピット
（ⅢSP）

土坑
（Ⅲ）

住居跡
（Ⅲ）

（1）（4）0（2）（2）（48）（59）（7）1,550平成19年度
4　　12　　8　　29　（6）20（18）（3）6,787平成20年度

（1）8（4）14（2）10（2）77（54）79（77）（10）8,337計
＊（　）内の数字は今回報告する遺構数

表Ⅰ－３　祝梅川小野遺跡　出土石器等点数一覧

計包含層遺　構
118 90 28石鏃

分
類

5 2 3石錐
2 0 2石槍・ナイフ
7 5 2つまみ付きナイフ
157 99 58スクレイパー
1 1 0両面調整石器
4 4 0楔形石器
80 69 11Ｒフレイク
63 50 13Ｕフレイク
10 9 1石核

2,986 2,373 613剥片
24 17 7石斧
2 1 1石のみ
6 0 6すり石
40 21 19たたき石
9 8 1砥石
2 2 0矢柄研磨器
4 4 0台石
5 3 2石皿
6 5 1加工痕ある礫
5 5 0研磨痕ある礫
5 3 2原石
3 2 1棒状原石
857 449 408礫・礫片
5 5 0石製品

4,406 3,227 1,179総　計

表Ⅰ－４　梅川１遺跡　出土土器点数一覧

計包含層遺　構
4144140Ⅴ群ｃ類分

類 31310Ⅶ群
4454450総　計

表Ⅰ－５　梅川１遺跡　出土石器等点数一覧

計包含層遺　構
5 5 0石鏃

分
類

1 1 0石錐
11 11 0スクレイパー
10 10 0Ｒフレイク
9 9 0Ｕフレイク
78 78 0剥片
1 1 0たたき石
1 1 0加工痕ある礫
1 1 0礫・礫片
117 117 0総　計

表Ⅰ－２　祝梅川小野遺跡　出土土器点数一覧

計包含層遺　構
14,13611,9482,188Ⅴ群c類

分
類

3,2562,714542Ⅶ群
972Ⅱ群ａ類
1034558Ⅱ群ｂ類
110Ⅲ群ａ類
321814Ⅲ群ｂ類
261115Ⅳ群a類

計包含層遺　構
525225300Ⅳ群ｂ類

分
類

13126105Ⅳ群ｃ類
43394Ⅳ群不明
110Ⅴ群b類
19109不明
493513土製品

18,33015,0803,250総　計
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Ⅱ　調査の方法

１　調査範囲
（１）発掘区の設定
ａ　方格組みおよび座標

　発掘必要区域は｢道央圏連絡道路（一般国道３３７
号）｣内であるため、発掘区の設定は以下のように
行った（図Ⅱ－１）。
　まず、計画路線のうちＳＰ４４００（梅川４遺跡内）
～ＳＰ５３４８.４９２（梅川２遺跡内）が直線であること
からこれを基線とし、さらに梅川４遺跡･祝梅川小
野･梅川１遺跡が同系の座標に入るように基線に
対して平行・直交する方格を組み、平成１９年度に
は方格設定の原点として点間１００ｍのＳＰ４７００（調
査方格名称Ｍ７）・ＳＰ４８００（調査方格名称Ｍ２７）
を選定した。平成２０年度はこれを踏襲している。
　方格間隔は、方格杭打設の経費節減、１グリッ
トあたりの投入人員数･作業員の班構成、遺構内に
含まれてしまう方格杭の低減、調査面積累計把握
の容易さを考慮して５ｍに設定した。それぞれの
区画線にアルファベット（東西方向）と数字（南
北方向）を与え、調査区（グリッド）の呼称は、
方眼の南西角で交差する区画線を読む。さらに、
５ｍ方眼を２.５ｍ四方に分割して、反時計回りに南
西角から｢ａ｣・｢ｂ｣・｢ｃ｣・｢ｄ｣と呼ぶ小調査区（小
グリッド）を設置し、調査の便宜を図った。
　平成１９年度の調査着手に当たっては株式会社総
合測量設計に委託し、３級基準点２か所の測量を
行い、２０ｍ間隔の基準杭を１４か所設置し座標値と
標高を得た。平成２０年度の調査着手に当たっては
株式会社田中測量に委託し、鋼矢板打設などの準
備工があったため、複数回にわたり基準杭を３９か
所設置し座標値と標高を得た。これらを基本杭と
して５ｍ方眼杭の打設を行った。なお、調査に必
要な５ｍ方格杭は、その都度自ら打設することが
あった。
　下記方格の原点平面直角座標（平面直角座標系
第ⅩⅡ系）は図Ⅱ－１のＳＰ４６９０・ＳＰ４７９０にあ
たる。
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図Ⅱ－１　発掘区の設定
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　　Ｍ５（SP４６９０）：X=－１２９,５９５.４４５、Y=－４５,７２１.７７２（北緯４２°４９′５５″･東経１４１°４１′２６″）
　　Ｍ２５（SP４７９０）：X=－１２９,４９７.９８４、Y=－４５,６９９.５３４（北緯４２°４９′５８″･東経１４１°４１′２７″）
ｂ　水準点

　平成１９年度に用いた水準点は以下である。
　　Ｍ５：１３.１１６ｍ　Ｍ１０：１３.９１９ｍ　Ｍ１５：１３.８６９ｍ　Ｍ２０：１４.１２２ｍ　Ｍ２５：１４.０２５ｍ
　平成２０年度に用いた水準点は以下である。
　　Ｌ１１：１３.２６２ｍ　Ｎ２９：１３.５８４ｍ　Ｒ４５：１０.１３４ｍ　Ｓ４９：１０.６４９ｍ　Ｓ６１：９.９６４ｍ　Ｓ７３：８.６６０ｍ

２　掘削など
　人力掘削作業は主に移植ゴテ･ねじり鎌を使用して行った。遺構･遺物の検出状況に応じて竹べらや
竹串を使用して遺構･遺物を傷つけないように掘削を行った。精査･清掃の際には前記のほかに炉ボウ
キ･ブラシ等を用いた。また、移植ゴテでは掘ることが困難な場所や遺構･遺物の見られない範囲、撹
乱坑等ではスコップ等を併用した。
　遺構は火山灰土壌に包埋されているため、降雨による流水･乾燥により崩壊が起こりやすい。そのた
め、適度にじょうろや噴霧器を用いて散水を行い、ベニヤ板･ブルーシートなどをかけるなど降雨･乾
燥に配慮して調査を進めた。黒色腐植土は水を含むと滑りやすく危険をともなった。そのため、排土
道や通路に歩み板や麻袋やまき砂（遺跡内の細粒火山灰を利用）を敷いて転倒の防止に努めた。
　人力掘削方針は、上面での精査、第Ⅰ黒色土層はアイヌ文化期･擦文文化期の遺構･遺物の確認のた
め深度３㎝、それ以降は深度５㎝単位で掘削し、第Ⅱ黒色土層は深度５㎝単位で掘削した。なお、状
況に応じて深度３㎝と深度５㎝を適宜用いた場合がある。

３　測量と記録
（１）測量・図化
　委託設置した基準杭をもとに５ｍ方格の各交点に木杭を設置し、平面測量の基準とした。水準測量
は自動レベルと１㎜目盛のアルミスタッフを用いて方格杭に基準杭を与点とする標高を入れ、方格杭
と対象の比高を直接観測した。平面測量は方格杭を基準としての手測りによる。
　遺構･遺物の詳細な出土位置と範囲を記録することにより、その接合関係を把握し、遺構の形成順序
を把握するため下記のような方法を用いて遺物の検出範囲と出土位置を記録することとした。
　実測は１㎜方眼のＡ４版セクションフィルムに基本的に２０分の１スケールで記入した。出土状況の
詳細図を必要としたときは１０分の１スケールで行った。 （鈴木）
（２）現場での撮影
ａ　撮影方法

　発掘現場での撮影は、６×７サイズカメラを使用し、デジタルカメラで補助記録を撮った。記録保
存のため同一カットを同じ条件（シャッタースピード・露出）で複数コマ撮影し１セットとした。な
お、絞りを替えてさらに撮影した場合がある。撮影は遺構･遺物の出土状況などを行った。また、進行
状況の確認となる定点撮影も行った。撮影に際しては、各被写体の撮影方向･出土位置･取上面など必
要な情報を入れることを考慮した。ブレ･ボケなどを防止する為に、全ての撮影は三脚･レリーズを用
いて行った｡
ｂ　撮影機材･撮影データ

　撮影機材・フィルムは下記を使用した。フィルム（フジネオパンアクロス１００－１２０･フジＲＤＰⅢ
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１２０）の使用頻度や収納スペースの観点から、ほとんどを６×７サイズ（Mamiya ＲＺ６７ＰＲＯⅡ）で
行なうこととした。スライドには必要に応じて６×７サイズリバーサルフィルムより作成した。現場
での撮影データ（カット№･撮影日･被写体名･被写体詳細または出土層位･撮影方向・フィルム種類･撮
影者）は撮影者が野帳に記入し、記録とデジタルカメラによる撮影の統合を行い写真台帳とした｡
 （菊池）
（３）出土品の収集
　掘り出し遺物についての取り上げ方法は、点取り上げと一括上げがある。一括上げとは５ｍ方眼･層
別である。土壌の取り上げは遺物の取上げと同じ方法で行った。ただし、すべて範囲を記録した一括
上げである。土壌に含まれる、多量の小剥片などは、土壌ごとポリ袋に採取し、その後の整理作業で
水篩選別方法により取り出している。 （鈴木）

４　資料整理
（１）図面等
　遺構などの原図は訂正などの作業を行った。訂正や変更があった場合はその個所が確認できるよう
に原図に書き込んでいる。その後、原図から１㎜方眼の方眼紙に鉛筆（芯径０.５㎜）をもちいて作成し
た。素図をスキャナーで取り込み、パソコン上で描画ソフト（Ａdobe Illustrator ＣＳ３）により補正
・加工し版下を作成した。
（２）出土品
　一次整理：掘り出された土器・石器等は、野外作業と平行して現地で水洗･乾燥･遺物台帳の作成･遺
物カードの添付･注記作業を行った。水洗はボンドブラシや歯ブラシなどを使用して遺物に付着した
土を洗い落とした。乾燥は新聞紙等を敷いた乾燥かごに遺物を入れて、遺物乾燥小屋の室内で行った。
室内では除湿機などを用いて乾燥を促した。水洗・乾燥の終了した遺物は、収集の単位ごとに遺物名
と点数を決定したうえで遺物番号を与え、遺物台帳に登録した
　遺物台帳は、土器･土製品と石器等とに分けて作成している。Ｂ５判の様式を印刷して手作業で記入
し、グリッド別に全遺物を登録した台帳を作成した。台帳には出土グリッドまたは遺構のほか遺物番号
･取り上げ日･層位･遺物名･分類･材質（石器等に限る）･点数その他を記入した。台帳登録の終わった遺
物は、台帳と同一の内容を記入した遺物カードとともに遺物番号ごとにチャック付ポリ袋に納めた。
　注記は、手書きによって行った。注記対象は、土器片が微細なものを除く大多数、石器等が剥片や礫を除い
たものである。注記できなかった遺物は遺物番号ごとにポリ袋に納め、注記済みのものと同封した。
　注記内容は、遺構については、遺跡名の略号｢オノ｣「ウ１」、出土遺構名の略号「例えばＰ」と遺構
番号「アラビア数字」、層位名｢ローマ数字｣、遺物番号「アラビア数字」を記入した。組み合わせ表記
順は「例えばオノ」＋｢Ｐ：第Ⅰ黒色土層→ＵＰ、第Ⅱ黒色土層→ＬＰ」･「遺構番号」＋層位名｣＋｢
遺物番号｣である。包含層については、遺跡名の略号「例えばウ１」、出土方格南北方向「アルファベ
ット」と東西方向「アラビア数字」、層位名｢ローマ数字｣、遺物番号「アラビア数字」を記入した。組
み合わせ表記順は「例えばウ１」＋｢層位名｣＋｢遺物番号｣である。
　二次整理：一次整理の終了した遺物を埋蔵文化財センターに搬入し、分類・材質の確認、接合など
を行った。遺物の整理と平行して遺物台帳の修正･コンピューターへの入力を進めた。整理終了後、原
則として各遺物と遺物カードを同封したチャック付ポリ袋に戻し、出土方格南北方向「アルファベッ
ト」と出土層ごとに遺物番号順に整頓し、プラスチックコンテナに収納した。
　立体復元は、遺物台帳と破片の照合→接合関係表記入→土器接合→樹脂充填の手順を取った。土器拓
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本は 片 について行い、 面は に る原 、２ ３ 図をもとに れを行った。土
器 は立 について行い、 に る原 、２ ３ 図をもとに れを行った。石
器 は に る原 、原 または２ ３ 図をもとに れを行った。 の遺物につい
ては 図をス ナーで り み、パ コン上で フト（Ａ    Ｃ ３）に り れ
を行った。 （芝田）
（３）写真
　室内撮影は、６×７版カメラ･４×５版カメラ･ストロボを用いて行った。俯瞰は無影撮影台を用い、
遺物集合写真などの立面は、撮影台に遺物が載り切らない時は、背景紙を床に直に垂らして撮影した。
フィルム現像はカラーリバーサルフィルムを外注し、モノクロフィルムを自動現像機で自家処理した。
モノクロ写真の焼き付けは自家処理しており、写真図版用の焼き付けや密着焼きを行なっている。フ
ィルムには１コマずつ番号をつけ、フィルム種類ごとの連番で管理している。 （菊池）

５　保管
　今回の報告に関する図面等・写真・出土遺物は平成２5年１月現在、道立北海道埋蔵文化財センター
で保管している。図面等は全てＡ２版図面ファイルに調査年度・北埋調報番号・遺跡名をつけて収納
している。写真アルバムは定温・定湿に保たれた特別収蔵庫に保管される。出土遺物に関しては、土
器片や石器等はコンテナに収納する。コンテナには調査年度・北埋調報番号・遺跡名・遺物名・分類
・収納番号を記したラベルを貼り、収蔵庫に保管し、今後の活用に備えた。 （鈴木）

６　遺物の分類
ａ　土器等

　縄文時代早期に属するものをⅠ群、以下前期をⅡ群、中期をⅢ群、後期をⅣ群、晩期をⅤ群、続縄
文時代をⅥ群、擦文文化期をⅦ群とした。Ⅲ層の調査では主にⅤ群ｃ類、Ⅶ群が出土している。
Ⅴ群　縄文時代晩期に属する道央の土器群
　ａ類　大洞Ｂ式、大洞Ｂ－Ｃ式とこれに並行する在地の土器群。東三川Ⅰ式など。
　ｂ類　大洞Ｃ１式、大洞Ｃ２式とこれに並行する在地の土器群。浜中大曲式、美々３式など。
　ｃ類　大洞Ａ式、大洞Ａ′ 式とこれに並行する在地の土器群。タンネトウＬ式、氷川式など。
Ⅶ群　擦文文化期に属する道央の土器群
　土製品は特に細分項目は設けない。紡錘車、焼成粘土塊などがある。 （芝田）

ｂ　石器等

　分類は器種を基本とした。各器種は剥片石器群、礫石器群に大別される。
剥片石器群

石鏃、石槍、ナイフ、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、両面調整石器、石核、Ｒフレイク、
Ｕフレイク、剥片

礫石器群

石斧、石のみ、たたき石、台石、すり石、石皿、砥石、矢柄研磨器、加工痕ある礫、研磨痕ある礫、
原石・棒状原石、礫・礫片

　上記以外の石製遺物については石製品として分類した。黒曜石製石製品、玉、有孔石製品などがある。
 （酒井）
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Ⅲ　遺跡の環境

１　位置
（１）所在
　祝梅川小野遺跡は千歳市祝梅４８５－２ほか、梅川１遺跡は千歳市祝梅４９８－３に所在する。千歳市は
北海道の西部、石狩地方の南端を占め、北は恵庭市、南は苫小牧市に接している。両遺跡は千歳市街
東南隅に位置する。また、祝梅川小野遺跡は祝梅川上流部右岸にあり、梅川１遺跡は梅川下流部左岸
にある。祝梅川は遺跡の５００m下流で梅川と合流し、３,５００m下流で千歳川と合流する（図Ⅲ－１）。
　千歳市埋蔵文化財包蔵地分布図に記載された祝梅川小野遺跡は１００m四方の規模であったが、平成１８
年に行われた範囲確認調査により下流側を含めた遺跡へと拡大した。梅川１遺跡は平成１９年に行われ
た範囲確認調査により、千歳市埋蔵文化財包蔵地分布図に記載された範囲が南方へ拡大した。
（２）地名
　遺跡名の「祝梅」はアイヌ語地名に当て字したもので、この地名は少なくとも１９世紀後葉まで遡る。
アイヌ語地名については幾つかの解説がある。長見義三は「sukup-pay：成長した－イラクサ、また
は別の語解の可能性あり」『ちとせ地名散歩』（長見１９７６）と解している。榊原正文は「sukup-hay-us-
nay：成長する－イラクサ－群生する－川」『データベース･アイヌ語地名３』（榊原２００２）と推定してい
る。｢梅川｣のアイヌ語地名は存在しないが、長見義三によれば「sino-oman-sukupay：本当に－行く－
シュクパイ」『ちとせ地名散歩』（長見１９７６）であり、祝梅川は源頭部が冷泉であることから「nam-
sukupay：冷たい－シュクパイ」と解している。
（３）地形
　遺跡は石狩平野と勇払平野に挟まれた低平な美々台地の東北縁にあり、地質構造分類では石狩低地
帯に属する。遺跡がある涸れ沢は第四紀更新世末葉の支笏火砕流堆積物が浸食を受けて形成された地
形であり、支笏火砕流堆積物の上には恵庭ａ降下軽石、樽前ｃ降下軽石･岩片、樽前ａ降下軽石が降下
堆積して現地表形を造る。

２　周辺の遺跡
　祝梅川水系にある遺跡は左岸に４か所･右岸に１０か所あり、梅川水系にある遺跡は左岸に２か所･右
岸に２か所ある（図Ⅲ－１）。このうち、祝梅川遺跡･祝梅川矢島遺跡･祝梅竪穴遺跡･祝梅川山田遺跡
･梅川３遺跡・梅川４遺跡について千歳市教育委員会が発掘調査･報告を行っている。平成１８～２０年度
には北海道埋蔵文化財センターが梅川４遺跡･祝梅川上田遺跡･梅川２遺跡の発掘調査･報告を行った。
以下、今回の報告と関係する第Ⅰ黒色土の遺構について時代別に概要を記す。
縄文･晩期･第Ⅰ黒色土層：竪穴住居跡６軒・土坑５１９基（梅川３）、土坑１９基・土器集中１か所（梅

川４，千歳市教委，平成８～９年）、土坑４０基（梅川４，千歳市教委，平成１１・１２年）、竪穴住
居跡１軒・土坑１５５基（梅川４，北海道埋蔵文化財センター，平成１８年）

擦文文化期：竪穴住居跡４軒（祝梅竪穴）、竪穴住居跡２軒・土坑１基（梅川３）、道跡１条（祝梅
川上田）

アイヌ文化期：墓３基（梅川３）、集石１か所（祝梅川）、建物跡１棟・集石１か所（梅川４，千歳市
教委，平成８～９年）、建物跡４棟・墓１基・焼土２０９か所・道跡３条（梅川４，千歳市教委，
平成１１・１２年）、建物跡１２棟・集石４か所（祝梅川上田）、建物跡２棟（梅川２）
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図Ⅲ－１　遺跡の位置と周辺の遺跡
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Ⅲ　遺跡の環境

図Ⅲ－２　遺跡の位置と調査範囲
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３　地層
　確認した台地上の標準的な地層は表土層～恵庭ａ降下軽石層下位の鈍い橙色（７.５YR６/４）ローム
層である（図Ⅲ－３）。報告対象とした地層は第Ⅰ黒色土層（Ⅲ層）である。土層は呼称を設けローマ
数字で表記し、遺構内の人為堆積物はアラビア数字で表記した。
　　Ⅰ層（表土層）：工業用地等造成に関わる客土･畑の耕作土

Ⅱ層（樽前ａ降下軽石層）：元文４（１７３９）年旧暦７月１４日降下、軽石･火山灰が堆積。３～４の
降下単位が確認できる。上部は耕作によって削られる。略称Ｔａ－ａ。

Ⅲ層（腐植土層）：樽前ｃ降下軽石･岩片を母材とする黒色シルト質。第Ⅰ黒色土層（略称ⅠＢ）
に相当し、近世アイヌ文化期～縄文時代晩期後葉の遺構･遺物を包含する。低
地部分では、Ⅲ層中に白頭山－苫小牧降下軽石層（略称Ｂ－Ｔｍ、噴出年代１０
世紀）が疎らに分布する。

Ⅳ層（樽前ｃ降下軽石層）：上位の樽前ｃ１降下軽石層（略称Ｔａ－ｃ１）、下位の樽前ｃ２降下岩片
･岩滓層（略称Ｔａ－ｃ２）に細分される。Ｔａ－ｃ１ とＴａ－ｃ２間
には厚さ数㎝の灰褐色砂質ローム層がある。縄文時代晩期後葉に降
下。

Ⅴ層（腐植土層）：恵庭ａ降下軽石層上部のローム層を母材とする黒色シルト質。第Ⅱ･Ⅲ黒色土
層に相当（略称ⅡＢ･ⅢＢ）、縄文時代晩期後葉～早期の遺構･遺物を包含する。

Ⅵ層（漸移層）：恵庭ａ降下軽石層上部の暗褐色ローム質土･樽前ｄ１ｄ２降下軽石･恵庭ａ降下軽石
を母材とする。縄文時代早期～後期旧石器時代の遺構･遺物を包含する。

Ⅶ層（ローム質土層）：恵庭ａ降下軽石層上部の暗褐色ローム質土･樽前ｄ１ｄ２降下軽石･恵庭ａ降
下軽石を母材とする。後期旧石器時代の遺構･遺物を包含する。

　　Ⅷ層（恵庭ａ降下軽石層）：後期旧石器時代前半に降下。略称Ｅｎ－ａ。

　低湿部は沢状地形の谷部分に当たるため水の営力によって、層厚が増すこと･還元土壌化すること･
未分解の草本の有機物が混じるため土質が泥炭化することが生じる。Ⅱ層･Ⅴ層の層厚は著しく増幅
する。Ⅳ層は水位の上下による酸化還元が著しく、固結が起こり、土色の赤褐色･灰青化が明瞭である。
Ⅵ層･Ⅶ層は還元が著しく土色の灰青化が明瞭である。
Ⅲ層は、Ⅱ層直下のＴａ－ａ降下軽石が混じる薄層を
Ⅲ－１層（近世アイヌ文化期の遺物が出土）、Ｂ－Ｔｍ
を挟み上部をⅢ－２層、下部をⅢ－３層、さらに下位
の泥炭をⅢ－４層とした。泥炭には暗褐色砂質土の堆
積が認められる部分があり、これを「Ⅲ黒砂層」また
は「ⅢＢＳ層」と呼称した。
　台地部でＴａ－ｃ層がＴａ－ｃ１層･灰褐色砂質ロー
ム層･Ｔａ－ｃ２層が明瞭に三分される状況は、２００６年
調査の祝梅川上田遺跡では目視されている。ただし、
キウス４遺跡･ユカンボシＣ１５遺跡の標高６.５m以下に
おいては、流水の営力によって層厚が増幅するので、
Ⅳ層中の灰褐色砂質ローム層が泥炭質の黒色腐植土層
として視認できる。　　　　　　　　　　　　 （鈴木）
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図Ⅲ－３　土層柱状模式図
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

１　遺構
（１）概要
　祝梅川小野遺跡のⅢ層より検出した遺構は、住居跡（ⅢＨ）１０軒、土坑（ⅢＰ）７９基、小ピット
（ⅢＳＰ）７７基、焼土（ⅢＦ）１０か所、灰集中（ⅢＡ）４か所、骨片集中（ⅢＢ）１か所、集石（Ⅲ
Ｓ）４か所、道跡（ⅢＲ）１条である。これらは、①調査範囲南西側の祝梅川へ降りる西向きの緩斜
面上、②調査範囲中央の祝梅川へ降りる北向きの急斜面の肩部、③調査範囲北東側の祝梅川から東へ
内湾する入江を望む氾濫原に立地する。今回は①および②で検出された遺構（住居跡１０軒、土坑７７基、
小ピット５４基、焼土２か所、灰集中２か所、集石４か所、道跡１条）について報告する。③の低湿地
の遺構は、保存処理・整理作業を継続中の木製品・鉄製品などと関連するものが多いため、次年度以
降に報告する。
　住居跡の時期は、縄文時代晩期後葉２軒、擦文文化期５軒、アイヌ文化期３軒である。縄文時代晩
期後葉の住居跡（ⅢＨ－６・７）は、不整形で掘り込みが浅く、内部に複数の土坑が付属するという
特徴がある。周辺で検出された同時期の墓と考えられる土坑群とは重複しており、住居跡のほうが古
い。類似の遺構は近隣の梅川３遺跡（千歳市教委１９８６）や梅川４遺跡Ａ地区（北埋調報未報告）でも
検出されている。擦文文化期の住居跡は、方形のもの（ⅢＨ－３・８・１０）と隅丸長方形のもの（Ⅲ
Ｈ－４・９）がある。ⅢＨ－３・８は南側に竈をもち、竪穴内に主柱穴がある。ⅢＨ－１０は大部分が
調査範囲外で、付属施設などは不明であるが、形状や検出状況からⅢＨ－３・８とほぼ同じ構造と推
測される。ⅢＨ－４は掘り込みが浅く、炉は確認されなかった。ⅢＨ－９は時期を特定できる遺物を
伴っていないが、形状や覆土などはⅢＨ－４と類似する。放射性炭素年代測定の結果から、ⅢＨ－８
・１０→ⅢＨ－３→ⅢＨ－９→ⅢＨ－４という構築順が推測されている（Ⅵ章第１節参照）。近世アイヌ
文化期の住居跡（ⅢＨ－１・２・５）は、いずれも方形あるいは長方形に配列する柱穴から成る平地
式住居で、中央に灰層をともなう地床炉がある。ⅢＨ－１・２は長軸（南北方向）の北側に前小屋が
付属する。
　土坑は大部分が縄文時代晩期後葉のものである。これらは密集して複数の土坑群を成している。い
ずれも覆土は埋め戻しで、墓である可能性が高いが、骨あるいは遺体の痕跡が残存するもの、ベンガ
ラが散布されたものは見られない。また、坑底面より杭穴や側溝などの付属施設の痕跡は検出されな
かった。遺物を伴うものも非常に少ない。ⅢＰ－２４は、深鉢の口縁部を板状に分割して重ねた個体の
上に、大型破片の別個体が被さるように倒立していた。ⅢＰ－５６は、大型の壷形土器が倒立して出土
し、内部には黒曜石製のＵフレイク６点が納められていた。馬追丘陵の縁辺部に位置する長沼町・由
仁町でも、これに類似した壷形土器の出土例があり、乳幼児を埋葬した「土器棺墓」の可能性が指摘
されている（野村１９８５）。近隣の梅川３遺跡でも土坑内より倒立した壷形土器の出土例がある（千歳市
教委１９８６）。また、余市町栄町５遺跡では土坑内で横倒しになった壷形土器の内部より黒曜石製剥片５
点が出土した類例がある（北埋調報６６）。同時期の土坑は隣接する梅川４遺跡のＡ地区（次年度以降報
告予定）や平成１８年度調査範囲（北埋調報２５３）、祝梅排水路部分（千歳市教委２００２）、市道東大通部分
（千歳市教委２００３）でも多数検出されており、これらは同一の遺跡面を形成すると考えられる。
　住居跡や土坑の覆土中より、縄文時代前～後期の遺物が出土する例が多く見られる。これらは本来下
位のⅤ層（第Ⅱ黒色土層）に包含されるもので、各時期の遺構・遺物については昨年度に報告済である
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（北埋調報２８５）。晩期の土坑や擦文文化期の住居跡は坑底面・床面がⅣ層（Ｔａ－ｃ）以下のⅤ層中ま
で掘り込まれているものがある。このため、掘り上げ土に混入したⅤ層中の遺物が、埋め戻しあるいは
自然堆積により遺構内部に流れ込んだものと推測される。調査範囲南西側ではⅤ群ｃ類土器はⅤ層よ
りほとんど出土していないことから、晩期後葉の遺物についてはすべてⅢ層に由来するものと見なした。
　小ピットの多くは断面が柱穴状であるが、周辺のⅢ層で検出された各時期の住居跡からは離れてお
り、これらに付属する可能性は低い。また、複数基が弧状や直線状に並ぶ例も見られるが、円形や方
形の配列を成して住居の外形が想定できるものはない。時期は、Ⅲ層の遺構・遺物から、縄文時代晩
期後葉、擦文文化期、近世アイヌ文化期のいずれかの時期と考えられる。
　焼土は周辺に掘り込みや柱穴列などを伴わないことから、屋外炉と考えられる。灰集中は下部に被
熱層を伴わず、廃棄されたものである。集石は主に自然礫がやや疎らにまとまったもので、下部に土
坑などは検出されなかった。礫の大きさや形状については似通った傾向を示し、石材では凝灰岩と泥
岩が多い。梅川４遺跡の東大通道路改修事業調査範囲でも同様の集石が検出されている（千歳市教委
２００３）。これら集石の礫は、周囲の河川から大きさを揃えたものを運んできたと考えられる。焼土・灰
集中・集石は、検出層位から大半が近世アイヌ文化期に形成されたと推測される。ⅢＳ－４のみⅣ層
上面で検出されており、縄文時代晩期後葉の可能性がある。
　道跡は、Ⅲ層上面で帯状の硬化面として確認したもので、踏み分けにより形成されたと考えられる。
近世アイヌ文化期の平地式住居（ⅢＨ－１・２・５）の間をほぼ南北方向に伸びており、南側は調査
範囲外へと続く。また、北側では擦文文化期の竪穴住居跡（ⅢＨ－８・９）を迂回して、東側の祝梅
川の方角へ降りている。検出層位と周辺の住居跡との位置関係などから１７３９年のＴａ－ａ降下以前の
近世アイヌ文化期に形成されたと推測される。 （芝田）

（２）住居跡
ⅢＨ－１（図Ⅳ－１－４／表１～４／図版２）
確認・調査　調査範囲南側の緩斜面上、Ｍ７調査区周辺のⅢ層を調査中に、明褐灰色の灰集中とにぶ
い赤褐色の焼土の不整形な範囲を確認した。南東側を半截し断面を観察して焼土と判断した（ＨＦ－
１）。周囲のＭ・Ｎ７・８調査区を精査していったところ、Ⅲ層下位～Ⅳ層上面において直径１０cmほ
どの円形で黒色土の範囲を多数確認した。半截および断面観察を行った。このうち１０基を住居に伴う
柱穴と判断した（ＨＰ－１～１０）。このことから、焼土と柱穴から構成される平地住居跡と判断した。
形　態　柱穴と判断した小ピットを繋げると南西側にやや張り出した正方形の主体部（母屋）と北東
側に別棟の施設（前小屋）が付属する形態と推定される。
付属遺構　ＨＦ－１：地床炉と考えられる。主体部のほぼ中央に位置している。層界は非常に明瞭で、
上面には炭化材や灰の混じる層があり、焼土の北東側上面には微細骨片を含む明褐灰色の灰層が６㎝
ほどの厚さで堆積する。その下部には明赤褐色の焼土がレンズ状に観察できる。周囲に炉を囲う施設
などは確認できなかった。灰層をフローテーション処理したところ、サケ科歯・椎骨、コイ科椎骨、
マイマイ殻、種子（シソ科・ヒエ属・堅果など）が得られた（表９）。
ＨＰ－１～１０：柱穴はⅣ層上面で検出した。直径は８～１２㎝、確認面からの深さは８～３５㎝である。
炉跡を床面と考えると実際の深さはさらに１０㎝ほど深くなると推定される。先端が尖っている柱穴が
多く、ほぼ垂直になっている。
遺物出土状況　たたき石１点、礫３点が出土している。
時　期　検出層位および遺構の構成から１７３９年以前の近世アイヌ文化期とみられる。 （酒井）
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図Ⅳ－１－１　遺構位置図（全体）
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ⅢＨ－２（図Ⅳ－１－５／表１～４／図版３）
確認・調査　調査範囲南側の緩斜面上、Ｍ４調査区周辺のⅢ層を調査中に、微細骨片を含む黒・灰褐
・褐色が斑になる不整円形の範囲を確認した。南東側を半截し断面を観察したところ、薄い灰層が上
面にある焼土と判断した（ＨＦ－１）。周囲のＬ・Ｍ４・５調査区を精査したところ、Ⅲ層下位～Ⅳ層
上面において直径１０㎝ほどの円形で黒色土の範囲を多数確認した。半截および断面観察を行い、この
うち２０基を柱穴と判断した（ＨＰ－１～２０）。このことから、焼土と柱穴から構成される平地住居跡と
判断した。
形　態　柱穴と判断した小ピットを繋げると、南西側にやや張り出した正方形の主体部（母屋）と北
東側に別棟の施設（前小屋）が付属する形態と推定される。
付属遺構　ＨＦ－１：主体部のほぼ中央に位置する地床炉。層界は非常に明瞭で、上面には炭化材や
微細骨片の混じる層があり、その下には橙色の焼土がレンズ状に観察できる。上面の土壌をフローテ
ーション処理したところ、サケ科歯・椎骨、種子（コナラ亜属子葉・堅果・マメ科・ウルシ属・シソ
科など）が得られた（表９）。周囲に炉を囲う施設などは確認できなかった。
ＨＰ－１～２０：直径は１０～１６㎝、確認面からの深さは１０～４２㎝である。炉跡の検出面を床と考えると、
実際の深さはさらに１０㎝ほど深くなると推定される。先端が尖っている柱穴が多い。主体部を構成す
る柱穴（ＨＰ－１～９）のうち、ＨＰ－１・５・６・７・８は柱穴の角度が主体部の中央へ向かって
やや傾斜（およそ１５°）している。外踏ん張りによって上屋構造を支えていたと考えられる。
遺物出土状況　Ⅶ群土器３点、礫１点が出土している。
時　期　検出層位および遺構の構成から１７３９年以前の近世アイヌ文化期とみられる。 （酒井） 
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図Ⅳ－１－３　遺構位置図（中央）
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図Ⅳ－１－４　ⅢＨ－１

Title:p17_36.ec7 Page:19  Date: 2012/12/22 Sat 16:10:23 



20

図Ⅳ－１－５　ⅢＨ－２
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ⅢＨ－３（図Ⅳ－１－６～９／表１～４／図版４・５）
確認・調査　調査範囲南西側の緩斜面に位置し、約１／２は調査範囲外に続く。Ｔａ－ａ降下軽石除
去後にⅢ層上面で深さ７０㎝程の方形の窪みを検出した。調査区の境界を土層観察用の南北ベルトとし、
それに直交する東西ベルトを設定しトレンチ調査を行った。その結果、明瞭な床面と急角度に立ち上
がる壁が確認された。南北ベルト南端において竈を確認し、多数の炭化材が出土したことから、擦文
文化期の焼失竪穴住居跡であると判断した。覆土を掘り下げたところ壁際に焼土と住居の構築材とみ
られる炭化材の広がりを検出した。このうち７か所から炭化材を採取して樹種同定を行ったところ、
すべてコナラ属コナラ亜属コナラ節であった（Ⅵ章第３節参照）。床面の調査では、主柱穴・壁際の小
柱穴、東壁際には竈の構築材と推定される厚さ５㎝ほどの被熱した白色粘土の集積が検出された。竪
穴周辺では黒色土とＴａ－ｃ降下軽石が混じった掘り上げ土を検出した。住居の構築材とみられる炭
化材３点と竈出土の炭化物１点について放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）を行ったところ、暦年較正
年代で１,１５６±３２yrＢＰ（IAAA－７２１６５）、１,１１９±２９yrＢＰ（IAAA－７２１６６）、１,０６９±３０yrＢＰ（IAAA
－７２１６７）、１,１０４±３０yrＢＰ（IAAA－７２１６８）という結果が出ている（Ⅵ章第１節参照）。
覆　土　中央部に薄く堆積する最下層の褐色土は貼り床とみられる。その上に全面的に堆積している
黒褐色土は屋根土の崩落と考えられる。最上層の黒色土はⅢ層の流れ込みである。土層Ｃ－Ｄの北側
に堆積する４～１０層は、壁面の崩落の際に堆積したものと考えられる。
形　態　住居南東隅から竈の中心までが約２.５ｍ、南北辺が約５ｍであることから、一辺が約５ｍの隅
丸方形と推定される。掘り方の深さは約７０㎝で、Ⅶ層を１０㎝ほど掘り込み、平坦にして床面としてい
る。壁は急角度で立ち上がる。
付属遺構　ＨＰ－１・２：主柱穴で平面が方形の掘り方をもつ。また壁の立ち上がり際に土留めのた
めの小柱穴が廻っている。
竈：南壁中央に白色粘土で構築されている。煙道は壁から約１ｍ水平に、住居床面より約１０㎝深く掘
り込まれている。煙道の底面と袖部にかけて黒褐色土（土層ｅ－ｆの１９層）を充填している。また天
井部は土器片と炭化材が混入した白色粘土で構築されている。煙道の閉塞の際に、まず褐色土（土層
ｅ－ｆの１１層）を充填した後、左袖部を破壊し煙出し口より充填（土層ｅ－ｆの３・６・７層）した
と考えられる。天井部の崩落が土層ｅ－ｆの４・５・８～１０層とみられる。燃焼部は厚さ１０㎝程で、
多量の炭化物と微細な焼骨片が含まれている。この土壌をフローテーション処理したところ、種子（サ
ルナシ）が得られた。
遺物出土状況　竈・床面よりⅦ群土器（図Ⅳ－２－７－１５・１６、１４－８０・８１）が出土した。８０は隣接
するⅢＨ－４覆土出土のものと遺構間接合する。また、縄文時代の包含層、遺構（ⅤP－４１）を壊し
て掘り込まれているため、覆土と掘り上げ土より多量の縄文時代前～晩期の遺物が出土している。
時　期　竈・床面出土の遺物、放射性炭素年代測定の結果から擦文文化期と考えられる。 （菊池）

ⅢＨ－４（図Ⅳ－１－１０～１２／表１～４／図版６）
確認・調査　祝梅川旧河道へ降りる西向きの緩斜面上に立地する。Ⅲ層上面で深さ約２０㎝の浅い窪み
と馬蹄形に廻る盛り上がりを確認した。土層観察用の土手を十字に設定し、トレンチ調査を行ったと
ころ、わずかにⅣ層が掘込まれていることを確認し、Ⅳ層を床面とした浅い竪穴住居跡と判断した。
覆　土　堆積は薄く、竪穴中央で約５㎝、壁面で約１５㎝の厚さである。１・２層は竪穴内に堆積した
覆土。１層はⅢ層主体の黒色土、２層はⅢ・Ⅳ層の混成土で、いずれも自然堆積である。２層は東側
壁面（斜面側）にのみ分布し、三角堆積を示す。３・４層は竪穴外に堆積した掘り上げ土で、最大層
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図Ⅳ－１－６　ⅢＨ－３（１）
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図Ⅳ－１－７　ⅢＨ－３（２）
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図Ⅳ－１－８　ⅢＨ－３（３）
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図Ⅳ－１－９　ⅢＨ－３（４）
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厚は １０ 。
形　態　平面形は隅丸長方形。床面は平坦で、Ⅳ層中に構築されている。壁面は緩やかに立ち上がる。
緩斜面を片切りして構築されており、南東側壁面が深く、北西側が浅い。掘り上げ土は西側（斜面下
側）に厚く堆積し、馬蹄形に廻る。北側に掘り上げ土の堆積が途切れる部分があり、住居の出入口と
考えられる。また、南東側の掘り上げ土より下位で、縄文時代晩期後葉の土坑（ⅢＰ－５５）を検出し
た。南東側床面の壁際で炭化材が出土した。これらの炭化材の樹種は、ハンノキ属、コナラ属、トネ
リコ属、ハリギリなどと同定された（Ⅵ章第３節参照）。また、炭化材４点を試料として放射性炭素年
代測定（ＡＭＳ法）を行ったところ、暦年較正年代で８２０±２９yrＢＰ（IAAA－７２１６９）、７５９±２９ yrＢ
Ｐ（IAAA－７２１７０）、７２１±２７ yrＢＰ（IAAA－７２１７１）、８３５±２９ yrＢＰ（IAAA－７２１７２）という数
値が得られた（Ⅵ章第１節参照）。
付属遺構　ＨＰ－１～８：竪穴内より３基（ＨＰ－６～８）、竪穴外より５基（ＨＰ－１～５）の柱穴
を検出した。すべて「打ち込み」で、先端が尖る。このうち竪穴外の四隅に位置するＨＰ－１・２・
３・５の４基は、住居の中心部へ向かって内傾する。
遺物出土状況　床面および床面直上から、Ⅴ群ｃ類・Ⅶ群土器（図Ⅳ－２－１４－８２・８３）、スクレイパ
ー、原石（チャート）、剥片、礫が出土した。
時　期　床面出土の遺物、周辺の遺構との新旧関係、放射性炭素年代測定の結果から、擦文文化期末
葉と考えられる。 （芝田）
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図Ⅳ－１－10　ⅢＨ－４（１）
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図Ⅳ－１－12　ⅢＨ－４（３）
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ⅢＨ－ （図Ⅳ－１－１３／表１～４／図版７）
確認・調査　祝梅川旧河道へ降りる西向きの緩斜面上に立地する。Ⅲ層上位で近接する焼土（ＨＦ－
１）と集石（ＨＳ－１）を検出した。これらは、ほぼ同一面で形成されていることから、アイヌ文化
期の平地式住居跡の可能性を想定した。周辺を精査したところ、ＨＦ－１を取り囲む１３基の小ピット
（ＨＰ－１～１３）の配列を確認し、平地式住居跡と認定した。
形　態　屋内炉と考えられるＨＦ－１の周囲を、柱穴１３基が４０～６０㎝の間隔でほぼ長方形に並ぶ。Ｈ
Ｆ－１は柱穴列の中心より、やや南東側へ離れた位置にある。住居跡の長軸は北西－南東方向である。
南東側壁および前小屋部分に相当する柱穴は検出されなかった。
付属遺構　ＨＦ－１：平面形は不整円形。形成面はⅢ層上位で、Ⅳ層上面まで被熱されている。強く
焼けており、Ⅲ層との層界も明瞭である。灰層は残存していなかった。
ＨＳ－１：北東側の壁際で検出された。１.２ｍ×０.５ｍほどの範囲に、楕円礫など６３点が密集する。
ＨＰ－１～１３：いずれも平面形は円形。断面は垂直、またはわずかに傾斜する。先端が尖ることから、
打ち込みによるものと考えられる。それぞれの壁面に相当する柱列（ＨＰ－１～５、５～９、９～１３）
は直線ではなく、若干蛇行している。
遺物出土状況　ＨＳ－１より、石斧、たたき石（図Ⅳ－２－１５－１～６）、砥石（７）、棒状礫が出土
した。
時　期　炉跡、集石の検出層位から、近世アイヌ文化期と考えられる。 （芝田）

ⅢＨ－６（図Ⅳ－１－１４～１６／表１～４／図版８）
確認・調査　祝梅川旧河道へ降りる西向きの緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で、広範囲にわたる黒色
土の不整な落ち込みを検出した。黒色土上面では縄文時代晩期後葉の土器（Ⅴ群ｃ類）が多く出土し
ており、土器集中２～６が検出された。下部に遺構が存在する可能性を考え、トレンチ調査を行った
ところ、Ⅳ～Ⅴ層を浅く掘り込んだ床面と壁の立ち上がりを確認し、竪穴住居跡と認定した。
覆　土　１層はⅢ層を起源とする黒色土で、自然堆積。２・５層はⅤ層、３・４層はⅣ層を主体とし、
いずれもしまりは堅い。床面から覆土中、覆土上面にかけて連続して遺物が出土することから、２～
５層は埋め戻しの可能性がある。
形　態　平面形は不整楕円形。床面は南西側へ傾斜している。壁の立ち上がりは概ね緩やかだが、一
部で段が見られる。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。竪穴内外から土坑９基（ＨＰ－４～９・１１～
１３）、小土坑８基（ＨＰ－１～３・１０・１４～１７）を検出した。北東側の床～壁面をⅢＰ－４２に壊されて
いる。
付属遺構　ＨＰ－４～９・１１～１３：ＨＰ－４～６・９・１２・１３は径１ｍ以下の小規模な円形のもの、
ＨＰ－７・８・１１は不整な長楕円形のものである。覆土は住居跡と同一で、Ⅳ・Ⅴ層土を主体として
おり、しまりが堅い。これらの土坑は重複せず、配列に規則性は認められない。
ＨＰ－１～３・１０・１４～１７：竪穴内でＨＰ－１～３・１０・１６・１７、竪穴外でＨＰ－１４・１５の計８基を
検出した。これらは径２０㎝以下、深さは４０㎝以下で、柱穴としての用途が想定される。先端形状は丸
もしくは角状が多く、尖るものは少ない。ＨＰ－３・１０が竪穴の長軸上に位置する。
土器集中２～６：これらはⅢＨ－６が埋没する過程で廃棄されたもので、この住居に直接伴わないと
推測される。しかし、住居の覆土が埋め戻された可能性もあることから、住居の廃絶とそれほど時間
差がないと考え、付属遺構に準じた。土器集中５はⅢＰ－３９の上部にあり、同時期の遺構であるⅢＰ
－４２とⅢＨ－６の新旧関係から、やや新しいと考えられる。土器集中５周辺のⅢ層中より採取した炭
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図Ⅳ－１－13　ⅢＨ－５
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し 、 代 ・ た。 性 代 （ ） 、
代 １８４ ２９ （ －７２１８３） が ら た。 の 代 文文 期の 跡

ある －３（ －７２１６５～７２１６８） し り、Ⅴ群ｃ類からなる土器 ５の時期（縄文
時代晩期後葉）より し から、後 の が した可能性が 。

た（ １・３ ）。
遺物出土状況　床面～覆土より、Ⅴ群ｃ類土器(図Ⅳ－２－１～３・８・９)、石鏃（図Ⅳ－２－１５－
８～１６）、つまみ付きナイフ、スクレイパー(１５－１７～２３、１６－２４～３４)、石斧（３５）、たたき石（３６）、
剥片、礫などが出土した。
時　期　検出層位、出土土器から、縄文時代晩期後葉の可能性がある。 （芝田）
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図Ⅳ－１－14　ⅢＨ－６（１）
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図Ⅳ－１－15　ⅢＨ－６（２）
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ⅢＨ－７（図Ⅳ－１－１７・１８／表１～４／図版９）
確認・調査　祝梅川旧河道へ降りる西向きの緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で、広範囲にわたる黒色土の
不整な落ち込みを検出した。ⅢＨ－６と同様に黒色土上面で縄文時代晩期後葉の土器（Ⅴ郡ｃ類）が多く出
土していた。下部に遺構が存在する可能性を考え、トレンチ調査を行ったところ、Ⅳ層を浅く掘り込んだ床
面と壁の立ち上がりを確認し、竪穴住居跡と認定した。北西側の約１／２～２／３は調査範囲外である。
覆　土　Ⅲ・Ⅴ層を起源とする黒色土に多量のⅣ層（Ｔａ－ｃ降下軽石）が混入する覆土を主体とす
る。全体的にしまりが堅い。１層はⅢ層を起源とする黒色土で、自然堆積。床面から覆土中、覆土上
面にかけて連続して遺物が出土することから、２～９層は埋め戻しの可能性がある。
形　態　平面形は不整な隅丸方形と推測される。床面はⅣ層中に構築されており、やや凹凸がある。
床面中央付近は壁際よりも１段低くⅤ層上位まで達する掘り込みがみられ、ベンチ状構造となってい
る。壁の立ち上がりは緩やかである。調査区西壁の土層断面ではⅣ層上面からの掘り込みが確認され
るが、覆土にⅢ層土が混入していることから、掘り込み面はⅢ層下位からⅣ層上面までと考えられる。
床面で土坑４基を検出した。北東側の床～壁面をⅢＰ－４９に壊されている。
付属遺構　ＨＰ－１～４：平面形は、ＨＰ－１・２が円形、ＨＰ－３・４が楕円形。ＨＰ－３は坑底
面に段が見られる。覆土は住居のものとほぼ同一で、Ⅲ～Ⅴ層を主体とするしまりが堅いものである。
配列に規則性は認められない。用途は不明である。
遺物出土状況　床面～覆土より、Ⅴ群ｃ類土器（図Ⅳ－２－４・１０・１１）、石鏃（図Ⅳ－２－１７－３７～
４３）、石錐（４４）、つまみ付きナイフ、スクレイパー（４５～４７）、たたき石（４８）、棒状原石、Ｒフレイ
ク、剥片、礫などが出土した。ＨＰ－１～４の覆土中からも遺物が出土しており、ＨＰ－３からはⅤ
群ｃ類土器の深鉢１個体が出土した（図Ⅳ－２－４－９）。
時　期　掘り込み面、出土土器から、縄文時代晩期後葉の可能性がある。 （芝田）

ⅢＨ－８（図Ⅳ－１－１９～２３／表１～４／図版１０・１１）
確認・調査　Ｇ９～１１、Ｈ９～１１、Ｉ１０調査区において重機で耕作土(Ⅰ層)を除去後、Ｔａ－ａが方
形に、その周囲がコ字状の盛り上がりを呈して黒褐色土が堆積していた。Ｔａ－ａを除去すると深さ
９０㎝くらいの方形のくぼみが確認された。くぼみはアイヌ文化期の送り場の可能性があるため上面の
測量・精査を行った。痕跡が確認されなかったので通常の調査を開始した。
　くぼみの中心から竈･煙道方向とそれに直交する方向に土層観察のための畦を設定した。先ず、畦の両
側に試掘溝を掘削して堆積状況を確認した。その結果、竪穴内には屋根土･炭化材･Ｂ－Ｔｍが、竪穴外に
は掘り上げ土が確認された。構築面での上端平面形を検出するために少しずつ掘り下げた。その過程で
Ｂ－Ｔｍの薄層の範囲（図Ⅳ－１－２３）、屋根土の範囲を検出し記録した。屋根土の調査とともに覆土中
に拡がる炭化材の検出に勤めた。床面の調査では、主柱穴･竈･竈構築材土の散乱が認められた。竈の調査
では、原形をとどめない袖･煙道･竈構築材土が詰まった煙出しが確認された。火床･煙道の土を採取した。
　煙道と火床より採取した木炭２点を試料として、放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）を行ったところ、暦
年較正年代でそれぞれ１,２６３±２２yrＢＰ（IAAA－１１２１５２）、１,３１５±２４yrＢＰ（IAAA－１１２１５３）という
数値が得られた（Ⅵ章第２節参照）。
覆　土　断面ａ－ｂの１０層、断面ｃ－ｄの９層は住居火災後に堆積した。断面ａ－ｂの９･１３層、断面ｃ－
ｄの８･１０層は屋根土で炭化材を多量に含む。これらは竪穴中央に堆積していないことから、屋根裾側下半
だけを覆っていたと考えられる。床面はⅥ層の土色である明黄褐色土ではなく暗褐色に近い土色であった。
踏み歩きなどの生活による汚れによって暗色化したと考えられる。また、床面には３０㎝×１０㎝×５㎝の
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図Ⅳ－１－18　ⅢＨ－７（２）
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図Ⅳ－１－２０　ⅢＨ－８（２）
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図Ⅳ－１－２１　ⅢＨ－８（３）
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図Ⅳ－１－２２　ⅢＨ－８（４）
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図Ⅳ－１－２３　ⅢＨ－８（５）
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直方状の小土坑が多数あり、壁際ではそれに沿って連続して検出された。竪穴の掘削痕と推定される。
形　態　平面形は方形。Ⅵ層中を床構築面とする。規模は上端７.８ｍ×７.４ｍ、下端７.６ｍ×７.１ｍを測る。
壁は床構築面からの現高で約７０cm外上方に立ち上がる。
付属遺構　ＨＰ－１～４：柱穴は４か所にあり方形竪穴の対角線上の壁よりに配置され、掘り方は長
方形である。柱水平断面は方形であることから､柱は面取りをした加工材である。柱穴内には柱を固
定するための裏込めの土は堆積していなかった。
竈：両袖は長さ･形が異なるので、ともに壊され、懸け口も遺存していない。右袖は左袖に較べて変形
が著しいので左袖よりも破壊が著しかったと考えられる。袖は黄褐色粘土（図Ⅳ－１－２０の９層）で
構築されている。煙道は崩落し、貼り天井部は潰れ気味であるがほぼ原形を保っていた。煙道内の堆
積土の一部（図Ⅳ－１－２０の１～３層）は閉塞のために充填されたもので、それらの由来は土色･土質
･混入物より竈構築材土である。竈方位はＳ－18°５０′－Ｗである。竈に向かって左側には浅い小土坑
が付属しており、これは住居機能時に存在するので、出入り口の構造物の可能性がある。
遺物出土状況　炭化材は住居の竈側半分に多く遺存していたこと、柱穴は引き抜かれた痕跡がなく腐
朽していたこと、大量の焼土･灰は検出されなかったこと。以上より上屋材のほとんどは腐朽し、一部
が炭化したと考えてよい。竪穴は縄文･続縄文時代の包含層･掘り上げ土を掘削しているため土器片、
石器類が包含されていた。床面からは擦文文化期の土器片･紡錘車・礫石器が出土し、竈周辺からは須
恵器坏･擦文土器甕の下半が出土した（図Ⅳ－２－７－１７～２２、１４－８４・８７、２－１７－４９・５０）。また、
住居内遺物の接合が見られた。火床･煙道の土をフローテーションした結果、種子（カバノキ科･キク
科・ヒエ属など）、焼魚獣骨片が得られている（表９）。
時　期　床面から高台付須恵器坏が出土しているので、その土器の暦年代より、住居の使用時期は９
世紀前葉と考えられる。 （鈴木）

ⅢＨ－９（図Ⅳ－１－２４／表１～４／図版１２）
確認・調査　Ｉ１０・１１、Ｊ１０・１１調査区のⅢ層上面において、長径約４.５ｍ、短径約４ｍを測る隅丸長
方形のくぼみを確認した。堆積状況・下端・壁面確認のため長軸と短軸にトレンチを入れたところ、
炉跡（ＨＦ－１）と平坦な床面を検出したので、竪穴式住居跡であると判断した。竪穴は掘り込みが
浅く、覆土とⅢ層の色調が同じであるため、明瞭な上端・下端は捉えられなかったが、隅丸長方形の
くぼみの肩を上端、炉の高さを床面として調査した。炉跡と覆土より採取した木炭２点を試料として、
放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）を行ったところ、暦年較正年代でそれぞれ９５６±２２yrＢＰ（IAAA－
１１２１５４）、８９０±２３yrＢＰ（IAAA－１１２１５５）という数値が得られた（Ⅵ章第１節参照）。
覆　土　自然堆積である。
形　態　平面形は上端・下端とも隅丸長方形、立ち上がりは皿状と推定される。床面は平坦であるが、
緩斜面に掘り込まれているため、炉を境として斜面上方ではⅣ層中に、下方ではⅢ層中に設けられて
いる。構築面はⅢ層上位とみられる。
付属遺構　ＨＦ－１：住居跡中央のやや北側に楕円形の炉がある。長軸方向は住居跡とほぼ同じであ
る。フローテーション処理により種子（マメ科・ブドウ属）が得られている（表９）。
ＨＰ－１～６：竪穴内部より杭の打ち込みによる柱穴が６基検出された。このうちＨＰ－１・３・５
・６の４基は長方形に配置されている。
遺物出土状況　覆土からⅦ群土器（図Ⅳ－２－１４－８８～９１）、礫などが出土した。
時　期　検出層位、放射性炭素年代測定の結果から、擦文文化期と推測される。 （山中）
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ⅢＨ－１０（図Ⅳ－１－２５／表１～４／図版１３）
確認・調査　Ｆ８・９、Ｇ８・９調査区のⅢ層上面において、隅丸方形とみられるくぼみを確認した。
堆積状況・下端・壁面確認のため調査区境界に沿ってトレンチを入れたところ、床面と壁を検出した
ので、竪穴式住居跡と判断した。竪穴の大部分は調査区域外にあり、検出した範囲は竪穴の東壁付近
に限られる。
覆　土　自然堆積と推測される。
形　態　大半が調査区域外にあるが、平面形はおそらく隅丸方形であろう。床面は南側の高まりを除
き平坦で、黒色土がつまった小さなくぼみが多数見られる。壁は垂直または外傾する。構築面はⅢ層
上位とみられ、覆土下位からは多数の炭化材が出土したことから、焼失した住居と考えられる。この
炭化材１点を試料として、放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）を行ったところ、暦年較正年代で
１,２７２±２３yrＢＰ（IAAA－１１２１５６）という数値が得られた（Ⅵ章第２節参照）。調査区域内では、南側
を除いて掘り上げ土が見られる。掘り上げ土の重複状況から、本住居跡がⅢＨ－７より新しい。
遺物出土状況　覆土からⅦ群土器（図Ⅳ－２－１４－９２～９５）、礫が出土した。このほか、Ⅱ群ｂ類・Ⅳ
群ｂ類・Ⅳ群ｃ類・Ⅴ群ｃ類土器も出土したが、これらは掘り上げ土の流れ込みによるものと考えら
れる。
時　期　検出された層位と住居の形態から、擦文文化期である。 （山中）

掘り上げ土（図Ⅳ－１－26／図版13)
確認・調査　Ｆ17調査区境界の断面において、掘り上げ土と考えられる堆積を確認した。Ⅲ層中にＥ
ｎ－ａが混入した黒色土がブロック状に堆積する。厚さ10～15㎝で約５ｍに渡って広がっていること
から、調査範囲外のＥ17調査区付近に擦文文化期の竪穴住居跡があることが推定される。 （菊池）
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（３）土坑
ⅢＰ－１（図Ⅳ－１－２７／表１～４）
特　徴　重機によるⅢ・Ⅳ層除去後、Ｐ・Ｑ７グリッド付近を調査中、Ⅴ層上面において黒色土の円
形の拡がりを検出した。西側を半截したところ、底面と壁面を確認した。底面は平坦で壁面はやや開
き気味に立ち上がる。覆土は６層に分層した。１～３層は流れ込み、４～６層は掘り上げ土の埋め戻
しである。調査を進めると、重機による除去範囲の境でⅢ・Ⅳ層が残存していた南東側の一部では、
Ⅲ層下位から土坑を構築していることが確認された。遺物は出土していない。
時　期　構築面や周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－２（図Ⅳ－１－２７／表１～４／図版１５）
特　徴　重機によるⅢ・Ⅳ層除去後、Ｐ７・８グリッド付近を調査中、Ⅴ層上面において黒色土が円
弧状にあることを確認した。土坑の存在を推測し、東側のⅢ層を調査中に黒色土の円形の拡がりを検
出した。西側を半截したところ、底面と壁面を確認した。底面は平坦で壁面はやや開き気味に立ち上
がる。覆土は２層に分層した。１層は流れ込み、２層は掘り上げ土の埋め戻しである。土坑はⅢ層下
位から構築されている。遺物は覆土中からⅤ群ｃ類土器（図Ⅳ－２－１２－６２）が出土している。
時　期　構築面や周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－３（図Ⅳ－１－２７／表１～４／図版１５）
特　徴　Ｐ７グリッドを調査中、Ⅳ層上面において黒色土の楕円形の拡がりを検出した。西側を半截
したところ、底面と壁面を確認した。底面は平坦で壁面は急角度に立ち上がる。覆土は４層に分層し
た。１層は流れ込み、２～４層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は、覆土３層と４層の層界から、
Ⅴ群ｃ類土器（図Ⅳ－２－１２－６３）、礫が出土している。
時　期　遺物や周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－４（図Ⅳ－１－２７／表１～４）
特　徴　重機によるⅢ・Ⅳ層除去後、Ｑ８グリッドを調査中、Ⅴ層上面において黒色土の円形の拡が
りを検出した。南側を半截したところ、底面と壁面を確認した。底面は皿状で壁面は緩やかに立ち上
がる。覆土は２層に分層した。掘り上げ土の埋め戻しである。覆土の状況からⅢ層の遺構と推定した。
遺物は覆土中から剥片が出土している。
時　期　周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－５（図Ⅳ－１－２８／表１～４）
特　徴　Ｐ７・８グリッドを調査中、Ⅳ層上面において黒色土の円形の拡がりを検出した。北西側を
半截したところ、底面と壁面を確認した。底面は平坦で壁面はやや開き気味に立ち上がる。覆土は５
層に分層した。１～３層は流れ込み、４・５層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は覆土５層から
Ⅲ群ｂ類土器が出土している。土坑の構築面はⅢ層なので、掘り上げた際の混入と考えられる。
時　期　周囲の土坑と形状が類似することから縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－６（図Ⅳ－１－２８／表１～４）
特　徴　Ｏ８グリッドを調査中、Ⅳ層上面において暗褐色土の円形の拡がりを検出した。北西側を半截
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したところ、底面と壁面を確認した。底面は皿状で壁面は急角度に立ち上がる。底面は楕円形。覆土は
３層に分層した。１・２層は流れ込み、３層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は出土していない。
時　期　周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－７（図Ⅳ－１－２８／表１～４）
特　徴　Ｏ８グリッドを調査中、Ⅳ層上面において黒色土の円形の拡がりを検出した。北西側を半截
したところ、底面と壁面を確認した。底面は皿状で壁面は急角度に立ち上がる。覆土は３層に分層し
た。１層は流れ込み、２・３層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は出土していない。
時　期　周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－８（図Ⅳ－１－28／表１～４／図版15）
特　徴　調査範囲中央東側の緩斜面に位置する。Ⅴ層調査後に黒褐色土の落ち込みを確認した。Ｔａ
－ｃが多量に混入していることから、Ⅲ層の遺構と判断した。平面形は円形。坑底面はⅦ層中で平坦。
壁の立ち上がりは急である。覆土１層は埋め戻しである。覆土よりⅤ層の遺物が出土している。
時　期　周辺の出土遺物から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－９（図Ⅳ－１－29／表１～４／図版15）
特　徴　調査範囲中央東側の緩斜面に位置する。Ⅴ層調査後に黒色土の落ち込みを確認した。Ｔａ－
ｃが多量に混入していることから、Ⅲ層の遺構と判断した。平面形は円形。坑底面はⅦ層中で平坦。
壁の立ち上がりはやや急である。坑底より炭化物集中が検出された。覆土２層は埋め戻し、１層は流
れ込みである。遺物は出土していない。
時　期　周辺の出土遺物から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－10（図Ⅳ－１－29／表１～４／図版15）
特　徴　調査範囲中央東側の緩斜面に位置し、約１／２は調査範囲外に続く。調査区境界の断面でⅢ
層中からの掘り込みを確認した。平面形は円形と推定される。坑底面はⅦ層中で平坦。壁の立ち上が
りは急で、坑口部が崩落のため開いている。覆土６層は埋め戻し、５層は壁の崩落と流れ込み、１～
４層は流れ込みである。遺物は出土していない。
時　期　周辺の出土遺物から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－11（図Ⅳ－１－29／表１～４）
特　徴　調査範囲中央東側の緩斜面に位置する。Ⅴ層上面でＴａ－ｃが多量に混入した黒褐色土の落
ち込みを確認し、Ⅲ層の遺構と判断した。平面形は円形。坑底面はⅦ層中で丸い。壁の立ち上がりは
やや急である。覆土２・３層は崩落、１層は埋め戻しである。遺物は出土していない。
時　期　周辺の出土遺物から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－12（図Ⅳ－１－30／表１～４）
特　徴　重機によるⅢ・Ⅳ層除去後、Ｎ・Ｏ９グリッド付近を調査中、Ⅴ層上面において黒色土の円
形の拡がりを検出した。重機による除去範囲の境でⅣ層が残存していた所をａ－ｂ断面として西側を
半截したところ、底面と壁面を確認した。底面は平坦で壁面はやや開き気味に立ち上がる。覆土は３
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層に分層した。１～３層は掘り上げ土の埋め戻しである。南東側の一部を除きⅤ層上面まで削平され
ている。遺物は出土していない。
時　期　構築面や周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－13（図Ⅳ－１－30／表１～４）
特　徴　Ｎ・Ｏ８グリッドを調査中、Ⅳ層上面において黒色土の円形の拡がりを検出した。南東側を
半截したところ、底面と壁面を確認した。底面は平坦で壁面は急角度に立ち上がる。南西側壁面は崩
落があったようで緩やかに立ち上がる。覆土は４層に分層した。１～３層は流れ込み、４層は掘り上
げ土の埋め戻しである。遺物は覆土からⅣ群ｃ類土器が出土している。土坑の構築面はⅢ層なので、
掘り上げた際の混入と考えられる。
時　期　周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－14（図Ⅳ－１－30／表１～４）
特　徴　Ｎ９グリッドを調査中、Ⅳ層上面において黒褐色土の円形の拡がりを検出した。南東側を半
截したところ、底面と壁面を確認したので土坑とした。底面は平坦で壁面は急角度に立ち上がる。北
東側は崩落があったようで上端が広がる。覆土は４層に分層した。１層は流れ込み、２・３層は壁面
からの崩落、４層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は出土していない。
時　期　周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－15（図Ⅳ－１－30／表１～４）
特　徴　Ｎ９グリッドを調査中、Ⅳ層上面において黒褐色土の不整円形の拡がりを検出した。南東側を半
截したところ、底面と壁面を確認した。底面は平坦で壁面は急角度に立ち上がる。壁面の崩落があったよ
うで上端が不定形になっている。本来は円形をしていたと考えられる。覆土は５層に分層した。１層は
流れ込み、２・４層は壁面からの崩落、３・５層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は出土していない。
時　期　周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－16（図Ⅳ－１－31／表１～４）
特　徴　Ｎ８グリッドを調査中、Ⅳ層上面において黒褐色土の円形の拡がりを検出した。南側を半截
したところ、底面と壁面を確認した。底面は平坦で壁面はやや開き気味に立ち上がる。壁面の崩落が
あったようで上端がさらに広がる。覆土は７層に分層した。１～３層は流れ込み、４・６層は壁面か
らの崩落、５・７層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は出土していない。
時　期　周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－17（図Ⅳ－１－31／表１～４）
特　徴　Ｎ・Ｏ８グリッドを調査中、Ⅳ層上面において暗褐色土の円形の拡がりを検出した。南側を
半截したところ、底面と壁面を確認した。底面は平坦で壁面はやや開き気味に立ち上がる。壁面の崩
落があったようで上端は不定形である。覆土は４層に分層した。１層は流れ込み、２層は壁面からの
崩落、３・４層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は覆土から石鏃（図Ⅳ－２－17－51）、剥片が出
土している。
時　期　周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）
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ⅢＰ－１８（図Ⅳ－１－３１／表１～４）
特　徴　Ｎ８グリッドを調査中、Ⅳ層上面において黒褐色土の不整円形の拡がりを検出した。南東側を
半截したところ、底面と壁面を確認した。底面は皿状で壁面はやや開き気味に立ち上がる。南西側壁面
の崩落のため上端は不定形であるが、本来は円形を呈していたと考えられる。覆土は４層に分層した。
１層は流れ込み、２層は壁面からの崩落、３・４層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は覆土からⅡ
群ｂ類土器、剥片が出土した。土坑の構築面はⅢ層なので、掘り上げた際の混入と考えられる。
時　期　周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－１９（図Ⅳ－１－３１／表１～４）
特　徴　Ｍ９グリッドを調査中、Ⅳ層上面において黒褐色土の円形の拡がりを検出した。南東側を半
截したところ、底面と壁面を確認した。底面は皿状で壁面は急角度に立ち上がる。覆土は３層に分層
した。１・２層は流れ込み、３層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は底面から礫が出土している。
時　期　周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－２０（図Ⅳ－１－３２／表１～４／図版１５）
特　徴　Ｍ９・１０グリッドを調査中、Ⅳ層上面において黒褐色土の円形の拡がりを検出した。南東側
を半截したところ、底面と壁面を確認した。底面は皿状で壁面はやや開き気味に立ち上がる。覆土は
５層に分層した。１～４層は流れ込み、５層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は覆土１・５層か
らⅢ群ｂ類土器が出土している。土坑の構築面はⅢ層なので、掘り上げた際の混入と考えられる。
時　期　周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－２１（図Ⅳ－１－３２／表１～４）
特　徴　Ｎ８グリッドを調査中、Ⅳ層上面において黒褐色土の不整円形の拡がりを検出した。東側を
半截したところ、底面と壁面を確認した。底面は平坦で壁面はやや開き気味に立ち上がる。南側壁面
の崩落のため上端は不定形であるが、本来は円形を呈していたと考えられる。覆土は５層に分層した。
１層は流れ込み、２層は壁面からの崩落、３～５層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は覆土から
Ⅴ群ｃ類土器が出土している。
時　期　遺物や周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－２２（図Ⅳ－１－３２／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅴ層上面でＴａ－ｃ降下軽石の落ち込みとして検出
した。平面形は円形を呈する。掘り込みは南～西側が緩斜度、北～東側が急斜度である。坑底面は平
坦で、Ⅶ層上面まで達する。覆土は堅密性が高く、埋め戻しによるものと考えられる。覆土にⅣ層が
多量に混入することから、掘り込み面はⅢ層中である。遺物は出土していない。
時　期　掘り込み面、周辺の土坑の出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－２３（図Ⅳ－１－３２／表１～４）
特　徴　Ｎ８・９グリッドを調査中、Ⅳ層上面において黒褐色土の円形の拡がりを検出した。東側を半截
したところ、底面と壁面を確認した。底面は平坦で壁面はやや開き気味に立ち上がる。南側壁面の崩落の
ため上端は不定形であるが、本来は円形を呈していたと考えられる。覆土は５層に分層した。１層は流れ
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込み、２・３層は壁面からの崩落、４・５層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は出土していない。
時　期　周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）

ⅢＰ－２４（図Ⅳ－１－３３／表１～４／図版１６）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして検出した。平面
形は円形を呈する。掘り込みは急斜度である。坑底面は平坦で、Ⅵ層中まで達する。覆土はⅢ層の自
然堆積である１層を除いて堅密性が高く、埋め戻しによるものと考えられる。坑底面から２５㎝ほど上
位でⅤ群ｃ類土器２個体（図Ⅳ－２－５－１２、１２－６４）が上下に重なって出土した。口縁部を板状に
分割して重ねた個体（１２）の上に、大型破片の個体（６４）が被さるように倒立していた。坑底面より
採取した炭化材を試料として年代測定と樹種同定を行った。放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）では、
暦年較正年代で２,４０３±３４yrＢＰ（IAAA－７２１７８）という数値が得られた。また、樹種はコナラ属と同
定された（Ⅵ章第１・３節参照）。
時　期　出土遺物などから、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－２５（図Ⅳ－１－３３／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして検出した。平面
形は円形を呈する。掘り込みは急斜度である。坑底面は平坦で、Ⅵ層上位まで達する。覆土はⅢ層の
自然堆積である１層を除いて堅密性が高く、埋め戻しによるものと考えられる。覆土下位よりⅣ群ｂ
類土器の胴部片が出土した。
時　期　掘り込み面、周辺の土坑の出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－２６（図Ⅳ－１－３４／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして検出した。平面
形は不整円形を呈する。掘り込みは急斜度である。坑底面は平坦で、Ⅵ層上位まで達する。覆土はⅢ
層の自然堆積である１層を除いて堅密性が高く、埋め戻しによるものと考えられる。覆土中より黒曜
石製の剥片が出土した。
時　期　掘り込み面、周辺の土坑の出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－２７（図Ⅳ－１－３４／表１～４）
特　徴　調査範囲南側中央の緩斜面に位置する。Ⅴ層上面でＴａ－ｃが多量に混入した灰黄褐色土の
落ち込みを確認し、Ⅲ層の遺構と判断した。平面形は円形。坑底面はⅥ層中で平坦。壁の立ち上がり
はやや急である。覆土１～３層は崩落である。遺物は出土していない。
時　期　周辺の出土遺物から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－２８（図Ⅳ－１－３４／表１～４／図版１６）
特　徴　調査範囲南側西端の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は
円形。坑底面はⅥ層上面でほぼ平坦。壁の立ち上がりは急である。覆土５・６層は埋め戻し、３・４
層は崩落、１・２層はⅢ層の流れ込みである。覆土～坑底よりⅤ群ｃ類土器（図Ⅳ－２－１２－６５）、石
鏃（図Ⅳ－２－１７－５２）、スクレイパー（５３）、剥片が出土した。
時　期　出土遺物から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）
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ⅢＰ－２９（図Ⅳ－１－３４／表１～４）
特　徴　調査範囲南側西端の緩斜面に位置する。ⅢＰ－４１に壊されている。Ⅳ層上面で黒褐色土の落
ち込みを確認した。平面形は楕円形。坑底面はⅦ層中でほぼ平坦。壁の立ち上がりは急で、坑口部が
崩落のため開いている。覆土７～９層は埋め戻し、１～６層は壁の崩落と流れ込みである。覆土より
Ⅴ群ｃ類土器、石鏃（図Ⅳ－２－１７－５４）、剥片、礫が出土している。
時　期　出土遺物と周辺の遺構から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－３０（図Ⅳ－１－３５／表１～４／図版１６）
特　徴　調査範囲南側西端の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形
は楕円形。坑底面はⅥ層中で平坦。壁の立ち上がりはやや緩い。覆土２・３層は埋め戻し、１層は流
れ込みである。覆土より主としてⅤ群ｃ類土器（図Ⅳ－２－１２－６６）、他にⅤ層の土器が出土している。
時　期　出土遺物と周辺の遺構から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－３１（図Ⅳ－１－３５／表１～４／図版１６）
特　徴　調査範囲南側西端の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は
円形。坑底面はⅦ層上位でほぼ平坦。壁の立ち上がりはやや急である。覆土５・６層は埋め戻し、２
～４層は壁の崩落と流れ込み、１層はⅢ層。覆土より主としてⅤ群ｃ類土器（図Ⅳ－２－１２－６７～６９）、
他にⅤ層の土器、石器は石槍（図Ⅳ－２－１７－５５）、スクレイパー、剥片が出土している。
時　期　出土遺物と周辺の遺構から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－３２（図Ⅳ－１－３５／表１～４）
特　徴　調査範囲南側西端の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。約１／２
は試掘坑により壊されている。平面形は円形と推定される。坑底面はⅦ層中で平坦。壁の立ち上がり
は急である。覆土７・８層は埋め戻し、５・６層は崩落、２～４層は流れ込み、１層はⅢ層。覆土よ
りⅤ群ｃ類土器が出土している。
時　期　出土遺物と周辺の遺構から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－３３（図Ⅳ－１－３６／表１～４／図版１６）
特　徴　調査範囲南端の緩斜面に位置する。Ⅴ層上面でＴａ－ｃが多量に混入した暗褐色土の落ち込
みを確認し、Ⅲ層の遺構と判断した。平面形はほぼ円形。坑底面はⅦ層中で平坦。壁の立ち上がりは
急である。覆土４・５層は埋め戻し、２・３層は崩落、１層は流れ込みである。覆土からⅤ群ｃ類土
器、スクレイパー（図Ⅳ－２－１７－５６）が出土している。
時　期　出土遺物と周辺の遺構から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－３４（図Ⅳ－１－３６／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして検出した。平面
形は円形を呈する。掘り込みはやや緩斜度である。坑底面は平坦で、Ⅴ層上位まで達する。覆土はⅢ
層の自然堆積である１層を除いて堅密性が高く、埋め戻しによるものと考えられる。覆土中よりⅤ群
ｃ類土器（図Ⅳ－２－１３－７０）、黒曜石製の剥片が出土した。
時　期　掘り込み面、周辺の土坑の出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）
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ⅢＰ－３５（図Ⅳ－１－３６／表１～４）
特　徴　調査範囲南端の緩斜面に位置する。Ⅴ層上面でＴａ－ｃが多量に混入した黒褐色土の落ち込
みを確認し、Ⅲ層の遺構と判断した。平面形は円形で、坑底面はⅥ層中で平坦、壁の立ち上がりはや
や内傾して緩い。覆土２・３層は崩落、１層は流れ込みである。遺物は出土していない。
時　期　周辺の出土遺物から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－３６（図Ⅳ－１－３６／表１～４）
特　徴　調査範囲南端の緩斜面に位置する。Ⅴ層上面でＴａ－ｃの混入した黒褐色土の落ち込みを確
認し、Ⅲ層の遺構と判断した。平面形は円形。坑底面はⅦ層上位でほぼ平坦。壁の立ち上がりは急で
ある。覆土１層は流れ込み、２層は崩落である。覆土よりⅤ層の土器が出土している。
時　期　周辺の出土遺物から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－３７（図Ⅳ－１－３７／表１～４）
特　徴　調査範囲南側西端の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形
は楕円形。坑底面はⅤ層中で南側に向かってやや上がる。壁の立ち上がりは急である。覆土４層は埋
め戻し、１～３層は流れ込みである。覆土よりⅤ群ｃ類土器、剥片が出土した。
時　期　出土遺物と周辺の遺構から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－３８（図Ⅳ－１－３７／表１～４）
特　徴　調査範囲南側西端の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面でＴａ－ｃが多量に混入した暗褐色土の落
ち込みを確認した。平面形はほぼ円形。坑底面はⅤ層中で丸い。壁の立ち上がりは急である。覆土３
・４層は埋め戻し、２層は崩落、１層は流れ込みである。覆土から主としてⅤ群ｃ類、他はⅤ層の土
器が出土した。
時　期　出土遺物と周辺の遺構から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－３９（図Ⅳ－１－３７／表１～４／図版１７）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして検出した。平
面形は円形を呈する。掘り込みはやや緩斜度である。坑底面は平坦で、Ⅴ層中まで達する。覆土は堅
密性が高く、埋め戻しによるものと考えられる。覆土中および坑底よりⅣ群ｃ類・Ⅴ群ｃ類土器（図
Ⅳ－２－１３－７１・７２）、黒曜石製のＲフレイク・Ｕフレイク・剥片などが出土した。また、上部のⅢ層
中より土器集中５が検出されたが、ⅢＰ－３９が埋め戻された後に廃棄されたものである。
時　期　掘り込み面、周辺の土坑の出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－４０（図Ⅳ－１－３７／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅴ層上面でＴａ－ｃ降下軽石が多量に混在する暗褐
色土の落ち込みとして検出した。平面形は不整円形を呈する。掘り込みは緩斜度である。坑底面はⅦ
層上位まで達するが、木根による撹乱を受ける。覆土は堅密性が高く、埋め戻しによるものと考えら
れる。遺物は出土していない。
時　期　掘り込み面、周辺の土坑の出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）
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図Ⅳ－１－３７　ⅢＰ－３７～４０
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ⅢＰ－４１（図Ⅳ－１－３８／表１～４）
特　徴　調査範囲南側西端の緩斜面に位置する。ⅢＰ－２９を壊している。Ⅳ層上面でＴａ－ｃが多量に混
入した暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形は円形。坑底面はⅤ層中で丸い。壁の立ち上がりは急であ
る。覆土１層は埋め戻し、２層は流れ込みである。覆土からⅤ群ｃ類土器、Ｕフレイク、剥片が出土した。
時　期　出土遺物と周辺の遺構から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－４２（図Ⅳ－１－３８／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面でにぶい黄褐色土の落ち込みとして検出し
た。平面形は円形。掘り込みはやや急斜度。坑底面は平坦で、Ⅴ層上位まで達する。覆土は堅密性が
高く、埋め戻しによるものと考えられる。ⅢＨ－６北東側の床～壁面を壊している。坑底面にⅢＨ－
６の柱穴ＨＰ－１が検出された。覆土中よりⅤ群ｃ類土器（図Ⅳ－２－１３－７３）が出土した。
時　期　掘り込み面、出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－４３（図Ⅳ－１－３８／表１～４／図版１７）
特　徴　調査範囲南側中央の緩斜面に位置する。Ⅴ層上面でＴａ－ｃ主体の褐色土の落ち込みを確認
し、Ⅲ層の遺構と判断した。平面形は円形。坑底面はⅥ層中で平坦。壁の立ち上がりはやや急である。
覆土２・３層は埋め戻し、１層は崩落である。覆土から主としてⅤ群ｃ類、他はⅤ層の土器が出土した。
時　期　出土遺物と周辺の遺構から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－４４（図Ⅳ－１－３８／表１～４）
特　徴　調査範囲南側中央の緩斜面に位置する。Ⅴ層上面でＴａ－ｃが多量に混入した黄褐色土の落
ち込みを確認し、Ⅲ層の遺構と判断した。平面形は楕円形。坑底面はⅥ層中で丸い。壁の立ち上がり
はやや緩い。覆土１・２層は流れ込みである。遺物は出土してない。
時　期　周辺の出土遺物から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－４５（図Ⅳ－１－３９／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。Ⅴ層上面でＴａ－ｃ主体の暗褐色土の落ち込みを確認
し、Ⅲ層の遺構と判断した。平面形は円形。坑底面はⅥ層中で平坦。壁は北東側で急に、南側でやや内
傾して緩く立ち上がる。覆土２層は埋め戻し、１層は流れ込みである。覆土よりⅤ層の遺物が出土した。
時　期　周辺の出土遺物から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－４６（図Ⅳ－１－３９／表１～４／図版１７）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上位の撹乱層中に黒褐色土が円形に落ち込んで
いるのを検出した。掘り込みはやや急斜度である。坑底面は平坦で、Ⅵ層上位まで達する。覆土は堅
密性が高く、埋め戻しによるものと考えられる。覆土中よりⅢ群ｂ類・Ⅳ群ａ類・Ⅳ群ｂ類・Ⅳ群ｃ
類土器、黒曜石製のスクレイパー、礫が出土した。
時　期　掘り込み面、周辺の土坑の出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－４７（図Ⅳ－１－３９／表１～４／図版１７）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして検出した。平面
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形は円形。掘り込みはやや緩斜度。坑底面は平坦で、Ⅵ層上面まで達する。覆土はⅢ層の自然堆積で
ある１層を除いて堅密性が高く、埋め戻しによるものと考えられる。覆土上位より礫が出土した。
時　期　掘り込み面、周辺の土坑の出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－４８（図Ⅳ－１－３９／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして検出した。平
面形は円形。掘り込みはやや緩斜度。坑底面は平坦で、Ⅵ層上面まで達するが、北西側の壁際で木根
により撹乱を受ける。覆土は堅密性が高く、埋め戻しによるものと考えられる。覆土中よりⅤ群ｃ類
土器（図Ⅳ－２－１３－７４）、黒曜石製の剥片が出土した。
時　期　掘り込み面、出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－４９（図Ⅳ－１－４０／表１～４／図版１７）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして検出した。平
面形は円形。掘り込みはやや緩斜度。坑底面は平坦で、Ⅶ層上面まで達する。覆土は堅密性が高く、
埋め戻しによるものと考えられる。覆土中よりⅣ群ａ類・Ⅳ群ｂ類・Ⅴ群ｃ類土器（図Ⅳ－２－１３－
７５）、石鏃（図Ⅳ－２－１８－５７）、スクレイパー（５８）、Ｒフレイクが出土した。
時　期　掘り込み面、出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－５０（図Ⅳ－１－４０／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして検出した。平
面形は円形。掘り込みは緩斜度。坑底面は平坦で、Ⅴ層中に達する。覆土はⅢ～Ⅴ層の混成土がブロ
ック状に堆積しており、埋め戻しによるものと考えられる。西側の壁の上位でⅢＰ－５１を壊している。
覆土中よりⅣ群ｂ類・Ⅴ群ｃ類土器、剥片が出土した。
時　期　掘り込み面、出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－５１（図Ⅳ－１－４０／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で黒褐色土の落ち込みとして検出した。平
面形は円形。掘り込みは急斜度。坑底面は平坦で、Ⅶ層上面に達する。覆土はⅢ～Ⅴ層の混成土がブ
ロック状に堆積しており、埋め戻しによるものと考えられる。東側の壁の上位でⅢＰ－５０に壊されて
いる。覆土中よりⅤ群ｃ類土器、礫が出土した。
時　期　掘り込み面、出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－５２（図Ⅳ－１－４０／表１～４）
特　徴　Ｏ４グリッドを調査中、Ⅴ層上面において暗褐色砂礫の円形の拡がりを確認した。東側を半
載したところ、底面と壁面を確認したので土坑とした。底面は平坦で壁面はやや開き気味に立ち上が
る。覆土は２層に分層した。１層は流れ込み土、２層は掘り上げ土の埋め戻し土である。遺物は出土
していない。Ⅴ層上面で検出したが、形状が周囲から検出されるⅢ層の土坑と類似していることや覆
土の状況から、Ⅲ層の土坑とした。Ⅲ・Ⅳ層の部分は重機によって削平されている。
時　期　周囲の状況から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （酒井）
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ⅢＰ－５３（図Ⅳ－１－４１／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして検出した。平面形は
円形。掘り込みは急斜度。坑底面は平坦で、Ⅴ層中に達する。覆土はⅢ～Ⅴ層の混成土がブロック状に堆
積しており、埋め戻しによるものと考えられる。覆土中よりⅣ群ｂ類土器、Ｕフレイク、剥片が出土した。
時　期　掘り込み面、周辺の土坑の出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－５４（図Ⅳ－１－４１／表１～４／図版１７）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして検出した。平面
形は円形。掘り込みは急斜度。坑底面は平坦で、Ⅴ層中に達する。覆土はⅢ～Ⅴ層の混成土がブロッ
ク状に堆積しており、埋め戻しによるものと考えられる。覆土中よりⅣ群ａ類・Ⅳ群ｂ類・Ⅴ群ｃ類
土器（図Ⅳ－２－６－１３、１３－７６・７７）、Ｕフレイク、剥片が出土した。
時　期　掘り込み面、出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－５５（図Ⅳ－１－４１／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みとして検出した。平
面形は円形。掘り込みは緩斜度。坑底面はやや丸みを帯び、Ⅴ層中に達する。覆土は堅密性が高く、埋
め戻しによるものと考えられる。覆土中よりⅣ群ｂ類・Ⅴ群ｃ類土器（図Ⅳ－２－１３－７８）が出土した。
時　期　掘り込み面、出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－５６（図Ⅳ－１－４２～４４／表１～４／図版１８）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上面で極暗褐色土の落ち込みとして検出した。
平面形は楕円形。掘り込みはやや急斜度。坑底面には段が見られ、南側が深い。坑底の最下面は平坦で、
Ⅵ層上位に達する。覆土は堅密性が高く、埋め戻しによるものと考えられる。覆土中よりほぼ完形の土
器が倒立して出土した。Ⅴ群ｃ類の大型壷である（図Ⅳ－２－６－１４）。土器底外面は、検出面の覆土
１層に露出していた。土器内部は上部の約２／３は空洞で、下部の約１／３は粒子が細かく、しまりの
弱い黒色土が堆積していた。土器の肩部から頚部付近には大型の黒曜石製Ｕフレイク６点（図Ⅳ－２－
１８－６０～６３、１９－６４・６５）が重ねて納められていた。これらの剥片を試料として黒曜石原産地同定を行
ったところ、すべて赤石山産（赤石山Ⅱ２点・赤石山Ⅲ４点）という結果が得られた（Ⅵ章第３節参照）。
時　期　掘り込み面、出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－５７（図Ⅳ－１－４１／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅴ層上面で暗褐色土の落ち込みとして検出した。平
面形は円形。掘り込みは緩斜度。坑底面は平坦で、Ⅶ層上面に達する。覆土は堅密性が高く、埋め戻
しによるものと考えられる。覆土中よりⅢ群ｂ類・Ⅳ群ｂ類土器、剥片が出土した。
時　期　掘り込み面、周辺の土坑の出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－５８（図Ⅳ－１－45／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅴ層上面で黒～暗褐色土の落ち込みとして検出した。
平面形は円形。掘り込みはやや急斜度。坑底面は中央部が若干低く、Ⅷ層上位まで達する。覆土は自然堆
積で、上位はⅢ層土の落ち込み、中～下位は掘り上げ土の流れ込みと壁際からの崩落土、坑底部には腐植

71

Ⅳ　祝梅川小野遺跡

Title:p59_78.ec7 Page:71  Date: 2012/12/18 Tue 17:27:09 



72

図Ⅳ－１－４２　ⅢＰ－５６（１）
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図Ⅳ－１－４３　ⅢＰ－５６（２）
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図Ⅳ－１－４４　ⅢＰ－５６（３）
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図Ⅳ－１－４５　ⅢＰ－５８・５９
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土が認められた。覆土中より 群 類・Ⅲ群 類土器、たたき （図Ⅳ－２－１８－５９）、 が出土した。
時　期　掘り込み面がⅢ層中であることから、縄文時代晩期後葉～アイヌ文化期と考えられる。（芝田）

ⅢＰ－５９（図Ⅳ－１－４５／表１～４）
特　徴　調査範囲南側断面のⅢ～Ⅴ層中で黒褐色土の落ち込みを確認した。調査範囲内の包含層調査
において検出できず、土坑はすでに掘削してしまった。調査範囲内に位置していたのは全体の約１／
３以下と推測され、平面形などの形状は不明である。掘り込み面はⅢ層下位である。覆土は堅密性が
高く、埋め戻しによるものと考えられる。覆土中よりⅤ群ｃ類土器、スクレイパーが出土した。覆土
１層より採取した炭化材１点を試料として、年代測定・樹種同定を行った。放射性炭素年代測定（Ａ
ＭＳ法）では、暦年較正年代で２,３６３±３０yrＢＰ（IAAA－７２１７９）という数値が得られた（Ⅵ章第１節
参照）。また、樹種はコナラ属と同定された（Ⅵ章第３節参照）。
時　期　掘り込み面、周辺の土坑の出土遺物から、縄文時代晩期後葉である。 （芝田）

ⅢＰ－６０（図Ⅳ－１－４６／表１～４／図版１８）
特　徴　調査範囲南側西端の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は
円形。坑底面はⅦ層上位で平坦。壁の立ち上がりは急で、坑口部が崩落のため開いている。覆土５層
は埋め戻し、４層は崩落、２・３層は流れ込み、１層はⅢ層。覆土から主としてⅤ群ｃ類土器（図Ⅳ
－２－１３－７９）が、他はⅤ層の土器が出土している。
時　期　出土遺物と周辺の遺構から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－６１（図Ⅳ－１－４６／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は円
形。坑底面はⅦ層上位で平坦。壁の立ち上がりは急で、坑口部が崩落のため開いている。覆土６層は
埋め戻し、４・５・７層は崩落、２・３層は流れ込み、１層はⅢ層。遺物は出土していない。
時　期　周辺の出土遺物から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－６２（図Ⅳ－１－４６／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は円
形。坑底面はⅦ層上位で平坦。壁の立ち上がりは急で、坑口部が崩落のため開いている。覆土６層は
埋め戻し、４・５層は崩落、２・３層は流れ込み、１層はⅢ層。覆土から主にⅤ層の土器が出土した。
時　期　周辺の遺構・出土遺物より縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－６３（図Ⅳ－１－４７／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は円
形。坑底面はⅦ層中で平坦。壁の立ち上がりは急で、坑口部が崩落のため開いている。覆土７層は埋
め戻し、３～６層は壁の崩落と流れ込み、２層は流れ込み、１層はⅢ層。遺物は出土していない。
時　期　周辺の出土遺物より縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－６４（図Ⅳ－１－４７／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は円形。
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坑底面はⅦ層中で平坦。壁の立ち上がりは急で、坑口部が崩落のため開いている。覆土６・７層は埋
め戻し、３～５層は壁の崩落と流れ込み、２層は流れ込み、１層はⅢ層。覆土から礫が出土した。
時　期　周辺の遺構より縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－６５（図Ⅳ－１－４７／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は円
形。坑底面はⅦ層上位で平坦。壁の立ち上がりは急で、坑口部が崩落のため開いている。覆土５層は埋
め戻し、４層は崩落、２・３層は壁の崩落と流れ込み、１層はⅢ層。覆土からⅤ層の土器が出土した。
時　期　周辺の遺構より縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－６６（図Ⅳ－１－４８／表１～４／図版１８）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。南側に隣接するⅢＰ－６７を壊している。Ⅳ層上面で黒
色土の落ち込みを確認した。平面形は円形。坑底面はⅦ層上面で平坦。壁は南側でほぼ垂直に、北側
はやや急に立ち上がる。坑口部は崩落のため開いている。覆土７層は埋め戻し、３～６層は崩落、２
層は流れ込み、１層はⅢ層。遺物は出土していない。
時　期　周辺の出土遺物より縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－６７（図Ⅳ－１－４８／表１～４／図版１８）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。北側の壁面の一部をⅢＰ－６６に壊されている。Ⅳ層上
面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は円形。坑底面はⅦ層中で丸い。壁の立ち上がりは急で、
坑口部が崩落のため開いている。覆土５層は埋め戻し、３・４層は崩落、２層は流れ込み、１層はⅢ
層。覆土からⅤ層の土器が出土した。
時　期　周辺の遺構より縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－６８（図Ⅳ－１－４８／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。東側が撹乱を受ける。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認
した。平面形はほぼ円形。坑底面はⅦ層上面で平坦。壁の立ち上がりは急で、坑口部が崩落のため開いて
いる。覆土５層は埋め戻し、４・５層は崩落、２・３層は流れ込み、１層はⅢ層。遺物は出土していない。
時　期　周辺の出土遺物から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－６９（図Ⅳ－１－４９／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形はほ
ぼ円形。坑底面はⅦ層上面で平坦。壁の立ち上がりは急で、坑口部が崩落のため開いている。覆土５
層は埋め戻し、３・４層は崩落、２層は流れ込み、１層はⅢ層。覆土からⅤ層の遺物が出土した。
時　期　周辺の遺構より縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－７０（図Ⅳ－１－４９／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は不
整楕円形。坑底面はⅦ層中で平坦。壁は南西側でほぼ垂直に、北東側でやや急に立ち上がる。坑口部
は崩落のため開いている。覆土６層は埋め戻し、４・５層は崩落、２・３層は流れ込み、１層はⅢ層。
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覆土からⅤ層の遺物が出土している。
時　期　周辺の遺構より縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－７１（図Ⅳ－１－４９／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は円
形。坑底面はⅤ層中で丸い。壁の立ち上がりは急で、坑口部が崩落のため開いている。覆土３層は埋
め戻し、２層は流れ込み、１層はⅢ層。覆土より主にⅤ層の土器が出土している。
時　期　周辺の遺構より縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－７２（図Ⅳ－１－５０／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は円形。
坑底面はⅦ層上位で平坦。壁の立ち上がりは急で、坑口部が崩落のため開いている。覆土９層は埋め戻
し、３～８層は壁の崩落と流れ込み、２層は流れ込み、１層はⅢ層。覆土よりⅤ層の遺物が出土した。
時　期　周辺の遺構より縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－７３（図Ⅳ－１－５０／表１～４／図版１８）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は円
形。坑底面はⅦ層中で平坦。壁の立ち上がりは急で、坑口部が崩落のため開いている。覆土７層は埋め
戻し、３～６層は壁の崩落と流れ込み、２層は流れ込み、１層はⅢ層。覆土よりⅤ層の土器が出土した。
時　期　周辺の遺構より縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－７４（図Ⅳ－１－５０／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は円形
で、坑底面はⅦ層中で平坦、壁の立ち上がりは急であり、坑口部は崩落のため開いている。覆土６層は埋
め戻し、５層は崩落、２～４層は流れ込み、１層はⅢ層である。遺物は覆土よりⅤ群ｃ類土器が出土した。
時　期  出土遺物と周辺の遺構より縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－７５（図Ⅳ－１－５１／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形は円
形。坑底面はⅤ層中で平坦。壁の立ち上がりは急である。覆土４層は埋め戻し、３層は崩落、２層は
流れ込み、１層はⅢ層。覆土よりⅤ群ｃ類土器、石斧が出土している。
時　期　出土遺物と周辺の遺構より縄文時代晩期後葉と考えられる。 （菊池）

ⅢＰ－７６（図Ⅳ－１－５１／表１～４）
特　徴　Ｔａ－ｃ１上面において長軸約１.２ｍの黒色土を呈する円形の拡がりを検出した。堆積状況･下端･
壁面確認のため、拡がり中央に試掘坑を設定した。断面を確認したところ、黒色土を最下層埋土とする土
坑墓と判断し、平面形･断面形確定後に坑内の調査を開始した。覆土からは黒曜石製剥片１点が出土した。
下端平面形は楕円形、坑底面は平坦、立ち上がりは内弯気味、壁は直線的に外上方へたちあがる。構築面
はⅢ層。覆土は６層が埋め戻し土、５層が壁の崩落土、４～２層が流れ込み土、１層がⅢ層の流れ込み土。
時　期　縄文時代晩期後葉である。 （鈴木）
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ⅢＰ－７７（図Ⅳ－１－５１／表１～４）
特　徴　Ｔａ－ｃ１上面において長軸約０.８ｍの黒色土を呈する楕円形の拡がりを検出した。堆積状況
･下端･壁面確認のため、拡がり中央に試掘坑を設定した。断面を確認したところ、黒色土を最下層埋
土とする土坑墓と判断し、平面形･断面形確定後に坑内の調査を開始した。下端平面形は楕円形、坑底
面は平坦、立ち上がりはやや角ばる、壁は直線的に上方へたちあがる。構築面はⅢ層。覆土は３層が
埋め戻し土、２層が流れ込み土、１層がⅢ層の流れ込み土。
時　期　縄文時代晩期後葉である。 （鈴木）
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（４）小ピット
ⅢＳＰ－１～１３２（図Ⅳ－１－５２～５５／表１～４／図版１９）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上において、径２５㎝未満の小ピットが疎らに検出された。これらの
大部分は断面が柱穴状であるが、複数基が円形や方形の配列を成して建物跡の外形が想定できるもの
はない。また、周辺のⅢ層で検出された縄文時代晩期、擦文文化期、近世アイヌ文化期の住居跡から
は離れており、付属する遺構ではないと考えられる。Ⅲ層中の焼土や灰集中、集石などとも関連しな
い。しかし、Ⅳ層で検出されたものが大半であることから、周辺のⅢ層中に検出できなかった小ピッ
トが存在し、これらとともに掘立柱建物を構成していた可能性がある。
　いずれも掘り方などは見られないため、打ち込みによるものと推測される。先端（坑底部）はⅣ層
中までのものが大半である。Ⅴ層まで達するものは、断面が垂直ではなく、傾斜あるいは湾曲すると
いう特徴がある。坑底部の形状は尖るものが多いが、角形（ⅢＳＰ－３２）や丸みを帯びるもの（ⅢＳ
Ｐ－１１６・１１７・１２５・１２６）もある。遺物は、ⅢＳＰ－５４より出土した礫１点のみである。ⅢＳＰ－８２
・１１７はⅤ層以下の調査で検出され、覆土などからⅢ層の遺構と判断されたものである。
　調査の進捗により、ⅢＳＰ－１～５・７～９・１１・１２は近世アイヌ文化期の平地式住居ⅢＨ－１の
ＨＰ－１～１０に、ⅢＳＰ－１７・１８・３９～４２・４９・５０・５７～６５・６７・６８・８１は同じくⅢＨ－２のＨＰ－
１～２０へ変更した。また、ⅢＳＰ－６・１０・１５・１６・２０・２２～２８・３０・３１・３７・３８・４３～４８・５１・５３
・６６・６９・７２・７４・７６～７８・８０・８５・８７・８８・９０・９１・９７～９９・１０２～１０８・１１３は、土層断面の観察に
より、木根や小動物の巣穴、近現代の撹乱などと判明したため、欠番とした。
時　期　Ⅲ層中より打ち込まれたものと推測されること、周辺のⅢ層で検出された遺構・遺物から、
縄文時代晩期後葉、擦文文化期、近世アイヌ文化期のいずれかの時期である。 （芝田）

（５）焼土
ⅢＦ－１（図Ⅳ－１－５６／表１～４／図版２０）
特　徴　Ｎ５グリッドを調査中、Ⅲ層上面において明褐色～極暗褐色の焼土を検出した。断面はレン
ズ状でよく焼けている。遺物は出土していない。
時　期　検出層位から１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。 （酒井）

ⅢＦ－２（図Ⅳ－１－５６／表１～４）
特　徴　Ｏ５グリッドを調査中、Ⅲ層上面において褐色の焼土を検出した。断面はレンズ状でよく焼
けている。遺物は出土していない。
時　期　検出層位から１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。 （酒井）

（６）灰集中
ⅢＡ－１（図Ⅳ－１－５６／表１～４）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅲ層中で灰と焼土粒、炭化材を含む灰黄褐色土の広
がりを検出した。土層断面を観察したところ、被熱層は形成されておらず、単一の灰層を確認したこ
とから灰集中と判断した。下部のⅢ層との層界は明瞭であることから、廃棄されたものと考えられる。
灰層の平面形は不整円形で、最大厚は約８㎝を測る。周辺の包含層からはⅤ群ｃ類・Ⅶ群土器、剥片、加
工痕のある礫、礫などが、灰層よりもやや下位で出土している。このほか、土壌フローテーション処
理により、サケ科歯・歯骨・上擬鎖骨・骨盤・椎骨、コイ科方骨・椎骨、マイマイ殻、種子（コナラ
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亜属子葉・コナラ亜属果皮・堅果・堅果子葉・キイチゴ属・マメ科・シソ科・イネ科など）が得られ
た。このうちイネ科種子はイネ、堅果子葉はクリの可能性がある（表９）。
時　期　検出層位から１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。 （芝田）

ⅢＡ－２（図Ⅳ－１－５６／表１～４／図版２０）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅲ層中で明褐灰色の灰のまとまりを検出した。土層
断面を観察したところ、被熱層は形成されておらず、灰層を確認したことから灰集中と判断した。下
部のⅢ層との層界は明瞭であることから、廃棄されたものと考えられる。灰層の平面形は不整楕円形
で、最大厚は約３㎝を測る。焼土粒や炭化材、自然遺物は混在していない。
時　期　検出層位から１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。 （芝田）

（７）集石
ⅢＳ－１（図Ⅳ－１－５７／表１～４／図版２０）
特　徴　Ｍ３グリッドを調査中、Ⅲ層上面においてややまとまった状況で礫が検出された。Ⅲ層中か
ら複数の礫が近接して出土することが非常に少ないため、集石として調査を行った。下部に掘り込み
等は確認されなかった。遺物は、礫が２３点出土している。転石で、扁平な棒状礫や楕円礫が多い。石
材は凝灰岩（７８％）、泥岩（１７％）、砂岩（５％）である。大きさは長さ４.５～１０.０㎝、幅３.１～５.５㎝、厚
さ１.０～３.５㎝、重さ１７.１～１４０.３ｇ。平均は、長さ６.７㎝、幅４.０㎝、厚さ２.３㎝、重さ31.2ｇとなる。総重量
は７１７.３ｇ。
時　期　検出層位から１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。 （酒井）

ⅢＳ－２（図Ⅳ－１－５８／表１～４／図版２０）
特　徴　Ｌ・Ｍ３グリッドを調査中、Ⅲ層上面において礫がやや散乱した状態で検出された。Ⅲ層中
から複数の礫が近接して出土することが非常に少ないため、集石として調査を行った。下部に掘り込
み等は確認されなかった。遺物は剥片２点、礫１２５点が出土している。礫は転石で、扁平な棒状礫や楕
円礫が多い。石材は凝灰岩（４７％）、泥岩（２８％）、砂岩（９％）、その他（１６％）である。大きさは長
さ４.０～１２.４㎝、幅２.５～６.５㎝、厚さ０.７～３.６㎝、重さ１７.７～１５８.１ｇである。平均は、長さ６.２㎝、幅４.１㎝、
厚さ２.１㎝、重さ46.9ｇとなる。総重量は５８６２.２ｇ。ⅢＳ－３と接合する遺物もあることから、これら
は同時期に形成されたと考えられる。
時　期　検出層位から１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。 （酒井）

ⅢＳ－３（図Ⅳ－１－５７／表１～４／図版２０）
特　徴　Ｌ５グリッドを調査中、Ⅲ層上面において礫がやや散乱した状態で検出された。Ⅲ層中から複
数の礫が近接して出土することが非常に少ないため、集石として調査を行った。下部に掘り込み等は確
認されなかった。遺物は剥片１点、石斧片１点、礫２０点が出土している。礫は転石で、扁平な棒状礫や
楕円礫が多い。石材は凝灰岩（３８％）、泥岩（３８％）、その他（２４％）である。大きさは長さ２.６～１４.５㎝、
幅１.８～５.７㎝、厚さ０.９～３.２㎝、重さ５.９～１４２.７ｇである。平均は、長さ６.８㎝、幅４.３㎝、厚さ２.１㎝、重さ
６０.８ｇとなる。総重量は１２１５.７ｇ。ⅢＳ－２と接合する遺物もあることから、これらは同時期に形成さ
れたと考えられる。周辺の土壌をフローテーション処理した結果、種子（マメ科）が得られている。
時　期　検出層位から１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。 （酒井）
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ⅢＳ－４（図Ⅳ－１－５６／表１～４／図版２０）
特　徴　調査範囲南西側の緩斜面上に立地する。Ⅳ層上位で検出された。ほぼ原位置と判断されるこ
とから、Ｔａ－ｃ降下中に形成されたと推測される。０.５５ｍ×０.１５ｍほどの範囲に礫４点が連なるよう
に並ぶ。礫の内訳は、たたき石２点（図Ⅳ－２－１９－６６・６７）、すり石１点（６８）、自然礫１点である。
時　期　検出層位から縄文時代晩期後葉と考えられる。 （芝田）

（８）道跡
ⅢＲ－１（図Ⅳ－１－５９／表１～４／図版２０）
特　徴　調査範囲東南側、祝梅川右岸の標高１１～１２ｍ付近の緩斜面にある。Ⅲ層上面を調査中、幅５０
㎝ほどの帯状の硬化面を確認した。調査範囲南端からほぼ等高線に沿って北へ４０ｍほど進み、擦文文
化期の竪穴住居跡ⅢＨ－８・９を西から北側へ迂回して祝梅川へ向かっている。断面を確認すると浅
く凹んでいるが、人為的な掘り込みなどは確認されなかった。深さは１～４㎝ほどである。凹みの直
下は周辺の包含層に比べてしまりが強い。これらのことからこの帯状の範囲を踏み分けにより形成さ
れた道跡と判断した。
時　期　遺物などを伴っておらず、直接的に判断できるものはない。しかし、①検出層位がⅢ層上面
であり、Ｔａ－ａ降下よりもそれほど時間が遡らないと推測される、②ⅢＨ－８の掘り上げ土よりも
上位で形成されており、あえて住居のくぼみを避けるように迂回している、③近世アイヌ文化期の平
地住居跡ⅢＨ－１・２の前小屋部分が道跡の方を向いている、④隣接する梅川４遺跡でも類似の遺構
が検出されており、多量の近世アイヌ文化期の遺物を伴っている（千歳市教委２００２、北埋調報未報告
・次年度以降報告予定）、などの理由により、１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。 （酒井）
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２　遺構出土の遺物
（１）土器等
①掲載基準
　本報告書では、分類→接合状況→器種→施文→製作技術→使用痕を基準として掲載した。
接合状況　接合の結果、器形を復元できたものを「復元資料」、できなかったものを「破片資料」とし
た。復元資料は実測図、破片資料は拓影図として掲載している。同一個体の口縁～胴部と底部が接合
せず、実測図上で器形を復元したものが一部ある。
器種　Ⅴ群ｃ類は、倒円錐台形の器形のものを器高と口径の比率によって分けた。すなわち、器高が
口径の４／５以上のものを「深鉢」、４／５未満２／３以上のものを「鉢」、２／３未満１／３以上の
ものを「浅鉢」、１／３未満のものを「皿」と呼称する。また、胴部に比して著しく窄まる頚部を有す
るものを「壷」、上面観が楕円形で長軸の両端に突起や貼付を有するものを「舟形」と呼称する。
　Ⅶ群には「甕」「坏」「高坏」「鉢」「甑」「壷」などの器種がある。本遺跡では、甕・坏が主体であり、甑
や壷は出土していない。また、須恵器の高台付坏が１個体出土している。
施文　Ⅴ群ｃ類は、『江別市対雁２遺跡（８）』（北埋調報２３１）における形態分類および文様名称を参考
にした。基本的に口唇装飾→下地調整→背景文様→上描き・直描き文様→付加要素の順に記述する。
破片資料については特徴的な文様のみ略述する。口唇装飾は口縁部端面に施される施文のことで、回
転縄文、縄側面圧痕、棒側面圧痕、指頭圧痕、縄端圧痕などがある。下地調整とは、文様のある土器
の施文以前の状態を示し、「無文（ナデのまま）」「回転縄文」などがある。背景文様とは、複数の文様が
重複・分断して描かれる場合、口縁部を廻るように展開し、上描き文様の下敷きとなる単純な文様の
ことで、「横位縄側面圧痕」、「横位沈線」、「櫛目状沈線」などがある。上描き文様とは、背景文様の上に
描かれる文様、直描き文様とは、背景文様がなく下地に直接描かれる文様である。主に沈線による
「斜位・縦位線文」、「蛇行線文」、「括弧文」、「断続・連続山形文」などがある。付加要素は、主たる上描
き・直描き文様の内部または周縁に付け加えられる文様で、貼付帯、刺突（列）、ナデ消し凹帯などが
ある。底部が残存するものについては、「平底」、「丸底」、「凸底」、「凸平底」などに形態分類した。凸底は、
底部円盤のやや内側より胴部の粘土紐を立ち上げたもので、底縁外周が肥厚する。丸底と凸底はいず
れも底外面が丸みを帯び自立できないが、凸底には底縁に稜が見られる。凸平底は底部円盤の底外面
周縁に輪状の粘土紐を接合したもので、内側が凹む。
　浅鉢については、『千歳市キウス５遺跡（５）』（北埋調報１２５）における鉢形土器３類の部位名称を参
考にした。すなわち、口縁部端面の最も装飾性に富んだ突起を前部分と見なして「前突起」、これと対
面する後部分の突起を「後突起」、左右部分に相当する突起をそれぞれ「左突起」「右突起」とする。ま
た、前突起から左・右突起までの端面に施文頻度が高い部分を「主飾部」、後突起から左・右突起の手
前までの端面に施文頻度が低い部分を「副飾部」と呼ぶ。
　Ⅶ群は、口唇装飾や背景文様・上描き文様が施されないものが多い。内外面の下地調整は「ナデ」
「ハケメ」「ミガキ」などがある。直描き文様は大半が沈線によるもので、付加要素である刺突列、短刻
線、貼付帯などと組み合わさる。底部は、甕・坏では平底が大部分である。
製作技術　胎土は、粘土に含まれる岩石・軽石の粒径・密度により以下のように分類した。「緻密」：細
粒以下の岩石・軽石を含む、「やや粗」：中粒以上の岩石・軽石を含む、「粗」：中粒以上の岩石・軽石を
多く含む。このほか混和材として砂・土器片・繊維などが確認される。土器片は２～５㎜大に砕かれ
たもので、Ⅴ群ｃ類土器に含まれる例が見られる。器面・破断面の肉眼観察により以下のように分類
した。「少量」：器面ではまれで、破断面で多く確認される、「中量」：器面でやや少なく、破断面で多く
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確認される、「多量」：器面・破断面ともに多く確認される。
　土器の内外面に露呈する破断面のうち、割れ口が水平で、表面がナデられたように滑らかなものを
接合面と見なした。外面側が高く、内面側が低くなるものを「内傾接合」、内面側が高く、外面側が低
くなるものを「外傾接合」と表現する。このほか内外両面に傾斜する「両傾接合」があるが、本遺跡
では出土していない。Ⅴ群ｃ類土器の接合面の大部分は加工されていないが、地文と同じ回転縄文が
施されていた例がある。Ⅶ群は接合面が露呈しないが、器面に輪積み痕が残るものがある。
　内面の調整は、Ⅴ群ｃ類の深鉢・鉢・浅鉢の場合、ほぼ水平方向に横ナデされるものが大部分であ
る。工具による条痕を残すものは見られない。主に深鉢の口縁部と底部付近には、指頭による浅い凹
みが確認される。壷の内面は口縁部を除き調整が粗く、凹凸が残る。
使用痕　土器の内外面に炭化物が付着する例がある。Ⅴ群ｃ類は、深鉢に多く、鉢・浅鉢・壷・舟形
では少ない。Ⅶ群は、甕に多く、坏には見られない。また、深鉢と甕には、煮こぼれによる汁垂れの
痕跡と推測される黒色付着物が口縁部を垂下するものがある。

②住居跡
ⅢＨ－３（図Ⅳ－２－７－１５・１６、１４－８０・８１／表５／図版２５・３２）
　１５・１６・８０・８１はⅦ群。１５は小型の甕で底部を欠く。口径１４.７㎝、底径６.２㎝、器高１４.２㎝を測る。上
面観はほぼ円形。口縁部がわずかに外反し、胴部の膨らみは顕著ではない。口縁端面は内湾する。頚
部には横位沈線２条が巡り、胴部との間が段状になる。底部は平底で、底縁がやや張り出す。外面は、
口縁～頚部と底部がヨコナデ、胴部がタテハケ→タテミガキ。底外面にもハケメ。内面は、口縁～頚
部がヨコナデ、胴部がヨコハケ→ヨコミガキ。底内面は無調整。胎土は緻密で、細粒砂が少量混和す
る。口縁部に補修孔が１か所確認される。
　１６は甕で口縁部を欠く。底径７.７㎝、残存器高１６.１㎝を測る。平底で、底縁がやや張り出す。外面は、
胴部がタテハケ、底部がタテハケ→ヨコナデ（工具痕あり）。底外面に葉脈痕。内面は、ヨコハケ。底
内面は無調整。内外面に粘土紐の輪積み痕が見られる。胎土は緻密で、細粒砂が微量混和する。
　８０・８１は破片資料。８０は坏の胴～底部。外面はヨコミガキ、内面はタテミガキ。底外面にもミガキ。
８１は高坏の脚部。脚裾部を欠損する。外面に段状の横位沈線。
ⅢＨ－４（図Ⅳ－２－１４－８２・８３／表５／図版３２）
　８２・８３はⅦ群。８２は坏の底部。外面はヨコミガキ、内面は黒色処理が施される。底外面にもミガキ。
８３は甕の口縁部。口縁端面は内傾。口縁端面・外面・内面はいずれもヨコナデ。
ⅢＨ－６（図Ⅳ－２－１～３・８・９／表５／図版２２・２３・２７・２８）
　１～８・２３～４６はⅤ群ｃ類。１は鉢で口縁部を欠く。残存する最大径は２１.３㎝、器高は１２.９㎝を測る。
外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→やや粗雑な工字状沈線文。２孔１対の補修孔が確認される。底部は凸
平底。内面は横ナデ調整で、底内面には擦痕も見られる。胎土はやや粗く、土器片少量と細粒砂・軽
石が混和する。接合面は露呈していない。
　２は深鉢。推定口径１６.１㎝、器高２１.１㎝を測る。上面観はほぼ円形。口縁端面は水平で、縦位の縄側
面により刻まれる。口縁部は小波状。外面は横位回転ＬＲ斜走縄文。底部は凸底で、底外面にもＬＲ
縄が回転施文される。内面は横ナデ調整で、擦痕が残る。底内面には指頭痕が確認される。胎土はや
や粗く、土器片中量と細粒砂・軽石が混和する。内傾の接合面が３段露呈する。
　３は深鉢。推定口径２１.３㎝、器高２７.０㎝を測る。口縁部がやや内傾する器形で、胴上部での最大径は
２３.１㎝を測る。上面観はほぼ円形。口縁部には２個１対の山形突起が設けられ（推定４か所）、それぞ
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れの突起間は凹む。口縁端面は水平で、ＬＲ縄が回転施文されるが、山形突起部分はナデのまま無文
である。外面は横位回転ＬＲ斜走縄文→屈曲部分に２個１対のボタン状突起（横位沈線で連結）→口
縁部に横位沈線４条→口唇直下に上向き連続弧沈線→底縁直上に横位沈線２条。底部は凸底で、底外
面にもＬＲ縄が回転施文される。内面は横ナデ調整で、擦痕が残る。屈曲部には段が見られる。底内
面には指頭痕が確認され、中央が凹む。胎土はやや粗く、土器片中量と細粒砂・軽石が混和する。接
合面は露呈していない。
　４は浅鉢。口径３９.５㎝、器高１６.０㎝を測る。上面観は楕円形。口縁部には前後左右の突起が設けられ
る。口縁端面は外傾し、内面にかけて施文される。突起はいずれも台形で、後突起がやや低い。前突
起は中央と両端の３か所、他の突起は両端の２か所に小突起を有する。小突起は頂部が棒側面により
刻まれ、その周縁に細い竹管状施文具による刺突列が施される。小突起間は前突起が縦位の縄側面圧
痕、左突起・右突起は棒側面圧痕、後突起は横位の縄側面圧痕３条に２個１対の棒側面が「八」の字
状に圧痕される。前突起の中央、左突起・右突起の後側、後突起の両端の小突起の周縁は半同心円状
の縄側面圧痕が施される。主飾部・副飾部は横位の縄側面圧痕３ないし４条が巡る。主飾部には山形
または「八」の字状、副飾部には縦位の棒側面圧痕が上書きされる。副飾部の棒側面圧痕は、小突起
と同様に細い竹管状施文具による刺突列が施される。また、これら内面の文様帯の下部には竹管状施
文具による刺突列が巡るが、右突起側の副飾部の一部で途切れる。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文で、
剥離が著しい。底部は凸底で、回転縄文が施される。内面は横ナデ調整。胎土は粗く、土器片少量と
細粒砂・軽石が混和する。接合面は露呈していない。
　５は深鉢。推定口径２９.０㎝、器高２９.８㎝を測る。上面観は楕円形に近い。口縁部は平縁。口縁端面は
内傾し、ＬＲ回転縄文→棒側面圧痕。外面は横位回転ＬＲ斜走縄文→横位沈線３条。底部は凸底で、
底外面にもＬＲ縄が疎らに回転施文される。内面は横ナデ調整で、指頭痕が残る。胎土は粗く、土器
片多量と中粒砂・軽石・繊維が混和する。内傾の接合面が２段露呈する。
　６は浅鉢。推定口径１０.２㎝、器高４.６㎝を測る。上面観はほぼ円形。口縁部は平縁。口縁端面はやや
内傾し、棒側面により刻まれる。外面は無文で、指頭による凹凸が残る。底部は凸底。底縁に棒側面
による刺突列、その内側に細い沈線が巡る。底外面には短沈線により「Ｓ」字状文が描かれる。内面
はナデ調整され、外面同様に指頭による凹凸が残る。胎土は密で、細粒砂・軽石が混和する。接合面
は露呈していない。
　７は深鉢で底部を欠く。推定口径２３.１㎝、残存器高１３.５㎝を測る。上面観はほぼ円形。口縁端面は内
傾し、縦位の縄側面圧痕が連続して施される。口縁部は緩い小波状で、単峰の山形突起１か所が設け
られる。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→横位沈線４条→沈線下に竹管状施文具による横向きの刺突列
→口唇直下に縦位の縄側面圧痕。内面は横ナデ調整。胎土はやや粗く、細粒砂・軽石が混和する。接
合面は露呈していない。
　８は舟形土器で底部を欠く。口径１８.５㎝、残存器高１７.８㎝を測る。上面観は楕円形。口縁部の長軸両
端に双峰の山形突起が設けられる。口縁端面は内傾し（突起部分では外傾）、ＬＲ回転縄文。突起の頂
部に棒側面圧痕。外面は横位回転ＬＲ斜走縄文→長軸両端の突起下部に円形刺突孔→胴中部に幅広の
ナデ消し凹帯（非平行）→凹帯の短軸上で上方貫入。一部に赤彩の痕跡が見られる。内面は横ナデ調
整。胎土はやや粗く、土器片小量と細粒砂・軽石が混和する。接合面は露呈していない。
　２３～４６は破片資料。２３～３１は深鉢の口縁部。２３は単峰の山形突起が設けられ、頂部に棒側面圧痕。
口縁端面は内傾し、ＲＬ縄文が回転施文される。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→竹管状施文具による
刺突列（上下２列）で文様帯を区画→内部にやや粗雑な横位沈線４条。２４は口縁部が緩い小波状、ま
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たは低い山形突起を有すると考えられる。口縁端面は水平で、縦位の縄側面圧痕。外面は横位回転Ｒ
Ｌ斜走縄文が施され、口唇直下より横位沈線４条→ナデ消し凹帯＋竹管状施文具による刺突列（上下
２列）→横位沈線３条→竹管状施文具による刺突列。内外面に炭化物が付着する。２５は口縁端面が内
傾し、ＲＬ回転縄文→外縁に棒側面圧痕。外面はＲＬ斜走縄文→横位沈線２条＋波状沈線。２６は口縁
端面がやや内傾し、内縁にＲＬ回転縄文→棒側面圧痕。外面はＲＬ斜走縄文→やや粗雑な横位沈線２
ないし３条。２７は口縁端面が内傾し、ＲＬ回転縄文。外面はＲＬ斜走縄文→横位沈線２条（現存）。２８
は単峰の山形突起を有する。口縁端面は内傾し、縦位の縄側面圧痕。外面は口唇直下ナデのまま→縦
位の棒側面圧痕→横位回転ＲＬ斜走縄文→波状沈線４条。２孔１対の補修孔が確認される。２９は口縁
端面が内傾し、ＲＬ回転縄文→棒側面圧痕。外面は縦位の櫛歯状細沈線→横位沈線４条→竹管状施文
具による横向きの刺突列。３０は口縁部が平縁で、胴上部がやや膨らむ器形。口縁端面はやや内傾し、
ＬＲ回転縄文。外面は横位回転ＬＲ斜走縄文が施される。破断面に内傾の接合面が露呈する。３１は無
文で、口縁端面に棒側面圧痕。３２～３４・３７～４０は浅鉢の口縁部。３２は双峰の山形突起を有する。口縁
端面は内傾し、ＲＬ回転縄文が施されるが、突起頂部はナデのままである。外面は斜位回転ＲＬ横～
斜走縄文。内面は口唇直下に沿って１段撚りＬ縄の側面圧痕が２条巡る。３３は突起の一部で、円形刺
突孔の位置から４つの小突起が設けられていたと推測される（現存３つ）。小突起の頂部は棒状施文具
の先端により刺突される。口縁端面および内外面の口唇直下を跨ぐように縦位の縄側面圧痕が連続し
て施され、これに直交する横位の縄側面圧痕が上書きされる。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文（ナデに
より不鮮明）。内面は口唇直下に沿って１段撚りＲ縄の側面圧痕が２条巡る。３４は低い台形を呈する
ことから後突起の一部と推測される。口縁端面から内面にかけて、縦位の縄側面圧痕→指頭圧痕によ
る凹み→波状の縄側面圧痕→縦位の棒側面圧痕→同心円状の縄側面圧痕→竹管状施文具による刺突列。
外面は横位回転ＬＲ斜走縄文。３７は山形突起を有する。口縁端面は内傾し、ＲＬ回転縄文→内縁の一
部に竹管状施文具による刺突列。突起の頂部と両側縁に縦位の棒側面圧痕→突起下部に円形刺突孔。
外面は横位回転ＲＬ斜走縄文。３８は突起の一部で、内面が肥厚する。内面は縦位の縄側面圧痕→凹線
による文様。外面はＬＲ斜走縄文（ナデにより不鮮明）。３９は小突起の前後で、口縁端面が水平と内傾
する部分に分かれる。いずれも口縁端面は縦位の縄側面圧痕が施されるが、突起頂部はナデのままで
ある。内面は無節Ｌ縄の側面圧痕１ないし２条→竹管状施文具による刺突列。外面は横位回転ＬＲ斜
走縄文。４０は外面が剥落により欠失する。口縁端面は内傾し、ＲＬ回転縄文→縦位の棒側面圧痕→内
縁の一部に竹管状施文具による刺突列。円形刺突孔が１孔確認される。３５・３６は浅鉢の底部。３５は凸
底、３６は凸平底で、いずれも底外面にも回転縄文が施される。４１は広口壷の口縁部。口縁端面は尖り、
口唇直下の内外面に縦位の縄側面圧痕。頚部は無文のナデ消し凹帯で、下部に縄端による刺突列が巡
る。肩～胴部はＲＬ斜走縄文。４２・４３は壷の頚～胴部。４２は頚部無文帯の下部に瘤状突起が貼り付け
られる。肩～胴部はＲＬ斜走縄文が施される。肩部には断面がＶ字状となる細い沈線が３条巡る。４３
は頚部無文帯の下部に２個１対の瘤状突起が貼り付けられ、短沈線により結ばれる。肩部には横位沈
線４条が巡り、その下部に竹管状施文具による刺突列。胴部はＬＲ斜走縄文。内面の剥離が著しい。
４４は土器集中３より出土した深鉢の口縁～胴上部。上面観は楕円形で、長軸と短軸の両端に山形突起
を有していたと推測される。口縁端面は内傾し、縦位の縄側面圧痕。突起の頂部はナデにより凹み、
両側縁も指頭により圧痕される。外面は口唇直下ナデのまま→波状沈線４～６条→沈線に沿って竹管
状施文具による刺突列→突起下に円形刺突孔→胴部に横位回転ＬＲ斜走縄文。内外面ともに剥落が著
しい。４５は土器集中４より出土した鉢または浅鉢の口縁部。口縁端面は内傾し、ＲＬ回転縄文→外縁
に棒側面圧痕。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文。補修孔が１孔確認される。４６は土器集中５より出土し
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た浅鉢の口縁～胴中部。やや大きめの山形突起を有しており、前後左右の突起のいずれかに該当する
と推測される。口縁端面は内傾し、ＲＬ回転縄文→内縁に棒側面圧痕。内面は横位の縄側面圧痕３条
→縦位の縄側面圧痕（３条１組）→突起下に指頭圧痕とその周縁に竹管状施文具による刺突列→横位
縄側面圧痕の下部に刺突列が２列。外面は横～斜位回転ＲＬ斜走縄文。
ⅢＨ－７（図Ⅳ－２－４・１０・１１／表５／図版２４・２８～３０）
　９～１１・４７～６１はⅤ群ｃ類。９は深鉢。口径２７.１㎝、器高３３.６㎝を測る。上面観は楕円形に近い。口
縁部は平縁。口縁端面は内傾し、ＬＲ回転縄文。外面は横位回転ＬＲ斜走縄文→縄端による刺突列（上
下２列）で口縁部文様帯を区画→３～５条１組の蛇行線文（内部の縄文をナデ消し）→底部は縄端に
よる刺突列（上下２列）でナデ消し凹帯を区画。底部は凸底で、底外面にもＬＲ縄が疎らに回転施文
される。内面は横ナデ調整で、擦痕が残る。胎土はやや粗く、土器片少量と中粒砂・軽石が混和する。
接合面は露呈していない。
　１０は鉢。推定口径１６.４㎝、器高１３.０㎝を測る。口縁部が直上し、胴部が少し膨らむ器形。上面観は楕
円形。口縁部の長軸両端に３連峰の山形突起、側面にやや小さめの山形突起（４か所）を有すると推
測される。口縁端面は内傾し、ＲＬ回転縄文。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→口縁部に４条、胴部に
７条の横位沈線→長軸両端の突起下部に円形刺突孔３か所。底部は凸底で、底外面にもＲＬ縄が回転
施文される。内面は横ナデ調整で、擦痕が残る。胎土はやや粗く、土器片多量と粗粒砂・軽石が混和
する。接合面は露呈していない。
　１１は浅鉢。推定口径１２.９㎝、器高４.１㎝を測る。上面観は歪んだ円形。口縁部は平縁。口縁端面は内
傾する。外面はナデのままで、無文。底部は凸底。内面もナデられており、指頭痕が見られる。胎土
はやや粗く、土器片少量と細粒砂・軽石が混和する。接合面は露呈していない。
　４７～６１は破片資料。４７～５２は深鉢の口縁部。４７は口縁部が屈曲する器形で、内面に段が見られる。
口縁端面は内傾し、縦位の縄側面圧痕。口縁部文様帯はナデ消し凹帯で区画され、内部は無文（ナデ
のまま）→櫛歯状細沈線による連続山形文とこれに直交する短沈線→ナデ消し凹帯と連続山形文の周
縁に竹管状施文具による刺突列。胴部は横位回転ＲＬ斜走縄文。４８は口縁部がやや外反する器形で、
鉢の可能性もある。口縁端面は内傾し、ＬＲ回転縄文。外面はＬＲ斜走縄文→ナデによる浅い沈線→
瘤状突起。内面の口唇直下にも浅い沈線１条が巡る。内面に炭化物が付着する。４９は平縁。口縁端面
は内傾し、内外縁に縦位の縄側面圧痕→指頭圧痕。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→ナデ消し凹帯＋上
下に竹管状施文具による刺突列。５０はＲＬ、５１・５２はＬＲの斜走縄文が外面に施される。いずれも口
縁端面は内傾し、５０・５１は縦位の縄側面圧痕、５２はＬＲ回転縄文。５１は口縁端面内縁に棒側面圧痕、
内面の口唇直下に疎らな横位の１段撚りＬ縄側面圧痕。６４（ⅢＰ－２４出土）と同一個体の可能性があ
る。５２は口縁端面外縁が指頭により圧痕される。５３・５４は深鉢の胴部。いずれも横位回転ＲＬ斜走縄
文。５４は破断面に外傾の接合面が露呈する。５５～５９は浅鉢の口縁部。いずれも突起部分で、５５・５７・
５９はＬＲ、５６・５８はＲＬの斜走縄文が外面に施される。５５は頂部に縦位の縄側面圧痕→内面の突起下
部に下向き弧状の縄側面圧痕。５６は頂部に指頭圧痕→内面に下向き弧状の縄側面圧痕→横位の縄側面
圧痕３条に縦位の縄側面圧痕を上書き。５７は口縁端面および内面に横位の縄側面圧痕→縦位の棒側面
圧痕。５８はＲＬ回転縄文→縦位の棒側面圧痕。５９は低い台形を呈することから後突起と推測される。
中央が指頭により深く弧状に凹む。口縁端面は内傾し、縦位の縄側面圧痕→縦位の棒側面圧痕。内面
は１段撚りＲの縄側面圧痕が突起下は２条、副飾部は１条巡る。胴部に補修孔が１か所確認される。
６０・６１は浅鉢の底部。６０は凸底、６１は丸底で、いずれも外面にＲＬ回転縄文が施される。
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ⅢＨ－８（図Ⅳ－２－７－１７～２２、１４－８４～８７／表５／図版２５・２６・３２）
　１７～２１・８４～８７はⅦ群。１７は小型の甕。口径１４.２㎝、底径６.４㎝、器高１３.０㎝を測る。上面観は歪ん
だ円形。口縁部の外反はごくわずかで、胴部もほとんど膨らまない器形。口縁端面は丸く、外縁の一
部が斜めに刻まれる。口唇直下に微隆起線１条が巡る。口縁部と胴部の間にナデによる段が見られる。
底部は平底。外面は、口縁部がヨコナデ、胴上部がヨコハケ→タテミガキ（一部ヨコミガキ）、胴中～
底部がタテハケ→タテミガキ。底外面はナデ。内面は、口縁部がヨコナデ、胴上部がヨコハケ→ヨコ
ミガキ、胴中～底部はヨコハケ→タテミガキ。底内面は無調整。胎土は緻密で、細粒砂が少量混和す
る。外面に汁垂れ痕が見られる。
　１８は口縁～胴部と底部が接合しなかった。口径２３.７㎝、底径８.１㎝、推定器高３１.４㎝を測る。上面観
は楕円形。口縁部がやや外反し、胴上部が緩やかに膨らむ器形。口縁端面は内湾する。口縁～頚部に
は段状の横位沈線。底部は平底。外面は、口縁～頚部がヨコナデ、胴上部がヨコハケ、胴中～底部が
タテハケ。底外面はハケメ→ナデ。内面は、口縁～頚部がヨコハケ→ヨコミガキ、胴～底部はヨコハ
ケ。底内面は無調整。胎土は緻密で、細粒砂・軽石が少量混和する。内外面に炭化物が付着する。
　１９は甕で口縁部を欠く。胴部の最大径２２.４㎝、底径８.３㎝、残存器高３０.０㎝を測る。上面観は楕円形
と推測される。頚部には横位沈線が多段に巡り、胴部との間に刺突列。底部は平底。外面は、胴部が
タテハケ→タテミガキ（光沢あり）、底部はヨコナデ。底外面にもミガキ（磨滅）。内面は、頚～胴上
部がヨコハケ→ヨコミガキ、胴中～底部がヨコハケ→タテミガキ。底内面は無調整。胎土は緻密で、
細粒砂（長石が多い）が少量混和する。内外面に炭化物が付着する。
　２０は小型の坏で、口唇を欠損する。底径４.４㎝、残存器高５.１㎝を測る。口縁部が直上ぎみに立ち上が
る器形と推測される。底部は平底。外面は、口縁部がヨコハケ→ヨコミガキ、胴部がタテハケ→ヨコ
ミガキ、底部がタテハケ→ナナメミガキ。底外面はナデ。内面は、ヨコミガキあるいはナナメミガキ。
胎土は緻密で、細粒砂が少量混和する。
　２１は須恵器の高台付坏。口縁の一部を欠損する。口径１３.１㎝、底径６.３㎝、器高７.５㎝を測る。体部は
下半から上半にかけて外反せず、緩やかに立ち上がる。高台はやや外へ踏ん張る。畳付きは丸みを帯
びる。内外面に、轆轤回転によるヨコナデの調整痕。底外面には回転糸切り痕。
　２２は紡錘車。上面観は円形、側面観は台形で、上辺・側辺が凹む形状。上辺の最大径４.９㎝、下辺の
最大径６.１㎝、厚さ２.２㎝を測る。外面は丁寧なミガキが施される。中央の貫通孔は楕円形を呈する。胎
土は緻密で、細粒砂（長石が多い）・軽石が混和する。
　８４～８７は破片資料。いずれも掘り上げ土出土。８４は甕の口縁部。口縁端面は水平。口唇直下にヨコ
ナデにより段が設けられる。外面はヨコハケ→ヨコミガキ。内面はヨコナデ。８５は甕の口縁～頚部で、
口唇を欠損する。外面は、口縁部がヨコナデ、頚部が横位の櫛歯状沈線。内面はヨコハケ。８６は坏の
口縁～胴部。口縁部が直上ぎみに立ち上がる器形と考えられる。口縁端面は丸みを帯びる。外面はヨ
コミガキ、内面は黒色処理が施される。８７は甕の胴部。外面はタテハケ、内面はヨコハケ。
ⅢＨ－９（図Ⅳ－２－１４－８８～９１／表５／図版３２）
　８８～９０はⅦ群。８８は甕の口縁～頚部。外面は、口縁部がヨコナデ、頚部がヨコハケ→横位沈線。内
面はヨコナデ。８９は坏の胴部。内外面ともにヨコハケ→ヨコミガキ。９０は甕の底部。平底で、底縁が
張り出す。外面はタテハケ、内面はヨコ～ナナメハケ。底内面は無調整。
ⅢＨ－１０（図Ⅳ－２－１４－９２～９５／表５／図版３２）
　９１～９４はⅦ群。９１・９２は甕の口縁～頚部。９１は、外面がヨコナデ→口唇直下に短刻線列→ナデによ
り頚部に段を作出→疎らな横位沈線、内面がヨコナデ。９２は、口縁端面が内湾し、外面がヨコナデ→
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横位沈線、内面がヘラナデ。９３・９４は甕の頚～胴部。外面は、頚部がヨコハケ→横位沈線、胴上部が
ヨコハケ→タテミガキ。内面は、ヨコハケ→ヨコナデ。９４は、外面タテハケ、内面ヨコハケ。

③土坑
ⅢＰ－２（図Ⅳ－２－１２－６２／表５／図版３０）
　６２はⅤ群ｃ類。浅鉢の口縁部。口縁端面は尖り、内縁に縦位の縄側面圧痕、外縁に縄端圧痕。台形
の突起の中央と両端には小突起が設けられ、その頂部にも縦位の縄側面圧痕。外面はＬＲ斜走縄文。
ⅢＰ－３（図Ⅳ－２－１２－６３／表５／図版３０）
　６３はⅤ群ｃ類。浅鉢の口縁部。口縁端面は内傾し、ＲＬ回転縄文が施される。低い台形突起の両端
には小突起が設けられ、これらを横位の縄側面圧痕２条が結ぶ。内面の口唇直下には、不整な横位沈
線１条が巡る。外面はＲＬ斜走縄文（ナデにより不鮮明）。
ⅢＰ－２４（図Ⅳ－２－５－１２、１２－６４／表５／図版２４・３０）
　１２・６４はⅤ群ｃ類。１２は深鉢で底部を欠く。口径４０.４㎝、残存器高２４.９㎝を測る。上面観はほぼ円形。
口縁部には山形突起が２連峰２か所、３連峰２か所の計４か所設けられる。口縁端面は内傾し、ＲＬ
回転縄文→外縁に棒側面圧痕（突起頂部はナデのまま）。外面は、横位回転のＬＲ・ＲＬ斜走縄文を交
互に施し、羽状としている。口縁部は、波状沈線で区画した内部の縄文をナデ消し、斜位の櫛目状沈
線をやや粗雑に施す。口唇直下には、２ないし３条１組の１段撚りＲ縄圧痕が巡り、山形突起の両側
で垂下する。山形突起下には５条１組の蛇行沈線、突起間は連結括弧沈線。内面は横ナデ調整で、指
頭痕が見られる。胎土は緻密で、細粒砂・軽石が混和する。接合面は露呈していない。
　６４は破片資料で、大型深鉢の口縁～胴中部。上面観は不明。口縁端面は水平で、縦位の縄側面圧痕
→内縁に棒側面圧痕。円形刺突孔の上部の口唇が欠損しており、ここに突起が設けられていた可能性
がある。内面の口唇直下に横位の１段撚りＬ縄側面圧痕２条が巡る。外面は横位回転のＬＲ斜走縄文
（ナデにより不鮮明）。内面はナデ調整され、指頭痕が残る。胎土は緻密で、細粒砂（石英が多い）・軽
石が混和する。接合面は露呈していない。外面に汁垂れ痕が見られる。内面に炭化物が付着する。５１
（ⅢＨ－７出土）と同一個体の可能性がある。
ⅢＰ－２８（図Ⅳ－２－１２－６５／表５／図版３０）
　６５はⅤ群ｃ類。深鉢の口縁部。口縁端面は内傾し、ＲＬ回転縄文。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文が
施される（ナデにより不鮮明）。
ⅢＰ－３０（図Ⅳ－２－１２－６６／表５／図版３１）
　６６はⅤ群ｃ類。浅鉢の底部。凸底で、外面にＲＬ回転縄文。
ⅢＰ－３１（図Ⅳ－２－１３－６７～６９／表５／図版３１）
　６７～６９はⅤ群ｃ類。６７・６８は深鉢の口縁部。６７は口縁端面水平。端面と外面に疎らな無節Ｌ縄文。
６８は口縁端面内傾。外面はＬＲ斜走縄文→波状沈線。円形刺突孔の一部が確認される。６９は浅鉢の口
縁部。口縁端面はやや内傾し、縦位の縄側面圧痕→指頭圧痕により周縁が肥厚する。外面はＬＲ斜走
縄文（ナデにより不鮮明）。円形刺突孔が１孔確認される。内面に炭化物が付着する。
ⅢＰ－３４（図Ⅳ－２－１３－７０／表５／図版３１）
　７０はⅤ群ｃ類。深鉢の口縁部。口縁端面は内傾し、縦位の縄側面圧痕。外面はＲＬ斜走縄文。
ⅢＰ－３９（図Ⅳ－２－１３－７１・７２／表５／図版３１）
　７１・７２はⅤ群ｃ類。７１は深鉢の口縁部。口縁端面は内傾。山形突起を有するが、頂部を欠損する。外
面はＬＲ斜走縄文。７２は深鉢の胴部で、ＲＬ斜走縄文。内面に炭化物が付着する。
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ⅢＰ－４２（図Ⅳ－２－１３－７３／表５／図版３１）
　７３はⅤ群ｃ類。浅鉢の突起部分。頂部および側縁に棒側面圧痕。内面に下向き弧状の縄側面圧痕→
その下部に竹管状施文具による刺突列。外面はＬＲ斜走縄文。
ⅢＰ－４８（図Ⅳ－２－１３－７４／表５／図版３１）
　７４はⅤ群ｃ類。深鉢の胴部。外面にＬＲ斜走縄文。破断面に内傾の接合面が露呈する。
ⅢＰ－４９（図Ⅳ－２－１３－７５／表５／図版３１）
　７５はⅤ群ｃ類。深鉢の胴部。外面にＲＬ斜走縄文が施される。
ⅢＰ－５４（図Ⅳ－２－６－１３、１３－７６・７７／表５／図版３１）
　１３・７６・７７はⅤ群ｃ類。１３は深鉢で底部を欠く。推定口径３０.４㎝、残存器高２２.０㎝を測る。上面観は
不明。口縁部には単峰の山形突起が２か所残存する。口唇直下は内外面ともに肥厚し、内面には爪痕
が残る。口縁端面は内傾し、ＲＬ回転縄文→外縁に指頭圧痕。外面は、斜位回転ＲＬ斜走縄文→横位
沈線４条。内面は横ナデ調整。胎土はやや粗く、中粒砂・軽石が混和する。接合面は露呈していない。
口縁部に２孔１対の補修孔が１か所見られる。内外面に炭化物が付着する。
　７６・７７は破片資料。７６は浅鉢の口縁部。口縁端面は内傾し、縦位の縄側面圧痕。山形突起の両端に
小突起を有するが、頂部を欠損する。外面はＲＬ斜走縄文が施されるが、突起部分はナデのままであ
る。７７は深鉢の胴部。外面にＬＲ斜走縄文。破断面に内傾の接合面が露呈する。
ⅢＰ－５５（図Ⅳ－２－１３－７８／表５／図版３１）
　７８はⅤ群ｃ類。深鉢の底部。凸底で、外面にＬＲ回転縄文が施される。内面が著しく剥落する。
ⅢＰ－５６（図Ⅳ－２－６－１４／表５／図版２４）
　１４はⅤ群ｃ類の壷。口径１４.１㎝、胴部の最大径３３.１㎝、底径１１.０㎝、器高４２.５㎝を測る。上面観は円
形。肩部の最大径がほぼ水平で、均整がとれている。底部は平底。口縁～底部には、頚部無文帯を除
き、斜位回転ＲＬ縦走縄文が施される。口縁部に山形突起４か所が設けられていたと推測されるが、
２か所を欠損する。突起頂部および口唇は棒状施文具によって刻まれる。山形突起の内面は肥厚し、
ＲＬ縄が回転施文される。口縁部外面には、山形突起間に４か所のボタン状突起が貼り付けられ、横
位沈線によって連結される。また、山形突起を単位として、対向する三角形あるいは半月形の凹部が
削られている。頚部無文帯との間には、４条の深い横位沈線が廻っている。頚部は丁寧に磨かれ、幅
広の無文帯となっている。頚部の幅は一定ではなく（５.２～６.２㎝）、やや傾いている。肩上部には、竹
管状施文具により横向きに刺突された瘤状突起が、横位沈線によって連結されている。肩中央部は、
横位沈線を交互に連結することで、幅の狭い横位連続工字文を上下４段に施している。肩下部の横位
沈線３条は連結されていない。胴部外面は削り、磨きによって丁寧に調整されており、滑らかである。
ＲＬ縦走縄文は明瞭で、ナデや使用による摩滅はほとんど見られない。また、器外面に使用痕や赤色
顔料は確認されなかった。底面は無文で、縄文は見られない。胎土は緻密で、細粒砂・軽石が少量混
和する。接合面は露呈していない。
ⅢＰ－６０（図Ⅳ－２－１３－７９／表５／図版３１）
　７９はⅤ群ｃ類。大型の深鉢の口縁～胴中部。口縁部が内屈する器形。口縁端面は内傾し、ＲＬ回転
縄文→指頭圧痕。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→屈曲部に瘤状突起とこれらを連結する横位沈線→そ
の下部に横位沈線２条。内面はナデ調整され、指頭痕が残る。胎土はやや粗く、土器片・細粒砂・軽
石・繊維が混和する。接合面は露呈していない。内面に炭化物が付着する。 （芝田）
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図Ⅳ－２－１　遺構の土器等（１）
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図Ⅳ－２－２　遺構の土器等（２）
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図Ⅳ－２－３　遺構の土器等（３）

８

Title:p105_125.ec7 Page:107  Date: 2012/12/18 Tue 18:05:51 



108

図Ⅳ－２－４　遺構の土器等（４）
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図Ⅳ－２－６　遺構の土器等（６）
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図Ⅳ－２－７　遺構の土器等（７）
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図Ⅳ－２－８　遺構の土器等（８）
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図Ⅳ－２－９　遺構の土器等（９）
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図Ⅳ－２－１０　遺構の土器等（１０）
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図Ⅳ－２－１１　遺構の土器等（１１）
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図Ⅳ－２－１２　遺構の土器等（１２）
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図Ⅳ－２－１３　遺構の土器等（１３）
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図Ⅳ－２－１４　遺構の土器等（１４）
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（２）石器等
　遺構からは剥片石器１１８点、剥片６１３点、礫石器３７点、原石・礫・礫片４１１点、合計１,１７９点が出土し
た。遺構出土石器等一覧は表４、掲載石器等一覧は表６に掲載している。
　「１　遺構」の概要で述べたように、Ⅲ層で検出された住居跡・土坑の内部には、Ⅴ層中の遺物が流
れ込んでいる例が多く見られる。土器は分類（Ⅰ～Ⅶ群）により時期がわかるため、ある程度Ⅴ層由
来のもの（縄文時代晩期後葉以前）は分別される。石器等の場合、縄文時代前・中期の北海道式石冠
のようにある程度時期が限定される器種を除くと、その由来がⅢ層あるいはⅤ層かを特定するのは難
しい。近世アイヌ文化期の平地住居跡であるⅢＨ－５に付属する集石ＨＳ－１より出土した１～７、
擦文文化期の竪穴住居跡であるⅢＨ－８の床面から出土した４９・５０、縄文時代晩期後葉の土坑である
ⅢＰ－５６に埋設された壷形土器より出土した６０～６５などは、その出土状況から遺構に伴うものと判断
される。しかし、縄文時代晩期後葉の竪穴住居跡と推測されるⅢＨ－６・７や円形の土坑群であるⅢ
Ｐ－１～７７は、覆土が埋め戻しによるものと考えられており、Ⅴ層中より掘り上げられた縄文時代前
～後期の石器等が混入している可能性がある。
　ここでは、遺構より出土した石器のうち、前述のように遺構に伴うと考えられるもの、由来は不明
であるが器種の特徴がよく表れているものを掲載した。以下、遺構ごとに述べる。

①住居跡
ⅢＨ－５（図Ⅳ－２－１５－１～７／表６／図版３３）
　１～６はたたき石。１・２は棒状礫の両端部に使用痕がある。３～５は扁平礫の平坦面に使用痕が
ある。６は断面三角形の礫の平坦面に使用痕がある。７は砥石片。断面が正方形の四面砥石。使用に
より四面の平坦な擦り面がある。被熱により赤色化している。
ⅢＨ－６（図Ⅳ－２－１５－８～２３、１６－２４～３６／表６／図版３３・３４）
　８～１６は石鏃。すべて有茎鏃。基部先端は尖る。８～１５はかえしが明瞭である。基部は１０・１２・１４
が平基、８・９・１１・１３・１５は凸基である。１６は菱形である。１０・１５・１６は被熱により表面が曇って
いる。１７～３４はスクレイパー。１７～２０は剥片背面の周縁に円弧状の刃部がある。２１～２６は剥片の側縁
に直線状の刃部がある。２４の左刃部と２５の刃部はやや内湾する。２７～３１は錯向状に刃部がつけられて
いる。表裏両面の側縁に刃部が作出されて断面が平行四辺形になる。３１は三角形剥片の二辺が表側、
一辺は裏側から刃部をつけている。３２～３４は剥片の周縁に刃部をつけている。３４は玄武岩の剥片を利
用したもの。３５は石斧片。基部を折損している。剥離と敲打による整形後、研磨している。両刃で円
刃である。刃部は１３度傾いている。３６はたたき石。棒状礫の側縁に使用痕がある。
ⅢＨ－７（図Ⅳ－２－１７－３７～４８／表６／図版３４）
　３７～４３は石鏃。すべて有茎鏃。基部先端は尖る。３７～４２はかえしが明瞭である。基部は３７・３８・４０
・４２が平基、３９・４１が凸基である。４３は菱形である。４４は石錐。剥片の先端部に機能部をつけている。
使用による磨耗痕がみられる。４５～４７はスクレイパー。４５は箆状のもの。剥片背面の両側面・下端に
直線的な刃部をつけている。４６は剥片背面の周縁に円弧状や内湾する刃部をつけている。４７は剥片背
面の側縁に刃部をつけている。４８はたたき石。扁平礫の長軸両端に使用痕がある。
ⅢＨ－８（図Ⅳ－２－１７－４９・５０／表６／図版３４）
　４９はたたき石。棒状礫の平坦面に使用痕がある。５０は石皿。方形の扁平礫の腹背部平坦面に使用痕
がある。裏面の一部には敲打痕がある。
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②土坑
ⅢＰ－１７（図Ⅳ－２－１７－５１／表６／図版３４）
　５１は石鏃。三角形鏃。基部は平基である。
ⅢＰ－２８（図Ⅳ－２－１７－５２・５３／表６／図版３４）
　５２は石鏃。有茎鏃。菱形で基部先端は尖る。５３はスクレイパー。黒曜石の棒状原石の側縁の一部に
刃部をつけている。
ⅢＰ－２９（図Ⅳ－２－１７－５４／表６／図版３４）
　５４は石鏃。有茎鏃。基部先端は欠損している。かえしが明瞭である。基部は平基である。
ⅢＰ－３１（図Ⅳ－２－１７－５５／表６／図版３４）
　５５は石槍。厚みがあることから石槍とした。有茎。基部先端は尖る。かえしは明瞭である。基部は
凸基である。
ⅢＰ－３３（図Ⅳ－２－１７－５６／表６／図版３４）
　５６はスクレイパー。剥片の側縁に刃部をつけている。
ⅢＰ－４９（図Ⅳ－２－１８－５７・５８／表６／図版３４）
　５７は石鏃。有茎鏃。基部先端は尖る。かえしが明瞭である。基部は平基である。５８はスクレイパー。
縦長剥片の左側縁に刃部をつけている。
ⅢＰ－５６（図Ⅳ－２－１８－６０～６３、１９－６４・６５／表６／図版３５）
　６０～６５はＵフレイク。大型剥片の周縁に使用痕とみられる微細剥離がある。黒曜石原産地同定試料
である。６０は打面部と下端部・左側縁に原石面を残し、右側縁を利用している。６１は打面部以外の周
縁を利用している。６２・６３は打面部に原石面を残し、打面部以外の周縁を利用している。６４は打面部
と右側縁に原石面を残し、それ以外の周縁を利用している。６５は打面部と下端部・右側縁の一部に原
石面を残し、それ以外を利用している。黒曜石原産地同定では、６０・６１・６２・６５は赤石山Ⅲ、６３・６４
は赤石山Ⅱであることが報告されている（Ⅵ章第２節参照）。
ⅢＰ－５８（図Ⅳ－２－１８－５９／表６／図版３５）
　５９はたたき石。扁平礫の長軸下端部に使用痕がある。

③集石
ⅢＳ－４（図Ⅳ－２－１９－６６～６８／表６／図版３５）
　６６・６７はたたき石。棒状礫の腹背部に使用痕がある。６６は棒状礫の下半部に敲打による調整があり、
握部と考えられる。６８はすり石。棒状礫の下端部に擦り面がある。 （酒井）
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図Ⅳ－２－１５　遺構の石器等（１）
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図Ⅳ－２－１６　遺構の石器等（２）
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図Ⅳ－２－１７　遺構の石器等（３）
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図Ⅳ－２－１８　遺構の石器等（４）
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図Ⅳ－２－１９　遺構の石器等（５）

Title:p105_125.ec7 Page:125  Date: 2012/12/19 Wed 17:17:35 



３　包含層出土の遺物
（１）土器等
　平成１９・２０年度、２か年の調査で、Ⅲ層より土器・土製品は１５,０８０点出土した（表Ⅰ－２）。縄文時
代晩期後葉（Ⅴ群ｃ類）の土器が１１,９４８点（７９.２％）と最も多く、擦文文化期の土器（Ⅶ群）が２,７１４
点（２０.０％）でこれに次ぐ。このほか、縄文時代前～後期の土器がⅢ層や遺構の覆土中より少量出土
している。これらは本来下位のⅤ層に包含されるべき時期のものであり、遺構の掘り上げ土や凍上現
象などの撹乱により混入したと考えられる。
　土器の出土分布は遺構とほぼ一致しており、調査範囲南側の段丘面から祝梅川へ降りる斜面上に集
中し、北側の低地部分および梅川１遺跡は希薄である（図Ⅴ－３－２６・２７）。
　Ⅴ群ｃ類はいわゆるタンネトウＬ式（空知地方史研究協議会１９７９）である。Ⅴ群ｃ類はⅤ層でもや
や古手のママチⅡ群またはⅡ類（北埋調報９・３６）に相当するものが出土している（北埋調報２８５）。
Ⅲ層出土のものは後続するママチⅢ～Ⅴ群またはⅢ・Ⅳ類のいずれかに相当すると考えられるが、格
子文や蛇行線文など新旧の要素が混在しており、時期幅が想定される。津軽海峡周辺から搬入された
と断定できる「大洞式」土器は出土していないが、器形や文様が影響を受けたと推測される在地の
「大洞系」（類大洞式）土器はごく少量見られる。また、江別市対雁２遺跡における近年の調査成果から、
「ママチ編年」の修正・補完が提唱されている（北埋調報１７７・２２６・２３１・２４０）。隣接する梅川４遺跡
では当該期の土坑群やⅤ群ｃ類土器が大量に検出され、同一の遺跡面を形成すると見なされることか
ら、この成果と合わせて検討する必要がある。
　Ⅶ群は主に擦文文化期中葉および後葉に属するものが出土している。中葉は千歳市美々８遺跡での
佐藤和雄分類（北埋調報８９）のⅤ・Ⅵ類に相当し、調査範囲南側の緩斜面上の竪穴住居跡周辺にやや
まとまる。後葉は同分類のⅨ類に相当し、北側の低地部分に多い。
　土製品は大半が焼成粘土塊であるが、Ⅶ群に伴うと考えられる紡錘車が２個体出土した。

①Ⅴ群ｃ類
ａ　深鉢（図Ⅳ－３－１～４、１７～２１／表７／図版３６・３７・４２～４６）
横位沈線文を主体とするもの（１・３０～３８）

　１は口径２２.２㎝、底径７.０㎝、器高２７.４㎝を測る(いずれも推定)。上面観は楕円形。口縁部は平縁。口
縁端面は丸く、外縁に縄端の刺突列。内面の口唇直下にＲＬ回転縄文を施し、その下部に竹管状施文
具の先端による刺突列。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→横位沈線７条→４～８条を単位とする縦位・
蛇行沈線（一部斜位沈線により格子状）→竹管状施文具の先端による刺突列。底部は凸底と推測され
る。内面は横ナデ調整。胎土は粗く、土器片少量と中粒砂・軽石が混和する。胴上部には、ＲＬ回転
縄文が施された外傾の接合面が露呈している。口縁部に補修孔が１か所確認される。
　３０～３８は破片資料。３０は口縁端面内傾→ＬＲ回転縄文→指頭圧痕、外面は横位回転ＬＲ斜走縄文→
横位沈線４条。３１は口縁端面内傾→ＲＬ回転縄文、外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→口唇直下に横位沈
線４条＋やや下位に横位沈線３条（現存）。３２は口縁端面やや内傾→ＬＲ回転縄文→外縁に棒側面圧痕、
外面は横位回転ＬＲ斜走縄文→横位沈線２条（現存）、底部は凸平底→底外面にＬＲ回転縄文。３３は口
縁端面水平→ＲＬ回転縄文→外縁に棒側面圧痕、外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→横位沈線２条。３４は
口縁端面内傾→ＬＲ回転縄文→外縁に棒側面圧痕、外面は横位回転ＬＲ斜走縄文→横位沈線２条（現
存）。３５は口縁端面水平→指頭圧痕、外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→横位沈線３条（現存）。３６は双峰
山形突起→頂部に指頭圧痕、口縁端面水平→ＬＲ回転縄文、外面はＬＲ・ＲＬ縄を交互に回転施文し
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て羽状縄文→突起外面に下向き弧状沈線＋口縁部に横位沈線４条（１条目に瘤状突起）＋胴上部に横
位沈線５条（３条目に瘤状突起）。３７は口唇を欠損する。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→横位沈線３条
（現存）。３８は口縁端面内傾→縦位縄側面圧痕、外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→横位沈線５条（１－２
条間と３－４条間に竹管状施文具による刺突列）。
横位沈線に縦位の短沈線・弧沈線などが上描きされるもの（３９～４４）

　３９～４３は破片資料。３９は口縁部が内屈する器形。口縁端面水平→ＲＬ回転縄文→外縁に棒側面圧痕、
外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→横位沈線４条→斜位沈線１条（現存）→屈曲部に竹管状施文具による
刺突列。４０は口縁端面内傾→ＲＬ回転縄文、外面は横～斜位回転ＲＬ斜走縄文→横位沈線４条→括弧
状沈線＋縦位沈線→竹管状施文具による刺突列、底部は凸平底→底外面にＲＬ回転縄文。４１は口縁端
面内傾→ＬＲ回転縄文→棒側面圧痕、外面はＬＲ斜走縄文→横位沈線２条（現存）→縦位弧状沈線あ
るいは蛇行沈線→円形刺突孔１孔。４２は口縁端面内傾、外面はＲＬ斜走縄文→横位沈線４条（現存）
→括弧状沈線。４３は口唇を欠損する。口縁部が内屈する器形。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→斜位あ
るいは山形沈線（横位沈線は現存せず）→屈曲部に縄端による刺突列。４４は口縁端面水平→ＲＬ回転
縄文→外縁に棒側面圧痕、外面はＲＬ斜走縄文（ナデにより不鮮明）→横位沈線３条→口唇より垂下
する縦位貼付帯が並列（それぞれの両側縁に外面よりの円形刺突孔）。
波状沈線文が施されるもの（４５～５０）

　４５～５０は破片資料。４５は口縁端面内傾→ＬＲ回転縄文→棒側面圧痕、外面はＬＲ斜走縄文→波状沈
線３条（現存）。４６は口縁端面内傾→ＬＲ回転縄文、外面はＬＲ斜走縄文→波状沈線４条＋横位沈線１
条（現存）。４７は口縁端面内傾→縦位縄側面圧痕、外面はＬＲ斜走縄文→口唇直下に棒側面圧痕→波状
沈線２条（現存）。４８は口縁端面内傾→ＲＬ回転縄文→「八」の字状棒側面圧痕、外面は横位回転ＲＬ
斜走縄文→横位断続沈線１条＋横位沈線２条＋波状沈線１条→沈線の周縁に竹管状施文具による刺突
列。４９は口縁端面を欠損する。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→波状沈線２条とその間に横位沈線１条、
底部は平底。５０は口縁端面内傾→ＲＬ回転縄文、外面はＲＬ斜走縄文→波状沈線１条＋横位沈線２条
（現存）＋ナデ消し凹帯（下部に竹管状施文具による刺突列）＋波状沈線２条（現存）＋蛇行沈線１条
（現存）。
蛇行沈線文が施されるもの（５１）

　５１は口縁端面やや内傾→縦位縄側面圧痕、外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→蛇行沈線４条→横位沈線
６条→竹管状施文具による刺突列、底部は凸底→ＲＬ回転縄文。
ナデ消し凹帯またはナデ消し帯が見られるもの（２・３・５２～６０）

　２は底部を欠く。推定口径３３.８㎝、残存器高２５.９㎝を測る。上面観は不明。口縁端面はやや内傾し、
ＲＬ回転縄文→外縁に指頭圧痕。口縁部は、２個１対の山形突起が４か所設けられる（推定）。外面は
横位回転ＲＬ斜走縄文→突起下に縦位連結括弧沈線（周縁および内部に竹管状施文具による刺突列）
→突起間の口縁部は横位沈線４条と縦位の短沈線→ナデ消し凹帯（上下に竹管状施文具による刺突列）
→横位沈線３条。内面は横ナデ調整。胎土はやや粗く、土器片多量と中粒砂・軽石・繊維が混和する。
接合面は露呈していない。口縁～胴部内面の一部に炭化物が付着する。
　３は推定口径３０.２㎝、底径１０.１㎝、器高３５.２㎝を測る。上面観は歪んだ円形。口縁部は平縁。口縁端
面は内傾し、ＬＲ回転縄文→棒側面圧痕。外面は斜位回転ＬＲ斜走縄文（胴中部では横走ぎみとなる）
→口唇直下に連続山形沈線→山形貼付帯（外面に回転縄文＋棒側面圧痕）→横位沈線２条（沈線間お
よび上下に竹管状施文具による刺突列）→上方へ貫入するナデ消し凹帯（上下に竹管状施文具による
刺突列）。底部は凸底。底外面にもＬＲ回転縄文。底縁の縄文はナデ消され、竹管状施文具による刺突
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列が巡る。内面は横ナデ調整され、底内面には指頭痕が残る。胎土はやや粗く、土器片少量と細粒砂
・繊維が混和する。接合面は露呈していない。内外面ともに剥離が著しい。底部外面の一部に炭化物
が付着する。
　５２～６０は破片資料。５２は口縁端面丸く、外面はＬＲ斜走縄文→ナデ消し凹帯→横位沈線３条（現存）。
５３は口縁部がやや外反する器形。口縁端面は外傾→棒側面圧痕、外面はＲＬ斜走縄文→ナデ消し帯（上
下部に竹管状施文具による刺突列）。５４は双峰山形突起→頂部に縄端圧痕、口縁端面内傾→外縁に棒側
面圧痕、外面はＲＬ斜走縄文→ナデ消し帯→内部に横位沈線２条＋縄端による刺突列。５５は口縁端面
やや内傾→縦位縄側面圧痕、外面はＬＲ斜走縄文→口唇直下に縦位の短沈線→ナデによる波状凹線（上
下部に竹管状施文具による刺突列）。５６は単峰山形突起（外面が肥厚する）→頂部および外面に竹管状
施文具の先端による円形刺突、口縁端面外傾→ＲＬ回転縄文、外面はＲＬ斜走縄文→口唇直下にナデ
による弧状凹線→弧状沈線３条→竹管状施文具による横向きの刺突列。５７は単峰山形突起、口縁端面
内傾→ＬＲ回転縄文→縦位棒側面圧痕、外面は横位回転ＬＲ斜走縄文→突起部分に縦位凹線（周縁に
竹管状施文具による刺突列）→口唇直下に横位沈線１条→ナデ消し帯（上下部に竹管状施文具による
刺突列）→横位沈線２条。５３・５４・５６は内傾の接合面が露呈する。５８～６０は口唇を欠損する。５８は外
面がＲＬ斜走縄文→ナデ消し帯（下部に竹管状施文具による刺突列）→内部に２条１組の沈線による
文様。５９は外面がＬＲ斜走縄文→ナデ消し帯３段（上下部に竹管状施文具の先端による円形刺突列）。
６０は口縁部が内屈する器形と推測される。外面はＲＬ斜走縄文→ナデ消し凹帯（下部に竹管状施文具
による横向きの刺突２列、一部重複）→内部にも竹管状施文具による刺突列。
縄文のみのもの（４・５・６１～７３）

　４は推定口径２８.９㎝、底径７.７㎝、器高３０.１㎝を測る。上面観は楕円形。口縁部は平縁。口縁端面は
水平で、ＬＲ回転縄文→内縁に棒側面圧痕。外面は口唇直下ナデのまま→口縁～胴部は横位回転ＬＲ
斜走縄文→底部は異なる原体によるＲＬ斜走縄文。底部は凸底。底外面にもＲＬ回転縄文。内面は横
ナデ調整。胎土はやや粗く、土器片多量と粗粒砂・軽石が混和する。接合面は露呈していない。外面
は剥離が著しい。底部内面の一部に炭化物が付着する。
　５は口縁～胴部と底部が接合しなかった。口径２５.３㎝、底径１２.１㎝、器高２１.９㎝を測る（いずれも推
定）。上面観は不明。口縁部は平縁。口縁端面は内傾し、ＬＲ回転縄文→外縁に指頭圧痕（爪痕が残る）。
内面の口唇直下がやや肥厚する。外面は横位回転ＬＲ斜走縄文。底部は凸底と推測され、底外面にも
ＬＲ回転縄文。内面は横ナデ調整。胎土はやや粗く、土器片中量と中粒砂（石英が多い）が混和する。
接合面は露呈していない。胴部内面の一部に炭化物が付着する。
　６１～７３は破片資料。６１は単峰山形突起、口縁端面やや内傾→ＲＬ回転縄文、外面は横位回転ＲＬ斜
走縄文→底部は凸平底。６２は口縁端面やや内傾→ＲＬ回転縄文→外縁に棒側面圧痕、外面はＲＬ斜走
縄文。６３は単峰山形突起→頂部に縦位縄側面圧痕、口縁端面やや内傾→ＲＬ回転縄文→外縁に指頭圧
痕、外面はＲＬ斜走縄文。６５は口縁端面やや内傾→ＲＬ回転縄文→外縁に棒側面圧痕、外面はＲＬ斜
走縄文。６６は単峰山形突起、口縁端面水平→縦位棒側面圧痕、外面は口唇直下ナデのまま→ＬＲ斜走
縄文。６７は単峰山形突起→頂部に縦位棒側面圧痕、口縁端面やや内傾→ＬＲ回転縄文→外縁に棒側面
圧痕、外面はＬＲ斜走縄文。６８は単峰山形突起部分、頂部はＲＬ回転縄文→縦位棒側面圧痕、外面は
環状または上向き弧状の貼付帯（剥落により不明）→竹管状施文具による刺突列→内部はナデにより
無文→円形刺突孔。６９は単峰山形突起、口縁端面内傾→縦位縄側面圧痕、外面は無節Ｌ斜走縄文。７０
は口縁端面内傾→縦位縄側面圧痕、外面はＬＲ斜走縄文。７１は口縁端面内傾→縦位縄側面圧痕→外縁
に縄端圧痕、外面はＬＲ縦走縄文。７２は単峰山形突起、口縁端面内傾→外縁に指頭圧痕、外面はＲＬ
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斜走縄文。７３は口縁端面丸い→ナデのまま、外面はＲＬ斜走縄文、底部は平底→底外面にもＲＬ回転
縄文。
口縁部を欠くまたは底部のみのもの（６・７・７４～８７）

　６は底部。推定底径１０.３㎝、残存器高６.９㎝を測る。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文。凸底で、底外面
にもＲＬ回転縄文。内面はナデ調整される。胎土はやや粗く、土器片少量と細粒砂・軽石が混和する。
接合面は露呈していない。
　７は胴下～底部。底径１４.４㎝、残存器高１０.０㎝を測る。外面は、横位回転のＬＲ・ＲＬ斜走縄文を交
互に施し、羽状としている。底縁直上は竹管状施文具による刺突列で区画されたナデ消し凹帯→縦位
細沈線（条痕文）。底部は凸底。底外面にはＲＬ縄が渦巻状に回転施文される。内面は横ナデ調整。胎
土は緻密で、細粒砂・軽石が混和する。接合面は露呈していない。内面の一部に炭化物が付着する。
　７４・７５は胴部破片。７４はＬＲ、７５はＲＬ斜走縄文。７６～８７は胴下～底部破片。７６～８６は凸底、８７は
平底。いずれも外面に斜走縄文が施されるが、凸底のものは底外面にも回転縄文。７６は外面にＬＲ・
ＲＬ縄を交互に回転施文して羽状縄文→底縁直上にナデ消し凹帯（上下部に竹管状施文具による刺突
列）。８２は外面にＲ縄の撚糸文→胴下部に横位沈線２条。
ｂ　鉢（図Ⅳ－３－４－８／表７／図版３７）
　８は推定口径１０.０㎝、底径３.６㎝、器高８.０㎝を測る。上面観は楕円形。口縁部は緩い小波状を呈する。
口縁端面はやや外傾し、竹管状施文具の先端により斜めに刻まれる。外面は横位回転ＬＲ斜走縄文。
底部は揚げ底。内面は横ナデ調整。胎土はやや粗く、中粒砂・軽石が混和する。接合面は露呈してい
ない。底部の形態からⅥ群ａ類の可能性もある。
ｃ　浅鉢（図Ⅳ－３－５～１４、２２・２３／表７／図版３７～３９・４７・４８）
顕著な突起や内面に文様が見られるもの（９～１５・８８～９９）

　９は長軸口径３４.７㎝、短軸口径３２.５㎝（推定）、器高１５.２㎝を測る。上面観は楕円形。口縁部には前
・後・左・右の突起が設けられていたと推測されるが、右突起を欠失する。いずれも突起は台形で、
前突起は両端に各２個１対、左突起は中央と両端（副飾部側を欠失）、後突起は両端に小突起を有する。
小突起の頂部は棒側面圧痕。突起の内面は、ＲＬ回転縄文（前・左）／縄側面圧痕２条（後）→横位
・縦位の短沈線（前・左）／円形刺突孔（後）→竹管状施文具による刺突列（前・後）。口縁端面はや
や外傾し、後突起・主飾部・副飾部にＲＬ回転縄文。口縁部内面は、主飾部２条、副飾部３条の縄側
面圧痕が巡る。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文。底部は丸底で、疎らなＲＬ回転縄文。内面は横ナデ調
整。胎土は粗く、土器片中量と粗粒砂・軽石が混和する。接合面は露呈していない。
　１０は底部を欠く。長軸口径５２.４㎝、短軸口径４８.０㎝、残存器高１６.４㎝を測る。上面観は楕円形。口縁
部には前・後・左・右の大突起のほか、左・右の主飾部にやや小さめの突起が各１か所設けられる。
口縁端面は内傾し、内面にかけて施文される。前突起・左突起・右突起および主飾部の小突起が山形
で、後突起はやや低めの台形。後突起は両端に小突起を有する。前突起・左突起・右突起は指頭、そ
の他の小突起は棒側面が圧痕される。前突起・左突起・右突起の周縁は半同心円状の縄側面圧痕、細
い竹管状施文具による刺突列が施される。前突起はさらに棒側面が縦位に圧痕され、周縁が浅い沈線
により縁取られる。後突起は、両端の小突起間に横位の縄側面圧痕３条が巡り、縦位・斜位の棒側面
圧痕が上書きされる。主飾部は、横位の縄側面圧痕４ないし５条が巡り、指頭圧痕や縦位の棒側面圧
痕が上書きされる。副飾部の大部分はナデのままであるが、後突起に近い部分では縦位の縄側面圧痕
が連続して施される。これら内面の文様帯の下部には竹管状施文具による刺突列が巡るが、副飾部の
一部で途切れる。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文が施されるが、突起部分はナデのままである。内面は
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横ナデ調整。胎土はやや粗く、土器片少量と中粒砂（石英が多い）が混和する。接合面は胴部に内傾
の接合面が露呈する。口縁部に補修孔が２孔１対×２か所、単孔×１か所の計５か所確認される。胴
部外面の一部、口縁～胴部内面の一部に炭化物が付着する。
　１１は長軸口径４４.７㎝、短軸口径４３.１㎝、器高１５.８㎝を測る。上面観は卵形。口縁部には前後左右の突
起が設けられる。口縁端面は内傾し、内面にかけて施文される。突起はいずれも台形で、左突起・右
突起・後突起は指頭により中央部がくぼむ。前突起は３か所、右突起は４か所、左突起は２か所に小
突起を有する。小突起は、頂部が縄端圧痕され、その周縁に細い１段撚り縄側面圧痕。小突起間およ
び主飾部・副飾部・後突起は縄側面と棒側面が縦位に圧痕される。左右の主飾部のほぼ中央に指頭圧
痕。左右の副飾部のほぼ中央はナデのままである。前突起の内面には十字形、左突起・右突起の内面
には楕円形の凹線文が棒状施文具の先端により描かれる。これら内面の文様帯の下部には竹管状施文
具による刺突列が巡るが、副飾部の一部で途切れる。突起や口唇の文様の一部に赤彩の痕跡が残る。
外面は横位回転ＬＲ斜走縄文が施されるが、突起部分はナデのままである。底部は丸底で、ＬＲ回転
縄文が施される。内面はナデ調整により平滑になっている。胎土はやや粗く、中粒砂（石英が多い）
が混和する。接合面は露呈していない。口縁～胴部内外面の一部に炭化物が付着する。
　１２は短軸口径１９.２㎝、底径１０.４㎝、器高７.１㎝を測る。上面観は楕円形と推測される。口縁部には長
軸上に１か所、短軸上に２か所の突起部分が残存する。突起部分はいずれも２個１対の山形突起から
成るが、片方あるいは両方が欠失する。突起部分の内面には上向き弧状の１段撚り縄側面圧痕。長軸
上の突起部分には、山形突起下に円形刺突孔が内面より穿たれる（２か所）。口縁端面は水平で、突起
間はＬＲ回転縄文。外面は横位回転ＬＲ斜走縄文。底部は凸底で、底外面にもＬＲ回転縄文。内面は
横ナデ調整。胎土は緻密で、細粒砂（石英が多い）が混和する。接合面は露呈していない。
　１３は推定口径２４.６㎝、底径１３.５㎝、残存器高８.７㎝を測る。上面観は楕円形。口縁部に設けられてい
た突起のうち、左突起、後突起の一部のみが残存する。左突起は台形で、両端に小突起が付属する。
小突起の頂部は棒側面圧痕。左突起の内面は横位短沈線２条。後突起の形状は不明で、頂部に縦位の
縄側面圧痕が確認される。口縁端面はやや外傾し、ＬＲ回転縄文。口縁部内面には１段撚りＬ縄側面
圧痕３ないし４条が巡る。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→底縁直上に横位沈線１条。底部は凸平底で、
菱形を呈する。底外面は、ＲＬ回転縄文→背反する三角形沈線。内面は横ナデ調整されるが、剥落が
著しい。胎土は緻密で、細粒砂・軽石が混和する。接合面は露呈していない。
　１４は長軸口径２８.５㎝（推定）、短軸口径２４.８㎝、底径１０.７㎝、器高１３.５㎝を測る。上面観は菱形と推測
される。口縁部には長軸上に１か所、短軸上に２か所の山形突起が残存する。山形突起の頂部は棒側
面が圧痕される。短軸上の突起外面に縦位貼付帯→横位棒側面圧痕。口縁端面はやや外傾し、ＬＲ回
転縄文→外縁に縄側面圧痕。外面は横位回転ＬＲ斜走縄文が施される。底部は平底で、底外面にもＬ
Ｒ回転縄文。内面は横ナデ調整で、擦痕・指頭痕が残る。胎土は緻密で、細粒砂・軽石が混和する。
接合面は露呈していない。
　１５は長軸口径１７.９㎝、底径８.７㎝、器高７.０㎝を測る。上面観はほぼ円形と推測される。口縁部は緩い
小波状で、山形突起の中央を指頭でくぼませて双峰としている。突起内面は肥厚帯が貼り付けられ、
上向き弧状の縄側面圧痕。口縁端面は内傾し、ＬＲ回転縄文→外縁に縄側面圧痕。外面は横位回転Ｒ
Ｌ横～斜走縄文。底部は凸底で、底外面にもＲＬ回転縄文。内面は横ナデ調整で、擦痕が残る。胎土
は緻密で、細粒砂・軽石が混和する。接合面は露呈していない。内面の一部に炭化物が付着する。
　８８は後突起と推測される台形突起→端部に２個１対の小突起→頂部に竹管状施文具の先端による円
形刺突とその周縁に同心円状の１段撚りＲ縄側面圧痕→横位の１段撚りＲ縄側面圧痕３条＋竹管状施
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文具の先端による円形刺突、副飾部は口縁端面水平→ＲＬ回転縄文、外面はＲＬ斜走縄文、底部は凸
底。８９は山形突起→頂部外縁および両側縁に指頭圧痕（双峰の小突起を作出）→頂部に弧状の凹線→
頂部内縁および両端に縄端圧痕、外面はＬＲ斜走縄文→円形刺突孔２孔。９０は山形突起（外面が肥厚
する）、口縁端面内傾→縦位縄側面圧痕、外面はＲＬ斜走縄文。９１は単峰山形突起、口縁端面内傾→縦
位縄側面圧痕、外面は無節Ｌ斜走縄文（ナデにより不鮮明）、補修孔１孔。９２は台形突起、口縁端面や
や外傾→ＲＬ回転縄文→縦位棒側面圧痕→竹管状施文具の先端による円形刺突、内面は指頭圧痕→周
縁に竹管状施文具による刺突列→縦位・横位の縄側面圧痕、外面はＲＬ斜走縄文。９３は左突起と推測
される単峰山形突起、口縁端面内傾→主飾部はＲＬ回転縄文・副飾部はナデのまま→縦位棒側面圧痕、
外面はＲＬ斜走縄文。９４は双峰山形突起→内面に縦位縄側面圧痕、外面はＲＬ斜走縄文。９５は単峰山
形突起、口縁端面やや内傾→横位細沈線→縦位棒側面圧痕、外面はＲＬ斜走縄文。９６は右突起と推測
される単峰山形突起（頂部を欠損）→横位の１段撚りＬ縄側面圧痕→縦位の１段撚りＬ縄側面圧痕→
竹管状施文具の先端による円形刺突列、外面はＲＬ斜走縄文、底部は凸底→底外面にもＲＬ回転縄文。
９７は単峰山形突起、口縁端面水平～やや外傾→外縁にＲＬ回転縄文、内面はナデ消し凹帯、外面はＲ
Ｌ斜走縄文、底部は凸底。９８は単峰山形突起、口縁端面内傾→ＬＲ回転縄文→縦位棒側面圧痕、外面
はＬＲ斜走縄文→突起下に内面からの円形刺突孔。９９は単峰山形突起、口縁端面丸い→ナデのまま、
内面は１段撚りＬ縄の横位側面圧痕３条→縦位棒側面圧痕、外面はＲＬ斜走縄文。
顕著な突起や文様が見られないもの（１６・１００～１１０）

　１６は推定口径２１.２㎝、底径１１.５㎝、器高７.６㎝を測る。上面観は楕円形と推測される。口縁部は緩い
小波状で、顕著な突起は見られない。口縁端面は内傾し、ＬＲ回転縄文→縦位の棒側面圧痕。外面は
横位回転ＬＲ斜走縄文。底部は凸底で、底外面にもＬＲ回転縄文。内面は横ナデ調整で、擦痕・指頭
痕が残る。胎土はやや粗く、土器片少量・中粒砂・軽石・繊維が混和する。接合面は露呈していない。
外面の剥落が著しい。
　１００～１１０は破片資料。１００は緩い小波状の口縁部、口縁端面内傾→ＲＬ回転縄文→縦位棒側面圧痕、
外面はＲＬ斜走縄文。１０１は口縁端面内傾→ＬＲ回転縄文→縦位棒側面圧痕、外面はＬＲ斜走縄文。
１０２は口縁端面内傾→ＲＬ回転縄文→外縁に指頭圧痕→縦位棒側面圧痕、外面はＲＬ斜走縄文、外傾１
段・内傾１段の接合面が露呈する。１０３は口縁端面内傾→ＲＬ回転縄文→内縁に横位縄側面圧痕１条
（断続）、外面はＲＬ斜走縄文。１０４は口縁端面内傾→ＲＬ回転縄文、内面は口唇直下に１段撚りＬ縄の
横位側面圧痕２条、外面はＲＬ斜走縄文。１０５は口縁端面内傾→縦位縄側面圧痕、外面はＲＬ斜走縄文
→口唇直下にヘラ状施文具の先端による刺突列、２孔１対の補修孔。１０６は口縁端面内傾→縦位縄側面
圧痕、外面は口唇直下ナデのまま→ＲＬ横走縄文。１０７は口縁端面口唇内傾→縦位縄側面圧痕→縦位棒
側面圧痕、外面はＬＲ斜走縄文。１０８は単峰山形突起、口縁端面内傾→縦位縄側面圧痕、外面はＲＬ斜
走縄文。１０９は口縁端面内傾→縦位縄側面圧痕、内面は１段撚りＲ縄の横位側面圧痕２条→竹管状施文
具の先端による円形刺突列、外面はＬＲ横走縄文（ナデにより不鮮明）。１１０は口縁端面やや内傾→縦
位縄側面圧痕、外面はＬＲ斜走縄文。
外面に文様が見られるもの（１７・１１１）

　１７は推定口径２９.３㎝、底径１０.０㎝、器高１６.３㎝を測る。上面観はほぼ円形。口縁部には双峰の山形突
起が４か所設けられていたと推測される。山形突起の頂部は縄端が圧痕される。口縁端面は内傾し、
ＲＬ回転縄文。外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→ナデ消し凹帯→竹管状施文具による刺突列→横位沈線
２条。底部は平底。内面は横ナデ調整。胎土は粗く、土器片多量と粗粒砂・軽石が混和する。接合面
は露呈していない。口縁部に２孔１対の補修孔が２か所確認される。内面の一部に炭化物が付着する。
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　１１１は破片資料。台形と推測される突起（欠損）、口縁端面内傾→ＬＲ回転縄文、外面はＬＲ斜走縄
文→口縁部に横位沈線２条→胴部と底部にそれぞれ連結弧沈線文、底部は丸底。
ｄ　壷（図Ⅳ－３－２４／表７／図版４９）
　１１２～１１６は破片資料。１１２は口縁～頚部（ａ）と肩部（ｂ）。口縁部は肥厚し、内面には段と凸帯が
見られる。口縁端面および外面はＲＬ回転縄文。山形突起および瘤状突起を単位として、対向する三
日月形の凹帯が刻まれている。頚部は無文。肩部に横位沈線３条。１１３は口縁～頚部。口縁部は肥厚
し、外面にボタン状突起→縦位棒側面圧痕、内面に凸帯。口縁部は無文で、上端（口唇直下）に縄端
圧痕、下端に竹管状施文具による横向きの刺突列。頚部も無文で、よく磨かれている。１１４は口縁～頚
部。口縁端面および口縁肥厚帯外面はＲＬ回転縄文。内面は剥落している。頚部は無文。１１５は頚～
肩部。頚部は無文。肩部はＲＬ斜走縄文→横位沈線３条。１１６は頚～肩部。頚部は無文。肩部はＲＬ
斜走縄文→上部は瘤状突起が断続する横位沈線により連結され、下部は横位沈線３条。
ｅ　舟形土器（図Ⅳ－３－１４／表７／図版３９）
　１８は長軸口径１２.３㎝（推定）、胴部最大径１６.１㎝、器高１２.４㎝を測る。上面観は楕円形。口縁部は緩
い小波状で、長軸両端が高くなっていたと推測される（剥落）。口縁端面はやや内傾し、突起の頂部付
近に棒側面圧痕。口縁部外面はナデのまま→横位条痕文→背反弧沈線（内部ナデ消し）と縦位短沈線
→長軸両端に突起（剥落）と円形刺突孔。胴部外面は横位回転ＲＬ斜走縄文→上部に幅広のナデ消し
凹帯。底部は平底で、疎らなＲＬ回転縄文。内面は横ナデ調整。胎土は粗く、土器片多量と粗粒砂・
軽石が混和する。接合面は露呈していない。
ｆ　大洞系土器（図Ⅳ－３－２４－１１７～１２０／表７／図版４９）
　１１７～１２０は破片資料。津軽海峡周辺の大洞式に影響を受けたと考えられる在地の土器。壷の１１２・
１１５・１１６は施文の特徴からここに含まれる可能性がある。１１７は小型の鉢の口縁部(ａ)と胴部（ｂ）で、
器厚が非常に薄い。口縁端面は丸く、ナデのまま。外面は口唇直下にＬＲ斜走縄文→浅い横位沈線３
条（現存）→２個１対の瘤状突起（１個は欠損）と工字沈線。１１８は鉢の口縁～胴中部。台形突起の内
面にＹ字状の貼付帯（両端に小突起）。口縁端面は内傾し、ナデのまま。外面は口縁部がＲＬ斜走縄文、
胴部がＲＬ縦走縄文→口縁に沿って横位沈線１条＋ナデ消し凹帯（突起下で上方貫入）→瘤状突起を
断続する横位沈線により連結→横位沈線２条。１１９は鉢の口縁～胴下部で、器厚が非常に薄い。口縁端
面は丸く、ナデのまま。外面はＬＲ斜走縄文→浅い沈線による横位連続工字文→瘤状突起を断続する
横位沈線により連結→横位沈線。内面の口唇直下に浅い横位沈線１条。１２０は鉢の口縁～胴中部。口
縁部が内屈する器形。双峰山形突起（一方を欠損する）→突起間がナデにより凹む。外面はＬＲ斜走
縄文→口縁に沿って横位沈線１条＋ナデ消し凹帯（上下部に竹管状施文具による刺突列）→やや粗雑
な沈線による横位連続工字文。

②Ⅶ群
ａ　甕（図Ⅳ－３－１５・１６・２５／表７／図版３９～４１・４９・５０）
　１９は口縁～胴下部と底部が接合しなかった。口径２０.６㎝、推定器高２０.９㎝を測る。上面観は楕円形。
口縁端面は内湾する。頚部と胴部の間に段が見られる。外面は、口唇直下がヨコナデ、口縁～胴上部
がヨコハケ→ヨコミガキ、胴中～底部がヨコハケ→タテミガキ、底面もハケメ→ヘラミガキ。内面は、
口縁～胴中部がヨコハケ→ヨコミガキで、胴下～底部がヨコハケ→タテミガキと推測される。胎土は
緻密で、細粒砂が混和する。内面に炭化物が付着する。
　２０は口径２５.２㎝、器高３１.５㎝を測る。上面観は円形。口縁端面は内湾し、外縁が刻まれる。外面は、
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口縁部がヨコハケ→ヨコナデ、頚部は多段の横位沈線、胴～底部は上位よりヨコハケ→ナナメハケ→
タテハケへと変化する。内面は、口縁部がヨコナデ、頚～底部はヨコハケあるいはナナメハケ。胎土
は緻密で、細粒砂が混和する（石英が多い）。内外面に炭化物が付着する。
　２１は口縁～胴下部と底部が接合しなかった。口径１８.３㎝、推定器高２１.５㎝を測る。上面観は円形。口
縁端面は外傾。外面は、口縁～頚部がヨコナデ→横走沈線、胴部がタテハケ→タテミガキ（胴下部～
底部は磨滅により不鮮明）。内面は、ヨコミガキ（黒色化）。胎土は緻密で、細粒砂・軽石が混和する。
内面に炭化物が付着する。
　２３は口縁～胴上部、胴中～下部、底部が接合しなかった。口唇の大部分を欠損する。口径２６.８㎝、
器高３２.６㎝を測る(いずれも推定)。上面観は不明。外面は、口縁～胴上部がタテハケ、胴中～下部がタ
テハケとナナメハケ、底部がタテハケ。口縁部は横位沈線→短刻線列、頚部と胴上部に箍状貼付帯→
馬蹄形圧痕文、胴上部に縦位細沈線２条→内部に刺突列。外面は剥落が著しく文様は不鮮明な部分が
多い。内面は、口縁～頚部がナナメハケ→ヨコミガキ、胴上～底部はタテミガキ（黒色化）。胎土は緻
密で、細粒砂が混和する。
　２４は底部を欠く。口径２２.５㎝、残存器高１７.５㎝を測る。上面観は円形。外面はタテハケ、内面はヨコ
ハケ→ヨコミガキ（黒色化）。口縁部文様帯は狭く、口唇直下に横位沈線→短刻線列による矢羽状文
（一部は棒の先端による刺突列となる）。頚部と胴中部に箍状、胴上部にボタン状の貼付帯→馬蹄形圧
痕文。胴上部は櫛目状沈線による菱形文が多段に施される。胎土は緻密で、細粒砂・軽石が混和する。
内外面ともに剥離が著しい。口縁部に２孔１対の補修孔が２か所確認される。
　２５は底部を欠く。推定口径１９.６㎝、残存器高２２.４㎝を測る。上面観は円形。口縁端面は外傾。外面は、
口縁～頚部が多段の横位沈線→刺突列、胴部がタテハケ→タテミガキ。胴上部に連続山形沈線・縦位
沈線、その下部に箍状貼付帯（上下ヨコナデ）→馬蹄形圧痕文。外面は剥落・磨滅が著しく調整・文
様は不鮮明な部分が多い。内面は、口縁～頚部がヨコミガキ、胴部はタテミガキ（黒色化）。胎土はや
や粗く、中粒砂（石英・長石が多い）・軽石が混和する。内外面に炭化物が付着する。
　２６は底部を欠く。口径２５.８㎝、残存器高２２.３㎝を測る。上面観は円形。口縁端面は外傾。外面は、口
縁部がヨコミガキ→短沈線による矢羽状文、頚～胴上部がタテハケ→タテミガキ→疎らな横位沈線・
断続山形沈線、胴中部に箍状貼付帯→馬蹄形圧痕文。外面は剥落・磨滅が著しく調整・文様は不鮮明
な部分が多い。内面は口縁～胴上部がヨコハケ→ヨコミガキ、胴中～下部はヨコハケ→タテミガキ（黒
色化）。胎土はやや粗く、中粒砂（石英・長石が多い）・軽石が混和する。補修孔が口縁部に４か所
（２孔１対×２）、胴部に３か所確認される。内面に炭化物が付着する。
　２７は底部を欠く。口径２２.８㎝、残存器高１８.１㎝を測る。上面観は歪んだ円形。口縁端面は丸い。外面
は、口縁～頚部がヨコナデ、胴上～中部がタテミガキ。口縁部はナデにより段状の横位沈線→短刻線
列による矢羽状文、頚部は無文、胴上部は格子状・斜格子状沈線による文様と疎らな横位沈線。外面
は剥落・磨滅が著しく調整・文様は不鮮明な部分が多い。内面は、口縁～頚部がヨコナデ→ヨコミガ
キ、胴上～中部はタテミガキ（一部黒色化）。胎土は粗く、中粒砂（長石が多い）・軽石・繊維が混和
する。内外面に炭化物が付着する。
　１２１～１３６・１３９・１４１は破片資料。１２１～１３１は口縁部。１２１・１２２は外面・内面ともにヨコナデ。１２１は
補修孔が１孔確認される。１２３は外面ヨコナデ、内面剥落。１２４は外面が口唇直下ヨコナデ→ヨコミガ
キ→頚部に浅い横位沈線１条、内面がヨコミガキ。１２５は外面ヨコナデ→横位沈線→口唇直下に刷毛状
工具の先端による刺突列、内面ヨコミガキ。１２６は外面に段→ヨコナデ→口唇直下に刺突列、内面はヨ
コナデ。１２７は口縁部に矢羽状の短刻線列、頚部に横位沈線１条、胴部に４条１組の断続または連続山
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形沈線とその側縁に刺突列。内面は口縁～頚部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。口縁部に補修孔が１孔
確認される。１２８は外面に横位沈線→矢羽状の短刻線列→ボタン状の貼付帯→馬蹄形圧痕文→傘状の
細沈線（綾杉文の一部か）、内面ヨコナデ。１２９は外面に矢羽状の短刻線列、内面にヨコミガキ。１３０・
１３１は口唇を欠損する。１３０は外面に矢羽状の短沈線、内面ヨコミガキ。１３１は外面に刺突列・短沈線、
ヨコナデ。１３２は頚部。外面は段状の横位沈線、内面はヨコミガキ。１３３～１３６・１３８は胴部。１３３は外面
タテミガキ、内面ヨコミガキ（箆による条痕が残る）。１３４は外面タテハケ、内面剥落。１３５は外面タテ
～ナナメハケ、内面タテミガキ。１３６は外面タテハケ、内面ヨコハケ。１３９は外面タテミガキ（頚部付
近の横位沈線を潰している）、内面ヨコミガキ。１４１は底部。平底で、底縁が外側へ張り出す。外面は
ヨコナデ、底外面はハケメ、内面はヨコミガキ。
ｂ　鉢（図Ⅳ－３－１５／表７／図版４１）
　２２は全体の約１／３が残存する。推定口径１４.８㎝、器高１２.６㎝を測る。上面観は不明。口縁端面は水
平。底部は上げ底。外面は、口縁～胴上部と底部がヨコミガキ、胴下部がタテミガキ。内面は、口縁
～胴上部がヨコハケ→ヨコミガキ、胴下部～底部がタテハケ→ヨコミガキで、剥落が著しい。胎土は
緻密で、細粒砂・軽石が混和する。
ｃ　坏（図Ⅳ－３－１６・２５／表７／図版４１・５０）
　２８は全体の約１／２が残存する。推定口径１３.５㎝、器高６.７㎝を測る。上面観は不明。口縁端面は丸
い。底部は平底。外面はヨコミガキ（光沢あり）。内面は、口縁～胴上部がヨコミガキ、胴下部～底部
がナナメミガキ（一部黒色化）。胎土は緻密で、細粒砂が混和する。
　２９は全体の約４／５が残存する。推定口径１３.５㎝、器高６.７㎝を測る。上面観は楕円形。口縁端面は
水平。底部は上げ底ぎみで、底面中央が凹む。外面はヨコミガキ→横位細沈線１条。内面はヨコミガ
キ。内外面ともに剥落が著しいため判然としないが、内面に黒色処理が施された可能性がある。胎土
はやや粗く、中粒砂・軽石が混和する。
　１３７・１３８・１４０は破片資料。１３７は口縁～胴部。口縁部がやや内屈する器形。外面はヨコミガキ、内
面はタテミガキ→黒色処理。１３８はミニチュア。口縁部と底部が接合せず、図上復元。口縁部が直上ぎ
みに立ち上がる器形と推測される。底部は平底。内外面ともにヨコミガキ。１４０は平底の底部。外面
はヨコミガキ、内面はミガキ（大部分が剥落）→黒色処理。底外面にもミガキ。

③土製品
紡錘車（図Ⅳ－３－２５／表７／図版５０）
　１４２・１４３は紡錘車。１４２は上面観が円形、側面観が台形で、上辺・側辺が凹む形状。上辺の最大径
５.０㎝、下辺の最大径６.１㎝、厚さ２.１㎝を測る。外面は丁寧なミガキが施される。中央の貫通孔は破損
しているが、楕円形を呈すると推測される。胎土は緻密で、細粒砂・軽石が混和する。ⅢＨ－８出土
のもの（図Ⅳ－２－７－２２）と形状・規格がほぼ同一である。１４３は上面観が円形、側面観が台形。上
辺は142よりも深く凹むが、側辺はより直線的である。下辺の約１／３を欠失する。上辺の最大径５.５
㎝、下辺の最大径６.７㎝、厚さ２.３㎝を測る。外面は丁寧なミガキが施される。中央の貫通孔は楕円形を
呈し、上辺側のマクレから下辺側より穿孔したと考えられる。胎土はやや粗く、中粒砂（長石・石英
が多い）・繊維が混和する。 （芝田）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－１　包含層の土器等（１）
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図Ⅳ－３－２　包含層の土器等（２）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－３　包含層の土器等（３）
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図Ⅳ－３－４　包含層の土器等（４）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－５　包含層の土器等（５）
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図Ⅳ－３－６　包含層の土器等（６）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－７　包含層の土器等（７）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－９　包含層の土器等（９）
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図Ⅳ－３－１０　包含層の土器等（１０）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－１１　包含層の土器等（１１）
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図Ⅳ－３－１２　包含層の土器等（１２）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－１３　包含層の土器等（１３）
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図Ⅳ－３－１４　包含層の土器等（１４）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－１５　包含層の土器等（１５）
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図Ⅳ－３－１６　包含層の土器等（１６）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－１７　包含層の土器等（１７）
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図Ⅳ－３－１８　包含層の土器等（１８）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－１９　包含層の土器等（１９）
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図Ⅳ－３－２０　包含層の土器等（２０）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－２１　包含層の土器等（２１）
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図Ⅳ－３－２２　包含層の土器等（２２）

Title:p156_174.ec7 Page:156  Date: 2012/12/18 Tue 18:45:13 



 

157

Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－２３　包含層の土器等（２３）
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図Ⅳ－３－２４　包含層の土器等（２４）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－２５　包含層の土器等（２５）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡
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（２）石器等
　祝梅川小野遺跡のⅢ層からは剥片石器３２９点、剥片２,３７３点、礫石器６６点、原石・礫・礫片４５４点、石
製品５点の合計３,２２７点が出土している。この中から定型的で完形のものを中心に抽出し掲載した。
利用する石材は、剥片石器では黒曜石が占める割合は９６％となり、他の石材と比べて非常に高い。剥
片もほとんどが黒曜石である。礫石器では，石斧が緑色泥岩を利用する割合が高い。傾向としては、
砂岩（３１％）、泥岩・緑色泥岩（２６％）・安山岩（１４％）・その他（２９％）が利用されている。礫では長
さ６㎝、幅４㎝ほどの楕円形のものが２３５点出土している。石材は凝灰岩（２８％）・砂岩（２８％）・安山
岩（１９％）・泥岩（１４％）・その他（１１％）である。火打石とみられる石英やメノウの礫も出土してい
る。楕円礫を含めた礫・礫片の石材は、砂岩（２４％）・凝灰岩（２４％）・安山岩（１８％）・泥岩（１４％）
・その他（２０％）である。石器等の分布については、梅川１遺跡とあわせて図Ⅳ－３－３１～３８に掲載
している。また、出土石器等点数一覧は表Ⅰ－３、包含層掲載石器等一覧は表８に掲載している。

石鏃（図Ⅳ－３－２８－１～１６／表８／図版５１）
　石鏃は９０点出土している。形態では三角形鏃が１５点、有茎鏃５９点、柳葉形１点、破片等１５点である。
石材は黒曜石が８７点を占め、頁岩や片岩が３点である。三角形鏃は凹基がほとんどである。有茎鏃は
基部先端が尖り、かえしが明瞭なものが多い。基部は凸基が多く、平基は少ない。凹基は無い。
　１～６は三角形。１は平基、２～６は凹基。２・３は抉りが非常に浅い。３は流紋岩球顆が非常に
多く含まれる。７～１５は有茎。７・８は基部先端を折損している。９～１５は基部先端が尖る。かえし
は１０を除き明瞭である。基部は７・８が平基、９～１５が凸基である。１２は刃部が内湾する。１６は柳葉
形。基部先端を折損する。１・１３・１５は裏面に主剥離面を残す。
石錐（図Ⅳ－３－２８－１７・１８／表８／図版５１）
　石錐は２点出土している。２点とも掲載した。石材は黒曜石とメノウ質頁岩である。
　１７は棒状剥片の先端部に機能部を作出している。１８は両面加工により棒状にした両端に機能部を作
出している。被熱により曇っている。
つまみ付きナイフ（図Ⅳ－３－２８－１９～２１／表８／図版５１）
　つまみ付きナイフは５点出土している。石材は黒曜石３点、頁岩１点、チャート１点である。
　１９・２０は縦型で両面加工のもの。刃部は摩滅している。２１は縦型で片面加工のもの。背面右側縁に
急角度の刃部を作出している。先端部は切り出し形の形状である。背面右側縁に浅い剥離を施す。
スクレイパー（図Ⅳ－３－２８－２２～３１、２９－３２～３８／表８／図版５１・５２）
　スクレイパーは９９点出土している。石材は黒曜石９２点、頁岩・泥岩等７点である。背面の周縁・側
縁に刃部をつけているものが多数を占める。このほかに錯向状に刃部をつけるものや棒状原石を利用
するものがある。
　２２～２６は背面の全周または打面を除く周縁に刃部をつけている。腹面には加工していない。２７～２９
は錯向状に刃部をつけている。２９は縦長剥片の背面右側縁、腹面右側縁と下端に直線状の刃部がある。
３０は剥片の下端部に円弧状の刃部をつけている。刃部は使用痕によって曇っている。３１～３４は縦長剥
片の側縁に直線状の刃部をつけている。３１は背面左側縁と下端、３２は背面左側縁、３３は背面右側縁に
刃部がある。３３の背面左側縁下部には抉り状の刃部がある。３４は棒状原石の側縁を利用して刃部をつ
けている。被熱によって曇っている。３５～３７はＶ字状の刃部がある。３７は背面左側縁を両面加工によ
り刃部をつけている。３８は剥片周縁の一部に刃部をつけている。玄武岩の剥片を利用している。
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石斧（図Ⅳ－３－２９－３９／表８／図版５２）
　石斧は１７点出土している。すべて破片である。石材は緑色泥岩７点、砂岩３点、橄欖岩３点、片岩
３点、泥岩１点である。
　３９は短冊形で刃部は片刃で直刃。全面を研磨によって整形している。折損部の一部を敲打によって
再加工している。
砥石（図Ⅳ－３－２９－４０・４１／表８／図版５２）
　砥石は８点出土している。すべて破片である。石材は砂岩５点、スコリア３点である。
　４０は扁平礫の平坦面を利用したもの。両面を使用している。４１は四面砥石。棒状礫を使用して、四
面の平坦な使用面のあるもの。断面が方形である。
たたき石（図Ⅳ－３－３０－４２～４６／表８／図版５２）
　たたき石は２１点出土している。石材は砂岩９点、安山岩７点、その他５点である。
　４２は扁平な楕円礫の腹背部と側縁の一部を使用している。４３は扁平な棒状礫の腹背部を使用してい
る。４４は扁平な棒状礫の両端部・側縁部・背部を使用している。４５は棒状礫の端部を使用している。４６
は扁平な棒状礫の側縁を使用している。腹背部と左側縁には研磨痕がみられ、すり石としての使用も
考えられる。
石製品（図Ⅳ－３－３０－４７～５１／表８／図版５２）
　石製品は５点出土している。すべて掲載した。黒曜石製石製品１点と有孔石製品３点、玉類１点で
ある。
　４７は黒曜石製の石製品。黒曜石を細かい剥離によって棒状に加工し、Ｊ字状の形状を作り出してい
る。基部先端には原石面が残る。先端部は折損している。４８～５０は有孔石製品。凝灰岩の薄く扁平な
楕円礫の長軸方向２カ所に穿孔を施したもの。穿孔は両面から行われている。糸ずれ痕は確認できな
い。５０は破片。長軸両端と下部および背面を欠失している。５１は蛇紋岩製の玉。卵形に整形し、全面
を研磨している。表面は非常に丁寧な研磨を施され、研磨痕はほとんど確認できない。貫通孔は、背
面の長軸やや上寄りからと腹面のほぼ中央から穿孔が行われている。糸ずれによる磨耗により、孔の
上方が拡がっている。貫通孔の内面には穿孔痕を確認できるが、貫通孔上部は糸ずれによる磨耗によ
って研磨され、穿孔痕は確認できない。長軸両端には穿孔を試みた痕跡が残っている。おおよそ径６
㎜、深さ４㎜ほどの窪みとなっている。当初は長軸方向に貫通孔を穿孔する予定だったものを途中で
断念し、短軸方向から穿孔したと考えられる。 （酒井）
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図Ⅳ－３－２８　包含層の石器等（１）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図Ⅳ－３－２９　包含層の石器等（２）
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図Ⅳ－３－３０　包含層の石器等（３）
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

表１　検出遺構規模一覧

図版番号図番号特徴時期
規模（m）

調査区遺構名遺構
種別 深さ

下端上端
短軸長軸短軸長軸

図版２図Ⅳ－１－４前小屋が付属アイヌ文化期

―――――（Ｍ７・８ Ｎ７）

ⅢＨ－１

住居跡

0.25 0.02 0.04 0.10 0.12 Ｍ７ａＨＰ－１
0.26 0.03 0.04 0.10 0.12 Ｍ７ａ・ｂＨＰ－２
0.19 0.02 0.02 0.08 0.14 Ｍ７ｂＨＰ－３
0.14 0.02 0.02 0.08 0.10 Ｎ７ａＨＰ－４
0.26 0.04 0.04 0.14 0.14 Ｎ７ｄＨＰ－５
0.16 0.04 0.04 0.10 0.12 Ｍ７ｃ Ｎ７ｄＨＰ－６
0.27 0.02 0.02 0.11 0.12 Ｍ８ｂＨＰ－７
0.07 0.03 0.03 0.10 0.11 Ｍ７ｄＨＰ－８
0.35 0.02 0.02 0.10 0.12 Ｍ７ｂＨＰ－９
0.15 0.02 0.02 0.10 0.10 Ｍ７ｄＨＰ－10
0.09 ――0.29 0.39 Ｍ７ｂ・ｃＨＦ－１

図版３図Ⅳ－１－５前小屋が付属アイヌ文化期

―――――（Ｌ・Ｍ・４・５）

ⅢＨ－２

0.28 0.04 0.04 0.14 0.16 Ｌ４ｃＨＰ－１
0.40 0.02 0.02 0.11 0.12 Ｌ４ｂ・ｃＨＰ－２
0.18 0.03 0.03 0.10 0.12 Ｍ４ａＨＰ－３
0.22 0.03 0.04 0.10 0.10 Ｍ４ａＨＰ－４
0.30 0.03 0.04 0.10 0.11 Ｍ４ｃＨＰ－５
0.28 0.03 0.04 0.10 0.12 Ｍ４ｃＨＰ－６
0.32 0.04 0.04 0.12 0.14 Ｍ５ａＨＰ－７
0.17 0.03 0.04 0.09 0.10 Ｍ５ａＨＰ－８
0.18 0.02 0.03 0.10 0.12 Ｌ５ｂＨＰ－９
0.42 0.02 0.04 0.12 0.14 Ｌ５ｂＨＰ－10
0.29 0.03 0.04 0.11 0.12 Ｌ５ａＨＰ－11
0.20 0.03 0.04 0.11 0.13 Ｌ５ｂＨＰ－12
0.24 0.04 0.06 0.10 0.12 Ｌ５ｃＨＰ－13
0.37 0.04 0.04 0.12 0.14 Ｌ５ｂＨＰ－14
0.18 0.02 0.03 0.10 0.12 Ｌ５ｂＨＰ－15
0.20 0.03 0.04 0.12 0.14 Ｌ５ｂＨＰ－16
0.18 0.02 0.03 0.09 0.10 Ｌ５ｃＨＰ－17
0.23 0.02 0.04 0.09 0.12 Ｌ５ａＨＰ－18
0.11 0.02 0.03 0.09 0.14 Ｍ５ａＨＰ－19
0.20 0.03 0.04 0.09 0.12 Ｍ４ｄＨＰ－20
0.10 ――0.30 0.38 Ｍ４ｄＨＦ－１

図版４・５図Ⅳ－１－６～９

約1/2が範囲外
南側に竈
主柱穴２基
掘り上げ土

擦文文化期

0.76 （2.46）（5.60）（2.72）（6.17）Ｈ６・７

ⅢＨ－３

0.39 （0.05）（0.13）0.30 0.32 Ｇ６ｄＨＰ－１
0.44 （0.12）（0.23）0.36 0.42 Ｇ７ａＨＰ－２
0.12 0.05 0.06 0.12 0.13 Ｇ６ｂＨＰ－３
0.10 0.06 0.08 0.12 0.12 Ｇ６ｃＨＰ－４
0.10 0.04 0.05 0.09 0.10 Ｇ６ｃＨＰ－５
0.20 0.03 0.04 0.10 0.10 Ｇ７ｂＨＰ－６
0.11 0.05 0.07 0.10 0.11 Ｇ７ａＨＰ－７
0.12 0.06 0.07 0.09 0.10 Ｇ７ａＨＰ－８
0.10 0.05 0.05 0.10 0.11 Ｇ７ａＨＰ－９
0.15 0.03 0.04 0.09 0.10 Ｇ６ｂＨＰ－10
0.26 0.05 0.06 0.13 0.14 Ｇ６ｂＨＰ－11
0.14 0.03 0.04 0.12 0.13 Ｇ６ｂＨＰ－12
0.08 0.03 0.04 0.10 0.11 Ｇ６ａＨＰ－13
0.08 0.06 0.07 0.18 0.22 Ｇ６ａ・ｂ・ｄＨＰ－14
0.09 0.03 0.04 0.11 0.12 Ｇ６ｂＨＰ－15
0.06 0.03 0.04 0.10 0.10 Ｇ６ｂＨＰ－16
0.09 0.03 0.04 0.09 0.10 Ｇ６ｃＨＰ－17
0.10 0.45 0.51 （0.56）（0.75）Ｇ６ｄ・Ｇ７ａＨＰ－18

図版６図Ⅳ－１－10～12
掘り込み浅い
炉なし
掘り上げ土

擦文文化期

0.20 3.22 4.61 3.49 4.81 Ｈ４～６ Ｉ５

ⅢＨ－４

0.24 0.03 0.03 0.09 0.09 Ｈ４ｃＨＰ－１
（0.08）0.02 0.02 0.08 0.08 Ｉ５ａＨＰ－２
0.41 0.03 0.03 0.12 0.13 Ｈ６ｂＨＰ－３
0.17 0.02 0.02 0.06 0.06 Ｈ６ｂＨＰ－４
0.24 0.03 0.03 0.09 0.10 Ｈ５ｄＨＰ－５
0.19 0.02 0.03 0.09 0.11 Ｈ５ｃＨＰ－６
0.16 0.02 0.02 0.06 0.06 Ｈ５ｃＨＰ－７
0.11 0.03 0.03 0.07 0.07 Ｈ５ｃＨＰ－８

図版７図Ⅳ－１－13集石を伴うアイヌ文化期

―――――（Ｉ・Ｊ２）

ⅢＨ－５

0.20 0.03 0.03 0.09 0.11 Ｊ２ｄＨＰ－１
0.18 0.04 0.04 0.08 0.09 Ｉ２ｃＨＰ－２
0.17 0.02 0.02 0.10 0.10 Ｉ２ｃＨＰ－３
0.08 0.03 0.04 0.11 0.11 Ｉ２ｄＨＰ－４
0.23 0.02 0.03 0.09 0.11 Ｉ２ｄＨＰ－５
0.22 0.01 0.02 0.09 0.08 Ｉ２ｄＨＰ－６
0.18 0.02 0.03 0.13 0.13 Ｉ２ａＨＰ－７
0.06 0.04 0.05 0.10 0.11 Ｉ２ａＨＰ－８
0.10 0.04 0.04 0.13 0.14 Ｉ２ａＨＰ－９
0.21 0.02 0.02 0.08 0.10 Ｉ２ａ・ｂＨＰ－10
0.33 0.02 0.02 0.11 0.11 Ｉ２ｂＨＰ－11
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図版番号図番号特徴時期
規模（m）

調査区遺構名遺構
種別 深さ

下端上端
短軸長軸短軸長軸

図版７図Ⅳ－１－13　アイヌ文化期

0.12 0.03 0.04 0.08 0.08 Ｉ２ｂＨＰ－12

ⅢＨ－５

住居跡

0.20 0.02 0.03 0.09 0.10 Ｊ２ａＨＰ－13
0.09 ――0.50 0.70 Ｉ２ｂ・ｃＨＦ－１
―――0.50 1.23 Ｉ２ｃ・ｄＨＳ－１

図版８図Ⅳ－１－14～16不整楕円形
上部に土器集中縄文晩期後葉

0.60 2.74 6.33 3.29 6.94 Ｇ・Ｈ・１・２

ⅢＨ－６

0.27 0.07 0.09 0.08 0.09 Ｈ２ａ・ｂＨＰ－１
0.35 0.04 0.05 0.16 0.19 Ｈ１ｄ Ｈ２ａＨＰ－２
0.17 0.12 0.13 0.11 0.13 Ｈ１ｄＨＰ－３
0.25 0.45 0.46 0.62 0.72 Ｈ２ａＨＰ－４
0.23 0.29 0.30 0.49 0.54 Ｈ２ａＨＰ－５
0.38 0.30 0.34 0.53 0.55 Ｇ２ｂＨＰ－６
0.23 0.37 0.98 0.50 1.11 Ｈ１ｄＨＰ－７
0.23 0.44 0.63 0.62 0.78 Ｈ１ｄＨＰ－８
0.31 0.24 0.27 0.49 0.50 Ｈ１ａＨＰ－９
0.38 0.09 0.09 0.18 0.24 Ｈ１ａＨＰ－10
0.15 0.28 0.72 0.48 0.84 Ｈ１ａＨＰ－11
0.21 0.30 0.31 0.45 0.49 Ｈ１ｄＨＰ－12
0.15 0.25 0.29 0.41 0.45 Ｈ１ａＨＰ－13
0.15 0.13 0.14 0.18 0.21 Ｈ１ａＨＰ－14
0.20 0.07 0.08 0.16 0.18 Ｇ１ｂＨＰ－15
0.14 0.08 0.09 0.11 0.11 Ｇ１ｂ Ｈ１ａＨＰ－16
0.10 0.07 0.08 0.11 0.13 Ｈ１ｄＨＰ－17

図版９図Ⅳ－１－17・18約1/2～2/3は範囲外
ⅢＰ－49に壊される縄文晩期後葉

0.52 2.45 4.98 （2.57）（6.21）Ｇ・Ｈ・３・４

ⅢＨ－７
0.35 0.27 0.41 0.62 0.78 Ｇ３ｂ・ｃＨＰ－１
0.41 0.36 0.37 0.61 0.65 Ｇ３ｃＨＰ－２
0.32 0.28 0.32 0.60 0.85 Ｇ３ｃＨＰ－３
0.25 0.36 0.79 （0.56）1.01 Ｇ４ｂＨＰ－４

図版10・11図Ⅳ－１－19～23
南側に竈
主柱穴４基
掘り上げ土

擦文文化期

0.73 7.15 7.60 7.65 9.25 Ｇ・Ｈ９～11      
     Ｉ10・11

ⅢＨ－８ 0.53 0.18 0.23 0.25 0.28 Ｈ10ｂ・ｃＨＰ－１
0.60 0.18 0.20 0.27 0.27 Ｇ10ｂＨＰ－２
0.45 0.18 0.23 0.28 0.30 Ｇ11ｂＨＰ－３
0.50 0.18 0.20 0.28 0.30 Ｈ11ｂＨＰ－４

図版12図Ⅳ－１－24掘り込み浅い
炉あり擦文文化期

0.20 （3.32）（4.28）4.03 （4.77）Ｉ・Ｊ・10・11

ⅢＨ－９

0.37 ――（0.10）0.12 Ｊ10ｃＨＰ－１
0.28 ――（0.10）0.08 Ｊ11ｂＨＰ－２
0.15 ――（0.10）0.08 Ｊ11ａＨＰ－３
0.17 ――（0.13）0.12 Ｊ11ａＨＰ－４
0.14 ――（0.07）0.08 Ｊ11ａＨＰ－５
0.26 ――（0.08）0.08 Ｊ10ｃ・ｄＨＰ－６

図版13図Ⅳ－１－25大部分が範囲外擦文文化期0.56 （0.34）（3.86）（0.40）（4.14）Ｆ・Ｇ・８・９ⅢＨ－10

図Ⅳ－１－27

縄文晩期後葉0.71 0.70 0.78 0.86 1.08 Ｐ７ｃ Ｑ７ｄⅢＰ－１

土坑

図版15縄文晩期後葉0.58 0.64 0.68 0.90 1.06 Ｐ７ｃ・ｄ Ｐ８ａ・ｂⅢＰ－２
図版15縄文晩期後葉0.46 0.50 0.56 0.68 0.80 Ｐ７ｃⅢＰ－３

縄文晩期後葉0.19 0.54 0.62 0.77 0.96 Ｑ８ｄⅢＰ－４

図Ⅳ－１－28

縄文晩期後葉0.57 0.68 0.72 0.98 1.04 Ｐ７ｄ Ｐ８ａⅢＰ－５
縄文晩期後葉0.47 0.48 0.68 0.84 0.88 Ｏ８ａⅢＰ－６
縄文晩期後葉0.48 ―0.60 0.80 0.88 Ｏ８ａ・ｄⅢＰ－７

図版15縄文晩期後葉0.25 0.90 1.02 1.20 1.21 Ｒ32ａ・ｂ・ｄⅢＰ－８
図版15

図Ⅳ－１－29
坑底に炭化物集中縄文晩期後葉0.31 1.02 1.09 1.35 1.47 Ｑ31ｃ Ｑ32ｂⅢＰ－９

図版15約1/2は範囲外縄文晩期後葉0.81 （0.65）1.25 （0.84）1.43 Ｓ32ｄⅢＰ－10
縄文晩期後葉0.49 0.68 0.70 1.06 1.06 Ｑ32ｃ Ｑ33ｂⅢＰ－11

図Ⅳ－１－30

縄文晩期後葉0.68 0.60 0.62 0.96 1.06 Ｎ９ｃ Ｏ９ｄⅢＰ－12
縄文晩期後葉0.63 0.55 0.60 1.04 1.22 Ｎ８ｃ Ｏ８ｄⅢＰ－13
縄文晩期後葉0.57 0.56 0.56 0.92 1.04 Ｎ９ｂⅢＰ－14
縄文晩期後葉0.70 0.62 0.66 1.20 1.60 Ｎ９ａⅢＰ－15

図Ⅳ－１－31

縄文晩期後葉0.54 0.50 0.50 1.04 1.04 Ｎ８ａ・ｂⅢＰ－16
縄文晩期後葉0.67 0.66 0.64 1.16 1.16 Ｎ８ｂ Ｏ８ａⅢＰ－17
縄文晩期後葉0.55 0.62 0.56 0.94 1.14 Ｎ８ｃⅢＰ－18
縄文晩期後葉0.37 0.65 0.62 0.74 0.78 Ｍ９ａⅢＰ－19

図版15

図Ⅳ－１－32

縄文晩期後葉0.53 0.48 0.50 0.82 0.82 Ｍ９ｃ Ｍ10ｂⅢＰ－20
縄文晩期後葉0.46 0.68 0.76 0.96 1.18 Ｎ８ｃⅢＰ－21
縄文晩期後葉0.31 0.44 0.54 0.84 0.87 Ｎ10ａⅢＰ－22
縄文晩期後葉0.53 0.64 0.72 0.98 1.16 Ｎ８ｃ Ｎ９ｂⅢＰ－23

図版16図Ⅳ－１－33深鉢２個体出土縄文晩期後葉0.61 0.73 0.79 1.02 1.09 Ｉ５ｂ Ｊ５ａⅢＰ－24
縄文晩期後葉0.50 0.70 0.67 0.89 0.91 Ｊ５ａ・ｂⅢＰ－25

図Ⅳ－１－34

縄文晩期後葉0.52 0.39 0.47 0.62 0.75 Ｊ５ｂⅢＰ－26
縄文晩期後葉0.19 0.35 0.40 0.59 0.65 Ｌ16ａⅢＰ－27

図版16縄文晩期後葉0.43 0.83 0.81 0.93 0.96 Ｉ１ｃ Ｊ１ｄⅢＰ－28
縄文晩期後葉0.73 0.60 0.60 1.17 1.19 Ｈ２a～ｄⅢＰ－29

図版16
図Ⅳ－１－35

縄文晩期後葉0.64 0.68 0.79 1.24 1.55 Ｈ２ｄⅢＰ－30
図版16縄文晩期後葉0.86 0.78 0.73 1.27 1.28 Ｈ２ｄ Ｈ３ａⅢＰ－31

縄文晩期後葉0.69 （0.44）0.88 （0.58）1.22 Ｉ７ｂ・ｃⅢＰ－32
図版16

図Ⅳ－１－36
縄文晩期後葉0.50 0.79 0.79 0.98 1.11 Ｎ４ｂⅢＰ－33
縄文晩期後葉0.28 0.33 0.43 0.65 0.73 Ｉ２ｂ・ｃⅢＰ－34
縄文晩期後葉0.28 0.70 0.71 1.02 1.02 Ｎ４ｃ・ｄ Ｎ５ａ・ｂⅢＰ－35
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

図版番号図番号特徴時期
規模（m）

調査区遺構名遺構
種別 深さ

下端上端
短軸長軸短軸長軸

図Ⅳ－１－36縄文晩期後葉0.24 0.38 0.40 0.57 0.61 Ｋ３ａⅢＰ－36

土坑

図Ⅳ－１－37

縄文晩期後葉0.44 0.46 0.54 0.38 0.95 Ｈ２ｃ・ｄ Ｈ３ａ・ｂⅢＰ－37
縄文晩期後葉0.49 0.54 0.56 0.81 0.86 Ｈ３ｂ・ｃⅢＰ－38

図版17上部に土器集中５縄文晩期後葉0.44 0.15 0.22 0.69 0.72 Ｇ１ｂ Ｈ１ａⅢＰ－39
縄文晩期後葉0.38 0.37 0.51 0.75 0.81 Ｎ10ｂ・ｃⅢＰ－40

図Ⅳ－１－38

縄文晩期後葉0.42 0.55 0.56 0.96 1.04 Ｈ２ａ・ｂⅢＰ－41
縄文晩期後葉0.37 0.57 0.58 0.73 0.78 Ｈ１ｃ・ｄ Ｈ２ａ・ｂⅢＰ－42

図版17縄文晩期後葉0.31 0.50 0.56 0.92 0.92 Ｋ13ｃ Ｋ14ｂⅢＰ－43
縄文晩期後葉0.24 0.40 0.44 0.70 0.80 Ｋ14ｂ・ｃⅢＰ－44

図Ⅳ－１－39

縄文晩期後葉0.25 0.68 0.72 0.98 1.04 Ｉ14ｄ Ｉ15ａⅢＰ－45
図版17縄文晩期後葉0.64 0.64 0.78 (1.04)(1.06)Ｉ４ｂ・ｃⅢＰ－46
図版17縄文晩期後葉0.50 0.42 0.44 0.83 0.89 Ｉ４ａ・ｂⅢＰ－47

縄文晩期後葉0.54 (0.48)0.57 0.94 1.13 Ｈ３ｄ Ｈ４ａⅢＰ－48
図版17

図Ⅳ－１－40

ⅢＨ－７を壊す縄文晩期後葉0.55 0.42 0.61 1.01 1.17 Ｇ４ｂ・ｃ H4a・ｄⅢＰ－49
ⅢＰ－51を壊す縄文晩期後葉0.38 0.36 0.46 0.92 0.95 Ｈ３ａ～ｄⅢＰ－50
ⅢＰ－50に壊される縄文晩期後葉0.68 0.59 0.61 1.10 (1.10)Ｈ３ａ・ｄⅢＰ－51

縄文晩期後葉0.28 0.54 ―0.86 0.88 Ｏ４ｃⅢＰ－52

図Ⅳ－１－41
縄文晩期後葉0.48 0.40 0.46 0.73 0.75 Ｉ４ａ・ｄⅢＰ－53

図版17縄文晩期後葉0.38 0.68 0.72 0.76 0.88 Ｉ５ａ・ｂⅢＰ－54
縄文晩期後葉0.29 0.35 0.36 0.66 0.68 Ｉ５ａ・ｄⅢＰ－55

図版18図Ⅳ－１－42～44壷形土器出土縄文晩期後葉0.52 0.37 0.44 0.74 1.12 Ｇ５ａ・ｂⅢＰ－56
図Ⅳ－１－41縄文晩期後葉0.42 0.35 0.35 0.82 0.82 Ｉ７ｂⅢＰ－57

図Ⅳ－１－45晩期後葉～アイヌ文化期0.90 1.54 1.60 1.92 2.06 Ｆ17ｂ・ｃⅢＰ－58
大部分が範囲外縄文晩期後葉0.56 ――（0.21）（0.58）Ｉ１ｂ Ｊ１ａⅢＰ－59

図版18
図Ⅳ－１－46

縄文晩期後葉0.62 0.66 0.74 1.26 1.27 Ｇ７ｃ・ｄⅢＰ－60
縄文晩期後葉0.68 0.62 0.75 1.32 1.48 Ｉ13ａⅢＰ－61
縄文晩期後葉0.78 0.60 0.66 1.31 1.35 Ｉ３ｂ・ｃⅢＰ－62

図Ⅳ－１－47
縄文晩期後葉0.82 0.68 0.62 1.39 1.45 Ｉ13ｄⅢＰ－63
縄文晩期後葉0.84 0.67 0.74 1.45 1.65 Ｇ13ｂ・ｃ Ｈ13ａ・ｄⅢＰ－64
縄文晩期後葉0.71 0.67 0.75 1.22 1.26 Ｉ12ｄ Ｉ13ａⅢＰ－65

図版18
図Ⅳ－１－48

縄文晩期後葉0.65 0.70 0.70 1.26 1.29 Ｉ12ｄⅢＰ－66
図版18縄文晩期後葉0.76 0.63 0.66 1.42 1.54 Ｉ12ａ・ｄⅢＰ－67

縄文晩期後葉0.65 （0.35）0.51 （0.86）1.39 Ｈ12ｂⅢＰ－68

図Ⅳ－１－49
縄文晩期後葉0.64 0.57 0.69 1.36 1.53 Ｈ12ｃⅢＰ－69
縄文晩期後葉0.88 0.79 0.88 1.76 1.98 Ｇ12ｃ Ｈ12ｄⅢＰ－70
縄文晩期後葉0.57 0.38 0.38 1.04 1.08 Ｇ８ａⅢＰ－71

図Ⅳ－１－50

縄文晩期後葉0.82 0.68 0.84 1.62 1.72 Ｉ13ｄ Ｉ14ａⅢＰ－72
図版18縄文晩期後葉0.81 0.60 0.71 1.62 1.64 Ｈ14ｂ・ｃ Ｉ14ａ・ｄⅢＰ－73

縄文晩期後葉0.73 0.59 0.63 1.22 1.42 Ｈ13ｃ Ｈ14ｂ
Ｉ13ｄ Ｉ14ａⅢＰ－74

図Ⅳ－１－51
縄文晩期後葉0.40 0.67 0.74 0.95 1.07 Ｇ15ｃ Ｇ16ｂⅢＰ－75
縄文晩期後葉0.68 0.53 0.38 1.16 1.19 Ｇ９ａ・ｂⅢＰ－76
縄文晩期後葉0.43 0.50 0.64 0.72 0.84 Ｆ10ｃⅢＰ－77

図Ⅳ－１－52

晩期後葉～アイヌ文化期0.13 0.04 0.04 0.14 0.14 Ｎ６ａⅢＳＰ－13

小ピット

晩期後葉～アイヌ文化期0.06 0.04 0.04 0.12 0.12 Ｎ６ａ・ｄⅢＳＰ－14
晩期後葉～アイヌ文化期0.12 0.03 0.04 0.12 0.14 Ｍ５ａⅢＳＰ－19
晩期後葉～アイヌ文化期0.13 0.02 0.02 0.09 0.11 Ｍ５ｄⅢＳＰ－21
晩期後葉～アイヌ文化期0.12 0.03 0.04 0.10 0.11 Ｎ６ｂⅢＳＰ－29

図版19先端角形晩期後葉～アイヌ文化期0.15 0.08 0.10 0.15 0.16 Ｍ９ｂ Ｎ９ａⅢＳＰ－32
晩期後葉～アイヌ文化期0.16 0.04 0.04 0.09 0.10 Ｍ６ｄⅢＳＰ－33
晩期後葉～アイヌ文化期0.20 0.03 0.03 0.06 0.14 Ｍ６ｄⅢＳＰ－34

図版19晩期後葉～アイヌ文化期0.23 0.04 0.04 0.10 0.14 Ｍ６ｃⅢＳＰ－35
晩期後葉～アイヌ文化期0.41 0.05 0.08 0.13 0.16 Ｍ６ｂⅢＳＰ－36
晩期後葉～アイヌ文化期0.17 0.04 0.04 0.12 0.13 Ｌ４ｂⅢＳＰ－52

図版19礫出土晩期後葉～アイヌ文化期0.28 0.04 0.04 0.11 0.14 Ｌ４ａⅢＳＰ－54
図版19晩期後葉～アイヌ文化期0.25 0.04 0.04 0.08 0.13 Ｌ４ａⅢＳＰ－55

図Ⅳ－１－53

晩期後葉～アイヌ文化期0.22 0.05 0.03 0.12 0.13 Ｌ４ａⅢＳＰ－56
晩期後葉～アイヌ文化期0.28 0.02 0.03 0.13 0.14 Ｌ５ａⅢＳＰ－70
晩期後葉～アイヌ文化期0.20 0.02 0.02 0.10 0.10 Ｌ５ｃⅢＳＰ－71
晩期後葉～アイヌ文化期0.17 0.03 0.03 0.09 0.12 Ｌ３ｄⅢＳＰ－73
晩期後葉～アイヌ文化期0.24 0.02 0.02 0.13 0.13 Ｌ３ｂⅢＳＰ－75
晩期後葉～アイヌ文化期0.11 0.04 0.05 0.11 0.12 Ｌ７ｂⅢＳＰ－79

図版19晩期後葉～アイヌ文化期0.23 0.08 0.08 0.14 0.15 Ｒ14ｄⅢＳＰ－82
晩期後葉～アイヌ文化期0.44 0.03 0.04 0.11 0.12 Ｍ３ｃⅢＳＰ－83
晩期後葉～アイヌ文化期0.27 0.02 0.04 0.10 0.12 Ｍ３ｃⅢＳＰ－84
晩期後葉～アイヌ文化期0.20 0.04 0.05 0.10 0.14 Ｍ３ｄⅢＳＰ－86
晩期後葉～アイヌ文化期0.23 0.03 0.04 0.12 0.13 Ｍ３ａ・ｂⅢＳＰ－89
晩期後葉～アイヌ文化期0.34 0.02 0.02 0.10 0.12 Ｍ３ａⅢＳＰ－92
晩期後葉～アイヌ文化期0.17 0.04 0.04 0.08 0.10 Ｍ３ａⅢＳＰ－93
晩期後葉～アイヌ文化期0.27 0.02 0.04 0.09 0.10 Ｌ３ｃⅢＳＰ－94
晩期後葉～アイヌ文化期0.20 0.03 0.03 0.08 0.10 Ｌ３ｃⅢＳＰ－95
晩期後葉～アイヌ文化期0.11 0.05 0.05 0.11 0.13 Ｋ８ａⅢＳＰ－96

図Ⅳ－１－54

晩期後葉～アイヌ文化期0.16 0.04 0.04 0.12 0.12 Ｋ８ａⅢＳＰ－100
晩期後葉～アイヌ文化期0.28 0.04 0.04 0.13 0.15 Ｋ７ｄⅢＳＰ－101
晩期後葉～アイヌ文化期0.16 0.02 0.03 0.10 0.11 Ｋ３ｃⅢＳＰ－109
晩期後葉～アイヌ文化期0.23 0.04 0.04 0.09 0.11 Ｈ４ｂⅢＳＰ－110
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図版番号図番号特徴時期
規模（m）

調査区遺構名遺構
種別 深さ下端上端

短軸長軸短軸長軸

図Ⅳ－１－54

晩期後葉～アイヌ文化期0.20 0.02 0.02 0.10 0.10 Ｋ４ｃⅢＳＰ－111

小ピット

晩期後葉～アイヌ文化期0.20 0.02 0.02 0.08 0.09 Ｋ４ｃⅢＳＰ－112
図版19晩期後葉～アイヌ文化期0.24 0.02 0.03 0.12 0.13 Ｋ４ｃⅢＳＰ－114

晩期後葉～アイヌ文化期0.22 0.02 0.02 0.09 0.09 Ｈ４ｃⅢＳＰ－115
先端丸みを帯びる晩期後葉～アイヌ文化期0.13 0.02 0.05 0.11 0.14 Ｍ４ａⅢＳＰ－116
先端丸みを帯びる晩期後葉～アイヌ文化期0.11 0.03 0.04 0.12 0.12 Ｍ18ｃⅢＳＰ－117

晩期後葉～アイヌ文化期0.33 0.07 0.07 0.15 0.15 Ｌ６ａⅢＳＰ－118
晩期後葉～アイヌ文化期0.26 0.02 0.03 0.11 0.11 Ｋ５ｂⅢＳＰ－119
晩期後葉～アイヌ文化期0.30 0.06 0.06 0.13 0.14 Ｇ７ｃ Ｈ７ｄⅢＳＰ－120
晩期後葉～アイヌ文化期0.32 0.11 0.09 0.20 0.21 Ｇ７ｃⅢＳＰ－121

図Ⅳ－１－55

晩期後葉～アイヌ文化期0.13 0.07 0.09 0.19 0.23 Ｇ７ｂⅢＳＰ－122
晩期後葉～アイヌ文化期0.15 0.08 0.10 0.14 0.19 Ｇ７ｂⅢＳＰ－123
晩期後葉～アイヌ文化期0.26 0.12 0.11 0.22 0.23 Ｈ７ａⅢＳＰ－124

先端丸みを帯びる晩期後葉～アイヌ文化期0.10 0.08 0.08 0.16 0.17 Ｇ５ｃⅢＳＰ－125
先端丸みを帯びる晩期後葉～アイヌ文化期0.11 0.07 0.09 0.14 0.18 Ｇ５ｃⅢＳＰ－126

晩期後葉～アイヌ文化期0.30 0.04 0.04 0.15 0.16 Ｉ12ｂⅢＳＰ－127
晩期後葉～アイヌ文化期0.30 0.04 0.04 0.15 0.19 Ｉ12ｂⅢＳＰ－128
晩期後葉～アイヌ文化期0.25 0.04 0.03 0.12 0.14 Ｉ12ｃⅢＳＰ－129
晩期後葉～アイヌ文化期0.27 0.03 0.04 0.17 0.17 Ｋ10ｂⅢＳＰ－130
晩期後葉～アイヌ文化期0.24 ――（0.08）0.18 Ｈ８ｃⅢＳＰ－131
晩期後葉～アイヌ文化期0.30 ――（0.05）0.11 Ｈ８ｃⅢＳＰ－132

図版20

図Ⅳ－１－56

アイヌ文化期0.05 ――1.02 2.03 Ｎ５ｂ・ｃⅢＦ－１焼土 アイヌ文化期0.03 ――0.39 0.83 Ｏ５ａⅢＦ－２
廃棄アイヌ文化期0.09 ――1.15 1.22 Ｋ４ｄ Ｋ５ａⅢＡ－１灰集中 図版20廃棄アイヌ文化期0.03 ――0.14 0.33 Ｈ５ａⅢＡ－２

図版20図Ⅳ－１－57棒状礫・楕円礫アイヌ文化期―――0.55 2.19 Ｍ３ｂ・ｃⅢＳ－１

集石 図版20図Ⅳ－１－58棒状礫・楕円礫アイヌ文化期―――3.82 4.04 Ｌ３ｂ・ｃ Ｍ３ａ・ｄⅢＳ－２
図版20図Ⅳ－１－57棒状礫・楕円礫アイヌ文化期―――1.16 2.82 Ｌ５ａ・ｄⅢＳ－３
図版20図Ⅳ－１－56たたき石・すり石含む縄文晩期後葉12.50 ――0.15 0.55 Ｊ３ｂ・ｃⅢＳ－４

図版20図Ⅳ－１－59ⅢＨ－８・９を迂回アイヌ文化期―――――Ｋ２～11 Ｉ・Ｊ11
Ｆ～Ｈ12ⅢＲ－１道跡

表２　遺構出土遺物一覧

点数石材分類遺物名層位又は
付属遺構名遺構名

1砂岩たたき石礫石器Ⅲ

ⅢＨ－１
1片岩礫
2片麻岩
4合計
4総計
3Ⅶ群土器Ⅲ

ⅢＨ－２ 1チャート礫礫石器
4合計
4総計
1Ⅱ群ｂ類土器掘り上げ土

ⅢＨ－３

1Ⅲ群ｂ類
20Ⅳ群ｂ類
12Ⅳ群ｃ類
37Ⅴ群ｃ類
5Ⅶ群
1黒曜石スクレイパー剥片石器
6黒曜石剥片
2砂岩すり石礫石器
1凝灰岩礫
2砂岩
88合計
1Ⅲ群ｂ類土器覆土
26Ⅳ群ｂ類
35Ⅴ群ｃ類
1Ⅶ群
1黒曜石石鏃剥片石器
7黒曜石スクレイパー
1黒曜石Rフレイク
1頁岩剥片
22黒曜石
1泥岩石斧礫石器
1片岩
1凝灰岩礫
98合計
5Ⅳ群ｂ類土器床面
3Ⅳ群ｃ類
3Ⅴ群ｃ類
5Ⅶ群
1チャート原石礫石器
17合計
1Ⅴ群ｃ類土器竈
127Ⅶ群
128合計
1Ⅳ群ｂ類土器ＨＰ－２
2Ⅴ群ｃ類

点数石材分類遺物名層位又は
付属遺構名遺構名

3合計ＨＰ－２

ⅢＨ－３

1Ⅳ群ｂ類土器ＨＰ－14
1合計
1Ⅳ群ｂ類土器ＨＰ－18
1合計
336総計
1Ⅳ群ｂ類土器掘り上げ土

ⅢＨ－４

2Ⅳ群ｃ類
38Ⅴ群ｃ類
6Ⅶ群
39剥片剥片石器
1安山岩礫礫石器
1軽石
1チャート
89合計
7Ⅴ群ｃ類土器覆土
2Ⅶ群
4黒曜石剥片剥片石器
21安山岩礫礫石器
34合計
1黒曜石剥片剥片石器床直
1安山岩礫礫石器
2合計
11Ⅴ群ｃ類土器床面
1Ⅶ群
2黒曜石スクレイパー剥片石器
1チャート原石礫石器
1安山岩礫
2焼成粘土塊土製品
18合計
143総計
1片岩石斧礫石器ＨＳ－１

ⅢＨ－５

2凝灰岩たたき石
2砂岩
2泥岩
1緑色泥岩
1凝灰岩砥石
1安山岩礫
6凝灰岩
9砂岩
33泥岩
1片岩
2片麻岩
1メノウ質頁岩
1緑色泥岩
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

点数石材分類遺物名層位又は
付属遺構名遺構名

63合計ＨＳ－１ⅢＨ－５ 63総計
9Ⅳ群ｂ類土器覆土

ⅢＨ－６

672Ⅴ群ｃ類
3黒曜石石鏃剥片石器
1黒曜石つまみ付きナイフ
1頁岩スクレイパー
23黒曜石
4黒曜石Rフレイク
3黒曜石Uフレイク
1頁岩剥片
223黒曜石
1泥岩
1緑色泥岩たたき石礫石器
1凝灰岩礫
1砂岩
1チャート
945合計
39Ⅴ群ｃ類土器床直
1Ⅶ群
2黒曜石石鏃剥片石器
2黒曜石スクレイパー
9黒曜石剥片
1片岩石斧礫石器
54合計
1Ⅲ群ｂ類土器床面
12Ⅳ群ｂ類
73Ⅴ群ｃ類
3黒曜石石鏃剥片石器
4黒曜石スクレイパー
1頁岩Uフレイク
1黒曜石
1頁岩剥片
22黒曜石
5凝灰岩礫礫石器
1砂岩
124合計
4Ⅳ群ｂ類土器ＨＰ－４
1Ⅴ群ｃ類
5合計
1黒曜石Rフレイク剥片石器ＨＰ－５
1合計
3Ⅳ群ｂ類土器ＨＰ－７
2Ⅴ群ｃ類
1黒曜石剥片剥片石器
6合計
7Ⅳ群ｂ類土器ＨＰ－８
2Ⅳ群不明
1玄武岩スクレイパー剥片石器
2黒曜石剥片
12合計
1Ⅳ群ｂ類土器ＨＰ－９
1Ⅳ群ｃ類
20Ⅴ群ｃ類
1黒曜石石鏃剥片石器
5黒曜石剥片
1片岩
29合計
4Ⅳ群ｂ類土器ＨＰ－11
1Ⅳ群不明
8Ⅴ群ｃ類
1黒曜石スクレイパー剥片石器
2黒曜石剥片
16合計
8Ⅴ群ｃ類土器ＨＰ－12
1黒曜石Uフレイク剥片石器
6黒曜石剥片
1凝灰岩礫礫石器
16合計
1Ⅳ群ｂ類土器ＨＰ－13
1Ⅴ群ｃ類
6黒曜石剥片剥片石器
8合計

1216総計
4Ⅳ群ｃ類土器覆土

ⅢＨ－７

228Ⅴ群ｃ類
1Ⅶ群
2黒曜石石鏃剥片石器
1頁岩石錐
2黒曜石スクレイパー
1黒曜石Rフレイク
3頁岩剥片
51黒曜石
1砂岩たたき石礫石器
1凝灰岩礫

点数石材分類遺物名層位又は
付属遺構名遺構名

295合計覆土

ⅢＨ－７

71Ⅴ群ｃ類土器床直
1黒曜石剥片剥片石器
1黒曜石棒状原石礫石器
1泥岩礫
74合計
12Ⅴ群ｃ類土器床面
5黒曜石石鏃剥片石器
2黒曜石スクレイパー
1黒曜石剥片
20合計
1Ⅳ群ｂ類土器ＨＰ－１
54Ⅴ群ｃ類
4黒曜石剥片剥片石器
59合計
18Ⅴ群ｃ類土器ＨＰ－２
1チャート剥片剥片石器
19合計
199Ⅴ群ｃ類土器ＨＰ－３
1黒曜石剥片剥片石器
200合計
32Ⅴ群ｃ類土器ＨＰ－４
1黒曜石スクレイパー剥片石器
3黒曜石剥片
36合計
703総計
1Ⅱ群ａ類土器表採

ⅢＨ－８

11Ⅳ群ｃ類
12合計
1Ⅱ群ｂ類土器撹乱
1Ⅴ群ｃ類
1泥岩礫礫石器
3合計
1Ⅱ群ａ類土器Ⅲ
28Ⅱ群ｂ類（掘り上げ土）
5Ⅳ群ａ類
144Ⅳ群ｂ類
22Ⅳ群ｃ類
14Ⅴ群ｃ類
78Ⅶ群
4不明
4黒曜石石鏃剥片石器
3黒曜石スクレイパー
2黒曜石Rフレイク
1黒曜石Uフレイク
1頁岩剥片
55黒曜石
1黒曜石石核
1緑色泥岩石のみ礫石器
1砂岩たたき石
1安山岩石皿
12安山岩礫
9凝灰岩
1珪岩
10砂岩
2石炭
2泥岩
5粘板岩
1緑色泥岩
5焼成粘土塊土製品
413合計
4Ⅴ群ｃ類土器覆土
3Ⅶ群
5黒曜石剥片剥片石器
3安山岩礫礫石器
1凝灰岩
1砂岩
17合計
5Ⅳ群ｂ類土器覆土１
4Ⅳ群ｃ類
5Ⅴ群ｃ類
1Ⅶ群
1不明
11黒曜石剥片剥片石器
7安山岩礫礫石器
3凝灰岩
1泥岩
38合計
4Ⅱ群ｂ類土器覆土２
7Ⅳ群ａ類
13Ⅳ群ｂ類
4Ⅳ群ｃ類
47Ⅴ群ｃ類
4Ⅶ群
1不明
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点数石材分類遺物名層位又は
付属遺構名遺構名

1黒曜石石鏃剥片石器覆土２

ⅢＨ－８

1黒曜石石錐
1黒曜石石槍・ナイフ類
1頁岩つまみ付きナイフ
31黒曜石剥片
2緑色泥岩
1緑色泥岩石斧礫石器
1砂岩すり石
4安山岩礫
294合計
1Ⅴ群ｃ類土器覆土４
1砂岩礫礫石器
2合計
7安山岩礫礫石器覆土８
1泥岩
8合計
4Ⅳ群ｃ類土器床面
8Ⅴ群ｃ類
142Ⅶ群
3不明
4黒曜石剥片剥片石器
1安山岩すり石礫石器
3安山岩たたき石
1安山岩石皿
1砂岩加工痕のある礫
1安山岩礫
1凝灰岩
1珪岩
3砂岩
2紡錘車土製品
175合計
19Ⅶ群土器袖
19合計
1Ⅳ群ｃ類土器左袖
1合計
1Ⅳ群ｂ類土器火床
23Ⅶ群
1砂岩たたき石礫石器
2安山岩礫
27合計
838総計
1Ⅴ群ｃ類土器Ⅲ（周縁）

ⅢＨ－９

17Ⅶ群
1黒曜石石鏃剥片石器
3黒曜石剥片
1凝灰岩礫礫石器
1砂岩
3焼成粘土塊土製品
27合計
1安山岩礫礫石器覆土１
1泥岩
2合計
6Ⅶ群土器覆土２
1凝灰岩礫礫石器
1砂岩
2チャート
1粘板岩
11合計
40総計
1Ⅳ群ｂ類土器Ⅲ

ⅢＨ－10

1合計（掘り上げ土上）
15Ⅳ群ｂ類土器Ⅲ
2Ⅳ群ｃ類（掘り上げ土）
21Ⅴ群ｃ類
75Ⅶ群
1黒曜石石鏃剥片石器
1黒曜石石錐
1頁岩剥片
7黒曜石
20安山岩礫礫石器
4凝灰岩
5片岩
1焼成粘土塊土製品
153合計
1Ⅳ群ｃ類土器Ⅲ
2黒曜石剥片剥片石器（掘り上げ土下）
3合計
1Ⅳ群ｃ類土器覆土
1Ⅴ群ｃ類
2合計
1Ⅱ群ｂ類土器覆土１
1Ⅴ群ｃ類
2Ⅶ群
4合計
1Ⅱ群ｂ類土器覆土２

点数石材分類遺物名層位又は
付属遺構名遺構名

1Ⅳ群ｂ類土器覆土２

ⅢＨ－10

4Ⅴ群ｃ類
16Ⅶ群
1砂岩礫礫石器
3合計
1砂岩礫礫石器覆土３
1合計
187総計
53Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－２ 53合計
53総計
8Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－３ 2凝灰岩礫礫石器
10合計
10総計
2黒曜石剥片剥片石器覆土

ⅢＰ－４ 2合計
2総計
1Ⅲ群ｂ類土器覆土５

ⅢＰ－５ 1合計
1総計
1Ⅱ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－８
1凝灰岩礫礫石器
1砂岩
3合計
3総計
2Ⅳ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－13 2合計
2総計
1黒曜石石鏃剥片石器覆土

ⅢＰ－17 1黒曜石剥片
2合計
2総計
1Ⅱ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－18 2黒曜石剥片剥片石器
3合計
3総計
1凝灰岩礫礫石器覆土３床面

ⅢＰ－19 1合計
1総計
1Ⅲ群ｂ類土器覆土１

ⅢＰ－20
1合計
3Ⅲ群ｂ類土器覆土５
3合計
4総計
7Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－21 7合計
7総計
69Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－24 69合計
69総計
1Ⅳ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－25 1合計
1総計
3黒曜石剥片剥片石器覆土

ⅢＰ－26 3合計
3総計
3Ⅴ群ｃ類土器坑底

ⅢＰ－28

3合計
14Ⅴ群ｃ類土器覆土
1Ⅶ群
1黒曜石石鏃剥片石器
2黒曜石スクレイパー
3黒曜石剥片
21合計
24総計
11Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－29

1黒曜石石鏃剥片石器
6黒曜石剥片
1砂岩礫礫石器
19合計
19総計
2Ⅳ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－30
3Ⅳ群ｃ類
23Ⅴ群ｃ類
28合計
28総計
2Ⅳ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－31

19Ⅴ群ｃ類
1黒曜石石槍剥片石器
1黒曜石スクレイパー
11黒曜石剥片
34合計
34総計
1Ⅴ群ｃ類土器覆土ⅢＰ－32

Title:p175_183.ec7 Page:180  Date: 2012/12/28 Fri 15:13:26 



181

Ⅳ　祝梅川小野遺跡

点数石材分類遺物名層位又は
付属遺構名遺構名

1合計覆土ⅢＰ－32 1総計
3Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－33 1黒曜石スクレイパー剥片石器
4合計
4総計
1Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－34 3黒曜石剥片剥片石器
4合計
4総計
1Ⅳ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－36 1合計
1総計
1Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－37 3黒曜石剥片剥片石器
4合計
4総計
1Ⅳ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－38 10Ⅴ群ｃ類
11合計
11総計
1Ⅳ群ｃ類土器坑底

ⅢＰ－39

3Ⅴ群ｃ類
4合計
14Ⅴ群ｃ類土器覆土
1黒曜石Rフレイク剥片石器
1黒曜石Uフレイク
5黒曜石剥片
21合計
25総計
5Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－41

3黒曜石Uフレイク剥片石器
12黒曜石剥片
1緑色泥岩
21合計
21総計
1Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－42 1合計
1総計
2Ⅲ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－43

1Ⅳ群ｂ類
1Ⅳ群ｃ類
1Ⅳ群不明
5Ⅴ群ｃ類
10合計
10総計
4Ⅱ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－45
1Ⅳ群ｂ類
1頁岩剥片剥片石器
6合計
6総計
1Ⅲ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－46

1Ⅳ群ａ類
3Ⅳ群ｂ類
4Ⅳ群ｃ類
1黒曜石スクレイパー剥片石器
1安山岩礫礫石器
11合計
11総計
1砂岩礫礫石器覆土

ⅢＰ－47 1合計
1総計
11Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－48 1黒曜石剥片剥片石器
12合計
12総計
1Ⅳ群ａ類土器覆土

ⅢＰ－49

1Ⅳ群ｂ類
50Ⅴ群ｃ類
1黒曜石石鏃剥片石器
1頁岩スクレイパー
1黒曜石
1黒曜石Rフレイク
56合計
56総計
1Ⅳ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－50
2Ⅴ群ｃ類
2黒曜石剥片剥片石器
5合計
5総計
2Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－51 1玄武岩礫礫石器
3合計
3総計
3Ⅳ群ｂ類土器覆土ⅢＰ－53

点数石材分類遺物名層位又は
付属遺構名遺構名

1黒曜石Uフレイク剥片石器覆土

ⅢＰ－53 1黒曜石剥片
3合計
5総計
1Ⅳ群ａ類土器覆土

ⅢＰ－54

2Ⅳ群ｂ類
119Ⅴ群ｃ類
1黒曜石Uフレイク剥片石器
1黒曜石剥片
124合計
124総計
1Ⅳ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－55 36Ⅴ群ｃ類
37合計
37総計
1Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－56 6黒曜石剥片剥片石器
7合計
7総計
2Ⅲ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－57
2Ⅳ群ｂ類
1黒曜石剥片剥片石器
5合計
5総計
5Ⅱ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－58

1Ⅲ群ｂ類
2片麻岩たたき石礫石器
2安山岩礫
2凝灰岩
1砂岩
13合計
13総計
1Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－59 1黒曜石スクレイパー剥片石器
2合計
2総計
5Ⅳ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－60 31Ⅴ群ｃ類
36合計
36総計
2Ⅱ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－62
2Ⅳ群ｃ類
1Ⅶ群
5合計
5総計
1粘板岩礫礫石器覆土

ⅢＰ－64 1合計
1総計
6Ⅳ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－65 6合計
6総計
1Ⅳ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－67 1合計
1総計
1Ⅳ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－69 1凝灰岩礫礫石器
2合計
2総計
1Ⅱ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－70 1砂岩すり石礫石器
2合計
2総計
4Ⅳ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－71 1泥岩礫礫石器
5合計
5総計
3Ⅱ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－72
4黒曜石剥片剥片石器
1凝灰岩礫礫石器
8合計
8総計
5Ⅱ群ｂ類土器覆土

ⅢＰ－73 5合計
5総計
1Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－74 1合計
1総計
1Ⅴ群ｃ類土器覆土

ⅢＰ－75 1緑色泥岩石斧礫石器
2合計
2総計
1黒曜石剥片剥片石器覆土

ⅢＰ－76 1合計
1総計
1不明礫礫石器ⅢⅢＳＰ－54
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点数石材分類遺物名層位又は
付属遺構名遺構名

1合計ⅢⅢＳＰ－54 1総計
18凝灰岩礫礫石器Ⅲ

ⅢＳ－１

1砂岩
3泥岩
1緑色泥岩
23合計
23総計
2黒曜石剥片剥片石器Ⅲ

ⅢＳ－２

1安山岩礫礫石器
60凝灰岩
7軽石
11砂岩
7チャート
23泥岩
2片岩
13緑色泥岩
1礫岩

点数石材分類遺物名層位又は
付属遺構名遺構名

127合計ⅢⅢＳ－２ 127総計
1黒曜石剥片剥片石器Ⅲ

ⅢＳ－３

1緑色泥岩石斧礫石器
1安山岩礫
8凝灰岩
1軽石
2チャート
7泥岩
1片麻岩
22合計
22総計
1砂岩すり石礫石器Ⅳ

ⅢＳ－４
2砂岩たたき石
1砂岩礫
4合計
4総計

表３　遺構出土土器等一覧
分類合計/点数

合計土製品不明Ⅶ群Ⅴ群ｃ類Ⅳ群不明Ⅳ群ｃ類Ⅳ群ｂ類Ⅳ群ａ類Ⅲ群ｂ類Ⅱ群ｂ類Ⅱ群ａ類遺構名遺構種別
33ⅢＨ－２

住居跡

28813878155421ⅢＨ－３
70295621ⅢＨ－４
871182431411ⅢＨ－６
620161441ⅢＨ－７
62979271824616712332ⅢＨ－８
273231ⅢＨ－９
144193274172ⅢＨ－10
26521395391682372281123362計
5353ⅢＰ－２

土坑

88ⅢＰ－３
11ⅢＰ－５
11ⅢＰ－８
22ⅢＰ－13
11ⅢＰ－18
44ⅢＰ－20
77ⅢＰ－21
6969ⅢＰ－24
11ⅢＰ－25
18117ⅢＰ－28
1111ⅢＰ－29
282332ⅢＰ－30
21192ⅢＰ－31
11ⅢＰ－32
33ⅢＰ－33
11ⅢＰ－34
11ⅢＰ－36
11ⅢＰ－37
11101ⅢＰ－38
18171ⅢＰ－39
55ⅢＰ－41
11ⅢＰ－42
1051112ⅢＰ－43
514ⅢＰ－45
94311ⅢＰ－46
1111ⅢＰ－48
525011ⅢＰ－49
321ⅢＰ－50
22ⅢＰ－51
33ⅢＰ－53
12211921ⅢＰ－54
37361ⅢＰ－55
11ⅢＰ－56
422ⅢＰ－57
615ⅢＰ－58
11ⅢＰ－59
36315ⅢＰ－60
5122ⅢＰ－62
66ⅢＰ－65
11ⅢＰ－67
11ⅢＰ－69
11ⅢＰ－70
44ⅢＰ－71
33ⅢＰ－72
55ⅢＰ－73
11ⅢＰ－74
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

分類合計/点数
合計土製品不明Ⅶ群Ⅴ群ｃ類Ⅳ群不明Ⅳ群ｃ類Ⅳ群ｂ類Ⅳ群ａ類Ⅲ群ｂ類Ⅱ群ｂ類Ⅱ群ａ類遺構名遺構種別

11ⅢＰ－75土坑
59700250613319311220計
11ⅢＦ－５焼土
100100000000計

3250139542218841053001514582合計

表４　遺構出土石器等一覧

総
　
計

遺物名

遺構名

礫
・
礫
片

棒
状
原
石

原
石

加
工
痕
あ
る
礫

石
皿

砥
石

た
た
き
石

す
り
石

石
の
み

石
斧

剥
片

石
核

U
フ
レ
イ
ク

R
フ
レ
イ
ク

ス
ク
レ
イ
パ
ー

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

石
槍
・
ナ
イ
フ

石
錐

石
鏃

431ⅢH－１
11ⅢH－２
48412229181ⅢH－３
73261442ⅢH－４
6354171ⅢH－５
3451011280653219ⅢH－６
83211651517ⅢH－７
216801252111091 1231115ⅢH－８
13931ⅢH－９
43311011ⅢH－10
22ⅢP－３
22ⅢP－４
22ⅢP－８
211ⅢP－17
22ⅢP－18
11ⅢP－19
33ⅢP－26
6321ⅢP－28
8161ⅢP－29
131111ⅢP－31
11ⅢP－33
33ⅢP－34
33ⅢP－37
7511ⅢP－39
16133ⅢP－41
11ⅢP－45
211ⅢP－46
11ⅢP－47
11ⅢP－48
4121ⅢP－49
22ⅢP－50
11ⅢP－51
211ⅢP－53
211ⅢP－54
66ⅢP－56
11ⅢP－57
752ⅢP－58
11ⅢP－59
11ⅢP－64
11ⅢP－69
11ⅢP－70
11ⅢP－71
514ⅢP－72
11ⅢP－75
11ⅢP－76
2323ⅢS－１
1271252ⅢS－２
222011ⅢS－３
4121ⅢS－４
11ⅢSP－54

1,1794081212119617613113115822328総計
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表５　遺構出土掲載土器等一覧
備考図版番号分類部位層位　     調査区・遺物番号×点数遺構名図番号

土器集中２

図版22

Ⅴｃ復元個体（胴部～底部）ⅢＧ１・1×22ⅢＨ－６図Ⅳ－２－１－１
土器集中３Ⅴｃ復元個体（口縁～底部）ⅢＨ１・4×73ⅢＨ－６図Ⅳ－２－１－２

土器集中４Ⅴｃ復元個体（口縁～底部）ⅢＨ１・5×127ⅢＨ－６図Ⅳ－２－１－３ 覆土ⅢＨ－６・８×1
土器集中３Ⅴｃ復元個体（口縁～底部）Ⅲ計63Ｈ１・4×58、Ｈ１・10×5ⅢＨ－６図Ⅳ－２－２－４

土器集中５図版23Ⅴｃ復元個体（口縁～底部）ⅢＨ１・6×54、Ｈ１・8×2、ⅢＨ－６図Ⅳ－２－３－５ 計71Ｈ１・10×2、Ｈ１・12×13

土器集中５図版22Ⅴｃ復元個体（口縁～底部）覆土ⅢＨ－６・19×1ⅢＨ－６図Ⅳ－２－３－６ Ⅲ計3Ｈ１・6×1、Ｈ１・10×2

図版23

Ⅴｃ復元個体（口縁～胴部）
覆土ⅢＨ－６・228A×15

ⅢＨ－６図Ⅳ－２－３－７ ⅢＨ１・4×2
Ⅲ計13Ｈ１・10×11、Ｈ２・４×2

土器集中６Ⅴｃ復元個体（口縁～胴部）覆土ⅢＨ－６・246×1ⅢＨ－６図Ⅳ－２－３－８ ⅢＨ１・21×55
ＨＰ－３Ⅴｃ復元個体（口縁～底部）覆土ⅢＨ－７・ＨＰ－３・94×108ⅢＨ－７図Ⅳ－２－４－９

図版24

Ⅴｃ復元個体（口縁～底部）

覆土ⅢＨ－７・103×8

ⅢＨ－７図Ⅳ－２－４－10 床直ⅢＨ－７・8×3

ⅢＪ４・1×8、Ｊ４・4×1、Ｊ５・1×1、
計19Ｋ４・2×4、Ｋ４・3×5

Ⅴｃ復元個体（口縁～底部）覆土
ⅢＨ－７・20×1、ⅢＨ－７・101×1、

ⅢＨ－７図Ⅳ－２－４－11 ⅢＨ－７・122×1、ⅢＰ－49・3×1、
計7ⅢＰ－49・14×1、ⅢＰ－49・18×2

Ⅴｃ復元個体（口縁～胴部）覆土

ⅢＰ－24・4×1、ⅢＰ－24・5×1、

ⅢＰ－24図Ⅳ－２－５－12

ⅢＰ－24・12×1、ⅢＰ－24・13×1、
ⅢＰ－24・14×1、ⅢＰ－24・15×1、
ⅢＰ－24・16×1、ⅢＰ－24・17×1、
ⅢＰ－24・18×1、ⅢＰ－24・19×1、
ⅢＰ－24・20×1、ⅢＰ－24・21×1、
ⅢＰ－24・22×1、ⅢＰ－24・24×1、
ⅢＰ－24・25×2、ⅢＰ－24・26×1、
ⅢＰ－24・27×1、ⅢＰ－24・28×1、

計20ⅢＰ－24・29×1

図版25Ⅴｃ復元個体（口縁～胴部）

覆土

ⅢＨ－６・33×1、ⅢＰ－54・5×1、

ⅢＰ－54図Ⅳ－２－６－13

ⅢＰ－54・6×2、ⅢＰ－54・8×1、
ⅢＰ－54・19×4、ⅢＰ－54・20×1、
ⅢＰ－54・22×1、ⅢＰ－54・23×1、

計14ⅢＰ－54・30×2
床ⅢＨ－６・230×1

ⅢＩ４・2×3、Ｉ４・3×3、Ｉ５・3×1、
計10Ｉ５・6×3

図版24Ⅴｃ復元個体（口縁～底部）覆土ⅢＰ－56・1×1ⅢＰ－56図Ⅳ－２－６－14

図版25

Ⅶ復元個体（口縁～底部）竈計34ⅢＨ－３・157×9、ⅢＨ－３・149×25ⅢＨ－３図Ⅳ－２－７－15

Ⅶ復元個体（胴部～底部）竈ⅢＨ－３・150×23、ⅢＨ－３・151×24、ⅢＨ－３図Ⅳ－２－７－16 計50ⅢＨ－３・156×3

Ⅶ復元個体（口縁～底部）
床ⅢＨ－８・46×14

ⅢＨ－８図Ⅳ－２－７－17 ⅢＩ10・3×2、Ｊ９・8×2、
計7Ｊ９・9×2、Ｊ９・10×1

図版26

Ⅶ復元個体（口縁～底部）

Ⅲ（掘り上げ土）計3ⅢＨ－８・175×1、ⅢＨ－８・192×2

ⅢＨ－８図Ⅳ－２－７－18

床

ⅢＨ－８・2×1、ⅢＨ－８・26×1、
ⅢＨ－８・27×4、ⅢＨ－８・28×2、
ⅢＨ－８・29×2、ⅢＨ－８・30×1、
ⅢＨ－８・31×2、ⅢＨ－８・34×2、

計16ⅢＨ－８・36×1

床面ⅢＨ－８・50×1、ⅢＨ－８・52×1、
計3ⅢＨ－８・301×1

火床

ⅢＨ－８・58×5、ⅢＨ－８・302×1、
ⅢＨ－８・303×1、ⅢＨ－８・304×1、
ⅢＨ－８・305×2、ⅢＨ－８・306A×1、
ⅢＨ－８・307×2、ⅢＨ－８・308×1、

計16ⅢＨ－８・310×2
袖計7ⅢＨ－８・59×1、ⅢＨ－８・60×6

Ⅲ（掘り上げ土下）Ｈ９・20×16

Ⅲ

Ｈ９・16×1、Ｈ９・17×1、
Ｉ９・14B×5、Ｊ９・8×1、
Ｊ９・9×10、Ｊ９・10×3、

計26Ｊ９・11×3、Ｊ10・10×2

Ⅶ復元個体（胴部～底部）

ⅢⅢＨ－８・23×10

ⅢＨ－８図Ⅳ－２－７－19

Ⅲ（掘り上げ土）計4ⅢＨ－８・245×1、ⅢＨ－８・283×3
覆土ⅢＨ－８・114×2
覆土１ⅢＨ－８・118×1

覆土２ⅢＨ－８・38×3、ⅢＨ－８・39×2、
計6ⅢＨ－８・41×1

床
ⅢＨ－８・5×1、ⅢＨ－８・6×20、
ⅢＨ－８・7×9、ⅢＨ－８・8B×1、
ⅢＨ－８・9×1、ⅢＨ－８・10×2、
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図版26

Ⅶ復元個体（胴部～底部）

床
ⅢＨ－８・13×2、ⅢＨ－８・35×1、

ⅢＨ－８図Ⅳ－２－７－19

ⅢＨ－８・36×3、ⅢＨ－８・37×1、
計44ⅢＨ－８・40×2、ⅢＨ－８・45×1

床面ⅢＨ－８・53×1、ⅢＨ－８・54×1、
計4ⅢＨ－８・55×2

火床ⅢＨ－８・57×3

Ⅲ
Ｈ８・12×1、Ｈ９・19×15、
Ｉ９・15×4、Ｊ９・9×2、

計24Ｊ９・10×1、Ｊ10・11×1
Ⅶ復元個体（胴部～底部）床ⅢＨ－８・16×8ⅢＨ－８図Ⅳ－２－７－20
須恵器復元個体（口縁～底部）床ⅢＨ－８・23×3ⅢＨ－８図Ⅳ－２－７－21

紡錘車土製品完形品床計2ⅢＨ－８・32×1、ⅢＨ－８・33×1ⅢＨ－８図Ⅳ－２－７－22

図版27

Ⅴｃ口縁～胴部覆土ⅢＨ－６・23×3、ⅢＨ－６・191×16、ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－23 計21ⅢＨ－６・254×2
Ⅴｃ口縁～胴部覆土ⅢＨ－６・9×2ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－24
Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＨ－６・84×1ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－25
Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＨ－６・56×1ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－26
Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＨ－６・240×1ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－27

Ⅴｃ口縁～胴部覆土ⅢＨ－６・2×3、ⅢＨ－６・3×1、ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－28 計6ⅢＨ－６・103×1、ⅢＨ－６・104×1

Ⅴｃ口縁部
床ⅢＨ－６・229×1

ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－29 ⅢＩ５・4×1
ⅢＨ１・49×1

Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＨ－６・139×4ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－30
Ⅴｃ口縁部床直ⅢＨ－６・100×1ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－31
Ⅴｃ口縁～胴部覆土ⅢＨ－６・32×4ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－32

Ⅴｃ口縁～胴部覆土ⅢＨ－６・57×1ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－33 床直ⅢＨ－６・35×1

Ⅴｃ口縁～胴部床直計2ⅢＨ－６・111×1、ⅢＨ－６・142×1ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－34 床計2ⅢＨ－６・6×1、ⅢＨ－６・226×1
Ⅴｃ底部覆土ⅢＨ－６・293×1ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－35
Ⅴｃ底部覆土ⅢＨ－６・28×2ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－36
Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＨ－６・115×2ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－37
Ⅴｃ口縁部床ⅢＨ－６・99×1ⅢＨ－６図Ⅳ－２－８－38
Ⅴｃ口縁部覆土計3ⅢＨ－６・247×2、ⅢＨ－６・254×1ⅢＨ－６図Ⅳ－２－９－39
Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＨ－６・126×1ⅢＨ－６図Ⅳ－２－９－40

Ⅴｃ口縁部
覆土ⅢＨ－６・189×1

ⅢＨ－６図Ⅳ－２－９－41 床直ⅢＨ－６・92×1
床ⅢＨ－6・231×1

同一個体

図版28

Ⅴｃ
胴部覆土ⅢＨ－６・186A×1、ⅢＨ－６・186B×1、

ⅢＨ－６
a

図Ⅳ－２－９－42
計3ⅢＨ－６・228A×1

床ⅢＨ－６・123×1

胴部覆土計5ⅢＨ－６・183A×1、ⅢＨ－６・223A×4b Ⅲ計4Ｈ２・4×3、Ｈ２・5×1

Ⅴｃ胴部床ⅢＨ－６・47×1ⅢＨ－６図Ⅳ－２－９－43 ⅢＨ０・2×1
土器集中３Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＨ１・4×17ⅢＨ－６図Ⅳ－２－９－44
土器集中４Ⅴｃ口縁部ⅢＨ１・5×2ⅢＨ－６図Ⅳ－２－９－45
土器集中５
同一個体Ⅴｃ口縁～胴部Ⅲ計11Ｈ１・6×8、Ｈ1・12×3ⅢＨ－６図Ⅳ－２－９－46 覆土ⅢＨ－６・33×1

同一個体Ⅴｃ口縁～胴部床計4ⅢＨ－７・11×3、ⅢＨ－７・12×1ⅢＨ－７a図Ⅳ－２－10－47 口縁～胴部覆土計5ⅢＨ－７・17×2、ⅢＨ－７・18×3b
Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＨ－７・55×1ⅢＨ－７図Ⅳ－２－10－48

同一個体

図版29

Ⅴｃ
口縁部

覆土

ⅢＨ－７・10A×12、ⅢＨ－７・48×1、

ⅢＨ－７
a

図Ⅳ－２－10－49 計14ⅢＰ－38・2×1

口縁部ⅢＨ－７・10A×2、ⅢＨ－７・48×1、b 計5ⅢＨ－７・122×2

Ⅴｃ口縁部覆土計2ⅢＨ－７・39×1、ⅢＨ－７・93×1ⅢＨ－７図Ⅳ－２－10－50 床直ⅢＨ－７・31×1

ＨＰ－１Ⅴｃ口縁～胴部覆土ⅢＨ－７・61×1、ⅢＨ－７・74×1、ⅢＨ－７図Ⅳ－２－10－51 計4ⅢＨ－７・70×1、ⅢＨ－７・79×1
ＨＰ－３Ⅴｃ口縁部覆土計2ⅢＨ－７・55×1、ⅢＨ－７・93×1ⅢＨ－７図Ⅳ－２－10－52

ＨＰ－１Ⅴｃ胴部覆土ⅢＨ－７・62×2、ⅢＨ－７・73×1、ⅢＨ－７図Ⅳ－２－10－53 計5ⅢＨ－７・113×1、ⅢＨ－７・117×1
ＨＰ－３Ⅴｃ胴部覆土上面ⅢＨ－７・92×4ⅢＨ－７図Ⅳ－２－10－54
ＨＰ－３Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＨ－７・93×1ⅢＨ－７図Ⅳ－２－11－55

Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＨ－７・55×1ⅢＨ－７図Ⅳ－２－11－56
Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＨ－７・32×1ⅢＨ－７図Ⅳ－２－11－57

同一個体Ⅴｃ口縁部覆土計2ⅢＨ－７・48×1、ⅢＨ－７・104×1ⅢＨ－７a図Ⅳ－２－11－58 口縁部床直ⅢＨ－７・2×1b
Ⅴｃ口縁～胴部床ⅢＨ－７・23×4ⅢＨ－７図Ⅳ－２－11－59

ＨＰ－３

図版30

Ⅴｃ胴部～底部覆土上面ⅢＨ－７・92×8ⅢＨ－７図Ⅳ－２－11－60
Ⅴｃ底部床直ⅢＨ－７・36×9ⅢＨ－７図Ⅳ－２－11－61
Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＰ－２・1×2ⅢＰ－２図Ⅳ－２－12－62
Ⅴｃ口縁～胴部覆土ⅢＰ－３・1×4ⅢＰ－３図Ⅳ－２－12－63

Ⅴｃ口縁～胴部覆土ⅢＰ－24・2×1、ⅢＰ－24・3×8、ⅢＰ－24図Ⅳ－２－12－64 ⅢＰ－24・6×2、ⅢＰ－24・7×1、
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図版30Ⅴｃ口縁～胴部覆土
ⅢＰ－24・8×1、ⅢＰ－24・9×1、

ⅢＰ－24図Ⅳ－２－12－64 ⅢＰ－24・10×1、ⅢＰ－24・11×1、
計19ⅢＰ－24・23×1、ⅢＰ－24・不明×2

Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＰ－28・5×1ⅢＰ－28図Ⅳ－２－12－65

図版31

Ⅴｃ胴部～底部覆土ⅢＰ－30・8×1、ⅢＰ－30・12×1、ⅢＰ－30図Ⅳ－２－12－66 計3ⅢＰ－30・17×1
Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＰ－31・1×1ⅢＰ－31図Ⅳ－２－13－67
Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＰ－31・13×1ⅢＰ－31図Ⅳ－２－13－68
Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＰ－31・3×1ⅢＰ－31図Ⅳ－２－13－69
Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＰ－34・1×1ⅢＰ－34図Ⅳ－２－13－70
Ⅴｃ口縁部覆土計3ⅢＰ－39・2×1、ⅢＰ－39・3×2ⅢＰ－39図Ⅳ－２－13－71
Ⅴｃ胴部坑底ⅢＰ－39・8×2ⅢＰ－39図Ⅳ－２－13－72
Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＰ－42・1×1ⅢＰ－42図Ⅳ－２－13－73
Ⅴｃ胴部覆土ⅢＰ－48・2×7ⅢＰ－48図Ⅳ－２－13－74

Ⅴｃ胴部覆土ⅢＰ－49・6×1、ⅢＰ－49・17×4、ⅢＰ－49図Ⅳ－２－13－75 計7ⅢＰ－49・18×2

Ⅴｃ口縁部覆土ⅢＰ－54・4×1、ⅢＰ－54・7×1、ⅢＰ－54図Ⅳ－２－13－76 計3ⅢＰ－54・9×1

Ⅴｃ胴部覆土ⅢＰ－54・3×1、ⅢＰ－54・12×1、ⅢＰ－54図Ⅳ－２－13－77 計3ⅢＰ－54・25×1
Ⅴｃ胴部～底部覆土計7ⅢＰ－55・1×3、ⅢＰ－55・3×4ⅢＰ－55図Ⅳ－２－13－78

Ⅴｃ口縁～胴部覆土

ⅢＰ－60・6×1、ⅢＰ－60・8×1、

ⅢＰ－60図Ⅳ－２－13－79

ⅢＰ－60・10×1、ⅢＰ－60・11×1、
ⅢＰ－60・12×1、ⅢＰ－60・14×2、
ⅢＰ－60・15×1、ⅢＰ－60・17×1、
ⅢＰ－60・19×1、ⅢＰ－60・20×1、

計13ⅢＰ－60・21×1、ⅢＰ－60・24×1

図版32

Ⅶ胴部～底部

掘り上げ土ⅢＨ－３・139×1

ⅢＨ－３図Ⅳ－２－14－80 覆土ⅢＨ－４・4×1
床ⅢＨ－３・65×1
ⅢＩ５・2×1

Ⅶ底部カマドⅢＨ－３・148×1ⅢＨ－３図Ⅳ－２－14－81
Ⅶ底部床ⅢＨ－４・6×1ⅢＨ－４図Ⅳ－２－14－82
Ⅶ口縁部覆土ⅢＨ－４・47×1ⅢＨ－４図Ⅳ－２－14－83
Ⅶ口縁部Ⅲ（掘り上げ土）計2ⅢＨ－８・192×1、ⅢＨ－８・243×1ⅢＨ－８図Ⅳ－２－14－84
Ⅶ胴部Ⅲ（掘り上げ土）ⅢＨ－８・192×4ⅢＨ－８図Ⅳ－２－14－85

Ⅶ口縁部Ⅲ（掘り上げ土）ⅢＨ－８・192×5ⅢＨ－８図Ⅳ－２－14－86 ⅢＩ９・14B×1

同一個体Ⅶ

胴部

Ⅲ（掘り上げ土）ⅢＨ－８・192×1

ⅢＨ－８

a

図Ⅳ－２－14－87
Ⅲ

Ｈ９・16×1、Ｈ９・17×1、
Ｉ９・14B×1、Ｉ10・3×1、
Ｉ10・9×1、Ｊ９・4×1、

計7Ｊ９・8×1

胴部
ⅢⅢＨ－８・175×1

b Ⅲ（掘り上げ土）ⅢＨ－８・192×2
Ⅲ計6Ｊ９・10×2、Ｊ10・12×4

同一個体Ⅶ口縁部Ⅲ計2ⅢＨ－９・19×1、ⅢＨ－９・20×1ⅢＨ－９a図Ⅳ－２－14－88 口縁部覆土２ⅢＨ－９・2×1b
Ⅶ胴部Ⅲ計2ⅢＨ－９・16×1、ⅢＨ－９・27×1ⅢＨ－９図Ⅳ－２－14－89

同一個体Ⅶ底部覆土２ⅢＨ－９・12×1ⅢＨ－９a図Ⅳ－２－14－90 底部Ｊ10・12×2b
Ⅶ口縁部覆土２ⅢＨ－10・35×1ⅢＨ－10図Ⅳ－２－14－91
Ⅶ口縁部覆土２ⅢＨ－10・33×1ⅢＨ－10図Ⅳ－２－14－92
Ⅶ胴部Ⅲ（掘り上げ土）計4ⅢＨ－10・1×3、ⅢＨ－10・15×1ⅢＨ－10図Ⅳ－２－14－93

同一個体Ⅶ
胴部覆土２ⅢＨ－10・22×1、ⅢＨ－10・33×1、

ⅢＨ－10
a

図Ⅳ－２－14－94
計3ⅢＨ－10・36×1

ⅢＧ８・2×1

胴部覆土２ⅢＨ－10・33×1b ⅢＧ８・23×2

表６　遺構出土掲載石器一覧
備　考図版番号材　質重さ(ｇ)厚さ(㎝)幅(㎝)長さ(㎝)分　類層　位遺物番号遺構名図番号

図版33

安山岩74.45 2.18 4.32 5.56 たたき石Ⅲ13ⅢＨ－５
ＨＳ－１図Ⅳ－２－15－１

砂岩83.54 2.69 3.37 6.73 たたき石Ⅲ15ⅢＨ－５
ＨＳ－１図Ⅳ－２－15－２

砂岩116.00 2.20 4.76 7.52 たたき石Ⅲ16ⅢＨ－５
ＨＳ－１図Ⅳ－２－15－３

凝灰岩96.60 2.37 4.91 8.22 たたき石Ⅲ14ⅢＨ－５
ＨＳ－１図Ⅳ－２－15－４

泥岩114.00 2.70 4.19 6.66 たたき石Ⅲ17ⅢＨ－５
ＨＳ－１図Ⅳ－２－15－５

泥岩118.00 3.45 3.97 6.32 たたき石Ⅲ18ⅢＨ－５
ＨＳ－１図Ⅳ－２－15－６

被熱・四面砥石凝灰岩133.00 5.21 4.61 （8.72）砥石片Ⅲ4ⅢＨ－５
ＨＳ－１図Ⅳ－２－15－７

有茎黒曜石0.43 0.31 1.13 1.58 石鏃床直64ⅢＨ－６図Ⅳ－２－15－８

有茎黒曜石0.23 0.15 1.11 1.84 石鏃覆土289ⅢＨ－６
ＨＰ－９図Ⅳ－２－15－９
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

備　考図版番号材　質重さ（ｇ）厚さ（㎝）幅（㎝）長さ（㎝）分　類層　位遺物番号遺構名図番号
被熱・有茎

図版33

黒曜石0.35 0.19 1.10 （1.89）石鏃床214ⅢH－６図Ⅳ－２－15－10
有茎黒曜石0.28 0.22 0.84 2.29 石鏃覆土45ⅢH－６図Ⅳ－２－15－11
有茎黒曜石0.49 0.25 1.01 2.37 石鏃床223ⅢH－６図Ⅳ－２－15－12
有茎黒曜石0.47 0.25 1.08 2.51 石鏃覆土241ⅢH－６図Ⅳ－２－15－13
有茎黒曜石0.62 0.29 1.06 2.59 石鏃覆土217ⅢH－６図Ⅳ－２－15－14

被熱・有茎黒曜石1.10 0.35 1.18 3.44 石鏃床直62ⅢH－６図Ⅳ－２－15－15
被熱・有茎黒曜石1.02 0.29 1.21 4.06 石鏃床60ⅢH－６図Ⅳ－２－15－16

黒曜石6.13 0.71 2.58 3.25 スクレイパー床138ⅢH－６図Ⅳ－２－15－17
黒曜石8.29 0.66 3.55 3.92 スクレイパー覆土228bⅢH－６図Ⅳ－２－15－18
黒曜石22.90 1.42 4.18 3.64 スクレイパー覆土119ⅢH－６図Ⅳ－２－15－19
黒曜石32.26 1.92 4.03 4.67 スクレイパー覆土39ⅢH－６図Ⅳ－２－15－20
黒曜石15.54 1.06 4.06 4.28 スクレイパー覆土34ⅢH－６図Ⅳ－２－15－21
黒曜石11.15 0.85 3.41 4.74 スクレイパー床40ⅢH－６図Ⅳ－２－15－22
黒曜石20.23 1.32 3.45 4.30 スクレイパー覆土46ⅢH－６図Ⅳ－２－15－23
黒曜石21.25 1.31 3.63 4.98 スクレイパー覆土135ⅢH－６図Ⅳ－２－16－24
黒曜石9.03 0.81 3.00 5.06 スクレイパー覆土188ⅢH－６図Ⅳ－２－16－25
頁岩8.81 0.82 2.95 6.49 スクレイパー覆土213ⅢH－６図Ⅳ－２－16－26
黒曜石4.06 0.69 2.23 2.84 スクレイパー覆土242ⅢH－６図Ⅳ－２－16－27
黒曜石6.22 0.91 2.20 3.01 スクレイパー覆土306ⅢH－６図Ⅳ－２－16－28
黒曜石13.05 1.09 2.74 4.03 スクレイパー覆土106bⅢH－６図Ⅳ－２－16－29
黒曜石6.86 0.83 2.77 3.75 スクレイパー床直130aⅢH－６図Ⅳ－２－16－30
黒曜石18.60 1.54 3.77 3.94 スクレイパー床201ⅢH－６図Ⅳ－２－16－31

図版34

黒曜石12.18 1.15 2.91 4.88 スクレイパー床53ⅢH－６図Ⅳ－２－16－32
黒曜石14.79 1.72 2.55 3.48 スクレイパー床直130bⅢH－６図Ⅳ－２－16－33
玄武岩46.21 1.47 6.09 6.17 スクレイパー覆土276ⅢH－６図Ⅳ－２－16－34
片岩430.00 3.32 6.78 （10.48）石斧床直89ⅢH－６図Ⅳ－２－16－35

緑色泥岩180.00 2.00 4.22 11.93 たたき石覆土20ⅢH－６図Ⅳ－２－16－36
有茎黒曜石0.32 0.32 0.94 1.36 石鏃覆土56ⅢH－７図Ⅳ－２－17－37
有茎黒曜石0.50 0.30 0.97 2.08 石鏃床37ⅢH－７図Ⅳ－２－17－38
有茎黒曜石0.56 0.40 0.90 2.31 石鏃覆土49ⅢH－７図Ⅳ－２－17－39
有茎黒曜石0.50 0.31 1.01 （2.31）石鏃床16ⅢH－７図Ⅳ－２－17－40
有茎黒曜石0.63 0.30 0.97 2.77 石鏃床4ⅢH－７図Ⅳ－２－17－41
有茎黒曜石0.42 0.26 0.82 2.68 石鏃床15ⅢH－７図Ⅳ－２－17－42
有茎黒曜石0.51 0.31 1.03 2.10 石鏃床44ⅢH－７図Ⅳ－２－17－43

頁岩3.68 0.76 1.72 3.09 石錐覆土57ⅢH－７図Ⅳ－２－17－44
箆状石器黒曜石19.41 0.60 3.96 6.60 スクレイパー床47ⅢH－７図Ⅳ－２－17－45

黒曜石15.06 1.04 4.48 4.26 スクレイパー床27ⅢH－７図Ⅳ－２－17－46
被熱黒曜石8.43 0.80 2.89 5.24 スクレイパー覆土132ⅢH－７図Ⅳ－２－17－47

砂岩389.00 2.38 7.21 13.86 たたき石覆土19ⅢH－７図Ⅳ－２－17－48
砂岩221.00 2.15 4.67 12.12 たたき石火床309ⅢH－８図Ⅳ－２－17－49
安山岩847.00 3.23 11.80 12.80 石皿床11ⅢH－８図Ⅳ－２－17－50

三角形平基黒曜石1.97 0.48 1.76 3.26 石鏃覆土2ⅢP－17図Ⅳ－２－17－51
有茎黒曜石0.94 0.40 1.55 2.42 石鏃坑底10ⅢP－28図Ⅳ－２－17－52

棒状原石黒曜石44.77 1.27 2.39 15.77 スクレイパー覆土1ⅢP－28図Ⅳ－２－17－53
有茎黒曜石1.19 0.39 1.42 （3.02）石鏃覆土1ⅢP－29図Ⅳ－２－17－54
有茎黒曜石3.86 0.87 1.90 3.45 石槍覆土7ⅢP－31図Ⅳ－２－17－55

黒曜石10.83 0.80 2.55 5.55 スクレイパー覆土2ⅢP－33図Ⅳ－２－17－56
有茎黒曜石0.46 0.29 1.00 2.15 石鏃覆土20ⅢP－49図Ⅳ－２－18－57

頁岩30.68 1.42 3.82 8.70 スクレイパー覆土11ⅢP－49図Ⅳ－２－18－58
接合

図版35

片麻岩461.00 2.88 8.91 10.88 たたき石覆土5・6ⅢP－58図Ⅳ－２－18－59
黒曜石原産地同定試料１黒曜石51.80 1.20 5.75 7.05 Ｕフレイク覆土2ⅢP－56図Ⅳ－２－18－60
黒曜石原産地同定試料２黒曜石50.00 1.75 6.75 8.60 Ｕフレイク覆土3ⅢP－56図Ⅳ－２－18－61
黒曜石原産地同定試料３黒曜石115.80 2.30 11.80 8.60 Ｕフレイク覆土4ⅢP－56図Ⅳ－２－18－62
黒曜石原産地同定試料４黒曜石83.50 2.30 7.40 10.70 Ｕフレイク覆土5ⅢP－56図Ⅳ－２－18－63
黒曜石原産地同定試料５黒曜石73.80 1.60 7.50 8.75 Ｕフレイク覆土6ⅢP－56図Ⅳ－２－19－64
黒曜石原産地同定試料６黒曜石160.70 1.90 9.00 11.70 Ｕフレイク覆土7ⅢP－56図Ⅳ－２－19－65

砂岩509.00 3.68 6.85 13.68 たたき石Ⅳ1ⅢS－４図Ⅳ－２－19－66
砂岩757.00 3.90 6.19 19.80 たたき石Ⅳ4ⅢS－４図Ⅳ－２－19－67
砂岩1039.00 5.63 6.74 16.70 すり石Ⅳ3ⅢS－４図Ⅳ－２－19－68
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表７　包含層出土掲載土器等一覧
備考図版番号分類部位層位　     調査区・遺物番号×点数図番号

図版36

Ⅴｃ復元個体(口縁～胴部)Ⅲ－３計83Ｐ60・1×2、Ｑ59・1×64、Ｑ60・1×15図Ⅳ－３－１－１
Ｂ調査Ⅴｃ復元個体(口縁～胴部)ⅢＳＰ4700・Ｌ30（G７）×19図Ⅳ－３－１－２
旧土器集中１Ⅴｃ復元個体(口縁～底部)Ⅲ計180Ｏ８・7×101、Ｏ８・8×55、Ｏ８・9×24図Ⅳ－３－２－３

Ⅴｃ復元個体(口縁～底部)ⅢＦ16・２×135図Ⅳ－３－３－４

図版37

Ⅴｃ復元個体(口縁～胴部)ⅢＪ２・1×1、Ｊ２・2×10、Ｊ２・3×7、Ｊ２・8×1、図Ⅳ－３－４－５ 計27Ｉ１・1×3、Ｉ１・2×3、Ｉ３・3×1、Ｉ４・1×1
Ⅴｃ復元個体(胴部～底部)ⅢＧ５・3×7図Ⅳ－３－４－６
Ⅴｃ復元個体(胴部～底部)ⅢＱ７・2×26図Ⅳ－３－４－７
Ⅵ復元個体(口縁～底部)ⅢＮ８・1×14図Ⅳ－３－４－８
Ⅴｃ復元個体(口縁～底部)Ⅲ－３計61Ｐ60・1×37、Ｑ60・1×24図Ⅳ－３－５・６－９

旧土器集中１

図版38

Ⅴｃ復元個体(口縁～胴部)Ⅲ計78Ｏ８・3×1、Ｏ８・7×27、Ｏ８・9×50図Ⅳ－３－７・８－10
Ⅴｃ復元個体(口縁～底部)Ⅲ計78Ｍ５・1×55、Ｍ５・2×18、Ｍ５・3×5図Ⅳ－３－９・10・11－11
Ⅴｃ復元個体(口縁～底部)Ⅲ計8Ｉ５・6×3、Ｉ５・24×3、Ｊ５・2×2図Ⅳ－３－11－12
Ⅴｃ復元個体(口縁～底部)Ⅲ－３計30Ｐ60・1×9、Ｑ60・1×21図Ⅳ－３－12－13

図版39

Ⅴｃ復元個体(口縁～底部)ⅢＦ16・2×21図Ⅳ－３－13－14

Ⅴｃ復元個体(口縁～底部)ⅢＪ３・32×2、Ｊ３・36×1、Ｊ３・37×6、Ｊ３・38×3、図Ⅳ－３－13－15 計13Ｊ３・39×1
Ⅴｃ復元個体(口縁～底部)Ⅲ計16Ｉ７・2×6、Ｊ７・1×10図Ⅳ－３－14－16
Ⅴｃ復元個体(口縁～底部)Ⅲ計103Ｈ８・2×87、Ｈ８・5×16図Ⅳ－３－14－17
Ⅴｃ復元個体(口縁～底部)ⅢＦ16・2×24図Ⅳ－３－14－18
Ⅶ復元個体(口縁～底部)Ⅲ計62Ｋ５・23×55、Ｊ６・2×7図Ⅳ－３－15－19

図版40Ⅶ復元個体(口縁～胴部)ⅢＧ８・28×176図Ⅳ－３－15－20
Ⅶ復元個体(口縁～底部)Ⅲ計45Ｎ48・1×19、Ｎ48・2×4、Ｎ48・3×22図Ⅳ－３－15－21

図版41Ⅶ復元個体(口縁～底部)Ⅲ計15Ｋ５・23×15図Ⅳ－３－15－22
図版40Ⅶ復元個体(口縁～底部)Ⅲ計92Ｑ44・1×9、Ｑ44・2×2、Ｒ44・1×3、Ｒ44・3×78図Ⅳ－３－15－23

図版41Ⅶ復元個体(口縁～胴部)

ⅢⅢＨ－２・3×1

図Ⅳ－３－16－24
Ⅲ（掘り上げ土）ⅢＨ－３・79×1

Ⅲ
Ｈ３・5×1、Ｊ３・1×1、Ｋ２・1×1、Ｋ５・23×2、
Ｌ３・2×37、Ｌ３・5×1、Ｌ４・1×1、

計71Ｍ３・1×22、Ｍ３・3×4、Ｍ４・1×1

図版40Ⅶ復元個体(口縁～胴部)ⅢＰ43・8×17図Ⅳ－３－16－25 Ⅲ黒砂Ｐ43・9×13

図版41

Ⅶ復元個体(口縁～胴部)Ⅲ－２Ｏ55・1×70図Ⅳ－３－16－26 ⅢＮ55・1×4
Ⅶ復元個体(口縁～胴部)Ⅲ黒砂計96Ｑ50・1×1、Ｑ50・2×91、Ｑ51・4×1、Ｒ50・17×3図Ⅳ－３－16－27

Ⅶ復元個体(口縁～底部)Ⅲ(掘り上げ土)計7ⅢＨ－10・1×2、ⅢＨ－10・15×5図Ⅳ－３－16－28 Ⅲ計9Ｇ８・24×2、Ｇ８・25×7

Ⅶ復元個体(口縁～底部)Ⅲ－３Ｌ55・2×12図Ⅳ－３－16－29 不明不明×3

同一個体

図版42

Ⅴｃ
口縁部

Ⅲ
Ｉ５・6×1a

図Ⅳ－３－17－30 口縁部Ｉ５・24×4b
口縁部Ｉ５・24×3c

同一個体Ⅴｃ
口縁部Ⅲ計2Ｋ４・1×1、Ｋ４・2×1a

図Ⅳ－３－17－31 口縁部Ｋ４・2×2b
口縁部覆土ⅢＨ－７・103×1c

同一個体Ⅴｃ口縁部ⅢＪ７・1×4a図Ⅳ－３－17－32 底部Ｊ７・1×2b
Ⅴｃ口縁部ⅢＨ１・3×2図Ⅳ－３－17－33
Ⅴｃ口縁部ⅢＧ７・4×1図Ⅳ－３－17－34
Ⅴｃ口縁部ⅢＨ７・1×1図Ⅳ－３－17－35

同一個体Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＧ３・2×20a図Ⅳ－３－17－36 Ⅴｃ胴部Ⅲ計9Ｈ３・3×6、Ｈ３・4×3b
Ⅴｃ胴部Ⅲ計9Ｈ２・2×7、Ｈ２・4×2図Ⅳ－３－17－37
Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＪ７・1×8図Ⅳ－３－17－38

同一個体

図版43

Ⅴｃ
口縁部

Ⅲ
Ｊ２・3×2a

図Ⅳ－３－17－39 口縁～胴部Ｊ３・2×2、Ｊ３・3×1、Ｊ３・4×1、Ｊ３・6×3、Ｊ３・23×1、b 計21Ｊ３・34×5、Ｊ３・35×8

同一個体Ⅴｃ
口縁部

Ⅲ
計4Ｓ56・1×3、Ｓ64・2×1a

図Ⅳ－３－18－40 胴部計12Ｓ56・1×6、Ｓ64・1×1、Ｓ64・2×4、Ｓ66・1×1b
底部計2Ｓ56・1×1、Ｓ66・1×1c

Ⅴｃ口縁部ⅢＯ８・8×1図Ⅳ－３－18－41
旧土器集中１Ⅴｃ口縁部ⅢＯ８・7×8図Ⅳ－３－18－42

Ⅴｃ胴部ⅢＪ３・29×13図Ⅳ－３－18－43
Ⅴｃ口縁部ⅢＧ７・4×2図Ⅳ－３－18－44
Ⅴｃ口縁部ⅢＨ０・6×1図Ⅳ－３－18－45
Ⅴｃ口縁部ⅢＨ２・4×1図Ⅳ－３－18－46

Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＨ１・3×9図Ⅳ－３－18－47 床直ⅢＨ－６・116×1

同一個体図版44Ⅴｃ
胴部

Ⅲ
Ｉ１・2×1a

図Ⅳ－３－18－48 胴部計6Ｉ１・1×3、Ｉ１・2×3b
胴部～底部計5Ｉ１・1×3、Ｉ１・2×2c

図版43Ⅴｃ口縁部ⅢＧ１・7×1図Ⅳ－３－18－49

同一個体図版44Ⅴｃ口縁部ⅢＨ１・10×1a図Ⅳ－３－18－50 胴部Ｈ１・10×1b
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

備考図版番号分類部位層位　     調査区・遺物番号×点数図番号

同一個体

図版44

Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＪ３・6×37a図Ⅳ－３－19－51 胴部～底部Ｊ３・6×7b
Ⅴｃ口縁部Ⅲ計2Ｈ２・2×1、Ｈ２・4×1図Ⅳ－３－19－52
Ⅴｃ口縁部ⅢＬ３・3×2図Ⅳ－３－19－53
Ⅴｃ口縁部ⅢＨ０・2×1図Ⅳ－３－19－54
Ⅴｃ口縁部ⅢＨ０・1×3図Ⅳ－３－19－55
Ⅴｃ口縁部ⅢＨ３・2×1図Ⅳ－３－19－56
Ⅴｃ口縁～胴部Ⅲ計33Ｎ４・4×32、Ｎ４・5×1図Ⅳ－３－19－57
Ⅴｃ胴部ⅢＯ８・6×15図Ⅳ－３－19－58

図版45

Ⅴｃ胴部ⅢＦ27・1×3図Ⅳ－３－19－59
Ⅴｃ胴部ⅢＫ２・2×3図Ⅳ－３－19－60

同一個体Ⅴｃ口縁部Ⅲ計13Ｊ３・6×6、Ｊ３・7×1、Ｊ３・9×5、Ｊ３・33×1a図Ⅳ－３－20－61 胴部～底部計4Ｊ３・6×2、Ｊ３・33×2b
Ⅴｃ口縁部Ⅲ計2Ｓ56・1×1、Ｓ64・2×1図Ⅳ－３－20－62
Ⅴｃ口縁部ⅢＩ５・6×1図Ⅳ－３－20－63
Ⅴｃ口縁部ⅢＨ１・40×1図Ⅳ－３－20－64

旧土器集中１Ⅴｃ口縁部ⅢＯ８・7×6図Ⅳ－３－20－65
Ⅴｃ口縁部ⅢＧ４・3×1図Ⅳ－３－20－66
Ⅴｃ口縁部ⅢＩ５・6×1図Ⅳ－３－20－67
Ⅴｃ口縁部ⅢＪ３・6×3図Ⅳ－３－20－68
Ⅴｃ口縁部ⅢＪ７・1×1図Ⅳ－３－20－69
Ⅴｃ口縁部ⅢＩ５・6×1図Ⅳ－３－20－70
Ⅴｃ口縁部ⅢＯ７・2×2図Ⅳ－３－20－71

旧土器集中１
同一個体Ⅴｃ

口縁部
Ⅲ

Ｏ８・7×2a
図Ⅳ－３－20－72 口縁部Ｏ８・7×1b

胴部計22Ｏ８・7×13、Ｏ８・9×9ｃ

同一個体Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＳ64・2×5a図Ⅳ－３－20－73 胴部～底部Ｓ64・2×8b
Ⅴｃ胴部ⅢＪ３・37×4図Ⅳ－３－20－74

同一個体

図版46

Ⅴｃ胴部ⅢＰ７・4×10a図Ⅳ－３－20－75 胴部Ｐ７・4×11b
Ⅴｃ胴部～底部Ⅲ計28Ｑ７・2×20、Ｑ17・7×8図Ⅳ－３－21－76
Ⅴｃ胴部～底部ⅢＨ１・10×1図Ⅳ－３－21－77
Ⅴｃ底部ⅢＨ２・4×4図Ⅳ－３－21－78
Ⅴｃ底部ⅢＨ２・4×2図Ⅳ－３－21－79
Ⅴｃ底部ⅢＪ２・3×7図Ⅳ－３－21－80
Ⅴｃ底部ⅢＩ５・3×3図Ⅳ－３－21－81
Ⅴｃ胴部～底部Ⅲ計10Ｈ６・5×3、Ｉ６・3×4、Ｉ６・4×3図Ⅳ－３－21－82
Ⅴｃ胴部～底部ⅢＩ６・2×6図Ⅳ－３－21－83
Ⅴｃ胴部～底部ⅢＩ５・6×6図Ⅳ－３－21－84

同一個体Ⅴｃ底部ⅢＩ３・3×1a図Ⅳ－３－21－85 底部Ｉ３・3×6b

同一個体

図版47

Ⅴｃ胴部覆土ⅢＨ－４・70×1a図Ⅳ－３－21－86 Ⅲ計4Ｉ５・3×3、Ｉ５・24×1
胴部～底部Ⅲ計8Ｉ５・4×5、Ｈ５・4×1、Ｉ５・1×1、Ｉ５・6×1b

Ⅴｃ底部ⅢＨ１・10×1図Ⅳ－３－21－87
Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＩ５・6×12図Ⅳ－３－22－88
Ⅴｃ口縁部ⅢＩ１・1×1図Ⅳ－３－22－89
Ⅴｃ口縁部ⅢＩ４・3×1図Ⅳ－３－22－90
Ⅴｃ口縁部ⅢＧ５・7×2図Ⅳ－３－22－91
Ⅴｃ口縁部ⅢＨ０・2×2図Ⅳ－３－22－92
Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＧ２・6×3図Ⅳ－３－22－93
Ⅴｃ口縁部ⅢＩ２・1×2図Ⅳ－３－22－94

旧土器集中１Ⅴｃ口縁部ⅢＯ８・9×1図Ⅳ－３－22－95
Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＪ１・4×19図Ⅳ－３－22－96
Ⅴｃ口縁～底部ⅢＦ16・2×9図Ⅳ－３－22－97

図版48

Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＰ７・4×14図Ⅳ－３－23－98
Ⅴｃ口縁部ⅢＧ３・1×3図Ⅳ－３－23－99
Ⅴｃ口縁部Ⅲ計4Ｊ１・1×3、Ｊ１・3×1図Ⅳ－３－23－100
Ⅴｃ口縁部ⅢＩ７・2×1図Ⅳ－３－23－101
Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＨ４・1×9図Ⅳ－３－23－102
Ⅴｃ口縁部ⅢＨ４・2×1図Ⅳ－３－23－103
Ⅴｃ口縁部ⅢＨ１・10×1図Ⅳ－３－23－104
Ⅴｃ口縁～胴部Ⅲ計3Ｉ４・1×1、Ｉ５・24×2図Ⅳ－３－23－105
Ⅴｃ口縁部ⅢＩ５・6×1図Ⅳ－３－23－106
Ⅴｃ口縁部ⅢＩ４・2×1図Ⅳ－３－23－107
Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＩ２・1×8図Ⅳ－３－23－108
Ⅴｃ口縁部ⅢＩ１・1×1図Ⅳ－３－23－109
Ⅴｃ口縁部ⅢＧ７・19×12図Ⅳ－３－23－110
Ⅴｃ口縁～底部Ⅲ計7Ｊ６・1×1、Ｊ７・1×1、Ｋ６・3×5図Ⅳ－３－23－111

同一個体

図版49

Ⅴｃ口縁部ⅢＨ１・3×2a図Ⅳ－３－24－112 胴部Ｈ１・3×1b
Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＧ１・8×2図Ⅳ－３－24－113
Ⅴｃ口縁部ⅢＨ３・1×1図Ⅳ－３－24－114

同一個体Ⅴｃ胴部ⅢＧ７・9×3a図Ⅳ－３－24－115 胴部計3Ｇ７・4×1、Ｇ７・5×1、Ｇ７・9×1b
Ⅴｃ胴部Ⅲ計7Ｈ２・2×1、Ｈ２・4×3、Ｈ２・9×3図Ⅳ－３－24－116

Title:p184_192.ec7 Page:189  Date: 2012/12/18 Tue 20:25:13 



190

備考図版番号分類部位層位　     調査区・遺物番号×点数図番号

同一個体

図版49

Ⅴｃ口縁部ⅢＨ０・3×1a図Ⅳ－３－24－117 胴部計2Ｈ０・3×1、Ｈ１・29×1b

同一個体Ⅴｃ
口縁部覆土ⅢＰ－31・5×1a

図Ⅳ－３－24－118 Ⅲ計3Ｈ２・2×1、Ｈ２・4×2
口縁部Ⅲ計3Ｈ２・2×2、Ｈ３・2×1b
口縁～胴部計8Ｈ２・2×3、Ｈ２・4×2、Ｈ２・10×3c

同一個体Ⅴｃ

口縁部ⅢＨ７・8×3a

図Ⅳ－３－24－119 口縁部Ⅲ計2Ｈ７・8×1、Ｇ７・12×1b 竈ⅢＨ－３・152×1
胴部ⅢＩ７・2×3c

Ⅴｃ口縁～胴部ⅢＨ４・3×12図Ⅳ－３－24－120
Ⅶ口縁部ⅢＪ10・14×1図Ⅳ－３－25－121
Ⅶ口縁部ⅢＧ８・2×1図Ⅳ－３－25－122
Ⅶ口縁部ⅢＫ５・23×2図Ⅳ－３－25－123

土器集中５Ⅶ口縁部Ⅲ土器集中５・7×1図Ⅳ－３－25－124
Ⅶ口縁部ⅢＨ９・19×2図Ⅳ－３－25－125
Ⅶ口縁部ⅢＨ９・18×1図Ⅳ－３－25－126
Ⅶ口縁～胴部ⅢＳ61・1×2図Ⅳ－３－25－127
Ⅶ口縁部ⅢＲ45・1×1図Ⅳ－３－25－128

同一個体

図版50

Ⅶ口縁部ⅢＰ45・1×1a図Ⅳ－３－25－129 胴部Ｒ44・1×1b
Ⅶ胴部ⅢＱ46・3×1図Ⅳ－３－25－130
Ⅶ胴部Ⅲ黒砂Ｑ46・3×1図Ⅳ－３－25－131
Ⅶ胴部ⅢＪ８・14×3図Ⅳ－３－25－132
Ⅶ胴部ⅢＪ10・10×1図Ⅳ－３－25－133
Ⅶ胴部ⅢＬ７・13×1図Ⅳ－３－25－134
Ⅶ胴部ⅢＰ45・1×3図Ⅳ－３－25－135
Ⅶ胴部ⅢＨ５・16×1図Ⅳ－３－25－136
Ⅶ口縁～胴部ⅢＪ９・9×4図Ⅳ－３－25－137

ミニチュアⅦ口縁～底部ⅢＫ８・2×4図Ⅳ－３－25－138

同一個体Ⅶ胴部Ⅲ計6Ｊ８・13×4、Ｊ８・15×2a図Ⅳ－３－25－139 胴部～底部計9Ｊ８・14×8、Ｋ８・10×1b
Ⅶ底部ⅢＫ５・23×1図Ⅳ－３－25－140
Ⅶ底部ⅢＰ45・1×1図Ⅳ－３－25－141

紡錘車土製品完形品ⅢＩ９・14A×2図Ⅳ－３－25－142
紡錘車土製品破損品ⅢＩ10・4×1図Ⅳ－３－25－143

表８　包含層出土掲載石器等一覧
備　考図版番号材　質重さ(ｇ)厚さ(㎝)幅(㎝)長さ(㎝)分　類層　位遺物番号調査区図番号

三角形平基

図版51

黒曜石0.76 0.30 1.50 2.10 石鏃Ⅲ13Ⅰ１図Ⅳ－３－28－１
三角形凹基黒曜石0.44 0.23 1.05 2.11 石鏃Ⅲ1Ｌ８図Ⅳ－３－28－２
三角形凹基黒曜石1.08 0.44 1.38 （2.37）石鏃Ⅲ-４1Ｊ46図Ⅳ－３－28－３
三角形凹基黒曜石0.59 0.29 1.16 2.63 石鏃Ⅲ1Ｌ４図Ⅳ－３－28－４
三角形凹基黒曜石0.93 0.27 1.47 2.89 石鏃Ⅲ黒砂3Ｐ43図Ⅳ－３－28－５
三角形凹基黒曜石1.65 0.33 1.51 3.95 石鏃Ⅲ1Ｒ51図Ⅳ－３－28－６
有茎黒曜石0.30 0.29 0.94 （1.61）石鏃Ⅲ35Ｊ２図Ⅳ－３－28－７
有茎黒曜石2.79 0.42 1.54 （1.79）石鏃Ⅲ14Ｈ１図Ⅳ－３－28－８
有茎黒曜石0.33 0.25 0.83 2.11 石鏃Ⅲ3Ｌ５図Ⅳ－３－28－９
有茎黒曜石0.37 0.28 0.91 1.89 石鏃Ⅲ8Ｎ５図Ⅳ－３－28－10
有茎黒曜石0.56 0.32 1.09 2.03 石鏃Ⅲ26Ｋ３図Ⅳ－３－28－11
有茎黒曜石0.35 0.28 0.96 2.12 石鏃Ⅲ22Ｇ７図Ⅳ－３－28－12
有茎黒曜石0.38 0.19 1.01 2.39 石鏃Ⅲ8Ｊ５図Ⅳ－３－28－13
有茎黒曜石0.52 0.30 0.99 2.46 石鏃Ⅲ5Ⅰ１図Ⅳ－３－28－14
有茎黒曜石0.74 0.28 1.14 2.90 石鏃Ⅲ20Ⅰ５図Ⅳ－３－28－15
柳葉形黒曜石2.47 0.56 1.18 （4.61）石鏃Ⅲ1Ｐ43図Ⅳ－３－28－16

メノウ質頁岩2.64 0.86 1.06 2.85 石錐Ⅲ7Ｇ３図Ⅳ－３－28－17
棒状黒曜石1.30 0.46 0.80 4.15 石錐Ⅲ黒砂4Ｐ43図Ⅳ－３－28－18

磨耗痕あり黒曜石7.66 0.87 2.25 4.19 つまみ付きナイフⅢ1Ｋ12図Ⅳ－３－28－19
磨耗痕あり黒曜石8.40 0.73 2.14 （6.29）つまみ付きナイフⅢ4Ｇ６図Ⅳ－３－28－20

チャート11.18 0.74 2.35 8.90 つまみ付きナイフⅢ黒砂11Ｒ50図Ⅳ－３－28－21
黒曜石3.59 0.73 2.09 2.41 スクレイパーⅢ黒砂2Ｐ51図Ⅳ－３－28－22
黒曜石14.68 1.01 3.45 3.79 スクレイパーⅢ7Ⅰ６図Ⅳ－３－28－23
黒曜石17.66 1.14 3.69 3.47 スクレイパーⅢ6Ⅰ１図Ⅳ－３－28－24
チャート10.07 0.83 3.07 4.03 スクレイパーⅢ34Ｈ１図Ⅳ－３－28－25
黒曜石31.07 1.38 3.84 6.11 スクレイパーⅢ1Ｇ３図Ⅳ－３－28－26
黒曜石7.32 0.99 2.45 3.42 スクレイパーⅢ48Ⅰ５図Ⅳ－３－28－27
黒曜石7.41 0.87 2.12 4.17 スクレイパーⅢ8Ｇ７図Ⅳ－３－28－28
黒曜石35.74 1.32 4.15 6.82 スクレイパーⅢ1Ｓ64図Ⅳ－３－28－29
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Ⅳ　祝梅川小野遺跡

備　考図版番号材　質重さ(ｇ)厚さ(㎝)幅(㎝)長さ(㎝)分　類層　位遺物番号調査区図番号

被熱

図版51

黒曜石27.37 2.12 3.52 4.72 スクレイパーⅢ黒砂10Ｒ50図Ⅳ－３－28－30
黒曜石19.55 1.04 3.28 6.02 スクレイパーⅢ-３6Ｒ64図Ⅳ－３－28－31
黒曜石24.69 0.83 3.81 7.81 スクレイパーⅢ14Ⅰ５図Ⅳ－３－29－32
黒曜石15.44 0.69 2.47 8.57 スクレイパーⅢ1Ｈ４図Ⅳ－３－29－33

棒状原石
被熱

図版52

黒曜石31.98 1.07 3.34 11.60 スクレイパーⅢ11Ｇ７図Ⅳ－３－29－34

黒曜石10.88 0.74 3.75 5.80 スクレイパーⅢ5Ｈ４図Ⅳ－３－29－35
黒曜石23.53 1.17 3.37 7.30 スクレイパーⅢ6Ⅰ７図Ⅳ－３－29－36
黒曜石38.68 1.32 4.04 8.76 スクレイパーⅢ1Ｓ65図Ⅳ－３－29－37
玄武岩66.58 1.19 8.18 6.24 スクレイパーⅢ6Ⅰ２図Ⅳ－３－29－38
緑色泥岩114.00 1.99 4.21 （7.56）石斧Ⅲ2Ｑ46図Ⅳ－３－29－39
砂岩55.08 0.99 （4.56）（7.69）砥石Ⅲ29Ｏ45図Ⅳ－３－29－40

四面砥石砂岩612.00 7.43 6.88 （9.87）砥石Ⅲ黒砂5Ｐ51図Ⅳ－３－29－41
砂岩47.72 1.76 3.74 5.51 たたき石Ⅲ1Ｒ47図Ⅳ－３－30－42
砂岩229.00 1.93 5.04 14.08 たたき石Ⅲ9Ⅰ１図Ⅳ－３－30－43
珪岩736.00 4.22 7.34 18.00 たたき石Ⅲ19Ｈ１図Ⅳ－３－30－44
片岩210.00 2.83 3.52 15.86 たたき石Ⅲ7Ｒ64図Ⅳ－３－30－45
片岩376.00 2.38 6.54 13.50 たたき石Ⅲ1Ｑ46図Ⅳ－３－30－46

Ｊ字状石製品黒曜石2.42 0.68 1.67 4.07 石製品Ⅲ-３2Ｏ55図Ⅳ－３－30－47
有孔石製品凝灰岩9.46 0.60 4.90 3.65 石製品Ⅲ19Ⅰ５図Ⅳ－３－30－48
有孔石製品凝灰岩20.77 1.05 5.60 4.40 石製品Ⅲ4Ⅰ７図Ⅳ－３－30－49
有孔石製品凝灰岩7.20 （0.36）（3.80）（3.90）石製品Ⅲ3Ｈ２図Ⅳ－３－30－50
玉類蛇紋岩20.75 2.10 2.50 3.25 石製品Ⅲ18Ⅰ５図Ⅳ－３－30－51

表９　土壌フローテーション成果一覧

備考その他点数・
重量　点/ｇ

剥片点数
黒曜石
重量ｇ

石器類
重量ｇ

土製品
重量ｇ

土器
点数

土器 
重量ｇ

骨
種子

炭化物重量ｇ
風乾土壌
重量kg処理番号遺構名

その他黒曜石重量ｇ残渣0.425
mm2.0mm

サケ科歯･椎骨コイ
科椎骨､マイマイ、
種子 シソ科（2）堅果
（1）不明（27）　

高師小僧0.7ｇ1なしなしなしなしなしなし主に魚骨2.440.0 3.6 10.9 12.5 7.65 19－１ⅢＨ－１・ＨＦ－１

サケ科歯･椎骨､マ
イマイ、種子 ヒエ属
（1）

ベンガラ0.0ｇなしなしなしなしなしなしなし魚骨0.6なし0.0 0.2 0.1 1.50 19－２ⅢＨ－１・ＨＦ－１

サケ科歯･椎骨､マ
イマイなし10.0 なしなしなしなし魚骨3.4なし0.0 0.0 0.0 3.13 19－３ⅢＨ－１・ＨＦ－１

サケ科椎骨､昆虫なしなしなしなしなしなしなし魚骨1.0なし0.10.10.0 0.85 19－４ⅢＨ－１・ＨＦ－１

サケ科歯･椎骨､種
子 コナラ亜属子葉
（2）堅 果（1）マ メ 科
（13）ウルシ属（1）シ
ソ科（1）不明（4）

なしなしなしなしなしなしなし主に魚骨 2.8なし4.2 0.810.14.67 19－５ⅢＨ－２・ＨＦ－１

サケ科歯･椎骨､種
子 コナラ亜属子葉
（10）不明（9）

高師小僧0.2ｇなしなしなしなしなしなしなし主に魚骨4.0なし1.2 0.7 1.1 2.31 19－６ⅢＨ－２・ＨＦ－１

サケ科･歯･椎骨､
種子 コナラ亜属子
葉（5）

なし40.0 なしなしなしなし主に魚骨4.0なし0.0 0.0 0.0 2.36 19－７ⅢＨ－２・ＨＦ－１

サケ科歯･椎骨､種
子 コナラ亜属子葉
（4）

なしなしなしなしなしなしなし主に魚骨4.3なし0.2 0.10.0 2.70 19－８ⅢＨ－２・ＨＦ－１

なし10.0 なしなしなしなしなしなし0.0 0.0 0.0 0.91 19－９ⅢＨ－３

種子 サルナシ（1）1なしなしなしなし10.7 0.0 なし0.0 0.50.72.15 19－10ⅢＨ－３

なし10.0 なしなしなしなし0.0 なし0.2 0.0 0.11.65 19－11ⅢＨ－５・ＨＦ－１

なしなしなしなしなしなしなしなしなしなし0.0 0.0 1.22 19－12ⅢＨ－５・ＨＦ－１

ベンガラ0.0ｇ130.0 なしなし22.5なしなし0.0 0.7 1.8 1.27 19－13ⅢＨ－７・ＨＰ－３

なし70.2 なしなし5835.10.0 なし0.9 1.2 3.3 3.80 19－14ⅢＨ－７・ＨＰ－３
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備考その他点数・
重量　点/ｇ

剥片点数
黒曜石
重量ｇ

石器類
重量ｇ

土製品
重量ｇ

土器
点数

土器 
重量ｇ

骨
種子

炭化物重量ｇ
風乾土壌
重量kg処理番号遺構名

その他黒曜石重量ｇ残渣0.425
mm2.0mm

種子 不明（1）なし20.0なしなしなしなし0.1なし0.52.727.40.1020－10ⅢＨ－８

なし10.0なしなし42.2なしなし0.00.42.40.4220－11ⅢＨ－８

種子 未炭化カバノ
キ科（56）未炭化キク
科（1）

なしなしなしなしなしなしなしなしなし0.00.61.80.1320－12ⅢＨ－８

なし20.0なしなしなしなしなし0.00.00.51.80.8620－13ⅢＨ－８

種子 ヒエ属（1）不明
（1）なし70.1なしなしなしなしなしなし0.37.216.91.8620－14ⅢＨ－８

種子 未炭化カバノ
キ科（5）なし60.0なしなし3727.60.00.00.52.17.51.8920－15ⅢＨ－８

なし20.0なしなしなしなし0.0なし0.00.41.30.3320－16ⅢＨ－８

種子 未炭化カバノ
キ科（5）ヒエ属（3）不
明（1）

なしなしなしなしなし9757.2なしなし0.10.715.20.6720－17ⅢＨ－８

種子 未炭化カバノ
キ（1）ヒエ属（21）不
明（14）

なし30なし8.855.4なし0.00.45.09.53.9020－18ⅢＨ－８

なしなしなしなしなし80.8なしなし0.00.38.30.0220－19ⅢＨ－８

種子 ヒエ属（1）なしなしなしなしなしなしなしなしなし0.00.00.00.0620－20ⅢＨ－８

種子 ヒエ属（1）なし20.0なしなしなしなしなしなし0.13.12.50.4020－21ⅢＨ－８

なしなしなしなしなし10.1なしなし0.10.00.00.3120－22ⅢＨ－９

なしなしなしなしなしなしなし0.0なしなし0.10.00.1120－23ⅢＨ－９

種子 マメ科（1）なしなしなしなしなしなしなしなしなし0.10.10.30.3420－24ⅢＨ－９

種子 ブドウ属（1）なしなしなしなしなしなしなし0.0なし0.00.20.00.2620－25ⅢＨ－９

なしなしなしなしなしなしなし0.0なし0.10.20.10.1020－26ⅢＨ－９

なし10.0なしなしなしなしなしなし0.02.113.30.5019－16ⅢＰ－９

ベンガラ0.0ｇなし100.1なしなし193.4なし0.01.614.919.917.7419－17ⅢＰ－24

種子 チハダ（3）、
堅果0.003480.90なし10.40.750.00.21.52.24.1019－49ⅢＰ－39

サケ科歯･椎骨コイ
科椎骨､マイマイ、
種子 コナラ亜属子
葉（6）コナラ亜属果
皮（2）堅果（2）キイチ
ゴ属（2）マメ科（8）シ
ソ科（2）イネ科（1）不
明（30）

なしなしなしなしなし20.3主に魚骨11.70.56.26.417.75.8019－18ⅢＡ－１

サケ科歯･歯骨･椎
骨､マイマイ、種子 
 コナラ亜属子葉（4）
堅果（2）不明（1）

なしなしなしなしなし20.7主に魚骨11.11なし0.41.02.61.5519－19ⅢＡ－１

サケ科歯･椎骨､マ
イマイ、種子 堅果子
葉（1）

なしなしなしなしなしなしなし魚骨1.9なし0.50.81.60.9519－20ⅢＡ－１

サケ科歯･歯骨･上
擬鎖骨･骨盤骨･椎
骨、コイ科方骨（3）・
椎骨､マイマイ、種
子 コナラ亜属子葉
（3）堅果（2）

なしなしなしなしなしなしなし主に魚骨41.2なし3.04.27.45.6719－21ⅢＡ－１

種子 マメ科（4）不明
（2）なしなしなしなしなしなしなしなしなし0.01.01.70.3219－15ⅢＳ－３

＊処理番号19－18のイネ科種子はイネの､19-20の堅果子葉はクリの可能性あり。
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Ⅴ　梅川１遺跡

１　遺構
　Ⅲ層の調査では、梅川の旧河道から建材集中１か所を検出した。Ｔａ－ａ降下軽石（Ⅱ層）直下の
泥炭層（Ⅲ－１層）より出土しており、近世アイヌ文化期の所産と考えられる。大部分は10～20㎝角
ほどの切片であるが、長さ約６ｍの丸太の先端を加工したものも見られる。約40,000点が出土した。
この建材集中については、隣接する祝梅川小野遺跡の低湿地の遺構と同様に、木製遺物の保存処理・
整理作業を継続中であるため、次年度以降に報告する。 （菊池）
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Ⅴ　梅川１遺跡

図Ⅴ－１－１　遺構位置図
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２　包含層出土の遺物
（１）土器等
　Ⅲ層より土器等は445点出土している（表Ⅰ－４）。このうちⅤ群ｃ類が414点（93.0％）と大半を占
める。このほかⅦ群が31点（7.0％）と少量出土している。いずれも透水の影響で器面が剥落するなど
残存状態がよくない。Ⅴ群ｃ類はⅣ層（Ｔａ－ｃ）上面より３～５㎝上位から出土する。Ⅶ群はＢ－
Ｔｍよりやや下位で出土する。遺物分布図は、祝梅川小野遺跡と合わせて記載した（図Ⅳ－３－47～
52）。梅川１遺跡と祝梅川小野遺跡の低地部分は、祝梅川旧河道右岸の同じ段丘面に立地しており、埋
蔵文化財包蔵地としては一連のものとみなせる。縄文時代晩期後葉および擦文文化期の遺構は検出さ
れておらず、これは祝梅川小野遺跡の低地部分北側から続く傾向である。Ⅴ群ｃ類は、梅川旧河道の
右岸（72～75ライン）に集中域があり、北側の調査範囲外へと続くと予想される。

①Ⅴ群ｃ類（図Ⅴ－２－１・２－４～18／表１／図版53）
　１は深鉢。口縁～胴部と底部が接合しなかった。口径25.3㎝、底径9.0㎝、器高31.8㎝を測る（いず
れも推定）。上面観は楕円形。口縁部は指頭圧痕により小波状。口縁端面は水平で、ナデのまま。外面
は、横～斜位回転ＬＲ斜走縄文→波状沈線１条により口縁部と胴部を区画→口縁部文様帯内部の縄文
をナデ消し→櫛目状細沈線を横位・縦位に重複させて格子状にする（一部は胴部まで及ぶ）→３条１
組の断続山形沈線。底部は凸底で、ＬＲ回転縄文。内面は横ナデ調整。内外面が著しく剥離する。胎
土はやや粗く、土器片少量と中粒砂・軽石・繊維が混和する。接合面は露呈していない。口縁内面の
一部に炭化物が付着する。
　２は浅鉢。推定口径22.2㎝、残存器高6.5㎝を測る。上面観は不明。口縁部に突起部分が１か所残存
する。突起部分は台形で、両端に小突起を有していたと推測されるが、片方を欠失する。突起および
その両側の口唇は縄側面圧痕。小突起の頂部は棒側面圧痕。口縁端面は内傾し、突起部分以外はナデ
のままである。外面は横位回転ＲＬ斜～縦走縄文が施されるが、剥落が著しい。底部は丸底。内面は
横ナデ調整。胎土は粗く、土器片多量と粗粒砂・軽石・繊維が混和する。接合面は露呈していない。
　３は小型の浅鉢。推定口径11.2㎝、器高4.6㎝を測る。上面観はほぼ円形。口縁部は平縁と推測され
る。口縁端面は丸く、ナデのままである。外面は無節Ｌ斜走縄文。底部は丸底。内面は横ナデ調整。
胎土はやや粗く、細粒砂・軽石が混和する。接合面は露呈していない。口縁部に補修孔が１か所確認
される。
　４～18は破片資料。４～12は深鉢の口縁部。４～７は主に沈線により文様が描かれるもの。４は口
縁端面水平→ＲＬ回転縄文、外面はＲＬ斜走縄文→横位沈線４条→括弧状沈線を上描き→竹管状施文
具による上向きの刺突列。５は口縁端面水平→外縁に指頭圧痕、内面は口唇直下に縦位の１段撚りＬ
縄側面圧痕、外面はＲＬ斜走縄文→縦位沈線・弧沈線→竹管状施文具による横向きの刺突列→横位沈
線１条（残存）。６・７は口唇を欠損する。６は外面に格子状の細沈線、内面剥落。７は外面にナデ消
しの無文帯→横位沈線１条とその上下部に短刻線列、赤彩の痕跡が見られる。８・９は外面に縄側面
圧痕が施されるもの。８は口縁端面水平→外縁に指頭圧痕、内面は口唇直下に縦位縄側面圧痕、外面
は横位縄側面圧痕。９は口唇を欠損する。外面は縦位・斜位細沈線→横位縄側面圧痕→波状・縦位沈
線、内面剥落。10は口縁端面水平→指頭圧痕（内外面の口唇直下が肥厚する）、外面はＲＬ縦走縄文→
口唇直下の縄文を横ナデ消し→無文帯の下部に細い棒状施文具の先端による刺突列。破断面に内傾の
接合面が露呈する。11は口縁端面水平→指頭圧痕（外面の口唇直下が肥厚する）、外面はＲＬ斜走縄文
→口唇直下の縄文を横ナデ消し。12は単峰山形突起→頂部に縦位縄側面圧痕、口縁端面内傾→ＬＲ回 
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Ⅴ　梅川１遺跡

図Ⅴ－２－１　包含層の土器（１）
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図Ⅴ－２－２　包含層の土器（２）
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→外縁に 側面 痕、外面は → 下に楕円形の →内面からの円形 。
13は の胴部片。外面は → 状 による上向きの 。 面に内傾の 合
面が する。14は の胴部（ ）と 部（ ）。外面は （ナデにより不 明）、 部
は平 で 外面にも 。15・16は の 部。い も凸 で、外面～ 外面に

。17・18は の口縁部。17は 形 の 部→ 部に 状 の先端による円形 →
状の１ り 側面 痕、口縁端面やや内傾→縦位 側面 痕→縦位 側面 痕、内面の口 直

下に円形 、外面は 。18は い 形 の 部、口縁端面内傾→縦位 側面 痕→外
縁に縦位 側面 痕、外面は →ナデ し （上下部に い 状 の先端による

）。

②Ⅶ群（図Ⅴ－２－２－19・20／表１／図版53）
　19は甕の口縁部。口縁端面が内湾する。外面ヨコナデ→横位沈線２条（剥落により不明瞭）、内面ヨ
コナデ。20は甕の胴部。外面タテハケ（剥落により不明瞭）、内面ヨコハケ。 （芝田）

（２）石器等
　Ⅲ層からは剥片石器36点、剥片78点、礫石器２点、礫１点の合計117点が出土している（表Ⅰ－５）。
この中から定型的で完形のものを中心に抽出し掲載した。利用する石材は、剥片石器ではほとんどが
黒曜石である。祝梅川へ向かう旧河川跡の両岸から出土している。石器等の分布については、祝梅川
小野遺跡と合わせて図Ⅳ－３－31～38に掲載した。

石鏃（図Ⅴ－２－３－１～４／表２／図版54）
　石鏃は５点出土している。形態では三角形鏃が１点、有茎鏃４点である。石材はすべて黒曜石であ
る。有茎鏃の１点を除き掲載した。
　１は三角形で基部は平基。基部が10°ほど傾いている。２～４は有茎。２・３は基部先端を折損し
ている。かえしは明瞭である。基部は凸基で先端が尖る。３は裏面に主剥離面を残す。
石錐（図Ⅴ－２－３－５／表２／図版54）
　５は縦長剥片の先端部に機能部を作出している。石材は片岩である。
スクレイパー（図Ⅴ－２－３－６～８／表２／図版54）
　スクレイパーは11点出土している。石材はすべて黒曜石である。背面の周縁・側縁に円弧状や直線
状の刃部をつけているものが多数を占める。
　６・７は背面の打面を除く周縁に刃部をつけている。６は腹面の加工をしていない。７は下端部の
み腹面に刃部をつけている。８はＶ字状の刃部がある。上半は欠損している。
たたき石（図Ⅴ－２－３－９／表２／図版54）
　９は楕円礫の上端部に使用痕がある。石材は砂岩である。 （酒井）
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表１　包含層出土掲載土器一覧
備考図版番号分類部位層位　     調査区・遺物番号×点数図番号

図版53

Ⅴｃ復元個体（口縁～底部）Ⅲ
Ｒ73・1×11、Ｓ72・1×5、Ｓ72・5×19、

図Ⅴ－２－１－１
計64Ｓ73・1×15、Ｔ72・1×11、Ｔ73・1×3

Ⅴｃ復元個体（口縁～底部）ⅢＴ73・1×11図Ⅴ－２－１－２
Ⅴｃ復元個体（口縁～底部）ⅢＲ72・3×6図Ⅴ－２－１－３
Ⅴｃ口縁部ⅢＴ67・2×2図Ⅴ－２－２－４
Ⅴｃ口縁部ⅢＲ72・1×2図Ⅴ－２－２－５
Ⅴｃ胴部ⅢＳ72・1×1図Ⅴ－２－２－６

赤彩Ⅴｃ胴部ⅢＳ72・1×1図Ⅴ－２－２－７
Ⅴｃ口縁部ⅢＲ72・1×1図Ⅴ－２－２－８
Ⅴｃ胴部ⅢＳ72・1×1図Ⅴ－２－２－９

内傾接合Ⅴｃ口縁部Ⅲ計2Ｒ72・3×1、Ｓ72・５×1図Ⅴ－２－２－10
Ⅴｃ口縁部ⅢＴ73・1×1図Ⅴ－２－２－11
Ⅴｃ口縁部ⅢＴ67・6×1図Ⅴ－２－２－12

内傾接合Ⅴｃ胴部ⅢＳ72・5×2図Ⅴ－２－２－13

同一個体Ⅴｃ
胴部

Ⅲ
Ｔ67・1×4ａ

図Ⅴ－２－２－14
胴部～底部Ｔ67・1×1ｂ

Ⅴｃ底部ⅢＳ72・5×1図Ⅴ－２－２－15
Ⅴｃ底部ⅢＳ72・5×2図Ⅴ－２－２－16
Ⅴｃ口縁部ⅢＳ73・1×1図Ⅴ－２－２－17
Ⅴｃ口縁部ⅢＳ73・1×1図Ⅴ－２－２－18

同一個体Ⅶ
口縁部

Ⅲ
Ｔ72・2×1ａ

図Ⅴ－２－２－19
口縁部Ｔ72・3×1ｂ

同一個体Ⅶ
胴部

Ⅲ
Ｒ72・2×2ａ

図Ⅴ－２－２－20
胴部Ｒ72・2×2ｂ

図Ⅴ－２－３　包含層の石器

表２　包含層出土掲載石器一覧
備　考図版番号材　質重さ（ｇ）厚さ（㎝）幅（㎝）長さ（㎝）分　類層 位遺物番号調査区図番号

三角形平基

図版54

黒曜石0.6 0.3 （1.5）2.1 石鏃Ⅲ１Ｓ72図Ⅴ－２－３－１
有茎黒曜石0.3 0.3 0.8 （1.4）石鏃Ⅲ－３７Ｔ68図Ⅴ－２－３－２
有茎黒曜石0.4 0.3 1.0 （1.6）石鏃Ⅲ２Ｓ72図Ⅴ－２－３－３
有茎黒曜石0.5 0.3 （0.9）（2.4）石鏃Ⅲ１Ｔ73図Ⅴ－２－３－４

片岩1.9 0.4 1.4 3.0 石錐Ⅲ１Ｒ72図Ⅴ－２－３－５
黒曜石5.1 0.8 2.2 2.7 スクレイパーⅢ３Ｓ73図Ⅴ－２－３－６
黒曜石17.1 0.9 4.2 4.8 スクレイパーⅢ１Ｔ72図Ⅴ－２－３－７
黒曜石6.9 0.9 （3.3）（3.4）スクレイパーⅢ３Ｔ67図Ⅴ－２－３－８
砂岩188.0 4.4 4.8 7.1 たたき石Ⅲ－３９Ｔ68図Ⅴ－２－３－９
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Ⅵ　自然科学的分析

１　放射性炭素年代測定結果
　平成１９・２３年度に当財団が株式会社加速器分析研究所に委託し、年代測定の成果として提出された
「祝梅川小野遺跡における放射性炭素年代（ＡＭＳ測定）①」と「同②」を掲載する。①中のⅤ層出土
試料９点（IAAA-７２１７３～７２１７７・７２１８０ ～７２１８２・７２１８４）の測定結果は、昨年度報告済みである（北
埋調報２８５）。各遺構の年代を把握することを目的として測定を依頼した。

（１）測定結果について
縄文時代晩期後葉

　ⅢＰ－２４が2,403±３４yrBP、ⅢＰ－５９が２,３６３±３０yrBPと近接した年代測定値が得られている。千歳
市キウス４遺跡のＴａ－ｃ１とＴａ－ｃ２間の泥炭層の放射性炭素年代が２,５５０±５０yrBPと測定されて
おり（北埋調報１３４）、Ⅲ層中の遺構の年代としては矛盾しない。ⅢＰ－２４出土の深鉢（図Ⅳ－２－５
－１２）は、口縁部文様帯に連結括弧文と蛇行線文が複合して描かれている。連結括弧文はママチⅡ群
の主要素で、Ⅴ層より出土するⅤ群ｃ類に見られる文様である。また、蛇行線文はママチⅣ群の主要
素で、Ⅲ層より出土するⅤ群ｃ類に見られる文様である。新旧の文様要素を併せ持つ過渡期的な個体
であることから、Ｔａ－ｃ１降下直後の所産と推測される。しかし、キウス４遺跡の泥炭層と比較する
とⅢＰ－２４の放射性炭素年代は、１５０年ほど新しくなっており、土器型式上の編年的位置とは矛盾する。
縄文時代晩期後葉の年代測定値は２,５００～２,４００yrBPに集中し、いわゆる「２４００年問題」として指摘さ
れてきた。これはＢＣ７５０～ＢＣ４００年に相当する期間では１４Ｃ濃度がほぼ一定で、暦年較正曲線が横ば
い状態になることが原因と考えられている（今村２００１）。ⅢＰ－２４の放射性炭素年代測定値もこの影響
を受けている可能性がある。
擦文文化期

　住居跡の形態は、①ⅢＨ－３・８・１０：方形で掘り込みが深く、南側に竈を設ける（ⅢＨ－１０は調
査範囲内に竈が検出されていないが、形状・長軸方向が類似することからここに含めた）、②ⅢＨ－
９：隅丸長方形で掘り込みが浅く、床面中央に炉を設ける、③ⅢＨ－４：隅丸長方形で掘り込みが浅
く、炉を設けない、に分かれる。①はⅢＨ－３が１,０６９±３０～１,１５６±３２yrBP、ⅢＨ－８が１,２６３±２２～
１,３１５±２３yrBP、ⅢＨ－１０が１,２７２±２３yrBPという年代測定値が得られている。住居の建材あるいは竈
の燃焼材として使用された試料に、いわゆる「古木効果」による影響があったと仮定し、新しい年代
測定値がより住居の暦年代に近いと見なすと、ⅢＨ－３は１０世紀後半、ⅢＨ－８・１０は７世紀末～８
世紀前半となる。ところが、ⅢＨ－８の使用時期は、床面より高台付坏須恵器（図Ⅳ－２－７－２１）
が出土したことから、さらに新しい９世紀前葉とされている。ⅢＨ－８は比較的規模が大きく、樹齢
の高い大木の心材を利用して建築したため、測定値との乖離が大きくなった可能性がある。②はⅢＨ
－９が８９０±２３～９５６±２２yrBPという年代測定値から、１１世紀後葉～１２世紀に使用されたと推測される。
この暦年代は千歳市美々８遺跡における佐藤和雄分類のⅨ類に相当し（北埋調報８９）、周辺の包含層か
らも甕（図Ⅳ－３－１６－２４）が出土している。③はⅢＨ－４が７２１±２７～８３５±２９yrBPという年代測定
値から、１２世紀後葉～１３世紀に使用されたと推測される。擦文文化期の終末期に構築された可能性が
あるが、明瞭な遺物を伴わないので不明である。以上の放射性炭素年代測定の結果から、擦文文化期
の住居跡の構築順は、ⅢＨ－８・１０→ⅢＨ－３→ⅢＨ－９→ⅢＨ－４となる。 （芝田） 
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（２）祝梅川小野遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）①
１　測定対象試料

　祝梅川小野遺跡は、北海道千歳市祝梅４８５番地２ほか（北緯４２°４９′５１″、東経１４１°４１′５２″）に
所在する。測定対象試料は、祝梅川小野遺跡から出土した炭化物１１点である。

２　測定の意義

　遺構の年代を明らかにする。

３　化学処理工程

１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。
２）AAA（Acid Alkali Acid）処理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取り

除く。最初の酸処理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性
になるまで希釈する。アルカリ処理では０.００１～１Nの水酸化ナトリウム水溶液（８０℃）を用い
て数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Nの塩酸
（８０℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、９０℃で乾燥する。希釈の
際には、遠心分離機を使用する。

３）試料を酸化銅１gと共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、５００℃で３０分、８５０℃で２時間加熱
する。

４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO２）を
精製する。

５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作
製する。

６）グラファイトを内径１㎜のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加
速器に装着し測定する。

４　測定方法

　測定機器は、（株）加速器分析研究所の１４C-AMS専用装置を使用する。測定では、米国国立標準局
（NIST）から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試
料の測定も同時に実施する。また、加速器により１３C/１２Cの測定も同時に行う。

５　算出方法

　年代値の算出には、Libbyの半減期（５５６８年）を使用する。１４C年代（Libby Age：yrBP）は、過去
の大気中１４C濃度が一定であったと仮定して測定され、１９５０年を基準年（０yrBP）として遡る年代であ
る。この値は、δ１３Cによって補正された値である。１４C年代と誤差は、 １桁目を四捨五入して１０年単位
で表示される。また、１４C年代の誤差（±１σ）は、試料の１４C年代がその誤差範囲に入る確率が６８.２％
であることを意味する。
　同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表される。δ１３C は、試料炭
素の１３C 濃度（１３C/１２C）を測定し、基準試料からのずれを計算する。測定には質量分析計あるいは加速
器を用いる。加速器により１３C/１２Cを測定した場合には表中に（加速器）と注記する。また、Δ１４Cは、
試料炭素がδ１３C = －２５.０（‰）であるときの１４C濃度に換算した上で計算した値である。pMC (percent 
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Modern Carbon)は、１４C濃度の現代炭素に対する割合を示す。
　年代が既知の試料の１４C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の１４C濃度変化などを補正
し、実年代に近づけた値を暦年較正年代という。暦年較正年代の計算では、IntCal０４データベース
（Reimer et al ２００４）を用い、OxCalv３.１０較正プログラム（Bronk Ransey１９９５　 Bronk Ransey ２００１　
Bronk Ramsey, van der Plicht and Weninger２００１）を使用した。暦年較正年代は、１４C年代に対応する
較正曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８.２％）あるいは２標準偏差（２σ＝９５.４％）で
表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入していない１４C年代値である。

６　測定結果

　１４C年代は、ⅢＨ－３では、覆土の炭化物が１,１６０±３０yrBP（No.１：IAAA-７２１６５）、１,１２０±３０yrBP
（No.２：IAAA-７２１６６）、１,０７０±３０yrBP（No.３：IAAA-７２１６７）、カマドの炭化物が１,１００±３０yrBP（No.４：
IAAA-７２１６８）である。ⅢＨ－４では、床面の炭化物が８２０±３０yrBP（No.５：IAAA-７２１６９）、７６０±３０yrBP
（No.６：IAAA-７２１７０）、７２０±３０yrBP（No.７：IAAA-７２１７１）、８４０±３０yrBP（No.８：IAAA-７２１７２）で
ある。ⅢＰ－２４では、坑底の炭化物が２,４００±４０yrBP（No.１４：IAAA-７２１７８）である。ⅢＰ－５９では、
覆土出土の炭化物が２,３６０±３０yrBP（No.１５：IAAA-７２１７９）である。土器集中５より出土した炭化物
は１,０８０±３０yrBP（No.１９：IAAA-７２１８３）である。
　暦年較正年代（１σ＝６８.２％）は、No.１が７８０～９６０AD、No.２が８９０～９７０AD、No.３が９００～１,０２０AD、
No.４が８９５～９８５AD、No.５が１,２０５～１,２６０AD、No.６が１,２２５～１,２８０AD、No.７が１,２６５～１,２９０AD、No.８が
１,１７５～１,２５５AD、No.１４が５２０～４００BC、No.１５が５１０～３９０BC、No.１９が８９５～９９５ADに含まれる。
　試料の炭素含有率は十分であり、化学処理および測定内容にも問題が無いことから、妥当な年代と
考えられる。 （株式会社加速器分析研究所）
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表Ⅵ－１－１　測定試料の１４Ｃ年代および炭素の同位体比（１）

BP年代および炭素の同位体比 試　　料IAA Code No.

30±1,160：Libby Age（yrBP）北海道千歳市祝梅485番地２ほか試料採取場所 ：IAAA－72165

0.60±－25.34＝δ13C（‰）、（加速器） 祝梅川小野遺跡　ⅢＨ－３ 覆土　

3.5±－134.0＝Δ14C（‰） 炭化物試料形態  ：　

0.35±86.60＝ pMC（％） No.１試料名（番号） ：　

3.4±－134.7＝δ14C（‰） 　　

0.34±86.53＝ pMC（％）δ13C の補正無し（参考）　

30±1,160：Age （yrBP）　　#2040－1

30±1,120：Libby Age（yrBP）北海道千歳市祝梅485番地２ほか試料採取場所 ：IAAA－72166

0.69±－26.76＝δ13C（‰）、（加速器） 祝梅川小野遺跡　ⅢＨ－３ 覆土　

3.2±－130.1＝Δ14C（‰） 炭化物試料形態  ：　

0.32±86.99＝ pMC（％） No.２試料名（番号） ：　

3.0±－133.2＝δ14C（‰） 　　

0.30±86.68＝ pMC（％）δ13C の補正無し（参考）　

30±1,150：Age （yrBP）　　#2040－2

30±1,070：Libby Age（yrBP）北海道千歳市祝梅485番地２ほか試料採取場所 ：IAAA－72167

0.80±－26.74＝δ13C（‰）、（加速器） 祝梅川小野遺跡　ⅢＨ－３ 覆土　

3.3±－124.7＝Δ14C（‰） 炭化物試料形態  ：　

0.33±87.53＝ pMC（％） No.３試料名（番号） ：　

3.0±－127.8＝δ14C（‰） 　　

0.30±87.22＝ pMC（％）δ13C の補正無し（参考）　

30±1,100：Age （yrBP）　　#2040－3

30±1,100：Libby Age（yrBP）北海道千歳市祝梅485番地２ほか試料採取場所 ：IAAA－72168

0.87±－24.36＝δ13C（‰）、（加速器） 祝梅川小野遺跡　ⅢＨ－３ 竃　

3.3±－128.4＝Δ14C（‰） 炭化物試料形態  ：　

0.33±87.16＝ pMC（％） No.４試料名（番号） ：　

3.0±－127.3＝δ14C（‰） 　　

0.30±87.27＝ pMC（％）δ13C の補正無し（参考）　

30±1,090：Age （yrBP）　　#2040－4

30±820：Libby Age（yrBP）北海道千歳市祝梅485番地２ほか試料採取場所 ：IAAA－72169

0.91±－24.75＝δ13C（‰）、（加速器） 祝梅川小野遺跡　ⅢＨ－４ 床面　

3.3±－97.1＝Δ14C（‰） 炭化物試料形態  ：　

0.33±90.29＝ pMC（％） No.５試料名（番号） ：　

2.9±－96.6＝δ14C（‰） 　　

0.29±90.34＝ pMC（％）δ13C の補正無し（参考）　

30±820：Age （yrBP）　　#2040－5
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表Ⅵ－１－２　測定試料の１４Ｃ年代および炭素の同位体比（２）

ＢＰ年代および炭素の同位体比 試　　料IAA Code No.

30±760：Libby Age（yrBP）北海道千歳市祝梅485番地２ほか試料採取場所 ：IAAA－72170

0.96±－24.98＝δ13C（‰）、（加速器） 祝梅川小野遺跡　ⅢＨ－４ 床面　

3.3±－90.2＝Δ14C（‰） 炭化物試料形態  ：　

0.33±90.98＝ pMC（％） No. ６試料名（番号） ：　

2.8±－90.2＝δ14C（‰） 　　

0.28±90.98＝ pMC（％）δ13C の補正無し（参考）　

30±760：Age （yrBP）　　#2040－6

30±720：Libby Age（yrBP）北海道千歳市祝梅485番地２ほか試料採取場所 ：IAAA－72171

0.51±－21.24＝δ13C（‰）、（加速器） 祝梅川小野遺跡　ⅢＨ－４ 床面　

3.2±－85.9＝Δ14C（‰） 炭化物試料形態  ：　

0.32±91.41＝ pMC（％） No. ７試料名（番号） ：　

3.0±－78.8＝δ14C（‰） 　　

0.30±92.12＝ pMC（％）δ13C の補正無し（参考）　

30±660：Age （yrBP）　　#2040－7

30±840：Libby Age（yrBP）北海道千歳市祝梅485番地２ほか試料採取場所 ：IAAA－72172

0.58±－21.18＝δ13C（‰）、（加速器） 祝梅川小野遺跡　ⅢＨ－４ 床面　

3.3±－98.8＝Δ14C（‰） 炭化物試料形態  ：　

0.33±90.12＝ pMC（％） No. ８試料名（番号） ：　

3.1±－91.7＝δ14C（‰） 　　

0.31±90.83＝ pMC（％）δ13C の補正無し（参考）　

30±770：Age （yrBP）　　#2040－8

40±2,400：Libby Age（yrBP）北海道千歳市祝梅485番地２ほか試料採取場所 ：IAAA－72178

0.71±－22.57＝δ13C（‰）、（加速器） 祝梅川小野遺跡　ⅢＰ－24 坑底　

3.2±－258.6＝Δ14C（‰） 炭化物試料形態  ：　

0.32±74.14＝ pMC（％） No. 14試料名（番号） ：　

3.0±－254.9＝δ14C（‰） 　　

0.30±74.51＝ pMC（％）δ13C の補正無し（参考）　

30±2,360：Age （yrBP）　　#2040－14

30±2,360：Libby Age（yrBP）北海道千歳市祝梅485番地２ほか試料採取場所 ：IAAA－72179

0.82±－26.65＝δ13C（‰）、（加速器） 祝梅川小野遺跡　ⅢＰ－59 覆土　

2.8±－254.9＝Δ14C（‰） 炭化物試料形態  ：　

0.28±74.51＝ pMC（％） No. 15試料名（番号） ：　

2.5±－257.4＝δ14C（‰） 　　

0.25±74.26＝ pMC（％）δ13C の補正無し(参考)　

30±2,390：Age （yrBP）　　#2040－15
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表Ⅵ－１－３　測定試料の１４Ｃ年代および炭素の同位体比（３）

BP年代および炭素の同位体比 試　　料IAA Code No.

30±1,080：Libby Age（yrBP）北海道千歳市祝梅485番地２ほか試料採取場所 ：IAAA－72183

0.68±－25.48＝δ13C（‰）、（加速器） 祝梅川小野遺跡　土器集中５　Ⅲ層　

3.2±－126.3＝Δ14C（‰） 炭化物試料形態  ：　

0.32±87.37＝ pMC（％） No. 19試料名（番号） ：　

3.0±－127.1＝δ14C（‰） 　　

0.30±87.29＝ pMC（％）δ13C の補正無し（参考）　

30±1,090：Age （yrBP）　　#2040－19

表Ⅵ－１－４　放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果(1)

暦年較正２σ（yrcalBP）暦年較正１σ（yrcalBP）暦年較正用
（yrBP・丸め込みなし）前処理Code No.層位出土地点試料試料

番号

770－980AD（95.4%）
780－790AD（2.7%）
810－900AD（44.0%）
910－960AD（21.6%）

1156±32AAAIAAA－72165覆土ⅢＨ－３炭化物No.１

820－840AD（1.1%）
 860－1000AD（94.3%）

890－905AD（10.2%）
910－970AD（58.0%）1119±29AAAIAAA－72166覆土ⅢＨ－３炭化物No.２

890－1030AD（95.4%）900－920AD（11.4%）
960－1020AD（56.8%）1069±30AAAIAAA－72167覆土ⅢＨ－３炭化物No.３

880－1020AD（95.4%）895－925AD（26.7%）
 935－985AD（41.5%）1104±30AAAIAAA－72168竃ⅢＨ－３炭化物No.４

1165－1270AD（95.4%）1205－1260AD（68.2%）820±29AAAIAAA－72169床面ⅢＨ－４炭化物No.５

1215－1285AD（95.4%）1225－1280AD（68.2%）759±29AAAIAAA－72170床面ⅢＨ－４炭化物No.６

1240－1300AD（92.0%）
 1360－1390AD（3.4%）1265－1290AD（68.2%）721±27AAAIAAA－72171床面ⅢＨ－４炭化物No.７

1150－1270AD（95.4%）1175－1240AD（64.8%）
1245－1255AD（3.4%）835±29AAAIAAA－72172床面ⅢＨ－４炭化物No.８

750－680BC（11.9%）
670－640BC（2.8%）
560－390BC（80.8%）

520－400BC（68.2%）2403±34AAAIAAA－72178坑底ⅢＰ－24炭化物No.14

540－380BC（95.4%）510－430BC（27.5%）
420－390BC（40.7%）2363±30AAAIAAA－72179覆土ⅢＰ－59炭化物No.15

890－1020AD（95.4%）895－920AD（21.7%）
940－995AD（46.5%）1084±29AAAIAAA－72183Ⅲ層土器集中５炭化物No.19
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図Ⅵ－１－１　暦年較正年代グラフ（１）
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図Ⅵ－１－２　暦年較正年代グラフ（２）
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（３）祝梅川小野遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）②
１　測定対象試料

　祝梅川小野遺跡は、北海道千歳市祝梅（北緯４２°４９′５０″、東経１４１°４１′４２″）に所在する。測定
対象試料は、住居跡出土木炭（１：IAAA-１１２１５２～５：IAAA-１１２１５６）の合計５点である（表Ⅵ－１
－５）。
　試料１～３は土壌ごと取り上げた後に、フローテーション法で回収され、４、５は調査現場で直接
採取された。

２　測定の意義

　遺構の年代を推定する。

３　化学処理工程

１）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。
２）酸－アルカリ－酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、

超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における酸処理では、通常１mol/ℓ
（１M）の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、
０.００１Mから１Mまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が１Mに達した時に
は「AAA」、１M未満の場合は「AaA」と表Ⅵ－１－５に記載する。

３）試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO２）を発生させる。
４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。
５）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。
６）グラファイトを内径１㎜のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測

定装置に装着する。

４　測定方法

　加速器をベースとした１４C-AMS専用装置（NEC社製）を使用し、１４Cの計数、 １３C濃度（ １３C/１２C）、１４C
濃度（１４C/１２C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx
Ⅱ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

５　算出方法

（１）δ１３C は、試料炭素の１３C 濃度（１３C/１２C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表し
た値である（表Ⅵ－１－５）。AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

（２）１４C年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中１４C濃度が一定であったと仮定して測定され、１９５０
年を基準年（０yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期（５５６８年）を
使用する（Stuiver and Polach １９７７）。１４C年代はδ１３Cによって同位体効果を補正する必要がある。
補正した値を表Ⅵ－１－５に、補正していない値を参考値として表Ⅵ－１－６に示した。１４C年代
と誤差は、下１桁を丸めて１０年単位で表示される。また、１４C年代の誤差（±１σ）は、試料の１４C
年代がその誤差範囲に入る確率が６８.２％であることを意味する。

（３）pMC （percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の１４C濃度の割合である。pMC
が小さい（１４Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが１００以上（１４Cの量が標準現代炭素と同等以
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上）の場合Modernとする。この値もδ１３Cによって補正する必要があるため、補正した値を表Ⅵ
－１－５に、補正していない値を参考値として表Ⅵ－１－６に示した。

（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去
の１４C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、１４C年代に対応する較
正曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８.２％）あるいは２標準偏差（２σ＝９５.４％）
で表示される。グラフの縦軸が１４C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力
される値は、δ１３C補正を行い、下一桁を丸めない１４C年代値である。なお、較正曲線および較正プ
ログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異な
るため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年
較正年代の計算に、IntCal０９データベース（Reimer et al. ２００９）を用い、OxCalv４.１較正プログラ
ム（Bronk Ramsey ２００９）を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベース、プログ
ラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値として表Ⅵ－１－６に示し
た。暦年較正年代は、１４C年代に基づいて較正（calibrate）された年代値であることを明示するた
めに「cal BC/AD」（または「cal BP」）という単位で表される。

６　測定結果

　住居跡出土木炭の１４C年代は、ⅢＨ－８煙道出土の１が１２６０±２０yrBP、ⅢＨ－８火床出土の２が
１３２０±２０yrBP、ⅢＨ－９炉跡出土の３が９６０±２０yrBP、ⅢＨ－９覆土出土の４が８９０±２０yrBP、ⅢＨ
－１０覆土出土の５が１２７０±２０yrBPである。ⅢＨ－８、ⅢＨ－９出土の各２点の値は、誤差（±１σ）
の範囲でわずかに重ならないが、おおむね近接している。暦年較正年代（１σ）は、１が６９２～７７２cal 
AD、２が６６０～７６４cal AD、３が１０２８～１１４９cal AD、４が１０５２～１２０７cal AD、５が６８８～７７０cal ADの
間に各々複数の範囲で示される。
　試料の炭素含有率は、６０％以上といずれも適正な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。
 （株式会社加速器分析研究所）

文献
Stuiver M. and Polach H.A. １９７７ Discussion: Reporting of １４C data, Radiocarbon １９(３), ３５５-３６３
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Reimer, P.J. et al. ２００９ IntCal０９ and Marine０９ radiocarbon age calibration curves, ０-５０,０００ years cal BP, Radiocarbon 
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表Ⅵ－１－５　測定試料の１４Ｃ年代および炭素の同位体比（４）

δ13C補正ありδ13C （‰）

（AMS）
処理方法

試料

形態
採取場所試料名測定番号

pMC （%）Libby Age 
（yrBP）

0.24 ±85.45 20±1,2600.56 ±－24.82 AAA木炭ⅢＨ－８　煙道1IAAA－112152

0.26 ±84.89 20±1,3200.48 ±－23.73 AAA木炭ⅢＨ－８　火床2IAAA－112153

0.24 ±88.78 20±9600.52 ±－25.39 AAA木炭ⅢＨ－９　炉跡3IAAA－112154

0.26 ±89.51 20±8900.52 ±－28.91 AAA木炭ⅢＨ－９　覆土4IAAA－112155

0.25 ±85.35 20±1,2700.58 ±－27.68 AAA木炭ⅢＨ－10　覆土5IAAA－112156

［#4804］

表Ⅵ－１－６　放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果（２）

2σ暦年代範囲1σ暦年代範囲暦年較正用（yrBP）
δ13C補正なし

測定番号
pMC（％）Age（yrBP）

671calAD － 780calAD（93.4%）
792calAD － 805calAD（ 2.0%）

692calAD － 750calAD（59.6%）
763calAD － 772calAD（8.6%）22±1,2630.22±85.4820 ±1,260IAAA－112152

656calAD － 722calAD（71.5%）
740calAD － 770calAD（23.9%）

660calAD － 693calAD（51.3%）
748calAD － 764calAD（16.9%）24±1,3150.25±85.1220 ±1,290IAAA－112153

1022calAD － 1155calAD（95.4%）
1028calAD － 1047calAD（21.9%）
1089calAD － 1122calAD（35.8%）
1139calAD － 1149calAD（10.6%）

22±9560.22±88.7120 ±960IAAA－112154

1044calAD － 1100calAD（32.9%）
1119calAD － 1215calAD（62.5%）

1052calAD － 1080calAD（23.7%）
1129calAD － 1133calAD（ 2.6%）
1153calAD － 1190calAD（34.9%）
1197calAD － 1207calAD（ 7.0%）

23±8900.24±88.7920 ±950IAAA－112155

673calAD － 777calAD（95.4%）688calAD － 722calAD（36.9%）
740calAD － 770calAD（31.3%）23±1,2720.23±84.8820 ±1,320IAAA－112156

［参考値］
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図Ⅵ－１－３　暦年較正年代グラフ（３）
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２　黒曜石原産地同定結果
　平成１９年度に当財団が（株）第四紀地質研究所に委託し、黒曜石産地同定の成果として提出された「黒
曜石原産地同定（祝梅川小野遺跡）」を掲載する。測定対象は、縄文時代晩期後葉の土坑ⅢＰ－５６から
採取された黒曜石製Ｕフレイク６点（試料Ｏ－１～６）である。試料の採取位置、遺物番号、層位、
大きさ、重さ、分類、原産地同定結果については表Ⅵ－２－１のとおりである。各遺物の出土位置図
は図Ⅳ－１－４２～４４、実測図は図Ⅳ－２－１８・１９‐６０～６５に掲載している。黒曜石原産地の同定によ
り、黒曜石の搬入元を明らかにし、当時の物流の一端を明らかにすることを目的として依頼した。

（１）同定結果について
　試料の原産地は肉眼観察から白滝産と推定していたが、同定結果も赤石山Ⅱ２点、赤石山Ⅲ４点で
あった。このことから、縄文時代晩期後葉の祝梅川小野遺跡では、石器の材料として白滝産の黒曜石
を入手し利用していたことが明らかとなった。
　今回検出したⅢＰ－５６と同じように、壺形土器の内部に黒曜石の大型剥片石器が納められた例は、
余市町栄町５遺跡Ｐ－８が知られている。栄町５遺跡Ｐ－８からは、斜めの状態の壺形土器の内部に
５点の黒曜石の大型剥片が出土した。壺形土器は縄文時代晩期後葉のもので、ⅢＰ－５６出土のものと
同時期と考えられる。中に入っていた大型剥片には周縁に不連続な細かい剥離と稜にわずかな磨耗が
みられるということなので、Ｕフレイクと考えられる。黒曜石産地同定は行っていないが、肉眼観察
によって白滝産の可能性が強いとしている（北埋調報６６）。千歳市と余市町という距離の離れた位置に
ある２つの土坑には、副葬形態、出土した壺形土器、土器内部に入れられた黒曜石製大型Ｕフレイク、黒
曜石の産地が白滝産であるといった、かなり強い共通性が見られる。栄町５遺跡は赤井川という原産
地が近くにあるにもかかわらず、白滝産の黒曜石を多く利用していることも興味深い。
　縄文時代晩期後葉～続縄文時代の黒曜石については、江別市対雁２遺跡で石鏃を用いた原産地同定
を行っている（北埋調報２３１・２４０）。この結果と札幌市内の遺跡からの出土例とあわせて検討し、石鏃
の形態の変化と絡めて黒曜石原産地の傾向がある時期を境に変わることを指摘している。つまり、晩
期中葉～後葉の有茎鏃では白滝エリア産や上士幌エリア産が多数を占めるのに対し、晩期末葉～続縄
文時代初頭の三角形鏃では赤井川エリア産の比率が増大し、これ以後の札幌近郊では赤井川エリア産
が卓越していくことが明らかになった（北埋調報２４０）。今報告のⅢ層から出土している石鏃は有茎鏃
が卓越しており、白滝エリア産の黒曜石がⅢＰ－５６から検出されたことは、この傾向とも一致する。Ⅲ
Ｐ－５６の出土例は、余市町栄町５遺跡Ｐ－８とともに土器と黒曜石が共伴する好例であり、晩期後葉
において白滝エリア産の黒曜石が余市町・札幌市・江別市・千歳市といった道央地域で多く利用され
ている状況を示す一例となっている。今後、黒曜石原産地同定の資料増加により、黒曜石というモノ
が時期・地域によってどのように動いたのかが明らかになると考えられる。 （酒井）
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表Ⅵ－２－１　黒曜石原産地同定試料一覧

同定結果図版
番号図番号重さ

（ｇ）
厚さ
（㎝）

幅
（㎝）

長さ
（㎝）分　類層位遺物

番号遺構名試料
番号

赤石山Ⅲ図版35図Ⅳ－２－18－6051.80 1.20 5.75 7.05 Ｕフレイク覆土９2ⅢP－56Ｏ－１

赤石山Ⅲ図版35図Ⅳ－２－18－6150.00 1.75 6.75 8.60 Ｕフレイク覆土９3ⅢP－56Ｏ－２

赤石山Ⅲ図版35図Ⅳ－２－18－62115.80 2.30 11.80 8.60 Ｕフレイク覆土９4ⅢP－56Ｏ－３

赤石山Ⅱ図版35図Ⅳ－２－18－6383.50 2.30 7.40 10.70 Ｕフレイク覆土９5ⅢP－56Ｏ－４

赤石山Ⅱ図版35図Ⅳ－２－19－6473.80 1.60 7.50 8.75 Ｕフレイク覆土９6ⅢP－56Ｏ－５

赤石山Ⅲ図版35図Ⅳ－２－19－65160.70 1.90 9.00 11.70 Ｕフレイク覆土９7ⅢP－56Ｏ－６
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（２）黒曜石原産地同定（祝梅川小野遺跡）
１　実験条件

　分析はエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（日本電子製ＪＳＸ‐３２００）で行った。
　この分析装置は標準試料を必要としないファンダメンタルパラメータ法（ＦＰ法）による自動定量
計算システムが採用されており、６Ｃ～９２Ｕまでの元素分析ができ、ハイパワーＸ線源(最大３０ｋＶ、
４ｍＡ）の採用で微量試料～最大２９０ｍｍф×８０ｍｍＨまでの大型試料の測定が可能である。小形試料
では１６試料自動交換機構により連続して分析できる。分析はバルクＦＰ法でおこなった。ＦＰ法とは
試料を構成する全元素の種類と濃度、Ｘ線源のスペクトル分布、装置の光学系、各元素の質量吸収係
数など装置定数や物性値を用いて、試料から発生する各元素の理論強度を計算する方法である。
　実験条件はバルクＦＰ法（スタンダードレス方式）、分析雰囲気＝真空、Ｘ線管ターゲット素材＝Ｒ
ｈ、加速電圧＝３０ｋＶ、管電流＝自動制御、分析時間＝２００秒（有効分析時間）である。
　分析対象元素はSi、Ti、Al、Fe、Mn、Mg、Ca、Na、K、P、Rb、Sr、Y、Zrの１４元素、分析値は
黒曜石の含水量＝０と仮定し、酸化物の重量％を１００％にノーマライズし、表示した。
　地質学的には分析値の重量％は小数点以下２桁で表示することになっているが、微量元素のRb、 
Sr、 Y、 Zrは重量％では小数点以下３～４桁の微量となり、小数点以下２桁では０と表示される。こ
こでは分析装置のソフトにより計算された小数点以下４桁を用いて化学分析結果を表示した。
　主要元素と微量元素の酸化物濃度（重量％）でSiO２-Al２O３、Fe２O３-TiO２、K２O-CaOの各相関図、
Rb-Srは積分強度の相関図の４組の組み合わせで図を作成した。

２　分析結果

　祝梅川小野遺跡出土黒曜石遺物の分析結果は表Ⅵ－２－２化学分析表に示すとおりである。分析結
果に基づいてSiO２-Al２O３、Fe２O３-TiO２、K２O-CaO、Rb-Srの各図を、同定結果に基づいて表Ⅵ－２－
３原産地対比表を作成した。
１）１、２、３、６の４点は赤石山Ⅲ、４、５の２点は赤石山Ⅱである。

 （株式会社第四紀地質研究所）

引用文献
井上　巖（2008）東北日本の原産地黒曜石　北海道編
井上　巖（2008）東北日本の原産地黒曜石写真集
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表Ⅵ－２－２　化学分析表

Sr（I）Rb（I）TotalZrO2Y2O3SrORb2OFe2O3MnOTiO2CaOK2OP2O5SiO2Al2O3MgONa2O試料名

1421159100.0002 0.0092 0.0016 0.0018 0.0142 1.0843 0.0848 0.0730 0.5484 4.5295 1.3969 76.2705 12.1467 0.0000 3.8393 O－１

191125599.9999 0.0104 0.0052 0.0026 0.0166 1.1671 0.0973 0.0846 0.6122 4.7203 1.3908 75.9605 12.3277 0.0000 3.6046 O－２

3711164100.0002 0.0071 0.0021 0.0047 0.0143 1.1190 0.0769 0.0840 0.6199 4.6753 1.4659 76.0355 12.0332 0.0000 3.8623 O－３

2161754100.0000 0.0078 0.0036 0.0027 0.0215 1.0317 0.0764 0.0412 0.5285 4.6703 1.2181 76.8228 11.9271 0.0000 3.6483 O－４

4161410100.0001 0.0099 0.0054 0.0053 0.0175 1.0801 0.0899 0.0260 0.5087 4.6436 1.3747 76.2026 12.1353 0.0000 3.9011 O－５

592165899.9999 0.0042 0.0048 0.0084 0.0231 1.0841 0.0825 0.0817 0.5905 4.6543 1.4272 76.5403 12.0000 0.0000 3.4988 O－６

表Ⅵ－２－３　原産地対比表

原産地分　類層　位遺物番号遺　構掲載図番号試料名

赤石山ⅢＵフレイク壷内部覆土２ⅢＰ－56図Ⅳ－２－18－60O－１

赤石山ⅢＵフレイク壷内部覆土３ⅢＰ－56図Ⅳ－２－18－61O－２

赤石山ⅢＵフレイク壷内部覆土４ⅢＰ－56図Ⅳ－２－18－62O－３

赤石山ⅡＵフレイク壷内部覆土５ⅢＰ－56図Ⅳ－２－18－63O－４

赤石山ⅡＵフレイク壷内部覆土６ⅢＰ－56図Ⅳ－２－19－64O－５

赤石山ⅢＵフレイク壷内部覆土７ⅢＰ－56図Ⅳ－２－19－65O－６
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３　炭化材樹種同定結果
　平成１９年度に当財団がパリノ・サーヴェイ株式会社に委託し、成果として提出された「祝梅川小野
遺跡出土炭化材の樹種同定」を掲載する。同定試料は主に住居跡や土坑より出土した炭化材である。
各時期の木材利用を明らかにすることを目的として同定を依頼した。なお、ⅤＨ－２・６・７・１１、
ⅤＰ－１０・３９・４２は昨年度報告済みであり（北埋調報２８５）、遺構の詳細はこちらを参照いただきたい。

（１）同定結果について
　縄文時代前期後半の遺構ⅤＨ－２・６は、主にコナラ節が利用されている。ⅤＨ－２のＨＰ－２３は
用途と試料の由来は不明である。ⅤＨ－６のＨＰ－１は柱穴であり、建築部材に由来すると考えられ
る。後期前葉のⅤＨ－７のＨＦ－１とⅤＰ－１０は炉跡であることから試料の大半は燃焼材であり、コ
ナラ節・カエデ属・ハリギリ・トネリコ属など様々な樹種が利用されている。後期中葉の遺構ⅤＨ－
１１は地床炉（ＨＦ－２）周辺、ⅤＰ－３９・４２は覆土中の廃棄焼土であることから燃焼材であり、ハリ
ギリ・トネリコ属が利用されている。晩期後葉のⅢＰ－２４・５９はコナラ節が利用されているが、試料
の由来は不明である。擦文文化期のⅢＨ－３は焼失住居であり、覆土中の炭化材は建築部材に由来す
ると考えられる。同定結果はすべてコナラ節であった。ⅢＨ－４は、床面壁際で出土した炭化材がハ
ンノキ亜属・トネリコ属・コナラ節・ハリギリなど様々な樹種に同定されている。地床炉をもたない
ことから燃焼材の可能性は低く、これらは建築部材に由来すると考えられる。放射性炭素年代測定の
結果より、ⅢＨ－４は擦文文化期末葉と推測されており（Ⅵ章第１節参照）、ⅢＨ－３からの住居の形
態と木材利用の変化だけでなく、次のアイヌ文化期への移行という点でも重要である。
　近世アイヌ文化期の木材利用については、祝梅川小野遺跡の低湿地部分で杭列、梅川１遺跡で大量
の切片からなる建材集中が検出されており、次年度以降報告する。 （芝田）
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図Ⅵ－３－１　同定試料出土地点
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（２）祝梅川小野遺跡出土炭化材の樹種同定
１　はじめに

　千歳市祝梅川小野遺跡は、祝梅川の右岸段丘上に立地する。今回の発掘調査により、縄文時代前期
の住居跡、土坑、縄文時代後期の住居跡、縄文時代晩期の住居跡、土坑、土器集中、擦文文化期の住
居跡、焼土、集石、アイヌ文化期の住居跡、灰集中、柱穴、道跡等が検出されている。
　今回の分析調査では、縄文時代前・後・晩期の竪穴住居跡および土坑、擦文文化期の竪穴住居跡か
ら出土した炭化材を対象として、木材利用を明らかにするために樹種同定を実施する。

２　試料

　試料は、縄文時代および擦文文化期の遺構から出土した炭化材５６点である。

３　分析方法

　湿っている試料については、自然乾燥させる。木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）
の３断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特
徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同
定する。
　なお、同定の根拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等については、島地・伊東（１９８２）およびWheeler
他（１９９８）を参考にする。また、木材組織の配列については、林（１９９１）および伊東（１９９５,１９９６,１９９７, 
１９９８,１９９９）も参考にする。

４　結果

　樹種同定結果を表Ⅵ－３－１に示す。炭化材は、広葉樹５分類群（ハンノキ属ハンノキ亜属・コナ
ラ属コナラ亜属コナラ節・カエデ属・ハリギリ・トネリコ属）に同定された。なお、道管が認められ
ることから広葉樹であるが、組織の保存状態が悪く種類の同定に至らない試料が２点（試料番号２２,４６）、
樹皮のみで同定可能な炭化材が認められなかった試料が１点（試料番号１５）あった。同定された各種
類の解剖学的特徴等を記す。
・ハンノキ属ハンノキ亜属（Alnus subgen. Alnus）　カバノキ科
　散孔材で、管孔は単独または２－４個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁
孔は対列状に配列する。放射組織は同性、単列、１－２０細胞高のものと集合放射組織とがある。
・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen. Lepidobalanus sect. Prinus）　ブナ科
　環孔材で、孔圏部は１－２列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。
道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１－２０細胞高のものと複合
放射組織とがある。
・カエデ属（Acer）　カエデ科
　散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独または２－３個が複合して散在し、年輪
界に向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん
肥厚が認められる。放射組織は同性、１－５細胞幅、１－４０細胞高。木繊維が木口面において不規則
な紋様をなす。
・ハリギリ（kalopanax pictus (Thunb.) Nakai）　ウコギ科ハリギリ属
　環孔材で、孔圏部は１－２列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、塊状に複合して接線・斜方向に
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紋様状あるいは帯状に配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互
状または対列状に配列する。放射組織は異性、１－５細胞幅、１－３０細胞高。
・トネリコ属（Fraxinus）　モクセイ科
　環孔材で、孔圏部は１-２列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、厚壁の道管が単独または２個が
放射方向に複合して配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状
に配列する。放射組織は同性、１－３細胞幅、１－３０細胞高。

５　考察

縄文時代

　縄文時代の試料は合計２８点あるが、後期前葉の住居跡ⅤＨ－７から出土した試料が１８点を占めてお
り、他の遺構は全て各１点のみである。各遺構別の種類構成を表Ⅵ－３－２に示す。
　縄文時代前期前半は、住居跡から出土した試料２点が、いずれもコナラ節に同定された。コナラ節
は本地域ではミズナラが一般的であり、重硬で強度が高い材質を有する。一方、後期前葉の住居跡と
土坑では、トネリコ属を中心にカエデ属、ハリギリ、コナラ節が利用されるが、コナラ節は２点のみ
で少ない。後期全体をみてもコナラ節は２点のみであり、本遺跡では前期と後期でコナラ節の利用状
況が異なる可能性がある。トネリコ属とカエデ属も重硬で強度が高い材質を有するが、ハリギリは比
較的軽軟で、強度が低い。ハリギリとその他の木材とで出土状況に違いは見られないが、ハリギリの
み材質が異なることから、利用部位等が異なる可能性がある。
　後期中葉の炭化材は、土坑から出土した試料２点がハリギリとトネリコ属に同定された。また、後
期中葉の住居等から出土した炭化材は、２点がトネリコ属に同定された。これらの結果から、後期を
通してトネリコ属が構築材や燃料材等に利用されていたことが推定される。
　縄文時代晩期の試料は、土坑から出土した２点と土器集中から出土した１点があり、土坑の炭化材
がコナラ節、土器集中の炭化材がハンノキ亜属に同定された。後期には利用の少なかったコナラ節が
晩期に再び利用されるが、点数が少ないため詳細は不明である。今後試料数を増やして検証すること
が望まれる。
　なお、本地域周辺地域では、縄文時代前期の炭化材について樹種を明らかにした例は少ないが、後
期の試料ではカリンバ２遺跡で住居構築材と考えられる炭化材にトネリコ属の多い結果が報告されて
いる（三野,１９９８）。一方、梅川４遺跡や末広遺跡では、住居構築材と考えられる炭化材にコナラ節が
多く利用されており（三野,２０００）、遺跡によって木材利用が異なる。縄文時代晩期では、キウス５遺
跡で燃料材等と考えられる炭化材にコナラ節の多い結果が報告されているが、建築部材に関しては資
料がほとんどないため、詳細については不明である（パリノ・サーヴェイ株式会社,１９９８）。
擦文文化期

　炭化材は、擦文文化期の竪穴住居跡２軒から出土した試料である。ⅢＨ－３の試料は、８点全てが
コナラ節に同定されたが、ⅢＨ－４では２０点の試料がトネリコ属９点、ハンノキ亜属６点、コナラ節
２点、ハリギリ１点、広葉樹１点、不明１点に同定された。ⅢＨ－４の炭化材は、トネリコ属を中心
に４種類が利用されており、ⅢＨ－３とは木材利用の傾向が異なる。両住居跡の炭化材は遺存状況に
違いがあるが、いずれも壁際近くから出土した炭化材を試料としており、部位に違いがあるとは考え
にくい。ⅢＨ－４で確認された種類は、トネリコ属を中心に河畔林や湿地林の構成種が目立つことか
ら、両住居跡における種類構成の違いは、木材採取地の植生の違い等を反映すると考えられる。
　なお、ⅢＨ－３は、炭化材の遺存状況が良好であり、分析対象とした他にも部位を推定できる炭化
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材が多数出土している。本地域では、擦文文化期後半の建築部材について樹種を明らかにした例が少
ないため、部位が分かる資料は貴重であり、今後残りの炭化材についても樹種を明らかにすることが
望まれる。 （パリノ・サーヴェイ株式会社）
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表Ⅵ－３－１　樹種同定結果
樹種時期取上番号層位調査区遺構名等番号

コナラ属コナラ亜属コナラ節擦文文化期１覆土Ｇ６ⅢH－３１
コナラ属コナラ亜属コナラ節擦文文化期２覆土Ｇ６ⅢH－３２
コナラ属コナラ亜属コナラ節擦文文化期３覆土Ｇ７ⅢH－３３
コナラ属コナラ亜属コナラ節擦文文化期４覆土Ｇ７ⅢH－３４
コナラ属コナラ亜属コナラ節擦文文化期５覆土Ｇ７ⅢH－３５
コナラ属コナラ亜属コナラ節擦文文化期６覆土Ｇ７ⅢH－３６
コナラ属コナラ亜属コナラ節擦文文化期７覆土Ｇ７ⅢH－３７
コナラ属コナラ亜属コナラ節擦文文化期８竃Ｇ６ⅢH－３８
ハンノキ属ハンノキ亜属擦文文化期１床面Ｈ５ⅢH－４９
コナラ属コナラ亜属コナラ節擦文文化期２床面Ｈ５ⅢH－４10
ハリギリ擦文文化期３床面Ｈ５ⅢH－４11
ハンノキ属ハンノキ亜属擦文文化期４床面Ｈ５ⅢH－４12
ハンノキ属ハンノキ亜属擦文文化期５床面Ｈ５ⅢH－４13
ハンノキ属ハンノキ亜属擦文文化期６床面Ｈ５ⅢH－４14
樹皮擦文文化期７床面Ｉ５ⅢH－４15
トネリコ属擦文文化期８床面Ｈ５ⅢH－４16
トネリコ属擦文文化期９床面Ｉ５ⅢH－４17
トネリコ属擦文文化期10床面Ｉ５ⅢH－４18
トネリコ属擦文文化期11床面Ｉ５ⅢH－４19
トネリコ属擦文文化期12床面Ｉ５ⅢH－４20
トネリコ属擦文文化期13床面Ｉ５ⅢH－４21
広葉樹擦文文化期14床面Ｉ５ⅢH－４22
トネリコ属擦文文化期15床面Ｉ５ⅢH－４23
コナラ属コナラ亜属コナラ節擦文文化期16床面Ｈ５ⅢH－４24
トネリコ属擦文文化期17床面Ｈ５ⅢH－４25
トネリコ属擦文文化期18床面Ｉ５ⅢH－４26
ハンノキ属ハンノキ亜属擦文文化期19床面Ｉ５ⅢH－４27
ハンノキ属ハンノキ亜属擦文文化期20床面Ｉ５ⅢH－４28
コナラ属コナラ亜属コナラ節縄文時代前期後半１坑底Ｑ11ⅤH－２　HP－2329
コナラ属コナラ亜属コナラ節縄文時代前期後半１覆土4Ｑ20ⅤH－６　HP－１30
トネリコ属縄文時代後期前葉１覆土Ｍ23・24ⅤH－７　HF－１31
トネリコ属縄文時代後期前葉２覆土Ｌ・Ｈ23ⅤH－７　HF－１32
トネリコ属縄文時代後期前葉３覆土Ｍ23ⅤH－７　HF－１33
トネリコ属縄文時代後期前葉４覆土Ｌ23ⅤH－７　HF－１34
カエデ属縄文時代後期前葉５覆土Ｌ23ⅤH－７　HF－１35
カエデ属縄文時代後期前葉６覆土Ｌ24ⅤH－７　HF－１36
ハリギリ縄文時代後期前葉７覆土Ｌ24ⅤH－７　HF－１37
トネリコ属縄文時代後期前葉８覆土Ｌ24ⅤH－７　HF－１38
カエデ属縄文時代後期前葉９覆土M24ⅤH－７　HF－１39
トネリコ属縄文時代後期前葉10覆土Ｉ23ⅤH－７　HF－１40
トネリコ属縄文時代後期前葉11覆土Ｉ23ⅤH－７　HF－１41
トネリコ属縄文時代後期前葉12覆土Ｉ23ⅤH－７　HF－１42
トネリコ属縄文時代後期前葉13覆土Ｉ23ⅤH－７　HF－１43
カエデ属縄文時代後期前葉14覆土1Ｍ24ⅤH－７　HF－１44
トネリコ属縄文時代後期前葉15覆土1Ｌ24ⅤH－７　HF－１45
広葉樹縄文時代後期前葉16覆土1M24ⅤH－７　HF－１46
コナラ属コナラ亜属コナラ節縄文時代後期前葉17覆土1M24ⅤH－７　HF－１47
カエデ属縄文時代後期前葉18覆土M24ⅤH－７　HF－１48
トネリコ属縄文時代後期中葉１床面付近Ｉ３ⅤH－1149
コナラ属コナラ亜属コナラ節縄文時代晩期後葉１坑底Ｊ５ⅢP－2450
コナラ属コナラ亜属コナラ節縄文時代晩期後葉１覆土Ｉ１ⅢP－5951
コナラ属コナラ亜属コナラ節縄文時代後期前葉２覆土1Ｒ28ⅤP－1052
ハリギリ縄文時代後期中葉１覆土Ｉ４ⅤP－3953
トネリコ属縄文時代後期中葉１覆土Ｈ５ⅤP－4254
ハンノキ属ハンノキ亜属縄文時代晩期後葉１ⅢＨ１土器集中５55
トネリコ属縄文時代後期中葉～後葉１ⅤＪ２56

表Ⅵ－３－２　遺構別種類構成

合計

擦文文化期縄文時代

分類群＼遺構
晩期後葉後期中葉～後葉後期中葉後期前葉前期後半

住居その他土坑その他土坑住居土坑住居住居
ⅢH－4ⅢH－3土器集中5ⅢP－59ⅢP－24包含層ⅤP－42ⅤP－39ⅤH－11ⅤP－10ⅤH－7ⅤH－6ⅤH－2

761ハンノキ亜属
1628111111コナラ節
55カエデ属
3111ハリギリ
22911110トネリコ属
211広葉樹
11樹皮
5620811111118111合　計
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図版Ⅵ－３－１　炭化材（１）
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図版Ⅵ－３－２　炭化材（２）
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写真図版
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図版１

２５％調査開始（平成１９年度）

調査状況（平成２０年度）

調査状況
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図版２

ⅢＨ－１　完掘

ⅢＨ－１　ＨＦ－１検出

ⅢＨ－１　ＨＰ－７セクション

ⅢＨ－１　ＨＦ－１セクション

ⅢＨ－１　ＨＰ－９セクション

住居跡（１）
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ⅢＨ－２　完掘

ⅢＨ－２　ＨＦ－１検出

ⅢＨ－２　ＨＰ－２セクション

ⅢＨ－２　ＨＦ－１セクション

ⅢＨ－２　ＨＰ－６セクション

住居跡（２）

図版３
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図版４

ⅢＨ－３　調査状況

ⅢＨ－３　南北セクション

ⅢＨ－３　東西セクション ⅢＨ－３　掘り上げ土セクション

住居跡（３）

ⅢＨ－３　炭化材出土状況
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ⅢＨ－３　竈検出

ⅢＨ－３　竈燃焼部セクション

ⅢＨ－３　ＨＰ－１セクション

ⅢＨ－３　竈セクション

ⅢＨ－３　ＨＰ－２セクション

住居跡（４）

図版５

ⅢＨ－３　床面粘土検出
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図版６

ⅢＨ－４　完掘

ⅢＨ－４　セクション

ⅢＨ－４　セクション

住居跡（５）
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ⅢＨ－５　検出

ⅢＨ－５　ＨＦ－１セクション

ⅢＨ－５　ＨＰ－３セクション ⅢＨ－５　ＨＳ－１

住居跡（６）

図版７
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図版８

ⅢＨ－６　遺物出土状況

ⅢＨ－６　南北セクション

ⅢＨ－６　ＨＰ－２セクション

住居跡（７）

ⅢＨ－６　ＨＰ－１５セクション
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ⅢＨ－７　遺物出土状況

ⅢＨ－７　ＨＰ－１セクション

ⅢＨ－７　ＨＰ－２セクション ⅢＨ－７　ＨＰ－３遺物出土状況

住居跡（８）

図版９
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図版１０

ⅢＨ－８　検出

ⅢＨ－８　東西セクション

ⅢＨ－８　炭化材・Ｂ－Ｔｍ出土状況

住居跡（９）

ⅢＨ－８　竈袖・火床セクション（西から）
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ⅢＨ－８　竈煙道部セクション（北西から）

ⅢＨ－８　ＨＰ－２セクション

ⅢＨ－８　須恵器・炭化材出土状況 ⅢＨ－８　紡錘車出土状況

住居跡（１０）

図版１１

ⅢＨ－８　竈煙道部セクション（南から）

ⅢＨ－８　竈煙道・煙出部セクション（西から）

ⅢＨ－８　甕出土状況
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図版１２

ⅢＨ－９　完掘

ⅢＨ－９　東西セクション

ⅢＨ－９　ＨＦ－１検出

住居跡（１１）

ⅢＨ－９　ＨＰ－５セクション
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ⅢＨ－１０　検出

ⅢＨ－１０　セクション

掘り上げ土

住居跡（１２）

図版１３

ⅢＨ－８・１０　掘り上げ土セクション

ⅢＨ－１０　炭化材出土状況
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図版１４

土坑群完掘（Ｎ・Ｏ８～１０区）

土坑群完掘（Ｉ１２～１３区付近）

土坑（１）
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ⅢＰ－２

ⅢＰ－８

ⅢＰ－１０ ⅢＰ－２０

土坑（２）

図版１５

ⅢＰ－３

ⅢＰ－９
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図版１６

ⅢＰ－２４

ⅢＰ－２８

ⅢＰ－３１

土坑（３）

ⅢＰ－３３

ⅢＰ－３０
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図版１７

ⅢＰ－３９

ⅢＰ－４９

土坑（４）

ⅢＰ－４３

ⅢＰ－４６ ⅢＰ－４７

ⅢＰ－５４

Title:p245_260_fuse.ec7 Page:245  Date: 2012/12/19 Wed 01:09:05 



246

図版１８

ⅢＰ－５６

ⅢＰ－６０

ⅢＰ－６７

ⅢＰ－６６

ⅢＰ－７３

土坑（５）
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ⅢＳＰ－３２

ⅢＳＰ－５４

ⅢＳＰ－８２

ⅢＳＰ－５５

ⅢＳＰ－１１４

小ピット

図版１９

ⅢＳＰ－３５
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図版２０

ⅢＦ－１

ⅢＳ－４ ⅢＲ－１

焼土・灰集中・集石・道跡

ⅢＡ－２

ⅢＳ－１・２ ⅢＳ－３
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Ｏ８調査区

ⅢＨ－６・土器集中５

Ｍ５調査区

ⅢＨ－６・土器集中３

遺物出土状況

図版２１

ⅢＨ－６・土器集中６
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図版２２

ⅢＨ－６（土器集中２） １

ⅢＨ－６（土器集中５） ６

遺構の土器等（１）

ⅢＨ－６（土器集中４） ３

ⅢＨ－６（土器集中３） ４

ⅢＨ－６（土器集中３） ２
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図版２３

ⅢＨ－６（土器集中６） ８

遺構の土器等（２）

ⅢＨ－７ ９

ⅢＨ－６（土器集中５） ５ ⅢＨ－６ ７
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図版２４

ⅢＨ－７ １０

遺構の土器等（３）

ⅢＰ－２４ １２

ⅢＨ－７ １１ ⅢＰ－５６ １４
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図版２５

ⅢＨ－３ １６

遺構の土器等（４）

ⅢＨ－８ １７

ⅢＰ－５４ １３ ⅢＨ－３ １５
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図版２６

遺構の土器等（５）

ⅢＨ－８ １９

ⅢＨ－８ １８

ⅢＨ－８ ２０

ⅢＨ－８ ２２

ⅢＨ－８ ２１
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図版２７

遺構の土器等（６）

ⅢＨ－６

２３ ２５ ２６ ２７

２４

２８

２９ ３０

３１

３２ ３３

３５

３６

３４

３７

３８ ３９
４０ ４１
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遺構の土器等（７）

図版２８

ⅢＨ－６（土器集中３）

４２ａ

４３

４５

４４
４６

４７ａ ４８

４２ｂ

４７ｂ

ⅢＨ－６（土器集中５）

ⅢＨ－６（土器集中４）

ⅢＨ－７
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図版２９

遺構の土器等（８）

４９ａ

５１

５２

５０

５５
５６

５３

５４

５７

５８ａ

５９

４９ｂ

５８ｂ
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図版３０

遺構の土器等（９）

ⅢＰ－２

６１
６０

６２

６３

６５

６４

ⅢＰ－２４

ⅢＰ－３

ⅢＰ－２８
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図版３１

遺構の土器等（１０）

６６

７３

７４

７０

７６

７５ ７８

７９

６９

７７

ⅢＰ－３０ ⅢＰ－３１

６７

６８

ⅢＰ－３４

ⅢＰ－４８

７１

ⅢＰ－４９

７２

ⅢＰ－６０

ⅢＰ－５４

ⅢＰ－３９ ⅢＰ－４２

ⅢＰ－５５
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図版３２

遺構の土器等（１１）

ⅢＨ－３

８４

８１ ８２

ⅢＨ－４

８３

ⅢＨ－８

８５

８７ａ
８７ｂ

ⅢＨ－９

８８ａ

８８ｂ ８９

９４ａ

９０ｂ

ⅢＨ－１０

９１

９３

９４ｂ

９２

８６

９０ａ
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Title:p245_260_fuse.ec7 Page:260  Date: 2012/12/19 Wed 01:10:05 



���

����

�������	�

����

� �

�

�� �� ��

��

�� �� �� ��

�� ��

�� �� �� ����

�� ��

��

� �� ��� �� ��

����

�

� ��

Title:p261_282_fuse.ec7 Page:261  Date: 2012/12/13 Thu 19:21:28 



���

����

�������	�

����

��

��

��

��
��

��

��

��

��

��

��

��

��

��
��

��

����

��

��

��

��

�� �� �� ���� ��

��

�����

�����

�����

�����

�����

�����

Title:p261_282_fuse.ec7 Page:262  Date: 2012/12/13 Thu 19:21:33 



���

����

�������	�

�����

��
��

��

��

��

��

��
����

��

��

�����

����

Title:p261_282_fuse.ec7 Page:263  Date: 2012/12/13 Thu 19:21:38 



264

図版３６

包含層の土器等（１）

３ ４

１ ２
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図版３７

包含層の土器等（２）

６

９

８

５

７
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図版３８

包含層の土器等（３）

１２

１０

１１

１３
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図版３９

包含層の土器等（４）

１８

１４

１７

１５

１９

１６
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図版４１

包含層の土器等（６）

２８

２２

２６

２９

２４

２７
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図版５０

包含層の土器等（１５）
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調査原因調査面積調査期間東経北緯
コード

 所 在 地 
ふ り が な

 収  録  遺  跡 
ふ り が な

遺跡番号市町村

道路敷設に
伴う記録保存

1,550㎡20070507
～20071031

Ｍ20杭

Ａ－０３－４８

01224

 千  歳  市 
ち とせ し

 祝梅 
しゅくばい

485－2ほか 祝 
しゅく

 梅  川  小  野 
ばい がわ お の

 遺  跡 
い せき

141度41分
27.39113秒

42度49分
57.75689秒 6,787㎡20080507

～20081031

893㎡20080507
～20081031

Ｓ72杭

Ａ－０３－５６ 千  歳  市 
ち とせ し

 祝梅 
しゅくばい

498－3 梅  川 １ 遺  跡 
うめ かわ い せき

141度41分
31.15295秒

42度50分
05.77447秒

主な遺物主な遺構主な時代種   別所収遺跡名

土器
住居跡10軒、土坑77基、
小ピット54基、焼土2か所、

灰集中２か所、集石４か所、道跡１条

縄文時代晩期後葉
擦文文化期

近世アイヌ文化期
遺物包含地祝梅川小野遺跡

土製品
（紡錘車など）
石器等
石製品

（玉類など）

土器縄文時代晩期後葉
擦文文化期遺物包含地梅川１遺跡

石器等
　平成19・20年度の２か年の調査報告である。本書はⅢ層で検出された遺構・遺物
についての報告書である。ただし、Ⅲ層のうち低湿地で検出された遺構・木製品・
金属製品については、次年度以降に報告を予定している。両遺跡は、千歳市街地か
ら東へ約３㎞、千歳川の支流である梅川の左岸、標高７～15ｍに立地する。　
　祝梅川小野遺跡からは、縄文時代晩期後葉、擦文文化期、近世アイヌ文化期の遺
構・遺物が検出されている。遺構は、住居跡10軒、土坑77基などが確認された。遺
物は、土器等18,330点、石器等4,406点の合計22,736点が出土している。土製品では紡
錘車、石製品では玉類などが出土している。　
　梅川１遺跡からは、縄文時代晩期後葉、擦文文化期の土器等445点、石器等117点
の合計562点が出土している。

要 約

遺跡番号は北海道埋蔵文化財包蔵地周知資料登載番号、経緯度は世界測地系による。
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